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　　　第七章　命の代価、死の代価　～Weight of life～







　──そうして、幻影イリユージヨンNo.17は、生まれて初めて人を殺した。

　ともに作戦に参加した兵士達を罠わなにはめ、テロリスト達の前に誘い出して蜂はちの巣にした。

　研究施設の狭い室内には銃じゆう撃げきによって破は壊かいされた機き材ざいの残ざん骸がいが散乱し、部屋の隅には少年の手によって気絶させられたテロリスト達が一人残らず手て錠じようを付けられて転がっていた。ところどころで砕けたタイル張りの床ゆかは一面が血の海で、白い軍服を着た兵士が全部で十二人、折り重なるように倒れていた。

　機関銃の掃射を正面から浴びた体はどれもこれも見事なぐらい穴だらけで。

　それがときどき思い出したように痙けい攣れんしている様さまは、壊こわれかけた機械のようだった。

　罪の意い識しきや戸と惑まどいは心のどこにもなかった。マザーコアとして死んでいった仲間達のことを思うと、胸がすくような気さえした。多くの子供達を殺し、それでのうのうと生きているシティの連中に対する、当然の報むくいだと思った。

　小さな物音に、ふと視し線せんを下ろした。

　どうやって生き延びたのか、折り重なる死体の山から這はい出して、年若い兵士がこっちを見上げていた。

　血にまみれた顔を恐怖に引きつらせ、身を縮ちぢこまらせる無ぶ様ざまな姿。

　それで、ようやく、自分が笑っていることに気付いた。




　魔ま法ほう士し専用に作られた独房に閉じ込められて七日、軍の査問のためにさらに五日。少年に下された判決は銃殺でもマザーコアとしての感情除去ロボトミー処理でもなく、シティ・モスクワへの転属命令だった。

　後で知ったことだが、モスクワとマサチューセッツの間では当時からいくつもの共同プロジェクトが進められていて、少年の能力は噂うわさという形でモスクワの研究員達の間にひそかに伝わっていた。

　かねてから少年の能力に興きよう味みを持っていたモスクワと、貴重なサンプルをただ処分してしまうのは惜しいと考えたマサチューセッツ。両者の利害は見事に一致を見て、少年は自分の意志とは全く関かかわりのない所で、モスクワに貸し出されることになった。

　軍の士官が淡々と読み上げる命令書を、少年は、暗い独房の中で聞いた。

　生まれてからの数ヶ月を過ごしたあの実じつ験けん施設に戻ることは、結局、一度も無かった。

　出発の日の朝、輸ゆ送そう機きの待つポートで軍のフライヤーを下りると、包帯で両目を隠した少女が待ちかまえていた。少女は周囲の警けい備び兵へい達の静止を振り払ってこっちに駆け寄ると、挨あい拶さつも無しにいきなり少年の頬ほおをはたいた。

　背後に控えていた白衣の研究員が少女の名を呼んだ。

　それで、少女が自分の仲間だと気付いた。

　少女は包帯ぐるぐる巻きの顔を真まっ赤かにして、大声で少年をなじり始めた。お前がつまらない失敗をしたせいで軍との共同作戦がやりにくくなったと叫ぶ少女を見ているうちに、だんだん腹が立ってきた。こいつも自分と同じファクトリーの実験体のくせに、仲間がマザーコアとして殺されていることを知っているはずなのに、軍の連中にへつらって恥ずかしくないのかと、胸の奥から冷たい怒りが噴ふき上がるのを感じた。

　なおも声を上げようとする少女の耳元に口を寄せ、少女の勘違いを訂正してやった。あれはミスなどではなく、兵士どもを皆殺しにしてやるつもりだったのだと、分かりやすい言葉で説明してやった。

　怒ど鳴なり声が、ぴたりと止やんだ。

　少女の顔が青ざめていく様さまは、滑こつ稽けいだった。




　新天地に移ったからといって何が変わると期待していた訳でもなかったが、モスクワに送られた少年を待っていたのはやはり、以前と同じ実験訓練生の肩書きと、代わり映えのないテストと戦せん闘とう訓練の日々だった。

　研究区画の片隅にあてがわれた官舎の一室で目を覚まし、迎えのフライヤーに乗り込んで実じつ験けん施設に向かう。実験室には完全密閉型の検査用ベッドがあって、周囲には見み慣なれた機き械かいが置かれている。服を脱ぎ、体中に電極を貼はり付けられ、有機コードを接続されて後はただ眠っているだけ。

　休きゆう憩けいは二時間おき。

　戦闘訓練は毎日一時間。

　マサチューセッツにいた頃ころのように隔かく離り施設に閉じ込められることは無くなり、昼の休憩や夕食後には制約のない時間も与えられるようになったが、少年の行動は監かん視し役やくの兵士に二十四時間見張られていたから、自由なんてものは無いに等しかった。

　そんな生活の中で一つだけ以前と大きく異なっていたのは、三日に一度ぐらいの割合で舞まい込んでくる軍司令部からの出しゆつ撃げき命令だった。当時のモスクワはマザーコアの不ふ調ちようから深刻なエネルギー不足に陥っており、軍備縮しゆく小しようと市民に対する物資供給の安定を求める市民運動と、そこから派生したテロが横行していた。軍は毎日のようにその対応に追われ、戦闘は激げき化かの一途を辿たどり、ついには問題児の少年にまで命令が回ってくるようになっていた。

　もちろんマサチューセッツでの少年の凶状はモスクワ軍も知っていたから、少年の脳にはより強固で厳げん密みつな禁止事項が設定され、いざというときにはＩ－ブレインを強制停止できるよう、遠隔操そう作さ可能なノイズメイカーまで埋め込まれていた。

　それでも少年は努力した。自分の持てる能力のすべてを使い、知恵を振り絞って策を練り、何とかモスクワの兵士を殺してやろうと、標的である味方の部隊一人一人の詳細なデータを調しらべ上げることさえした。

　が、それらの試みは、すべて徒と労ろうに終わった。

　何重にも張り巡らされた脳内プロテクトの隙すき間まをかろうじて繋つないで線せんにしたような脆もろい罠わなでは、もともと少年に対して警けい戒かい心しんを抱いているモスクワ軍の兵士を陥れることなどできるはずが無かった。

　そうなると策を弄ろうするのもばかばかしくなって、もっと手っ取り早い方法を思いついた。兵士達を殺すのが無理ならせめて連中の役に立たないようにしようと、そう決めれば後は簡かん単たんなものだった。

　真っ先に戦場に飛び込んで、敵に自分の能力をいやというほど見せ付けてやる。

　それだけで、すべては事足りた。

　テロリストがどんな強力な武器を用意していようとどれほど激はげしい攻撃を仕掛けてこようと、少年の体にかすり傷一つつけることはできなかった。何をやっても攻撃が当たらないことが分かれば、敵の標的は自然と他ほかの兵士に向いた。

　後はただ黙だまって、戦いが終わるのを待っているだけ。

　何もせずに高見の見物を決め込んでいるだけというのは少し癪しやくだったが、軍の兵士だろうとテロリストだろうとシティに生きている以上は少年の敵に違いなかったから、そいつらが殺し合っている姿を見るのはそれはそれで愉快だった。

　そんなふうにして一ヶ月が過ぎると、少年が軍との共同作戦に駆り出される機き会かいは目に見えて減っていった。出しゆつ撃げき命令は単独での索さく敵てきやテロリストの拠点への潜せん入にゆう任務ばかりになり、それさえも、少年が誤情報をもたらすことを恐れた兵士達の反対で中止されることが常になっていた。

　少年の生活は官舎と実じつ験けん棟とうを行き来するだけの単たん調ちようなものになり、いくら検査を繰くり返してもＩ－ブレインの解析はさっぱり進まず、軍の上層部ではマサチューセッツから少年を買い取ったことを疑問視する声も上がり始めていた。

　周囲から聞こえてくるそれらの雑音を、少年は完かん璧ぺきに無視した。初めて味方の兵士を殺あやめたあの日から、覚悟はとうにできていた。殺すなら殺せ。もとよりこの命に価値など無い。貴重な実験サンプルである自分が処分されれば研究者どもはさぞかしがっかりするだろうと、それを思うと痛快ですらあった。

　もしその日が来たらどんな罠わなを仕掛けてやろうか、いまいましい研究員どもを何人道連れにしてやれるだろうかと、そんな空想が、いつしか孤独な少年の唯一の楽しみになっていた。

　そんな頃ころだった。




『所用で第八階層に赴く要人の警けい護ご』という聞き慣なれない任務が少年の許もとに舞まい込んだのは、二一九五年の七月も半ばを過ぎた、ある日のことだった。

　少年は数名の兵士とともに用意された装甲フライヤーの一台に乗り込み、『自治政府の要人』が乗り込んでいるという黒いフライヤーを護ご衛えいして、一般市民が暮らす市街地に降り立った。

　バイパス道を抜けて第八階層の空を飛ぶこと五分と少し、辿たどり着いたのは閑散とした通りの外れにぽつりと建てられた小さな教会だった。木組みの門をくぐった左手に三角屋根の赤茶けた聖堂があって、入り口の扉はぴったりと閉ざされていた。右手のほうには聖堂より少し大きな白塗りの四角い建物があって、並んだ窓の向こうから子供が数人、顔を突き出してこっちを見つめていた。

　入り口の門の所に、大きな看板で『聖セラフィム孤児院』と書かれていた。

　少年は私服姿の兵士達とともにフライヤーを降り、事前に指示された通りに門のすぐ傍そばの位置に立った。黒いフライヤーは聖堂を無視して白い建物の前に止まり、中からいかにも偉そうな軍服を着た初老の男が姿を現した。男は直属の兵士数名を従えて玄関の前に立ち、それを待っていたかのように建物の中から黒い修道服姿の女が顔をのぞかせた。

　男は女と親しげに挨あい拶さつを交わし、兵士とともに玄関の奥に消えて行った。

　女がこっちを見て男に何かを尋ねていたのが、少しだけ気になった。

　外に残された数十名の兵士は白い建物の周囲に散開し、不測の事態に備えて警けい備びを始めた。少年は真ま面じ目めに辺りを監かん視しするフリをして、近くの兵士が目を離はなした隙すきにこっそり持ち場を離れた。言われるままに任務をこなすなどまっぴら。仮にテロリストの襲しゆう撃げきがあってそれで兵士や付近の住民に被害が出たとしても、そんなことは少年の知ったことではなかった。

　足音を潜ひそめて聖堂に駆け寄り、正面の扉から中に入った。扉には頑丈な鍵かぎが掛けられていたが、少年が能力を使えばそんなことは問題でも何でも無かった。

　自分がいないことに気付いた誰だれかが脳内の制御用素子を介して無理やり呼び出しをかけてくるまでの間、適当に昼寝でも決め込んでやるつもりだった。

　薄うす暗ぐらい聖堂は窓から差し込むわずかな光に照らされ、高い天てん井じように淀よどんだ埃ほこりがきらきらと光っていた。入り口の扉からまっすぐに伸びる道には赤いカーペットが敷しかれ、両側には長なが椅い子すがいくつも並んでいた。正面の一番奥の所が一段高くなっていて、軍の将官が演説をするときに使うみたいな四角い机が置かれ、その奥の壁かべには透明なパネルに封入された古めかしい人物画が何枚か飾られていた。

　聖イ人コ画ンという言葉は知っていても、写真や映像記録の類たぐいを見たことはなかった。

　だからそのときは、ただ、小汚い絵だなと思っただけだった。

　自分が立っているのがどういう場所かは、データライブラリか何かで読んで知っていた。聖堂。神さまを祭る場所。空のずっと上には天国という場所があって、そこにはこの宇宙と地球と人間を作った神さまが住んでいる。神さまは人の行いを空から見ていて、人は死ぬと天国に行ったり地獄に堕おちたりする。

　ばかばかしい。

　宇宙は十一次元の量子揺らぎから発生した物だし、人間は単細胞生物から猿を経て進化した物だ。人の体は七十パーセントの水分と三十パーセントの有ゆう機き物ぶつと微量の無機物からなる分子機械で、死ねばただの物になって後は再処理工場で分解されるだけだ。

　天国だとか、神さまだとか、そんなのは全部、ただの嘘うそっぱち。

　死ぬのが怖い連中が、死んだ後も何かがあると信じるためにでっち上げた妄想だと、少年は思っていた。

　このご立派な建物もシティの一部なのだと思うと、ふいに腹が立ってきた。マザーコアにされた魔ま法ほう士しの命の何百万分の一かでもこの嘘っぱちを維持するために使われているのかと思ったとたん、胸の奥から黒い泥のような怒りが噴ふき出した。

　壇だん上じように飾られた古めかしい絵を睨にらみ付け、カーペットを乱らん暴ぼうに踏みしだいて長椅子の間をずかずかと横切った。

　神さまだか何だかが大きく描かれた、いかにも大事そうな絵。

　あれを細切れに破り捨ててやったらここの連中はどんな顔をするだろうかと思うと、暗い笑えみが口元に浮かんだ。

　防ぼう護ご用ようのパネルなんて自分には何の意味も無い。少年はカーペットの一番端に辿たどり着き、右手の人差し指の関節を鳴らした。身長の半分ほどもある高い壇だんの上によじ登り、四角い机の裏に回り込み、ひげ面づらの男の絵に手を伸ばそうとして、

「──あら？」

　声が聞こえた。

　すぐ傍そばからだった。




　ぎこちなく背後を振り返り、少年は目を見開いた。

　壇上に設しつらえられた四角い机の下。

　人が一人かがんで入るのがやっとの狭い暗がりに座り込んでいたその人ひと影かげは、少年を見上げてぱちくりと目をしばたかせた。

「あー、びっくりした」

　ちっとも驚おどろいていない声で呟つぶやいて、机の下からのそのそと這はい出す。少年の前で立ち上がり、んっ、と大きくのびをする。栗くり色いろの長い髪を無造作に伸ばした、少年より少し年上くらいの白人の少女。黒地に白い縁ふち取どりのぞろっとした修道服に、大きな丸レンズのメガネ。窮きゆう屈くつそうに膨ふくらんだ胸がちょうど少年の目の高さにあって、十字架の形をした金きん色いろの首飾りが揺れていた。

　右手には片手で握れるくらいの小さな紙袋。左手には読書用の携帯端末。

　少女はかすかに首をかしげ、視し線せんを背後の入り口の方に向け、鍵かぎが掛かったままの扉と少年の顔の間に視線を行ったり来たりさせ、んー、ともう一度首をかしげて、

「えーっと、はじめまして……でいいのかな？」

　数秒の沈ちん黙もく。

　少年は少女に背を向け、壇を飛び降りて聖堂の入り口に向かって歩き出し、

「あぁっ、待って。逃げないで──うあっ！」

　どんがらがっしゃん、とものすごくいい音がした。

　立ち止まって振り返ると、少女はどうしてだか赤いカーペットに顔から突っ込み、ついでに壇上の机が物の見事にひっくり返っていた。

　少年は小さく息を吐き、足下まで転がってきた少女のメガネを拾い上げた。これ以上騒さわがれて外の兵士に気付かれては、せっかくの昼寝が台無しになってしまう。乱らん暴ぼうな足取りで少女の傍まで引き返し、『いたた……』と顔を上げたその鼻先にメガネを突き付けた。

「あ、ありがとー」

　少女は転んだ格好のままメガネを掛け、よいしょ、と立ち上がって修道服の埃ほこりを払い、

「えーっと……わたしはイリーナ。きみは？」

　再び、沈黙。

　少年は深々とため息を吐つき、手近な長なが椅い子すにどかっと腰を下ろして少女の顔を上うわ目め遣づかいに睨にらみ付けた。

「え、あ、あの」

　少女はおろおろと視し線せんをさまよわせ、視線をふと聖堂の入り口に向け、ぽんっと手を叩たたいて、

「分かった。きみ、護ご衛えいに付いてきた軍の人でしょ」

　否定するのも面めん倒どうだったので視線だけでうなずく。

　少女は、やったー、と手を上げ、一つ前の列の長なが椅い子すにこっち向きに座って、

「ねえねえ、こんなとこで何してるの？　さぼり？」

　何がそんなに楽しいのか、にこにこと口元をほころばせて問う。

　少年はその顔に思いっきり冷たい視線をぶつけ、すぐに諦あきらめて、昼寝、と答えた。

「やっぱりさぼりだー」少女はうんうんとうなずき、右手の袋を少年の前に広げて「はい、お裾すそ分わけ。手作りクッキー。わたしのお昼ご飯だけど、好きなだけ食べていいよ」

　少年は甘い香りを漂わせる袋に一いつ瞬しゆんだけ視線を向け、すぐにそっぽを向いて、ふんっ、と鼻を鳴らした。少女は、あうう、と情けない声を漏らし「人はパンのみにて生きるにあらずかー」とよく分からないことを呟つぶやいて、

「だめだよー、育ち盛りの人は、食べるなって言われてももりもり食べるぐらいじゃないと」

　茶ちや色いろい焼き菓子をつまみ出して半分に割り、自分の口に放り込んで「おいしい」と笑う。

　少年は、それがどうした、とばかりに冷ややかな視線を少女に投げ、その目をふと、修道服の膝ひざの上の携帯端末に向けた。

「あ、これ？　わたしの愛読書」少女はぱっと顔を輝かがやかせ、端末の画面を少年の方に向けて「っと、ギリシア語版じゃ読めないか。新約は原典で読むのが最高なんだけど。待ってね、ロシア語版、ロシア語版っと」

　差し出された画面を嫌いや々いやながらに見下ろし、少年は口元を引きつらせた。

　テキスト表示用の画面には黒地ででかでかと、『新約聖書』とタイトルが書かれていた。

「ん？　読んだことない？」

　反射的にうなずく。

　だめだよー、と少女は笑った。

「やっぱり人間、生まれてから死ぬまでに一度くらい、新約ぐらいは隅から隅まで読んどかないと。例えばここ、ローマ人への手紙、っていう所なんだけど……」

　少女は聖書の内容を次々に引用しながら、神の愛がどうの人の罪がどうの自じ己こ犠ぎ牲せいがどうのといったことを語り始めた。ぺらぺらとよく動くその口を見ているうちに、意地の悪い笑えみが浮かんでくるのを感じた。

　嘘うそっぱちの神さまを祭るために作られた嘘っぱちの聖堂。嘘っぱちの神さまの言葉が書かれた、嘘っぱちの本。

　そんなに神さまが偉いなら、人間を、魔ま法ほう士しを、シティのために使い捨てにされるあの子供達を救って見せろよと、半ば本気で腹を立てていた。

　──神さまなんていると、本当に思ってるのか。

　少女の顔をまっすぐに見上げてそう言った。まともな答えなど端はなから期待してはいなかった。神は自分の心の中にいるとか、信じるのが大切とか、そんなお題目が関せきの山だと思った。どんな答えが返ってきても、片っ端から叩たたき潰つぶしてやる自信があった。この世に神さまがいない理由を千通りも並べて、間抜け面づらを指さして笑ってやるつもりだった。

　が。

　少女はきょとんと目をしばたかせてから、ああ、と笑って、

「いないんじゃないかな、たぶん」

　と答えた。

　少年はぽかんと口を開け、すぐに我に返って猛然と立ち上がった。少女の顔を上から睨にらみ付け、馬ば鹿かにすんなと叫んだ。少女がこっちの機き嫌げんを取るために、つまらない口裏合わせをしているのだと思った。

「べつに、バカになんてしてないよ」少女はのんびりとした顔で笑い「だってわたし神さまも奇跡も見たことないし、それに、宇宙は量子揺らぎから自動的に生まれた物で人間はお猿さんから進化した物でしょ？」

　考えていたことを偶然に言い当てられてしまい、少年は言葉に詰まった。目の前の聖書と少女の顔の間に視し線せんを行ったり来たりさせ、じゃあ何でそんな物読んでるんだ、と尋ねた。

「んーっとね」少女は口元に指を当て、視線を少し上向けて「何ていうか……神さまがいてもいなくても、『神さまを信じること』の大切さは変わらないと思うの」

　訳が分からなかった。

　怒りの矛ほこ先さきを失った少年は長なが椅い子すにぺたんと座り込み、少女はあくまでも落ち着いた声で、

「天国に神さまがいるんだって思えば、隠れて悪いことなんてできない。誰だれも自分のことを見ててくれる人がいなくても、神さまがいるんだって思えば一人でがんばれる。……神さまがいるとかいないとか天国があるとか無いとか、そんなことが大事なんじゃない。いつでも神さまが見てるんだと思って、恥ずかしくないようにしてるのが大切なの」

　だからね、と少女は笑い、

「ここに書いてあるのは神さまに助けてもらって天国に行くための都合の良い方法じゃなくて、みんなが今よりちょっとだけかっこ良く生きるためのお手本だと思うの」

　そう言って胸を張り、「あ」と顔を赤らめて、

「ご、ごめんね。変な話しちゃって」意味も無く両手を振り、顔をうつむかせて「はい、これ。話聞いてくれたお礼だよ」

　右手の袋を突き出し、恥ずかしそうに笑う。

　少年は、そんな少女の顔をじっと見上げ、

「……イル……」

「え？」

「──実じつ験けん訓練生、幻影イリユージヨンNo.17」

　差し出されたクッキーの袋を、少女の手からもぎ取った。
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　第一階層の市場で買ってきたというクッキーは、焼きたての香こうばしい匂においを漂わせていた。

　ディーは皿に並んだ薄うす茶ちや色いろの焼き菓子を見つめ、小さく息を吐いた。

「なるほどなぁ」黙だまって話を聞いていたイルが神妙な顔でうなずき「せやったらお前、『光使い』の正体がそのセラいう子の母親やっていうんは、ぎりぎりの所まで知らんかった訳か」

「はい……」

　うなずき、どうにか作り笑いを浮かべて、

「分かったときにはもう全部が手遅れで、セラの家には自治軍の兵士が向かってて……後は、さっき話したとおりです」

　しばしの沈ちん黙もく。

　イルは、そうかー、と呟つぶやき、ロシアンティーを一口すすって、

「……どうにもならんこというんは、あるからな」

　テーブル越しに手を伸ばしてディーの頭をぽんぽんと叩たたき、ビスケットの皿をずずぃっと押しやって、

「まー食え、とりあえず食え。せっかくお前のために買こうてきてんから」

　ディーは、はい、と呟き、小さな焼き菓子を二つに割って口に含んだ。

　冷えた紅茶のカップに手を伸ばしつつ、テーブルの片隅にちらりと視し線せんを向ける。デジタル表示の小さな時計が示す時刻は『午後三時』。昼食を終えたのが一時の少し前だから、かれこれ二時間以上も話をしていたことになる。

　今日きようのお題は、自分が軍に追われる原因となった、『光使い事件』の顛てん末まつ。

　今でも胸にナイフのように突き刺さっているあの悲しい出来事の一部始終を、どうして目の前の少年に話す気になったのかは、自分でも不ふ思し議ぎだった。

　テーブル一つに椅い子すが二つきりのリビングルーム。ディーはイルと差し向かいで、ロシアンティーを片手にクッキーを食べている。テーブルの上には他ほかにも小さなパンや合成肉のソーセージがパックのまま転がり、足下のゴミ箱には昼食に食べたホットドッグの包み紙が捨てられている。

　表向きにはここにいないことになっているディーが、モスクワ軍で一括して調ちよう達たつしている食料を食べると、数が合わなくなってしまう。

　だからディーの食事は、イルが他ほかの部隊員の目が届かない第一階層の露ろ店てんで買い求めた、調ちよう理りの必要ない出来合いの物。

　それなら空腹さえしのげれば後は何でも良さそうなものなのだが、少年はなぜかディーのために、毎日目先の違う物を探しては届けてくれていた。

「お前、んなちまちました食い方せんと、男やったらもっとばーんといけ、ばーんと」

「え……あ、はい」




　あれから、四日が過ぎた。

　イルに敗れ、モスクワ軍に捕えられたあの日から、ディーは最初に目を覚ましたこの場所で、監かん禁きんされる日々を過ごしていた。

　拷ごう問もんだとか尋問だとかそういう捕ほ虜りよにふさわしい扱いがある訳では無かったし、生活の面でも大した不自由は無かった。食事は朝昼晩と三食分、毎日イルの手で届けられたし、生活に必要な着替えの類たぐいも頼みもしないのに向こうで勝手に用意してくれた。脳内時計を見ることのできないディーのためにリビングには小さな時計が持ち込まれ、隣となり続つづきの寝室には、元からついていた天てん井じようのライトとは別に夜間用の小さなスタンドが置かれた。

　拘こう束そく具ぐと呼べる物は首に付けられたままのノイズメイカーだけだったし、外に通じるリビングのドアに鍵かぎが掛けられていることを除けば行動の制約も無かった。

　それでも、それは確たしかに、監禁に間違いなかった。

　ときおり聞こえるかすかな話し声や気け配はいから、扉の向こうに常に見張りが立っていることは容易に推察できた。情報制御による外部からの探査を阻害するためか、最近になって貼はり直されたらしい壁かべ紙がみの裏には、論ろん理り回路を刻んだ薄うすいシートが光っていた。

　家具に偽装して取り付けられた監視カメラは、全部で七つ。

　盗とう聴ちよう用ようの通信素子は、四十個を超えたところで探すのをやめた。

　脱出の可能性を探るためのありとあらゆる努力は、一日目ですべてやり尽くしてしまった。リビングと寝室のどちらにも窓の類は見あたらず、天井の換気口には頑丈なシャッターの上にさらに、真新しい鉄格子が光っていた。床ゆかをくまなく探っても、継ぎ目の類はいっさい見あたらず、唯一見つけたケーブル取り込み用の細い穴は、指一本すら通りそうになかった。

　外の見張りを何とか部屋の中におびき寄せるという作戦も考えるには考えたが、騎き士し剣けんも無ければＩ－ブレインも使えない自分が彼らに勝てるとは思えない。

　結局、四日間でディーにできたのは、ただ無為に時を過ごすことだけ。

　軍の手から逃れたというセラはその後も無事なのか、祐ゆう一いちはどうしているのか、そして、自分はこれからどうすればいいのか。考えれば考えるほど不安は募るばかりで、リビングに一人で座っている時間はたまらなく孤独だった。

　イルは毎日昼前になると、食料を片手に部屋にやってきた。リビングのテーブルで向き合ってディーと一いつ緒しよに昼食を取り、その後は紅茶を片手にしばらく二人で話をする。話題は日ごとにばらばらで、ディーはマサチューセッツでの生活やクレアのことなどを問われるままに答えたし、イルも自分のモスクワでの暮らしや日々通っているという市街区画の孤児院のことなどを身振り手振りを交えて語った。

　孤独な監かん禁きん生活の中で数少ない気の紛れる時間。だが、そんな会話の最中も、ディーの緊きん張ちようが解けることは無かった。

　最初の日に少年が持ちかけた、一つの提案。

　それが、ディーの頭を絶えず悩ませていた。




「……さてっと」

　ひとしきりクッキーを食べ終えたイルが、ふいに言葉を発した。

　いよいよ来たか、とディーは反射的に身構えた。

「いや、んな緊張せんでも」イルは苦笑し、はぁ、と息を吐いて「その分やと、今日きようもやっぱり、考えはまとまってへんみたいやな」

「はい……」ぎこちなくうなずき、上うわ目め遣づかいにイルの顔を見上げて「あの……ぼくは……」

「せやから、んなビビらんでもええって。期限は明日あしたまでて言うたんはこっちやねんから」イルは笑い顔のままぱたぱたと手を振り、ふと首をかしげて「……まあ、悩むようなことや無いとは思うねんけどな。ちょっとおれに手え貸してくれたら、お前も仲間もみんな助けたる言うてんねんから」

　はぁ、ともう一度ため息。

　ディーは逃げるように顔をうつむかせ、椅い子すの中で体を縮ちぢこまらせた。

　──お前の力、貸してくれ。

　四日前のあの日、目を覚ましたばかりの自分に、イルはそう言った。

　このメルボルンに潜ひそんでいるテロ組そ織しき『賢人会議Seer's Guild』を潰つぶすのに協力してくれと。

　もしお前が協力してくれるならお前もお前の仲間も必ず逃がしてやると、少年はディーに約束した。

　賢人会議。セラの母、マリアに研究施設の襲しゆう撃げきを依頼し、間接的とはいえ彼女の死の原因を作った謎なぞの組織。それを追って、自分達はこのメルボルンに来た。賢人会議の正体を知ったのはイルの説明によってだが、少年の言葉を信じるなら、彼らは世界中の研究施設から魔ま法ほう士し開発関連の機き密みつ情報や実じつ験けんサンプルを奪っている正体不明の組織で、今回はモスクワでマザーコアとして利用されるはずだった魔法士達を実験施設から盗み出し、この町の地下深くのどこかに潜せん伏ぷくしているのだという。

　その際に殺された警けい備び兵へいは、魔法士と一般兵、合わせて三十名。

　賢人会議が目的のためには手段を選ばない危険な組織で、マリアもそいつらに利用されたというのなら、ディーとしてもそいつらを潰つぶすことに異存は無い。そもそも自分達にしたところで、賢人会議Seer's Guildの正体次第ではそいつらと一戦交える覚悟でメルボルンに乗り込んできたのだから、イルの申し出を断る理由など何一つ無いはずだ。

　が、四日前のディーは『少し時間をください』と曖あい昧まいな答えを返し、即答を避けた。

　少年の一方的な説明だけで状況を判断する訳にはいかない、というのが理由の一つ。

　ここで時間を稼かせいでいれば祐ゆう一いちが動いてくれるのではないか、と考えたのがもう一つ。

　だが、それ以上に。

　ディーには、少年の言葉が信用できない理由があった。

「……聞いても、いいですか？」

　無む意い識しきにそんな言葉を呟つぶやき、次の瞬しゆん間かん、我に返って息を呑のむ。おそるおそる顔を上げると、イルは待ってましたという顔で「ん？　何や？」とこっちを見つめている。

　こうなったら後には引けない。

　意を決して、口を開く。

「だから、最初の日に言ってた、ぼくを助けるっていう話です。『自分はマサチューセッツの人間だから、お前達を助けてもモスクワ軍に迷惑はかからない』ってあなたは言ってたけど、それならあなたはどうなるんですか？」

「おれ？」

「そうです」うなずき「いくらファクトリーのエージェントだって、独断で指名手配犯を逃がしたなんてことになったら責任を追及されない訳にはいかない。あなたの立場を考えればマザーコア送りっていうことは無いかも知れないけど、それでも懲ちよう罰ばつとか営倉入りとか、下へ手たしたら頭の中をいじられたりするかも知れないのに……」

　言葉を切り、じっとイルの顔色をうかがう。

　イルは「あー」と呟き、人差し指で頬ほおをかいて、

「まあ、そんなちっちゃいことは、どうでもええねん」

　思わず、ディーは「は？」と声を上げた。

「どうでもいいって……」上う手まい言葉が見つからず、少年の顔をまじまじと見つめ「だ、だって自分のことですよ？　処分される可能性が無いって言ったって絶対ってことは無いし、何かの罰を受けるのは確かく実じつだし、それなら、ぼくを捕まえたことを他ほかの人達にも知らせて、最初の作戦どおりにすれば」

「せやかて、お前を仲間にしたほうがぜったい作戦の成功率高いやろ？」

「それはそうかも知れないけど、でも！」

　気付かないうちに声のトーンが上がる。訳もなく頭に血が上る。

　と。

　苦笑するように、イルが息を吐いた。

「心配してくれんでも、おれのことやったらほんまに、別にええねん」テーブル越しに手を伸ばし、ディーの頭をぽんぽんと叩たたいて「今回の作戦は失敗しましたでは済まんからな、成功する確かく率りつはちょっとでも上げときたい。おれが頭ん中いじられるくらいでそれが一パーセントでも二パーセントでも増えるんやったら、安いもんやろ？」

　絶句するディー。

　その隙すきに、イルは脳内時計を確認するように視し線せんを上向け、「あー、もうこんな時間か」と呟つぶやいて席を立った。

「ほな、おれは仕事行かなあかんから」

「え？　ちょ、ちょっと待ってください！　まだ話は！」

「期限は明日あしたやからな。それまでにはきちっと考えといてや」

　一方的に言い置いて白いジャケットを肩に羽は織おり、ドアを開けて外に出る。

　後を追う間も無く、スライド式のドアが閉まる音。

　ディーは椅い子すから半分腰を浮かせた格好のまま、呆ぼう然ぜんとそれを見送った。
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　玄関から外に出ると、室内の暖房に慣なれ切った体に風が冷たかった。

　イルは白いジャケットを胸の前でかき合わせ、閑散とした通りを歩き始めた。

　整せい備び不良で街灯の消えかかった道を五十メートルも進まないうちに、脇わきの路地から男が一人滑り出てくる。そのまままっすぐに次の路地の出口を横切ると、闇やみの中からさらにもう一人。二人の男はごく自然な動作でイルの両脇に並び、歩ほ調ちようを合わせて歩き出す。

　イルは無言。左右の男に視線を向けること無く、足を速めることも立ち止まることもしない。

　数秒の間。

　右の男が、最初に口を開いた。

「……他ほかの部隊員への根回し、無事に完了しました」

「ごくろーさんです」呟き、あくまでも視線は向けずに「階層間バイパスの警けい備び状況はどないなってますか？」

「管理担当の自治組そ織しきから返答がありました」左の男が、足を止めずに答える。「今夜から数日間は第一階層に通じるバイパス道の検問を大幅に強化。設置型ノイズメイカーについてはこちらから貸たい与よするということで、話は通してあります」

　視線だけでうなずき、向かいから歩いてきた親子連れを自然な足取りでやり過ごす。

　行く手に見えてきた露ろ店てんの人だかりを避け、通りを左に曲がって、

「『二重デユアルNo.33』がこの階層に捕まってる、いう情報は？」

「第六階層に流れるよう、細工しておきました」と右の男。「解読可能なぎりぎりのレベルで暗号化を施ほどこしてありますから、こちらが意図的に流した情報と見抜かれる恐れは無いと思われますが……」

　と、そこで男は初めて声に不ふ審しんの色を混ぜ、

「……本当に、『賢人会議Seer's Guild』は動くでしょうか？」

「確かく率りつは五分五分か、それよりちょっと高いぐらいや思ってます」

　イルは小さな声で答え、やはり視し線せんをまっすぐ前に向けたまま、

「セレスティ・Ｅ・クラインを助けたのがほんまに賢人会議やとすると、連中はこっちとの全面対決の前に戦力を増強しようとしてる可能性が高い。デュアルNo.33の救出その物を目的に動くってのはやり過ぎでも、こっちの戦力や配備状況を調ちよう査さするついでに、いうぐらいやったら十分考えられます」

　ディーにはもちろん教えていないが、セレスティ・Ｅ・クラインを追跡していた部隊が「黒髪に黒いドレス姿の少女」の妨害を受けた、という報告はイルにも伝わっている。

　いまだに正体も目的も不明な『賢人会議』の中で、かろうじてこちらが把握している、貴重な手て懸がかり。

　あわよくば彼女を捕らえようというのも、今回の作戦の目的の一つだ。

「仮に連中が動くとして、こっちの流した情報を解読するのに並のヤツで丸三日。けど、向こうにあの女がおるんやったら長くて一日。……それから作戦を考えたとしたら、襲しゆう撃げきは今夜か明日あしたいうことになると思います」

　左の男が、なるほど、とうなずき、

「それで、デュアルNo.33の説得は？」

「そっちも、今のところ半々ぐらいですわ」苦笑混じりに息を吐き「とりあえず『損な取引やない』いうんは分かってるみたいやけど、後一押しがなかなか」

　とはいえ、少年の説得に失敗したところで、イルとしてはさほど困る訳でもない。現に、今動いている作戦はすべて、少年が自分の申し出に応じなかったという前提の元で組み立てられている。

　ディーが大人おとなしく自分達に協力するならそれで良し。たとえ協力を拒んだとしても、賢人会議が少年の救出のために動くならそれも良し。仮に賢人会議が何のリアクションも起こさなかったとしても、それならそれで次の手を打つまで。

　仲間の目を欺あざむいてまで助けた『弟』を、ただ殺してしまうなどという事態は、可能な限り避けたいところ。

　最終的には処分するしかなくなる可能性はもちろんゼロではないが、その前に考えるべきことは山ほどある。

「ま、とにかくそーいうことで、他ほかの人等にも連絡頼みます」

　二人に向かって軽く手を上げ、少し歩調を早めて適当な路地に入ろうとする。

　と。

「──本当に、いいのですか？」

　その背中に、左の男が声を投げた。

「はへ？」思わず間抜けな応こたえを返し、路地の入り口で振り返って「いや、ええも悪いも、みんなで話し合って決めた作戦やないですか」

「それは、そうですが……」男は苦しそうに口元を歪ゆがめ「しかし、このままではたとえ作戦が成功しても、あなたには命令違反で処罰が下されることになります。確たしかにマサチューセッツの言いなりになるよりはこちらの作戦のほうが成功率は高いでしょうが、だからといってあなた一人に責任をかぶせる訳には……」

　黙だまって言葉を聞いていた右の男も、そのとおり、と言わんばかりにうなずく。

　一いつ瞬しゆんの間ま。

　イルはそんな二人の顔を見つめ、ぷっ、と吹き出した。

「笑っている場合ですか！　我々は真ま面じ目めに！」

「あー、いや、すんません」

　まなじりをつり上げる男達に手を合わせて謝しや罪ざいを示し、それでも堪こらえ切れずに必死に口元を押さえて、

「いや、ちょうどここに来る前に、デュアルNo.33にも同じこと言われたんです」

「デュアルNo.33？」

　その名前が意外だったのか、顔を見合わせる二人。

　イルは大きく息を吐いて呼吸を整ととのえ、

「けどほんまに、おれのことやったら気にせんといてください。何ちゅうか、おれは、人に任せるより自分で責任かぶるほうが性に合ってるんです」

　呆ぼう然ぜんとする二人に「じゃ」と手を上げ、暗い路地に飛び込む。

　男達に立ち直る隙すきを与えず、一目散に駆け出す。

　首に掛けた十字架が、風に揺れて小さな音を立てた。
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　そうして、カレンダーの日付けは十月五日に切り替わり、メルボルンに夜の静寂が降りた。
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　元々はエネルギー供給ラインの工事のために掘られたのだという狭い通路は、どこからか流れ込んだ排水で絶えずじっとりとした湿気を孕はらみ、乾かん燥そう機きに入れ忘れた洗せん濯たく物ものみたいな嫌いやな匂においが立ち込めていた。

　ようやく辿たどり着いた天てん井じようの換気口から勢い良く顔を突き出し、セラは止めていた息をぷはっと吐いて大きく深呼吸した。

「大丈夫か？　セレスティ。疲れているのではないか？」

　先に外に出て周囲の安全を確かく認にんしていたサクラが、心配顔で手を差し伸べる。「大丈夫です」と答えて手袋に包まれた少女の手を取り、換気口の外に這はい出す。

　立ち上がって両手で服の埃ほこりを払い、辺りをぐるりと見回す。

　夜間照明の頼りない光に沈む、メルボルン第二階層の大通り。

　その外れにぽっかりと口を開けた工事用通路の入り口の傍そばに、セラは立っていた。

　周囲に自分達以外の人の姿は無く、町はすっかり夜の眠りに包まれている。聞こえる物といえば風の音にときおり混ざるかすかな猫の鳴き声ばかりで、Ｉ－ブレインの質量知覚で捉とらえられる限りの範はん囲いにモスクワ軍の兵士が潜ひそんでいる気け配はいは無い。

　脳内時計が示す時刻は『午前〇時五十分』。

　いつもなら眠気が限界に達してとっくに夢の中にいるセラだったが、今夜は緊きん張ちように目が冴さえて、このまま帰って寝ろと言われてもとうてい眠れそうになかった。

「どうやら心配なさそうだな」サクラはうなずき、傍かたわらにぎろっと視し線せんを落として「それで、ここからどう動く？　できれば時間を無む駄だにしたくないのだが」

「ん？」

　舗ほ装そうタイルの上に座り込んで携帯端末と睨にらめっこしていた真ま昼ひるが、顔を上げる。

　サクラの顔をじっと見つめ、わざとらしく首をかしげて、

「僕の助けなんかいらないんじゃなかったの？」

「……殴られたいのか貴方あなたは」

「冗じよう談だん」

　押し殺した少女の声にひらひらと手を振って答え、青年は勢い良く立ち上がった。

　二人の前に携帯端末を突き出し、映し出された第二階層の地図上の青い光点を指さして、

「じゃ、再確認から行くよ。とりあえずここが現在位置。この線がそこの道で、階層間バイパスはここ。で」

　細い指がタッチパネルを叩たたくと、青い光点のずっと右上の一帯が大きな赤い円で塗ぬり潰つぶされる。

「たぶんこの辺りが、モスクワ軍が拠点に使ってる場所。ここの自治体と協力してるっていうんなら、たぶんどこかの民家とか空き家とか適当に借りてるんじゃないかな？」

「そこまではいい。で？」

「うん、ここからが本題。セラの大事な『ディーくん』が捕まってる場所だけど」

「え──？　だ、大事って……」

「いや、そこで過剰反応しない」真ま昼ひるは苦笑し、端末に指を走らせ「そのディーって子の居場所なんだけど、行動範はん囲いとか傍受した通信の発信元とかから考えて、可能性が高いのはここと、ここと、ついでにここ」

　画面上に表示された小さな緑みどりの領域を指で示し、

「一応ここまでは特定できたけど、後はもう少し正せい確かくな人員の配備状況が分からないと特定しようがない。結局、最初の予定どおり、当面の目標は軍の情報を手に入れること、ってことになりそうだね」

「特定の人員が定期的に出入りしている地域が、監かん禁きん場所の第一候補ということだな？」

　サクラはうなずき、それで、と鋭するどい視し線せんを青年に向け、

「やはり間違いないのか？　モスクワの部隊の指揮中枢が、デュアルの居場所を把握していないというのは」

「ここまで得た情報だけで判断すると、そうなっちゃうね」珍しく渋い顔の真昼。「とにかく連中は、今も血ち眼まなこになってディーの行方ゆくえを捜してる。軍の中に独断専行で動いてる部隊がある、っていうのが可能性としては一番高そうだけど、それにしたってディーを捕まえたことを他ほかの部隊員に隠す理由が分からない」

　うーん、と首をかしげる青年の顔を見上げて、セラも一いつ緒しよに首をかしげる。ディーを助けるために調ちよう査さを開始してから今日きようまで五日もかかってしまったのは、まさに今、二人が話していた理由。少年の行方の手て懸がかりを得ようとモスクワ軍の通信の解析を始めた真昼とサクラとセラは、ほどなく、軍がまだ『デュアルNo.33』の捜索を続けていることに気付いたのだ。

　あの公園で兵士達に捕まったはずのディーをどうして軍が捜しているのか。

　いくら調しらべても、その辺の事情はさっぱり分からなかった。

　そんな状況に変化が訪れたのは昨日きのう、いや、もう日付が変わってしまったから一昨日おとといのこと。軍の回線を監視していた真昼の端末が、複雑な暗号化処理を施ほどこされてノイズに偽装された通信の向こうに、『デュアルNo.33』の存在を示すわずかなデータを見つけた。

　情報の出所は第二階層。それ以上のことはいっさい不明。

　だが、それが分かっただけでも、行動を起こすには十分過ぎる理由だった。

「そこから先は、何を考えても憶測か……」と呟つぶやくサクラ。

　真昼は、まあね、と答え、そこでなぜか視線を泳がせて、

「後……これはもう一つだけ気になることなんだけど……」

　珍しく歯切れの悪い物言い。

　セラはサクラのほうを見上げて視線で問い、サクラもそれに応こたえて不ふ審しんの表情を浮かべ、

「……何だ？」

　いや、と真昼は視線を戻し、

「その、ディーに関する情報なんだけど、実はちょっとだけ、意図的にリークされた可能性があるんだ」

　え？　と首をかしげるセラ。

　サクラは「バカな」と青年の言葉を鼻先で笑い、

「私もあのデータなら見たが、暗号処理はほぼ完かん璧ぺきだった。並の者ならあれを見ても、単なる通信ノイズとしか考えなかったはずだ。そんな物をわざと敵方に流して何の意味がある」

「や、確たしかにあの暗号は短期間で解読できるぎりぎりのレベルだったんだけど、そのぎりぎりさ加減がぎりぎり過ぎるっていうか何ていうか……」

　口元に手を当てて少し悩み、考え過ぎかな、と呟つぶやく。

　数秒の沈ちん黙もく。

　サクラが、まあそれはいい、と息を吐いた。

「で？　一応聞いておくが、他ほかに何か手て懸がかりになりそうな物は？」

　無いだろうな、とでも言いたそうな顔で青年に問う。

　真ま昼ひるは、もちろん、と微笑ほほえみ、端末の画面を指さして、

「はい、これ。そこの緑みどり色いろの点」

「何だ？　これは」

「断定はできないけど、たぶんディーの騎き士し剣けんが保管されてる場所」

「な──」

　絶句するサクラ。

　セラは思わず目を見開き、真昼に詰め寄らんばかりの勢いで、

「ほ、ほんとですか？　ほんとにディーくんの『陰いん』と『陽よう』が？」

「確かく率りつ八十パーセント。だから、ディーがこの階層のどこかに捕まってるっていう情報も、信頼度はかなり高いと思う」

「あ……貴方あなたはそんな物をどうやって……」

「ん？」サクラの声に、真昼は笑え顔がおのまま「セラと祐ゆう一いちの記き憶おくデータを元に騎士剣の固有情報を推定して、ネットから情報の海を伝って検索を掛けただけだよ。目標領域をそこの軍の拠点周辺に限定しても、フル稼か働どうで丸一日かかっちゃったけど」

「騎士剣の情報を検索……」セラは呟き、見開いた目をさらに丸くして「できるんですか──？　そんなこと！」

「うん、簡かん単たんだよ。メルボルンはネット回かい線せんだらけのくせに障しよう壁へきがほとんど無いから、シティと違って楽だね」

　何でも無いことのように答えて、真昼が小さく笑う。

　はー、と感心するセラ。

　となりで聞いていたサクラが額ひたいに青筋を浮かべて「簡単な訳が──！」と口を開きかけ、すぐにため息を吐ついて、

「……呆あきれた人だな、貴方あなたは」

「どういたしまして」真ま昼ひるはあくまでも笑え顔がおで答え、ん、と懐ふところから別な携帯端末を取り出し「祐ゆう一いちと月つき夜よも、配置終わったってさ」

「よし」サクラはうなずき、ふと顔を曇くもらせて「しかし、黒くろ沢さわ祐一はともかく、貴方の姉は本当に単独行動で大丈夫なのか？　いくら敵に隠れての情報収集が目的と言っても、それなりの危険はあると思うのだが」

「月夜はこういう単独潜せん入にゆう行動のプロフェッショナルだから、よっぽどのことがあっても心配要らないよ」真昼は笑い、あれ、と首をかしげて「意外だね。心配してくれるんだ」

「心配ぐらいする。私に協力してくれる以上は貴重な同志だ」

　言って、サクラは青年の顔をじろりと見上げ、

「無む論ろん、貴方の心配だけは絶対にしない。その点は安心して欲しい」

「そこまで信頼されるとちょっと照れるね」真昼は平然と答え、地図が表示されているほうの端末をサクラに差し出して「じゃ、そういうことで行動開始と行こうか。……セラも、作戦内容は頭に入ってる？」

「は、はい！　大丈夫……です」

　いきなりこっちに話を振られてしまい、二人の顔を見比べていたセラは慌ててうなずく。今から自分がやるべきことを、頭の中で反はん芻すうする。

　目的はディーの救出と、メルボルンの外への脱出。

　そのために、自分とサクラは今から軍の拠点になっていると思われる一帯に向かい、指揮系統の中ちゆう枢すうを見つけ出して、そこで入手した情報を元にディーの居場所を特定する。

　真昼は軍の通信回かい線せんに侵入して、二人の行動をバックアップ。真昼の双ふた子ごの姉だという月夜はやはりバックアップ要員として、通信回線に乗らない軍の動きを陰から監かん視しして逐ちく次じ報告する。無事に居場所が特定できた後はサクラとセラは別行動。サクラはその場にとどまって軍の目を引き付け、セラはディーの救出に向かう。

　祐一の役目は、モスクワ軍に協力する自治組そ織しきが展開して来るであろう戦せん闘とう部隊に対する牽けん制せいと、第一階層に通じるバイパス道の確かく保ほ。セラ一人でディーの救出が難むずかしい場合にはこれの応援に向かい、最終的には、二人を連れてメルボルンの外に脱出する。

　真昼の話ではこの第二階層の自治組織はシティの自治軍三個大隊分ぐらいの兵力は保有していて魔ま法ほう士しも何人か抱えているはずだということだったから、祐一の負担は全員の中でいちばん大きいかも知れなかった。

「何回も言ったけど、作戦っていうのはあくまでも予定だから。後は臨りん機き応おう変へん、その場の状況次第だよ」

　真昼はそう締しめくくり、セラの前にしゃがみ込んで、

「じゃ、上う手まく行ったらもう会うことも無いだろうから言っておくけど、元気でね」

　舗ほ装そうタイルの上に片かた膝ひざをついて目め線せんの高さを合わせ。にこにこと笑う。

　セラは、思わず息を呑のんだ。

　いまだに心の中で整せい理りが付いていない問題。

　それが、この土ど壇たん場ばになってむくむくと頭をもたげてきた。

「……真ま昼ひるさん、サクラさん……」二人の名を呼び、訳もなく顔をうつむかせ「えっと……ほんとに、わたし達だけ逃げて……」

「セレスティ……」困ったような、サクラの声。「その話は何度もしただろう。これはそもそも私の戦いで、貴方あなたは巻き込まれただけだと。謝あやまらなければならないのは私のほうで、貴方は何一つ気に病む必要など無い」

　ここ数日間で、何度繰くり返したか分からないやりとり。

　不承不承うなずき、顔を上げて、

「……真昼さんも、元気で」

「りょーかい」

　青年は笑ったまま、セラの頭をほわりと撫なでた。
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　夜中に、目が覚めた。

　ディーはベッドの上に身を起こし、んっ、と小さく伸びをした。

　喉のどがからからに渇いていることに気付き、ベッドを抜け出してスリッパを履はく。この監かん禁きん部屋は暖房がきちんと行き届いている代わりに湿度の管理が今一つらしく、眠っているときなどは空気が乾かん燥そうしていけない。枕まくら元もとのスタンドの小さな光を頼りにドアに辿たどり着き、リビングに入って音声認にん識しきのライトのスイッチを入れる。

　デジタル時計が示す時刻は、『午前一時』。

　テーブルの上ですっかりぬるくなっているボトル入りの水の蓋ふたを開け、一気に半分飲んで息を吐き、

「……あれ？」

　そこでようやく、不ふ審しんな気け配はいに気付いた。

　こわごわとリビングの出口に歩み寄り、それとなく外の様よう子すをうかがう。できるだけ自然なふうを装って部屋の中に戻り、水を全部飲み干して、空のボトルをテーブルの脚に隠された監視カメラの前に置く。再びドアに近寄り、意を決してスイッチを押す。スチールのドアはかすかな音を残してあっけなく開き、その先にはまっすぐ横に伸びる細い廊下が姿をのぞかせる。

　首から先だけを突き出してみると、すぐそこには玄関と思おぼしき開けたスペース。さして広い家でもないらしく、廊下は自分が今立っているドアの先にもう一部屋分の長さで、奥まった所には階段らしき物が見える。

　いったん部屋の奥に引っ込んで考えること二秒。監かん視しカメラの死角に潜もぐり込んで手早くパジャマを脱ぎ捨て、外出用の服と靴に着替える。いくら時間が惜しいと言っても、この格好で外に出れば凍死は免れない。防寒着代わりの適当な服をもう一枚上に羽は織おり、素早く部屋のドアをくぐる。

　小走りに玄関まで辿たどり着いて木もく目め調ちようのドアを押し開け、転げるように外に飛び出す。

　とたん。

「──お、目え覚めたんか」

　穏おだやかな声が、投げられた。

　とっさに頭上を振り返り、ディーは言葉を失う。黒シャツに白いジャケットを羽織った白髪の少年が、通りに面した家の二階の屋根に座ってこっちを見下ろしている。

「なんべんか起こしに行ってんけどな。なかなか起きへんもんやから、ちょっと風に当たってたんや」

「え……でも、どうして……」

「いや、明日あしたで最後やから、ちょっと話でもしよう思て」言って、イルはあっはっはと笑い「んなビビらんでも、見張りおらんで鍵かぎも開いとったら、普通、誰だれでも逃げるって」

　はぁ、とあいまいに声を返し、どうしたものかと周囲に視し線せんをさまよわせる。

　イルはこっちを見下ろしたまま、壁かべにそって垂直に走るパイプを指さし、

「それ」

「え？」

「それ足場にしたらここまで上がれるから。せっかく表出てきてんから、ちょっと風に当たっていきーや」

　どうやら選択の余地は無いらしい。イルを見上げてぎこちなくうなずき、パイプに手を掛け、固定金具をはしごのように使って屋根の上に辿り着く。

　少年から少し離はなれた場所に腰を下ろし、横目にちらりと様よう子すをうかがう。

「いや、せやから、そんな警けい戒かいせんでも」イルは苦笑し、後ろ手をついて体を伸ばし「シティの街並みほどやないけど、ここからの眺めもそれなりにええもんやで」

　少年に自分を責める意図が無いことにようやく納得し、肺の中の空気を一気に吐き出す。

　そのまましばらく待ってみるが、イルは黙だまって町を見下ろしたまま。

　仕方がないので自分も真ま似ねして、夜の闇やみに沈む町に視線を巡らせる。

「……静かですね」

「せやな」無む意い識しきに呟つぶやいた声にイルは答え、こっちに少し身を乗り出して「で？　ちょっとは考えまとまったか？」

　いえ、とディーは首を振った。

　仰あお向むけ気味になっていた体を起こして片かた膝ひざを抱え、視し線せんはやっぱり夜の町に向けたまま、

「……ぼくは、あなたが分かりません」

「おれ？」

「はい」うなずき、言葉を選んで「あなたの言ったことが全部嘘うそで、ぼくを騙だまそうとしているのならまだ分かります。でも、そうじゃないならぼくには理解できない。こんなことをしたってあなたには何の得も無いし、上う手まくいっても失敗してもあなたは処分されるし、それに……」

「それに？」

　ディーは息を吸い込んだ。

　その瞬しゆん間かんまで、少なくとも意い識しきの表層で、そんなことを考えたことは無かった。

　けれども、気が付いたときには、その言葉は自然と胸の奥からあふれ出していた。

「それに、あなたがいくらがんばったって、喜ぶのはシティの連中だけでしょう？　モスクワから盗まれたサンプルがファクトリーのコアなら、ぼくにとってもあなたにとっても仲間のはずです。どんな理由でもあそこから逃げられたのなら、そのまま生き延びて欲しいとは思わないんですか？」

「生き延びられるんやったらそれがいいとは思うけどな」イルは頭をかき「けど、そのためにモスクワの市民一千万人、見殺しにする訳にもいかんやろ」

「それは、そうかも知れないですけど……でも……」

　マサチューセッツでの二年間の暮らしを思い出し、顔をうつむかせる。シティを動かすための電池として生み出され、たまたま特異な能力を授かったために死の運命を免れ、同じように作られた仲間達は次々に死に、自分だけが『貴重な能力者』というだけの理由で生かされ続けた、あの日々。

　自分はこの街を生かすために生み出された物なのだから、たとえコアとして処分されることになったとしても誰だれかの役に立つのならそのほうがいいと最終的には諦あきらめてしまったけれど。

　それでも、どうして自分達だけがこんなふうに怯おびえて暮らさなければならないのだろうと、泣いたことがなかったと言えば嘘になる。

　普通の人間が言うのなら良い。魔ま法ほう士しを犠ぎ牲せいにしても自分達の暮らしを守ってくれと彼らが言うのなら、それは少なくとも彼らにとっては正しい理屈だ。だけど、目の前の少年は違う。幻げん影えいNo.17は自分達と同じファクトリー製の魔法士。運命の針がほんの少しでもずれていたら、マサチューセッツのコアとして死んでいたはずの仲間だ。

　その少年がどうして──

「じゃああなたは、そのサンプルの子供達が捕まって死んだほうが良いって言うんですか？　その子たちのことを何とも思わないんですか？」

「や、ええとか悪いとかの問題やないねんけどな」

　イルは息を吐き、あーそっか、と呟つぶやいて、

「そーいえばお前、まだ人殺したことないんやったな」

「え……」

　思ってもみなかった言葉に、息を呑のむ。

　とっさに顔を上げ、少年の視し線せんに気付いて目を背そむけ、

「……あなたは、あるんですか？」

　静寂。

　イルは、せやなー、と呟つぶやき、

「まあ、五百人から先は覚えてないなあ」

「五百……」絶句し、体ごと向き直って「それは……モスクワでの任務ですか？」

「微妙に違うのもあるけど、まあ途中からはそうやな」イルは気軽な世間話でもするような口く調ちようで「研究施設に侵入したよそのシティの魔ま法ほう士しとか、生活に困って輸ゆ送そう部隊を襲おそってた町の連中とか、シティ体制に実力行使で反対してくるテロリストとか……まあ、いろいろやったわ」

「そうですか……」ディーは目を伏せ、力無く笑って「そうですよね。シティを守るってことはたくさんの人を守るってことなんだから、それなら仕方無いですよね」

　セラのためにシティを裏切った自分とは違う、と思う。

　百人のために一人を殺すなら、それは正当な理由だと心の中で呟く。

　が、

「──んな訳無いやろ」

　思いがけない答え。

　目を上げると、初めて見る、イルの真剣な顔があった。

「どんな理由があっても、それでどんだけのヤツが喜んでも、現にそこで人が死んでんねんから、それが仕方無いで済む訳無いやろ」

「え、でも……」

　反射的に声を上げ、そこで言葉を失う。

　イルは盛大なため息を吐つき、視線を町に向けて「あんな」と呟き、

「おれは確たしかに、数えるのもめんどいくらい人を殺してきた。ほとんどのヤツはまあ世間的に考えたら悪いヤツで、一人殺すたびにおれはほめられた。けどな、そいつらかてみんながみんなほんまに悪いヤツやったか言うたら、そうやない。中には腹空かした子供のためにどーしようも無くなって輸送車襲ったヤツもおったかも知れんし、シティの軍に恋人殺されてその恨みでテロリストになったヤツもおったかも知れん。……けど、そんなヤツらでも、やったことが悪いことやったらやっぱり悪いヤツやったし、そういうヤツらは殺さん訳にはいかんかった」

　淡々とした口調で呟き、視線を闇やみ色いろの空に向けて、

「食料盗んだぐらいやったら見逃したれたけど、そのコンテナの中にたまたま軍の機き密みつが入ってたりしたら処分するしかなかった。助けられるヤツやったら助けたけど、助けられへんヤツは殺した。助けられるか助けられへんかの線せん引びきは自分でした。ええヤツとか悪いヤツとかやない。そいつがシティにとって邪じや魔まになるかならへんか、それだけで、そいつが死んだほうが良いか悪いか、おれが決めた」

「……辛つらく、なかったですか？」

「辛いと思ったんは、途中からやったな」イルは目を閉じ「それまではただ命令されたことをやってるだけで、人のことなんか何とも思てへんかった。敵が死のうが味方が死のうが、とりあえず自分さえ生きてれば後のことはどーでもよかった。……けどまあ、それやったらあかんって説教するヤツがおってな」

「説教？」

「せや、説教。んでまあいろいろあってそいつの言ったことの意味が分かって、そんで自分が今まで殺してきたヤツらのこととか見殺しにしてきた仲間のこととか考えたら、いきなり怖くなってな」

　目を開け、こっちに視線を向け、

「で、そこで一発心を入れ替えたおれは真ま面じ目めになって、それからは、自分で背負えるもんは全部自分で背負うことにした訳や」

　背負う……？とディーは呟つぶやき、イルはうなずいて、

「人は死ぬよりも死なんほうがええ。誰だれも彼もが仲良うできるんやったらそれがいちばんええ。……けど、それでも誰かを殺さな世界が立ち行かへんのやったら、おれが殺す。そしたらとりあえず、他ほかにそいつを殺そうとしてたヤツらが人殺しにならんで済むからな」

　言葉を切り、小さく笑って、

「そん代わり、そうやって誰かを殺すおれは、必要になったら自分の命も捨てなあかん。目的のために他人は殺してええけど自分が死ぬのはあかんなんてのは理屈が通らへん。自分でも他人でも一人は一人。一人の命より百人の命のほうが大切やて言うんやったら、その一人が自分になっても笑って同じことが言えなあかん」

　何の飾りもてらいもなく、当たり前のことのように言い切る。

　その姿に、ディーは息を呑のんだ。

　ジャケットの裾すそからのぞく胸元に刻まれた、大小無数の傷。

　その意味が、初めて分かった気がした。

「ぼくは……」

「まあ、んなこと言うても、誰も死なん答えがいちばんなんは間違いないねんけどな」イルの手が伸び、ディーの頭をぽんぽんと叩たたいて「せやから、お前が誰も殺したくないいうんは別に間違ってへんと思う。けど、お前がそのセラいう子をこの先も守っていくんやったら、その子かお前か別の誰かか、どいつが死ぬんか選ばなあかんときが来ると思う」

「はい……」ディーはうなずき、どうにか笑え顔がおを作って「ありがとうございます、イル」

「は？……いや、んな別に」イルはぱたぱたと手を振り、屋根の上に勢い良く立ち上がって「あー、久しぶりにかっこいいこと言うたら疲れたなー！　何か腹も減ってきたし、適当に夜食でも食うか！」

　ごきごきと肩を鳴らし、こっちに手を差し伸べる。

「お前も食うやろ？」

「はい、付き合います」

　ディーは小さく笑い、その手を取ろうとして、

「──あ」

　視界の端に、光が爆はぜた。

　闇やみに沈む第二階層のずっと外れ。直径十キロ近い巨大な町の外周付近。

　轟ごう音おんとともに噴ふき上がった爆ばく炎えんが、灰はい色いろの天てん蓋がいを赤く染めていた。
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　緊きん急きゆう警けい戒かいを表す赤いランプが、闇の中に明滅を繰くり返していた。

　黒くろ沢さわ祐ゆう一いちは鞘さやから『紅ぐ蓮れん』を引き抜き、長大な騎き士し剣けんの刀身を正せい眼がんに構えた。

「……どうも、少し話が違うようだな」

　第一階層に通じるバイパス道を見つめ、息を吐く。検問所が設置されているバイパス道前の広場には、十数台の装甲フライヤーと百名近い兵士からなる部隊がすでに展開されている。装備やカラーリングがばらばらなところを見るに、おそらくこの地域を管理している自治組そ織しきの物。だが、その奥に見える設置型ノイズメイカーの形状には見覚えがある。

　モスクワ軍で正式採用されている、有効範はん囲い百メートル程度の小型タイプ。

　検問所を管理する自治組織が通常配備している警備部隊とは比較にならない過剰な戦力。どうやら、このタイミングで襲しゆう撃げきがあることは完全に向こうの予測の内らしい。

　……面めん倒どうな。

　前列に並んだ兵士達が銃を構え、いっせいに引き金を引く。ノイズメイカーが唸うなりを上げ、Ｉ－ブレインの異常を表すメッセージが額ひたいの裏側に浮かび上がる。構わず『紅蓮』の刀身を振り抜き、秒速千メートルで襲おそい来る銃弾を一つ残らず叩たたき落とす。

　装甲フライヤーが機き首しゆをこちらに向け、機体側面に取り付けられた数発のロケット砲弾がいっせいに火を吹く。

　着弾まで二秒。自己領域による回かい避ひは不可能。

　祐一はすっと目を細め、右足を半歩前に踏み出し、




　──午前一時五分。

　最初の砲火は、階層間バイパス道の検問所から上がった。
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　気まぐれに明滅を繰くり返す街灯の淡い夜間照明の下を、モスクワ軍の兵士と思おぼしき人ひと影かげが三つ、小走りに駆け抜けて行った。

　月つき夜よは息を潜ひそめてそれをやり過ごし、路地の暗がりの中に立ち上がった。

　人ひと気けの無い夜の町に油断なく視し線せんを巡らせ、手近な住家の壁かべに身を寄せる。白塗りの壁を手探りして通信ライン保守用の小さな蓋ふたを見付け出し、背中のバッグを下ろして工具の入った箱を取り出す。音を立てないように注意して蓋のロックをこじ開け、どうにか両手を突っ込める程度の狭い空間を覗のぞき込む。

　埃ほこりっぽい闇やみの中を縦じゆう横おうに走る、色とりどりのケーブルの束。

　そのうちの一本を選んで表面を覆おおう皮膜をはがし、剥むき出しの金属線に工具箱から取り出した別なコードを繋つなぐ。

　するするとコードを伸ばしつつ後あと退ずさりし、雑多に積つみ上げられたコンテナの陰に座り込む。携帯端末を取り出してスイッチを入れ、コードのもう一方の端を接続端子に差し込む。

『──あ、きたきた』

　画面にざっとノイズが走り、映し出される双ふた子ごの弟の顔。

　真ま昼ひるは通信回かい線せんの向こうで軽く手を上げ、

『何か、こうやって顔見て話すのって久しぶりだね』

「ほんと。やっぱ、文章だけの通信って不便ね」月つき夜よは答えて、ふと声を潜ひそめ「この回線大丈夫なの？　軍の連中に気付かれてない？」

『今のところは大丈夫みたい』真昼はタッチパネルを叩たたく仕し草ぐさを見せ『劣化か何かで使われなくなった通信ケーブルが撤てつ去きよされずに残ってるだけの物だから。ここからその場所までまっすぐ一本ラインが走ってるだけで、どこにも盗とう聴ちようできるような場所は無いはずだよ』

　言葉を切り、息を吐いて、

『で、そっちはどんな感じ？』

「何か騒さわがしくなってるわね」コンテナの向こうの通りに視線を向け、機き関かん銃じゆう片手に走る兵士の姿に気付いて首をすくめ「モスクワの連中はひっきりなしに駆け回ってるし、ここの自治組そ織しきの兵士も何か殺気立ってるし。通常の警けい備び体制って考えるには大げさ過ぎるわね。まあ、こっちに気付いてる感じじゃないんだけど」

『似たような連絡が、さっきサクラからもあったよ』真昼はうーんと首を捻ひねり『嫌いやな予感、当たったかな？』

「ややこしくなってきたわねー」

　あーもう、と頭をかき、路地の切り立った壁かべの向こうに広がる第二階層の天てん井じようを見上げて、

「祐ゆう一いちのほうは、何かえらいことになってるみたいだし」

　断続的な爆ばく音おんが凍えた夜の大気を震ふるわせ、噴ふき上がった炎がパイプ剥むき出しの灰はい色いろの空を赤く染める。この場所から三キロ先、第一階層に通じる階層間バイパス道の一つ。五分ほど前から始まった戦せん闘とうは一いつ向こうに収まる気け配はいを見せず、自治組織の警備兵やモスクワ軍の工作員の動きにも慌ただしさが増し始めた。

「ま、あっちは心配はいらないと思うけど。……で、どうするの？　撤退するって言うんなら、すぐに準備始めるけど」

『そうだね……』真昼はしばし考え『いや、このまま続行で行こう。祐一のほうに敵の目が向いてる今なら、逆に町の中の全体的な戦力は低下してるはず。メルボルンの外への脱出は難むずかしくても、人質の救出と情報収集だけならむしろ今がチャンスだ』

「……真昼」

『何？』

「……りょーかい」

　投げやりに答え、ひらひらと手を振る。

　モニターの向こうの真昼が、苦笑の表情を浮かべた。

『気に入らなそうだね、月つき夜よ』

「別にー。ただ、いつもの真ま昼ひるなら、大人おとなしく下がって体勢を立て直そうって言い出すはずなのになー、って思っただけよ」双ふた子ごの弟の顔をじとーっとした目で睨にらみ「今回は祐ゆう一いちの知り合いの男の子助けるのが目的だっていうから何も言わずに手伝うけど。……忘れてるかも知れないけど、わたし、まだこの仕事納得してないし、あんたに聞きたいことだって山ほどあるんだからね」

『聞きたいことって？』

「だーかーらー」あくまでも落ち着いた態度を崩さない弟の顔をびしりと指さし「とりあえず、あんたとあのサクラって子の関係」

『関係って……』真昼はほんの一いつ瞬しゆんだけ、視し線せんをわずかに上に向け『だから、今回の仕事の相手でしょ？　会ったのはアンダーソン教授に紹介されたときが初めてで、それまでは面めん識しきとかいっさい無し。月夜と一いつ緒しよだよ』

「ほら、今ちょっと考えた。……他人ならいざ知らず、そんなんで実の姉を騙だませると思ったら大間違いなんだから」

　なおも鋭するどい視線を向けると、真昼はわざとらしい笑え顔がおで首をかしげる。

　そのまま数秒。

　月夜は、はぁー、とこれ見よがしに息を吐いた。

「ま、今日きようの所は勘弁したげるわ。……なんか、それどころじゃなさそうだし」

　端末の画面を覗のぞき込んだ格好のまま、意識を十メートルほど先の路地の出口に向ける。角の住家の壁かべに身を隠すように、忍び寄る足音が全部で三つ。

　音の重さから考えて三人とも軽装。

　おそらくは、自治組織の兵士ではなく、モスクワの工作員。

『月夜？』

「あ、大丈夫大丈夫。とりあえず、この地域の兵士の拠点と装備と巡回ルート、分かった範はん囲いで送るから」

　データ転送のコマンドを片手で打ち込みつつ、もう片方の手で素早く工具箱を引き寄せてカバンに押し込む。外がい套とうの裏から銃を引き抜いて安全装置を外し、コンテナの脇わきから手の先だけ突き出して後ろ手に構え、

「分かってると思うけど、これ終わったら今度こそ答えてもらうからね。覚悟しときなさいよ」

　転送終了の文字が表示されると同時に力任せにコードを引き抜き、端末と通信ケーブルの接続を強制的に切断する。勢い良く弾はじかれたケーブルが楽器の弦に似た鈍にぶい音を立て、路地の向こうで三人分の気け配はいが動く。

　足音だけを頼りに一人目に狙ねらいを定め、引き金を引くと同時にバッグをつかんで駆け出す。

　背後でかすかな悲鳴があって、銃を取り落としたのだろう重い響ひびきがそれに続く。細く暗い路地を一息に駆け抜け、通りに飛び出すと同時に左に跳ちよう躍やくして背中越しの銃声をかわす。硬い路面に一転して身を起こし、外がい套とうの裏に銃を押し込んで再び駆け出す。

　……真ま昼ひる。

　弟の作り笑いを思い出し、知らず唇をかむ。メルボルンに来てからこっち、真昼は明らかに様よう子すがおかしい。それでも人の三倍は知恵が回るやつだから周囲の人間は気付かないかも知れないが、二十年以上も一いつ緒しよに生きてきた月つき夜よにはそれが良く分かる。

　確たしかに作戦そのものは間違っていない。

　ハッキングも暗号解析も、相変わらず完かん璧ぺきそのもの。

　だけど、今の真昼は、あのサクラという少女に肩入れし過ぎている気がする。

　そもそも自分の良く知っている真昼なら、こんな依頼は絶対に受けない。『賢人会議Seer's Guild』に協力してシティを敵に回すなんて、明らかに自分達の能力の範はん疇ちゆうを超えている。神こう戸べでの事件のときは気が付いたら巻き込まれていてどうしようもなかったが、今回は自分から進んで首を突っ込みに行っているのだから始末に負えない。

　そして、何よりもタチが悪いことに、真昼はたぶん自分が冷静さを失っていることに自分で気付いていない。

　ああいう状態の真昼を、月夜は、過去に何度か見たことがある。

　あれは、錬れんやフィアや町の人達や、そういう自分の大切な誰だれかが危険に巻き込まれてしまったときの顔だ。

　……ほんとに、どうしちゃったのよ。

　通りの四つ角の向こうに、新たな人ひと影かげ。

　手近な路地に飛び込んで身を潜ひそめ、月夜は深々と息を吐いた。
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（「身体能力制御」発動。運動速度、知覚速度を二十五倍で定義）

　砲火に満ちた漆しつ黒こくの空を祐ゆう一いちは駆ける。ノイズにまみれたＩ－ブレインを操あやつり、雨あられと降り注ぐ銃弾の間かん隙げきをかいくぐり、闇やみ色いろのロングコートを翻ひるがえして凍こごえた大気を飛ひ翔しようする。バイパス道を塞ふさぐ巨大な隔かく壁へきの表面に音も無く着地し、わずかな継ぎ目を足がかりに疾走を開始。垂直に切り立った壁の上を重力方向を無視して走る祐一の後を追い、壁面に突き刺さった無数の銃弾が足跡のように火花を散らす。

　視界の先に浮かぶ装甲フライヤーの砲塔が火を噴ふき、射出された自動操そう縦じゆうの誘ゆう導どう弾体が行く手を遮るように迫り来る。命中の直前で重心を一気に下に傾け、壁に対して平行な姿勢まで倒れ込むその勢いを利用して『紅ぐ蓮れん』を振り抜く。騎き士し剣けんの長大な刀身が一メートルを超す巨大な弾体の表面を捕らえた瞬しゆん間かん、脳内で情報解体を発動。構造を失って金属塊として空中に再結晶する弾体とともに一いつ直ちよく線せんに落下する。

　地表に叩たたき付けられる寸前で身を翻ひるがえし、機き関かん銃じゆうを構えた兵士一個小隊の前に着地。

　目の前に迫った数百の弾丸を騎き士し剣けんの一いつ閃せんで叩たたき落とし、頭上から射出された数発の誘ゆう導どう弾だんに気づいて地を這はうように駆け出す。

（疲労蓄ちく積せき度ど七十パーセント。危険度「Ｃ」から「Ｂ」に上昇）

　戦せん闘とう開始からすでに五分と二十秒。いまだに一人の敵も仕留められていないことにかすかな苛いら立だちを覚える。ノイズメイカーの効果範はん囲い内ないでのＩ－ブレインの使用は、脳に多大な負担を掛ける。自身の内部に対して情報制御を行うために比較的ノイズの影えい響きようを受けにくい『身体能力制御』であってもそれは同じこと。この状況での長時間戦闘は、自殺行為になりかねない。

　検問所前の広場に集結した部隊はすでに数百名の規模に達し、現在も少しずつ増えつつある。装甲フライヤーの数は十二台を数えたところで止まっているが、この先援軍が来ないという保証はどこにも無い。

　だが、それだけなら、たとえノイズメイカーの効果でＩ－ブレインの機能が制限されていようともどうということは無い。

　本当に厄やつ介かいなのは──

（攻こう撃げき感知、危険）

　足を強く踏み出す反動で速度を殺し、反転すると同時に『紅ぐ蓮れん』の刀身を一閃する。金属音を表す空気振動が数値表現として脳内に流れ込み、両腕にのしかかる衝しよう撃げきに抗し切れずに祐ゆう一いちは一歩後ずさる。

　目の前には、暗あん緑りよく色しよくの外がい套とうをまとった、モスクワ軍の騎士の姿。

　右手に構えた銀ぎん灰かい色しよくの騎士剣が、喉のど元もとめがけて弧を描いてねじり込まれる。

　後方に大きく跳ちよう躍やくしてその攻撃をやり過ごし、地を蹴けった足が再び地に触れるより速く背中越しにＩ－ブレインの警けい告こく。剣を引き戻しざまに跳躍した騎士の体はコンマ数秒でこちらの運動を追い越し、着地ざまに突き出された剣の切っ先が背後から一直線にこちらの心しん臓ぞうを狙ねらう。瞬しゆん時じに背中に回した『紅蓮』の刃でその攻撃を受け流し、衝撃を利用して左側方に逃れる。

　埃ほこりっぽい路面に一転し、立ち上がった視界の先に閃ひらめくさらなる銀光。

　剣を上段に振りかぶった騎士の姿は、すでに目の前にある。

　考えるより速く体が動き、振り下ろされた剣の軌跡を紙一重でかわす。瞬時に身を翻した騎士の後ろ髪の下に、小さな黒い素子が光る。

　おそらくは、ノイズメイカーに対する抗体デバイス。

　だが、たとえこのノイズを無視して考えたとしても、Ｉ－ブレインの性能は互角か、ほんの少しこちらが勝っている程度だろう。

　暗緑色の外套に包まれた体が半透明な球形の揺らぎに包まれ、次の瞬間にはこちらの後方に出現する。無む意い識しきに小さく舌打ちを漏らし、身を翻して検問所の中央に向かって後退する。さっきから何度も同じことの繰くり返し。後三歩、ほんの五メートル後方に跳ちよう躍やくすればノイズメイカーの効果範はん囲い外がいだったのに、騎き士しの攻こう撃げきに阻はばまれて包囲網のただ中に押し戻されてしまった。

　相手がこちらを殺しに動いてくれるのなら、まだ付けいる隙すきはある。

　だが、騎士の動きは、獲え物ものをノイズメイカーの網から逃さないことに集中している。

（高密度情報制御を感知）

　突き込まれた剣の一撃を紅ぐ蓮れんの刀身で受け流し、衝しよう撃げきを利用して後方に跳躍した瞬しゆん間かんＩ－ブレインが警けい告こくを発する。着地と同時に騎士剣を振り抜き、飛来した数本の空気結晶の槍やりをまとめて斬きり飛ばす。足を止めることなくさらに数歩の距きよ離りを後退し、遙はるか頭上、フライヤーの車体の上からこちらを見下ろす炎使いを睨にらむ。その周囲を飛ぶ数台のフライヤーの窓には別な炎使いが顔をのぞかせ、こちらが立ち止まる一瞬の隙を絶えず狙ねらっている。

　能力的には二流。ノイズメイカーの効果で実力の三分の一も出せない今の自分よりもさらに一ランク落ちる程度。

　だが、その集団戦せん闘とうに対する錬度は極めて高く、攻撃を仕掛けてくるタイミングと位置は腹立たしいほどに当を得ている。

　……まずいな。

　唯一の救いは自分と同クラスの魔ま法ほう士しがモスクワ軍の騎士一人だということ。この第二階層に都合六ヶ所ある第一階層直通のバイパス道にはどこも同じような検問所が設置されているのだが、そこに配置されているはずの魔法士がやってこないところを見ると、どうやら敵はこちらの戦力を把握をし切れず、どこかに別の襲しゆう撃げき部隊が潜ひそんでいる物と考えているらしい。

　が、その誤解もいつまで保もつか分からない。

　バイパス道に攻撃を仕掛けているのが自分一人と分かれば、敵は、間違いなくここに戦力を集中させてくる。

　あわよくばモスクワの魔法士を一人でも二人でも削れればと思っていたのだが、とてもそんなことを言っていられる状況ではない。検問所の突破は奇跡でも起こらない限り不可能。敵の戦力は、力押しでどうにかなる規模を遙かに超えている。

　となれば、選択肢は一つ。

　メルボルンの外部への脱出が無理なら、ここで可能な限り戦せん線せんを維持して敵部隊の目を自分に集中させ、ディーの救出だけでも成功させる。

（疲労蓄ちく積せき度ど、七十五パーセントに到達）

　……保って後十分といったところか。

　再び戦列の前に飛び出した目標めがけて、兵士達がいっせいに機関銃の引き金を引く。秒間数十発の単位で撃うち出される銃弾が雪崩なだれを打って襲おそいかかり、衝撃波を表す空気振動が波紋となって二十五倍速の視界に緩ゆるやかな文様を描く。漂う銃弾と銃弾のわずかな隙すき間まに身を滑すべり込ませた刹せつ那な、頭上から飛来した十数条の氷の槍やりがその間かん隙げきを埋めるように降り注ぐ。

　同時、後方にＩ－ブレインの警けい告こく。

　銀ぎん灰かい色しよくの剣を構えた騎き士しの姿は祐ゆう一いちよりも遙はるかに上の速度で銃弾の雨をかいくぐり、コンマ五秒後にはこちらを攻こう撃げき射程に捉とらえる位置にある。

　ナノ秒単位の思考が脳内を駆けめぐり、瞬しゆん時じに解を導みちびき出す。紅ぐ蓮れんの刀身が空を裂き、目前まで迫った氷の槍やりを粉々に打ち砕く。飛び散った空気結晶の破片が祐一の頬ほおを浅く裂き、傷口から鮮せん血けつが飛び散るよりも速く周囲の銃弾に衝しよう突とつする。弾はじかれて軌道をわずかに逸そらされた銃弾は別な銃弾にぶつかり、連れん鎖さ反応は瞬またたく間に周囲に拡散する。

　紅蓮を引き戻しざま振り返った先には、驚きよう愕がくに歪ゆがんだ騎士の顔。

　連鎖反応の果てに大きく軌道を逸らされた数百の銃弾は祐一の体を避けて一つ残らず後方の騎士に襲おそいかかり、祐一を攻撃するために構えられていた銀灰色の騎士剣が一いつ閃せんして一つ残らずそれを叩たたき落とし、想定外の運動に騎士は大きく体勢を崩し、すべての攻撃をかいくぐった祐一の体は無防備に側方に投げ出された騎士の右手のすぐ傍そばに滑すべり込み、

「……油断したな」

　反応する隙すきを与えず、最短距きよ離りで放った拳こぶしの一撃が、銀灰色の剣を弾き飛ばした。
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　廊下を一いつ直ちよく線せんに走り抜けた投とう擲てきナイフの切っ先が、最後に残っていた自動銃座の砲身に深深と突き立った。

　天てん井じようの隅につり下げられていた機関銃の自動掃射システムは紫電を撒まき散らしながら暗い廊下に落ち、小しよう爆ばく発はつとともに煙を噴ふいた。

「セレスティ、もう出てきても大丈夫だ」

「は、はい……です」

　サクラの声にうなずき、身を潜ひそめていた廊下の角からおずおずと進み出る。十メートルほどの廊下のいたる所に散らばる監かん視しカメラと機関銃の残ざん骸がいを見回し、はー、とため息を漏らす。もともとそこら中でひび割れていたコンクリート剥むき出しの廊下は機関銃の掃射を浴びて見事に穴だらけ。すぐ傍の壁かべは仕掛けられていた小型の爆薬に焼かれ、表面が崩れて中の鉄骨が剥き出しになってしまっている。

　真ま昼ひるの指示どおりに『軍の中ちゆう枢すうがあるはずの一帯』まで辿たどり着き、この廃屋同然の集合住家に踏み込んでからそろそろ五分。

　正面入り口のホールから一階の通路、階段、この四階の廊下にいたるまで、広い建物の中はどこもかしこもぼろぼろで、窓ガラスなんかも全部割れていて、おまけに、そこら中に監視カメラや機関銃や小口径の荷電粒子砲やワイヤーで作動するタイプの爆弾や、そういう防ぼう衛えいシステムが仕掛けられていた。

「どこにも怪け我がは無いか？」

「ええっと、わたしは大丈夫ですけど……」うなずき、一いち分ぶの隙すきも無いサクラのドレス姿を見上げて「サクラさんも、大丈夫……みたいですね」

　少女は「無む論ろんだ」とうなずき、残ざん骸がいだらけの廊下に視し線せんを移して、

「にしても、警けい備びが無人の自動防ぼう衛えいシステムにトラップだけとは、なめられた物だな」

「罠わな……っていうことは無いですか？」

　おそるおそる口を挟む。

　サクラはかすかに表情を緩ゆるめて「セレスティは賢かしこいな」と呟つぶやき、

「だが、いずれにしても調ちよう査さは必要だ。敵もそれほど戦力に余裕がある訳ではない。これだけの配備をしておいて、完全な囮おとりということは考えにくいはずだ。……それで、ここは確たしかに無人なのだな？」

「は、はい。間違いないです」

　光使いの『質量感知』は世界を構成する四次元時空構造の「歪ゆがみ」を読み取り、そこから質量の存在を逆算することで、およそ考え得る限りのあらゆる防御手段を透過して効果範はん囲い内ないの物質の存在を知覚することができる。その能力を使って外から建物の中を調しらべた限りでは、動いていたのは自動防衛システムだけで人の気け配はいはいっさい無し。どこかに隠れているのではないかと一階の床ゆか下した辺りも探ってみたが、それらしい反応は何も得られなかった。

　サクラは、ふむ、と口元に手を当て、しばし考え、

「だが、いずれにしても注意は必要だ。セレスティは引き続きこの家の周囲を監かん視しして、近付く者があればすぐに教えて欲しい」

　無む意い識しきに姿勢を正して、うなずく。

　サクラは「頼む」と答え、足下に転がるカメラを自然な所作で避けて歩き出した。

　廊下の端までまっすぐに進み、機関銃の残ざん骸がいに突き立ったままの投とう擲てきナイフを引き抜く。小走りに追い付いたセラに目配せを投げ、傍かたわらのドアに手を伸ばす。

「中に、防衛システムの類たぐいは？」

「無い……みたいです」

　脳内のデータを確かく認にんしてから答えると、サクラはゆっくりとドアノブを回す。スチールの簡かん素そな扉は何の抵抗も無く奥に開き、サクラはその中に足を踏み入れる。

　慌てて後を追い、半開きのドアの向こうを覗のぞき込む。

　壁かべも床も一面コンクリート剥むき出しの広い部屋には、大きなテーブルと、三台の端末。

「当たり……ですか？」

「調べてみないと何とも言えない」サクラは壁かべ際ぎわのいちばん近い所にある端末に歩み寄り、タッチパネルに指を触れ「とりあえず、電源は生きているようだな」

　少女の後ろに近寄り、横からモニターを覗き込む。画面一杯に表示された意味の分からない文字の羅ら列れつに、ちらりとサクラの顔色をうかがう。

「……ええっと、これ……」

「データがすべて暗号化されている。……待って欲しい。これは、少し時間がかかる」

　そうなんですか、と呟つぶやき、サクラの真ま似ねをして画面をじっと見つめる。が、いくら眺めても分からないものはさっぱり分からない。

　心の奥に抑え込んでいた焦りと不安がじわじわとしみ出してくる。ディーは今いま頃ごろどうしているのかとか、本当に無事なのかとか、そんな余計なことを次々に考えてしまう。

　セラはうつむき、空っぽ同然の部屋にぐるぐると視し線せんを巡らせ、もう一度画面に向き直ったところでいきなり気付いて、

「そうです！　そのまま持って帰って真ま昼ひるさんにやってもらえば」

　とたんに、劇げき的てきな反応があった。

　サクラは端末を叩たたいていた手をびくりと止め、ものすごい勢いでこっちを見下ろして、

「私がやるよりも天あま樹ぎ真昼に任せたほうが早いと、貴方あなたはそういうのか──？」

「え？」予想外の成り行きに驚おどろき「ええっと、そうじゃなくて、わたし、真昼さんのほうが、じゃなくて……あれ？」

　しどろもどろに答えているうちに自分でも訳が分からなくなってしまい、困り果てて視線を左右に泳がせる。

　と、「……あ」というサクラの声。

　目を上げると、少女はなぜだか顔を赤くして、すまない、と呟き、

「つまり、だな……ここからいったん真昼の所に戻ったのでは時間ロスが大き過ぎる。暗号通信でこれだけのデータを送る訳にも行かない。やはり、多少時間は掛かってもここで解読するべきだ」

「そ、そうですね」

　話が上う手まく収まったことに安あん堵どの息を吐き、まだ少し赤いサクラの顔を見上げて、

「……聞いても、いいですか？」

「……何だ？」

「ええっと……」そこで口ごもり、意を決して「サクラさん、どうして、真昼さんとお話してるときはいつも怒ってるんですか？」

　再び動きを止める、サクラの手。

　怒ったかな、と首をすくめるセラの前で、少女はどうしてだか深々と息を吐いた。

「セレスティ……やはり、私は怒っているように見えるか？」

「え？」ものすごく当たり前の質問に戸と惑まどいつつ、慎重に言葉を選んで「はい、ちょっと怒ってるみたい……です」

　本当はいつでもものすごく怒っているように見えるのだが、そこは少女に遠えん慮りよして控えめな表現を使う。

　サクラは「そうか」と呟つぶやき、手の動きを再開し、ややあって、画面を見つめたままぽつりと、

「……セレスティ」

「は、はい！」

「その……ああいうとき、普通ならどういう態度を取るべきなのだろうか」

　意味が分からない。

　セラは首をかしげ、サクラの横顔をまじまじと見上げて、

「ああいうときって……真ま昼ひるさんとお話してるときですか？」

「そうだ」

「どんな、って……ええっと、普通にしてればいいと思うんですけど……」

「普通、か」サクラは目を伏せ、息を吐き「私にはその『普通』というのが良く分からない。……私は、誰だれかと親しく話した経けい験けんがほとんど無いからな」

「経験って……」

　頭の中がますます混乱する。どうしてただ人と話をするだけのことに『経験』なんて言葉が出てくるのか、セラにはさっぱり分からない。

「だから、近所の人と話したり、お店にお買い物に行ったり」

「……そう、そういう経験だ」

　サクラは端末の画面に視し線せんを戻し、淡々とした口く調ちようで、

「私を作ってくれた生みの親は、私が自我に目覚めるとすぐ、私をカールの所に預けた。カールは私の能力が誰かに知られ、そのために私が危険な目に遭うことを恐れて、私を自分の息のかかった施設に隔かく離りして育てた。カールは良い育ての親だったが多忙な人だったから、私は一日のほとんどの時間を一人で過ごした。……生みの親は生活とかそういった物には全く無む頓とん着ちやくな人物だったらしくて、私の脳には日常会話に関する知ち識しきがほとんど無かったから、足りない部分はすべて部屋にあった軍の教本で覚えた」

　セラは何も言えない。ただ黙だまってサクラの顔を見上げる。

　少女はタッチパネルに指を走らせながら、やっぱり淡々と、

「成長して自分の身を自分で守れるようになり、便利屋として暮らし始めてからも、人と話をするのはあまり得意ではなかった。生活に必要な物はカールに頼めば用意できたから町の住民と会話する機き会かいなど無かったし、依頼先で誰かと知り合うことがあっても、事務的な連絡だけで話は終わってしまった。……たぶん、私がこれまで友人として話したことがあるのは、一人だけだ」

　ただ一人の、友人。

　それはつまり、マザーコアとして死んでしまったという、あの。

「今の戦いを始めてからも、それは同じだった。あの町でともに暮らす同志は増えたが、私は彼らのリーダーとして、厳きびしい態度を取るよう努めた。多くの同胞達の命を賭かけて戦っているのだから、笑ったり怒ったりしている暇など無い、指し導どう者しやは常に指導者らしくあらねばならないと。だから──」

　ふいに、手が止まる。

　サクラはかすかに視し線せんを伏せ、ほんの少しだけ肩を落として、

「私は、当たり前の会話という物が、いまだに良く分からない」

　小さくため息をこぼし、はっと目を見開いて、

「す、すまない。私は何を言っているのだろうな。今は貴方あなたの友人を救出する大事な作戦中だというのに」

　急がなければ、と呟つぶやき、端末に向き直る。

　その横顔を、セラはじっと見つめた。

　何か、冷たい大きな塊が、胸の奥でごろりと転がった気がした。

「サクラさん」

「な、何だ？　セレスティ」

　まだ少しうわずった、少女の声。

　セラは息を吐き、それでも足りずにもう一度深呼吸して、

「わたし、サクラさんのこと、好きです」

「な……」サクラはタッチパネルに手を置いた格好のまま固まり、こっちにぎこちなく視線を向け「セ、セレスティ、一体何を」

「ほんとです。わたし、サクラさんと友達になりたいです。サクラさんがどう思ってても、わたしはサクラさんのこと友達だと思ってます」

　少女の顔をまっすぐに見上げて、

「ダメですか？」

「いや……私は……」サクラは口ごもり、端末の画面にちらりと視線を向け「……そうだ。何と言われようと、貴方を私の戦いに巻き込む訳には」

「そんなこと言ってないです！」反射的に叫び、自分が大声を出したことに驚おどろいて顔を伏せ「……そうじゃなくて、わたし、サクラさんのこと心配です……」

　言葉にならない思いが頭の中をぐるぐると駆けめぐり、自分の頭の悪さにいらいらして唇をかむ。どうして自分はもっといろんなことが上う手まく言えないんだろうと思う。

　それでも、今ここで伝えておかないといけない。

　このままだとこの人は、きっと、おかあさんみたいになってしまう。

　自分を戦いに巻き込むまいといつも怒っていた母の顔が頭に浮かぶ。自分が何とかしなければ、自分がどうなっても娘だけは守らなければと、一人で戦い続けたあの人の姿が、目の前の少女に重なる。

　自分にもう少し勇気があって、おかあさんのことが好きだときちんと伝えられていたら、あの人は死なずに済んだのではないかと、夢に見る度思う。

　だから、お別れになる前に言わなければならない。

　あなたのことが心配で、あなたを友達だと思っていて、あなたが傷付いたら悲しむ女の子がここにいるよ、と。

　でないとこの人は、何もかも一人で背負い込んで、一人で傷付いて、いつか疲れて、一人で勝手に死んでしまう気がする。

「セレスティ……」困り果てたような、少女の声「私は……いったい、どうすればいい？」

「……約束してください」セラはぐずっと鼻をすすり、まっすぐにサクラを見て「わたし、サクラさんの友達です。サクラさんのこといつでも心配してます。……それを、忘れないでください」

「そんなことで……いいのか？」

　こくんとうなずく。

　サクラは生き真ま面じ目めな顔で「分かった」と答え、

「その……ありがとう、セレスティ」

「セレスティ、じゃなくて、セラです」

「あ、ああ、そうか」サクラは少しだけ頬ほおを赤くして「ありがとう……セラ」

「はい」セラはほんの少しだけ口元を緩ゆるめ「それから、真ま昼ひるさんとももうちょっと仲良くしないとダメです」

「な……」

　とたんに、絶句するサクラ。

　少女は落ち着き無く視し線せんをさまよわせ、おそるおそるというふうにこっちを見下ろして、

「そ、それは、どうしてもそうしなければいけないだろうか」

「ダメです」セラは少しだけ口元を緩め「でないとわたし、サクラさんのことが心配で、一人でこの町から逃げられないです」

「……努力しよう」

　サクラは粗悪品の合成牛乳を飲まされたみたいな顔でうなずき、はぁ、とわざとらしいため息を吐ついて、何だかおかしそうに表情を和らげた。

　端末の脇わきに取り付けられたスピーカーから小さな音が響ひびく。二人は同時に画面に向き直り、サクラの指がタッチパネルに伸びる。数回キーを叩たたくと画面の表示が切り替わり、淡い青あお色いろの背景に色とりどりのアイコンが浮かび上がる。

「暗号解除完了。もうすぐだ、セラ」

「はい」

　二人で手分けして用意した携帯端末を目の前の端末に接続し、データの取り込みを開始する。

　そのとき、脳内時計は『一時十分』を示していた。

　そのとき、サクラの通信素子が、呼び出し音を発した。

「な──」サクラは一いつ瞬しゆん身を引きつらせ、外がい套とうの襟えりを口元に引き寄せて「……貴方あなたか。おどろかせないで欲しい、天あま樹ぎ真ま昼ひる。作戦中の無む線せん通信は可能な限り控えるようにと……」

　どうやら通信の相手は真昼らしい。暗号変換のせいでノイズが多いのか、サクラは端末に背を向け、通信素子を両手で覆おおうようにして耳を寄せ、

「……状況が変わった？　どういうことだ。階層間バイパスの確かく保ほは……」

　少女の会話に耳をそばだてるが、肝心な所はさっぱり聞き取れない。仕方が無いので端末に向き直り、タッチパネルに手を伸ばしかけて少しためらう。それでも何もしないよりはいいだろうと一番手近にある安全そうな文書ファイルを開き、適当にページをめくっていき──




　いきなり、目の前がぐらりと揺れた気がした。




「……サクラさん……」

　震ふるえる声で少女の名を呼ぶが、サクラは真昼とのやり取りで気付かない。呆ぼう然ぜんと目を見開き、端末の画面を見つめる。

　モスクワ軍の作戦書。

　いちばん上に大きく映し出されているのは、長い黒髪をツインテールに編あんだ少女の顔。

　そして、その横に書かれているのは。

「……では貴方は、私達が連中の罠わなにはまったというのか？　だがそれでは……」背後の声がそこで途と切ぎれ、サクラは不ふ審しんそうに「……セラ？」

「サクラさん……これ……」

　ぎこちない動きで振り返ると、そこには見開かれたサクラの茶ちや色いろの瞳ひとみ。

　少女は息を呑のみ、とっさに一歩踏み出しかけて立ち止まり、

「セラ……そ、それは……」

「どういう……ことですか？」
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　体が震えそうになるのを必死にこらえ、端末の画面にもう一度視線を向ける。

　作戦書に貼はり付けられた、合成写真と思おぼしきサクラの顔。

　そのとなりに添えられた、『賢人会議Seer's Guild』という言葉。

「セラ……落ち着いて聞いて欲しい。それは……」

　ひどく青ざめた、サクラの顔。

　セラは端末の机を支えにしてそっちに向き直り、

「──久しぶりやな、『賢人会議』」

　声は、部屋の反対側の隅から響ひびいた。




　頭の中が、今度こそ真っ白になった。

　セラは勢い良く視し線せんを巡らせ、声の主の正体に気付いて「あ」と声を上げた。

「おー、そっちも久しぶりやなお嬢じようちゃん。元気しとったか？」

　黒シャツに白いジャケットを羽は織おり、黒いサングラスを掛けた白髪の少年。モスクワ軍の魔ま法ほう士しはセラに向かって陽気に手を上げ、サクラのほうに顔を向けて、

「っつーことで、真打ち登場や」

「……なぜ、貴方あなたがここにいる」

　かすれたような、少女の声。

　サクラは、何か恐ろしい物でも見るような顔で少年を見つめ、

「貴方は、私が……」

「ざーんねん。悪いけど、おれは不死身やねん」

「『魔弾の射手』を受けて生き延びたというのか！　貴方は！」

「はー、そーいう名前なんか、あれ」

　話しについて行けない。二人の顔をかわるがわるに見つめ、そこでようやく異常に気付く。脳内に表示された『質量感知』の解析結果。一いつ瞬しゆん前まで自分とサクラの二人しかいなかった室内に、いつの間にか、少年の存在を示す三つ目の質量が出現している。

「……嘘うそです。さっきまで……いなかったのに」

「すまんなあ、お嬢じようちゃん」少年はおどけたように手をひらひらさせ「おれはここにおるけどここにはおらへん、そこにはおらへんけどそこにおる、みたいな？」

「貴方あなたの戯ざれ言ごとに付き合っている暇はない、幻影イリユージヨンNo.17」サクラは外がい套とうの裏に手を差し入れて身構え「だが、貴方が生きていたというならモスクワ軍がこのメルボルンにやってきたのも納得がいく。……私の顔の記き憶おくを頼りに、追跡をおこなったという訳か」

「そーいうこと。あんまし軍をなめたらあかんな」

　少年は右足をすっと半歩踏み出し、以前に何かの海賊放送で見たことがある、中国かどこかの格かく闘とう技ぎの達人みたいな構えをとり、

「ほなまあ、前の続きといこーか」

　滑すべるように、ゆっくりと間合いを詰める。

　ディーを倒し、捕えた、モスクワ軍の魔法士。

　セラは無む意い識しきに身構え、空間の裏側に折りたたんである十個のＤ３に命令を送り、

「……騎き士し剣けん『陰いん』と『陽よう』が隠されている場所は分かるな？」

　サクラの声。

　それが自分に向けられた物だと理解するのに一秒ほどかかり、

「え？　はい。ちゃんと覚えてます、けど……」

「では、すぐに行って欲しい。デュアルNo.33の居場所はその携帯端末が教えてくれる。……それと、脱出路の確かく保ほは苦戦している。もしもの場合には、事前に決めておいたとおりの集合場所まで戻れ。いいな」

「え、で、でも」

　一方的な指示に戸と惑まどい、サクラの顔と携帯端末の間に視し線せんを行ったり来たりさせる。少女にはまだ大事なことを聞いていないし、それ以前に、敵が目の前にいるのに一人で行ってしまうのは……

「早く！　私と貴方の二人がかりでも、今、この場でこいつを仕留められる保証は無い！」

「は、はい！」

　緊きん迫ぱくした声に背中を押され、携帯端末のコードを引き抜いてポケットの奥に押し込みざま駆け出す。脳内に空間曲率制御を呼び出し、周囲の重力場を書き換えて三歩目で宙に浮かび上がる。「あ、おい！」という少年の声を背中に扉をくぐり抜け、半分割れた通路の窓を突き破って集合住家の外へと飛び出す。

　直後、背後で響ひびく断続的な金属音と、サクラの怒声。

　セラは一いつ瞬しゆんだけそっちを振り返り、きつく拳こぶしを握りしめて、一直線に夜の空を駆けた。
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　ドアの向こうから断続的に聞こえてくる爆ばく音おんが、激はげしさを増した。

　ディーは唯一の出入り口であるリビングのドアをじっと見つめ、後ろ手に架かせられた手て錠じようがどうにか外れないものかとさりげなく身をよじった。

「もう少し我慢して頂きたい。すぐにイルが戻ってきます」

　周囲を取り囲むモスクワ軍の兵士の一人が、銃を突き付けたまま穏おだやかに言う。軍人らしからぬその口く調ちように気勢がそがれ、木組みの椅い子すに座って大人おとなしく背もたれに体を預ける。

　この五日間監かん禁きんされてきた家の、毎日食事を取ったリビングルーム。

　ディーは部屋の真ん中に置かれた椅子に座らされて手て枷かせと足枷を付けられ、機き関かん銃じゆうで武装した兵士達に取り囲まれている。

　その数、実に八名。彼らは一様にこっちに銃口を突き付けたまま、ときどき視し線せんで何かの合図を交わし合っている。ドアの外にはさらに何名か見張りが立っているらしく、ときおり部屋に入ってきては中の兵士に何かを告げてまた出て行く。

　このままではらちがあかない。

　意を決して、口を開く。

「あの……外で何が起こってるんですか？」

　この家の屋上で最初の爆音を聞いてから、そろそろ十分になる。イルは駆け付けた兵士に「とりあえずおれが戻るまでこいつふん縛じばっといてください」と言い残し、出て行ったきり戻ってこない。

　いったい、何が起こっているのか。

　可能性として考えられるのは、『賢人会議Seer's Guild』の襲しゆう撃げきか、あるいは祐ゆう一いちとセラが救出に来たか。だが、後者と考えるには、銃撃の音が明らかに複数の方向から聞こえているのが気になる。

　いずれにしても、このままこうしている訳にはいかない。

「……あの」

「申し訳ありませんが、お答えできません」正面の兵士が答える。「何も教えるなと、イルに指示されています」

　そうですよね、と息を吐き、何とか手て錠じようが外れないものかともう一度だけ無む駄だな努力を試みる。イルが帰ってくればこんな物はすぐに外してくれるのだろうが、そのときには外の騒さわぎはすべて片付いていることになる。

　やって来ているのが『賢人会議』なら、別に構わない。

　だが、もし外で戦せん闘とうをしているのが祐一とセラなら、話はますます面めん倒どうなことになる。

「これ、外してもらう訳には……」言いかけ、兵士の鋭するどい視線にぶつかって「……だめですよね、やっぱり」

「どうか、大人おとなしくしていて頂きたい」と、左手の別な兵士「我々も手荒なことはしたくない。イルには、あなたを丁重に扱うようにと言いつかっています」

「はい……」不承不承うなずき、周囲の兵士たちを見回して「あの……あなた達みんな、イルの作戦に協力してるんですか？」

　兵士達が互いに目配せを交わし合い、中の一人がうなずく。

「こんなことして、不安じゃないですか？」その一人に顔を向け「イルはすべての責任は自分が負うって言ってたけど、それでもこのままだと、あなた達だって全くお咎とがめ無しって訳にはいかない。ぼくを捕まえたことを他ほかの人達にばらして本隊に引き渡そうとは、誰だれも思わないんですか？」

「これは、イルが立てた作戦です」おそらく二は十た歳ちそこそこの兵士は淡々と答える。「イルは我々に『頼む』と言った。だから、我々は彼に協力する。……情報の漏ろう洩えいを防ぐために協力者の数は最小限に絞りましたが、モスクワ軍特務工作班三百名の中に、彼の頼みを断る者など一人たりともいないはずです」

　なるほど、と呟つぶやきつつ、頭の中にはマサチューセッツにいた頃ころの自分の姿が浮かぶ。人外の兵器として軍の人間に疎うとまれていたあの頃の自分とクレア。イルだって同じファクトリーの出身なのだから、自分達の間にそんな大きな違いがあるとは思えない。

　いったい、シティ・モスクワに送られた少年に、何があったんだろう。

　それとも、モスクワとマサチューセッツでは、一般人の魔ま法ほう士しを見る目が違うのだろうか。

「……我々はみな、根本の所で魔法士を信じていません」そんな気持ちを見透かしたように、兵士の一人が口を開く。「特にシティの魔法士という連中は、結局の所、徹てつ底ていした個人主義者です。一人で一個大隊、下へ手たをすれば一個師団に匹敵する力を持つ彼らは、戦力としての我々を必要としていない。実じつ験けん室しつで生まれた先天性の魔法士には家族もいないから、シティに対する帰属意い識しきも薄うすい。……あなたがそうだとは言いませんが、彼らは必要とあれば平気で我々一般人を切り捨て、場合によってはシティを裏切って別なシティに付くことも厭いとわない」

「だがイルは違います」別な兵士が後を引き継ぐ。「彼はシティと、我々を守るために、本気で命を賭かけている。作戦においては常に最さい前ぜん線せんに立ち、我々一般兵の損害を最小限に抑えるために必ず自分がもっとも危険な役目を買って出る。……彼の体を、見たことはありますか？」

「え……はい。怪け我がの痕あとが、数え切れないくらい……」

「あれはみな、我々を守るために受けた傷です」兵士は何か遠い物でも見るような目で「我々は魔法士を信じない。けれど我々は、『幻影イリユージヨンNo.17』は信じます。だから、彼が命を賭けてくれと言うのなら、いつでも命を賭ける用意がある。……今回の作戦にしても、彼はすべての責任を自分だけで負うつもりのようですが、我々には彼一人を悪者にして話を済ませる気は毛頭ありません」

　迷いの無いその言葉に、息を呑のむ。

　あの少年は、いったいどうやって、これほどの信頼を勝ち得たのだろうと思う。

「ぼくには……分かりません」呟つぶやき、兵士達一人一人に視し線せんを向けて「今のイルは、ぼくがマサチューセッツで聞いていた『幻影イリユージヨンNo.17』とはかけ離はなれています。……いったい、モスクワに行ってからのイルに、なにがあったんですか」

「……四年前、モスクワにやって来た直後のイルは、他ほかの魔ま法ほう士しと同様、他者を顧かえりみない人間だったと記き憶おくしています」正面の兵士は突きつけたままの銃口をほんのわずかに逸そらし「変わったのはそれから数ヶ月ほどたって……そう、教会の孤児院に通うようになってから。そこで何があったのかは我々も詳しくは知りませんが」

「過去のことなど、どうでも良いことです」と、これまた別な兵士「我々は、今のイルを信頼している。魔法士でありながら誰だれよりも一般人のことを考え、そのために自分を殺して死力を尽くす。……人よりも優すぐれた力を持つ者に、我々がかくあって欲しいと願ねがう、理想の姿です」

「そう……ですか」

　ディーは無意識に、顔をうつむかせた。

　幻影No.17を支える物、その強さの正体が、少しだけ分かった気がした。

　勝てる訳がない、と思う。いつも迷い、悩み、大切な人を守るために敵を斬きることすらできない自分があの少年に勝つことなどありえなかったのだと思う。イルには迷いが無い。たとえ心の内にどんな葛かつ藤とうがあったとしても、それを表に見せることは決してない。他者の命を奪うことを厭いとわず、自分の命を賭かけることを厭わず、自分のことではなく常に他の誰かのことを考え、そのためにいつも全力で走る。

　それがイルの強さ。そんな少年に自分などが勝てる訳がない。

　……そっか。

　かすかな笑えみが口元に浮かんだ。

　敵かなわない、と悟ったその気持ちは不ふ思し議ぎと嫌いやな気分ではなく、

　自分の兄弟がそこまでの強さと信頼を得たことが、誇らしかった。

「……イルには、あなた達に協力するよう、頼まれました。賢人会議Seer's Guildを倒すのに手を貸して欲しいと」

　顔を上げ、兵士達に視線を向ける。

「ぼくみたいな者でも、役に立つでしょうか」

　兵士達の表情が一様に和らぎ、正面に立つ一人が、

「では」

「はい」ディーはうなずき「ぼくも、この戦いに──」

　その言葉を、ディーは最後まで言うことができなかった。

　瞬しゆん間かん──

　ドアを打ち破って部屋に飛び込んだ透明な正八面結晶体が、正面の兵士の手から銃を弾はじき飛ばしていた。
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（呼Call：制御系・連弾・『仮想精神体制御・生物化』『分子運動制御・鎖くさり』『電でん磁じ気き学がく制御・銃身』）

　喉のど元もとめがけて突き込まれた少年の指をかわしざま、サクラはＩ－ブレインに命令を叩たたき込む。爪つま先さきに触れるコンクリートの床ゆか面めんから巨大な腕が突き出し、半はん瞬しゆん遅れて展開された空気結晶の鎖が背後に跳ちよう躍やくしようとする少年の行く手を塞ふさぐ。電磁場の銃身を逃げ場を失った少年に照準、指先に挟んだ投とう擲てきナイフを一挙動に投げ放つ。

　紫電を撒まき散らして闇やみを貫いた銀ぎん色いろの刀身の向かう先は、少年の額ひたい。

　銃弾を遙はるかに上回る高速の弾体に空気が悲鳴を上げ、鋭するどい切っ先はまっすぐに目標めがけて吸い込まれ、

（警告Alert：一般処理・『高密度情報制御感知』）

　虚こ空くうを裂いたナイフの一いち撃げきは遙か前方の壁かべに突き立ち、甲かん高だかい金属音を立てる。コンクリートの腕と氷の鎖が同時に目標を見失い、すぐに構造を維持できなくなって融とけるように消失する。すべての攻撃を回かい避ひした少年の体は当然のように本来存在していたはずの場所から一メートル左。踏み込む足がひび割れた床面を鋭く捉とらえ、放たれた神速の蹴けりは弧を描いてサクラのこめかみを襲おそう。

（呼Call：『運動加速・再起動』）

　瞬時に脳内で運動係数制御を再開し、のけぞるようにして身をかわしざま左手に構えた新たなナイフを振り抜く。ほとんど当てずっぽうで放った攻撃が鼻先をかすめた少年の足を浅く捉え、飛び散った鮮せん血けつが頬ほおを濡ぬらす。

　さらに数歩後方に跳躍し、両手にナイフを構えて油断なく少年の動向をうかがう。

　スラックスの右足にべっとりと血をにじませた少年は、向かって八メートル前方。

　白いジャケットに包まれた両手がゆらりと持ち上がり、両手の小指と薬指だけを握り込んだ奇妙な型を取る。

「デュアルNo.33を倒した魔ま法ほう士しとは、貴方あなただったのだな」息を吐き、右手のナイフの先端を少年に向け「幻げん影えいという名前、ようやく繋つながった。貴方がウィザーズ・ブレイン・ファクトリーの『二人目』、シティ・モスクワの切り札か」

　頭の中にある知ち識しきを総動員する。『幻影イリユージヨンNo.17』──シティ・マサチューセッツからモスクワに貸たい与よされたという、現在生き残っているわずか三人のファクトリー製魔法士の二人目。Ｉ－ブレインのタイプ、特性、その他いっさいが不明。彼と対たい峙じして生き延びた魔法士は過去に一人もなく、その能力に関するデータも痕こん跡せきすら残されていない。

「切り札、いうんは大げさやけどな」幻影イリユージヨンNo.17は笑い「けど、ま、おれが来たからには、何でもお前の思いどおりになると思うなよ」

　左足を半歩踏み出し、地を這はう獣けもののような姿勢を取る。

　その姿に、思わず、サクラは問うた。

「……なぜ、貴方あなたのような者がシティにいる」

「あ？」

「それほどの力がありながら、なぜシティの言いなりになる必要がある！」少年の顔をまっすぐに睨にらみ付け「貴方はシティの犠ぎ牲せいになって死んでいく同胞のことを何とも思わないのか？　どれほどの数の魔ま法ほう士しがマザーコアとして殺されようとも、自分さえ無事ならそれで良いと言うのか──？」

　そこである考えに思い至り、はっと目を見開いて、

「まさか、シティに逆らえないように脳内に処理を施ほどこされているのか？　それならそう言って欲しい。私には、いくつか対処法の当てが」

　と、獣のたてがみのように揺らめく白いジャケット。

　少年はわずかに姿勢を起こし、射抜くような視し線せんをこっちに向け、

「……お前の基準で勝手に決め付けんな。おれはな、好きでシティのために戦っとんねん」

「な……に？」

　驚きよう愕がくが生み出す、一いつ瞬しゆんの隙すき。

　気が付いたときには、八メートルの距きよ離りを完全に無視した少年の体は、すでにサクラの目の前にある。

　──くっ！

　のたうつ蛇のように跳ね上がる少年の右腕を、寸前の所でやり過ごす。攻こう撃げきを受けることはもちろん、自分の体を使った単純な防御でさえもこの少年相手では致命傷になりかねないことは前回の戦せん闘とうで学習している。続けざまに繰くり出される左の突きを飛び退すさってかわし、そのまま後方の壁かべを蹴けって大きく左方向に逃れる。

「好きで戦っている、だと？」立ち上がりざま、憎悪の目を少年に向け「貴方には心という物が無いのか？　今も各地のシティでは多くの仲間が実じつ験けん体たいとして過酷な日々を過ごし、ファクトリーでは毎日のように子供達が殺されているのだぞ──？　それを、ファクトリー出身の貴方が！」

「お前と今ここで議ぎ論ろんする気はあらへん。おれは、そんなに暇ちゃうねん」

　少年の姿が視界からかき消え、息を呑のむ間も無く背後に攻撃反応。振り返りざま身を捻ひねったその目の前を右足の爪つま先さきがかすめ、蹴り飛ばされた外がい套とうの裾すそがちぎれ飛ぶ。一息に天てん井じようすれすれまで跳ちよう躍やくしつつＩ－ブレインに命令を飛ばし、無数の氷の銃弾を少年めがけて放つ。

　少年の体はすでに、氷の攻撃範はん囲いの二センチ右。

　数発の弾がかろうじて少年の腕をわずかに抉えぐり、飛び散った鮮せん血けつがジャケットを濡ぬらす。

　──また……！

　またしても同じことの繰くり返し。こちらの攻こう撃げきは少年の体に確たしかに当たっているのに、それが決して重大なダメージには至らない。すべての攻撃は紙一重で致命傷に至らない範はん囲いで回かい避ひされ、少年の戦せん闘とう能力はいささかも損なわれない。

「……けど、ま、お前らの目的は何となしに分かったわ」

　重く、のしかかるような、声。

　少年は逃げるこちらを追うでもなくゆらりと立ち上がり、腕ににじんだ血を一振りに払い飛ばして、

「シティで実じつ験けん動物として扱われてる仲間を救う。マザーコアとして殺されそうになってる連中を助ける。それでお前らは、正義の味方がやりたい、いう訳やな？」

「そうだ」サクラは胸を張り「『賢人会議Seer's Guild』はそのためにある。私は……私達は多くの同胞を救うために戦っている」

　しばしの沈ちん黙もく。

　少年の口元に、嘲あざけるような笑えみが浮かんだ。

「……しょーもないな、お前ら」

「何……？」

「ほんなら聞くけどな」少年は構えを解き、片手を腰に当てて「お前らが魔ま法ほう士しを守るために戦ってる言うんやったら、お前ら、そのたいそうな目的のために今まで何人シティの魔法士を殺してきた？」

「な……」サクラは一いつ瞬しゆん言葉を失い、すぐに体勢を立て直して「あれは仕方の無いことだ！　私とて彼らに投降するよう勧めた。それでも向かってくるのなら選択の余地はない。私達の戦いは！」

「あー、ええねんええねん。別にまともな答え期待してた訳ちゃうから」

　ひらひらと手を振って笑う少年。

「あ、貴方あなたは──！」

　瞬間的に頭の中が沸ふつ騰とうし、サクラは外がい套とうの裏のナイフを六本まとめてつかみ、

『──サクラ、聞こえる？』

　襟えり元もとの通信素子から、穏おだやかな青年の声。

　とっさに前につんのめりそうになり、どうにか踏みとどまって、

「天あま樹ぎ真ま昼ひる！　いったい何だ、私は今！」

『すぐにセラの後を追って欲しい。祐ゆう一いちは検問所の戦闘で手一杯だし、月つき夜よも別な場所で交戦中。今まともに動けるのはサクラしかいない』

　あくまでも落ち着いた真昼の声に、頭の中が急速に冷えていく。部屋の向こうの少年に油断無く視し線せんを向けたまま通信素子を口元に引き寄せ、

「……どういうことだ？　セラは失敗したのか？」

『違う。詳しく状況がつかめないけど、どうも妙な感じになってる。とにかくそこはさっさと切り上げて、いそいで加勢に向かって欲しい』

「だ、だが私は」

『サクラ』

「っ……了解！」通信を切り、闇やみの中に佇たたずむ少年を睨にらみ付けて「残念だが事情が変わった。ここで貴方あなたと遊んでいる暇はない」

「あ？」少年ぽかんと口を開け、すぐに眉まゆをつり上げて「お、お前！　ちょっとそれは無いやろ！　おい、待て！　待て言うてるやろ！」

「決着はまたの機き会かいに！」

　……ひどく、嫌いやな予感がした。

　脳内で運動加速を再起動、追いすがる少年の蹴けりをかいくぐり、振り返りざまサクラは駆け出した。
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　兵士の手から銃を弾はじき飛ばしたＤ３は、室内をぐるりと巡ると、天てん井じようすれすれまで飛び上がって空間の裏側に溶けて消えた。

　ディーは呆ぼう然ぜんとそれを見上げ、次の瞬しゆん間かん、開け放たれたドアの向こうに佇む少女の姿に目を見開いた。

「ディーくん──！」

　長い金髪をポニーテールに結わえた少女が、血相を変えて部屋に飛び込んでくる。その手にはどこから持ってきたのか、自分の『陰いん』と『陽よう』が握られている。兵士達が銃口をそっちに向け、いっせいに引き金を引く。ディーが声を上げるよりも早く少女の周囲の九個のＤ３が出現、歪ゆがんだ空間に捕らわれた銃弾はことごとく目標を見失い、後方の壁かべに突き刺さって土煙を上げる。

「ディーくん大丈夫ですか？　どこも怪け我がとかしてないですか？　ディーくん！」

「セ、セラ……」

　少女の名を呼び、はっと気づいて周囲の兵士達を見回す。兵士達はすでに半数が部屋の外に飛び出し、残る半数は銃口の照準をこっちに構えている。

「よ、よくもディーくんを！」

　怒りに燃もえる目を兵士達に向け、Ｄ３を揺らめかせるセラ。

　反射的に、ディーは叫んでいた。

「ま、待ってセラ！」

「ディーくん……？」セラはきょとんと目を丸くし「どうしたんですか？　この人達、モスクワ軍の人じゃないんですか？」

「違うんだセラ。この人達はモスクワの兵士だけど、この人達の狙ねらいはぼくらじゃなくて『賢人会議Seer's Guild』だけで」

「な……」セラは息を呑のみ、次の瞬しゆん間かんＤ３の周囲に閉へい鎖さ空間を展開してLanceを発射態勢に構え「よ、良く分かんないですけど、とにかくこんな所にいたらダメです！　祐ゆう一いちさんも近くまで来てます。すぐにここから逃げ──」

「危ない！　セラ！」

　え？、と首をかしげるセラ。いつの間にか少女の背後に回り込んでいた兵士の一人が、舌打ち混じりにセラめがけて飛びかかる。遠えん距きよ離り戦せん闘とうに特化された光使いはひと度近付かれると脆もろい。それは、たとえＩ－ブレインを持たない一般兵が相手でも変わらない。

　が、次の瞬間、室内に響ひびく兵士の悲鳴。

　無防備なセラの背中をかばうようにＤ３の一つが出現、放たれた細い荷電粒子の槍やりが、兵士の手から銃を撃うち落としていた。

　別な二つのＤ３がディーの頭上に出現し、放たれたLanceが手て枷かせと足枷の鎖くさりを撃うち抜く。「ディーくん！」という声とともに少女の手から二本の騎き士し剣けんが投げられ、ディーは自由になった両手で、それをとっさにつかみ取る。

　白と黒の結晶体が象ぞう眼がんされた、双ふた子ごの騎士剣。

　立ち上がりざま少女の傍そばに駆け寄り、両の騎士剣を目の前に交差させて身構える。

「ありがと。でも、どうやって？」

「食べ物しまってある倉庫の隅っこに、隠してあったです」

　セラの手が目の前に伸び、小さな黒い素子を差し出す。受け取ったそれをうなじの辺りに押し当てる。頭の中に激はげしい痛みが駆けめぐり、強制的に解かい錠じようされたノイズメイカーがぽたりと床ゆかに落ちる。

「デュアルNo.33──！」

　Lanceに撃ち抜かれた手を押さえ、こっちを見つめる兵士の声。

「こんなことになって、すいません」両の騎士剣を構え、小さく頭を下げて「お願ねがいですから、邪じや魔まをしないでください。ぼくはあなた達を攻こう撃げきしたくありません」

「……ディー……くん？」

　訝いぶかるようなセラの声に、何でもないよ、と視し線せんで応こたえる。油断なく兵士達に注意を向けたまま、じりじりと扉に向って後ずさっていく。正直に言うと、今攻めてこられるのはマズい。ノイズメイカーを強制的に外した後こう遺い症しようか、Ｉ－ブレインが思うように働かない。

　息が詰まるような時間。扉まで後一歩。

　瞬しゆん間かん、待ちかまえていたように、それは襲おそってきた。

（高密度情報制御を感知、危険）

　とっさに振り返ったディーの鼻先を、巨大なコンクリートの槍やりがかすめた。直径三十センチはある槍はドアからまっすぐに部屋を走り抜け、反対側の壁かべに突き立って爆ばく発はつを巻き起こした。立ち込める土煙に視界が遮られ、ディーはセラの手を引いて駆け出そうとし、

（「身体能力制御」発動。運動速度、知覚速度を二十二倍で定義）

　眼前に振り下ろされた騎き士し剣けんの刀身を、『陰いん』と『陽よう』を十字に構えて受け止める。翻ひるがえって弧を描く銀ぎん色いろの騎士剣が土煙を裂いて今度は無防備な右側面を襲う。神速で走る斬ざん撃げきは、こっちが剣を構え直すよりも遙はるかに速い。が、命中の寸前、視界にかすかな違和感。透明な正八面結晶体が騎士とディーの間を遮るように出現し、空間の網に搦からめ捕とられて目標を見失った騎士剣は深々と床ゆかに食い込む。

　体勢を崩した騎士を蹴けりの一撃で完全に転倒させ、少女の手を引いて走る。通路に飛び出して玄関に向き直り、もはや原形をとどめない扉の向こうから飛来した無数の氷の銃弾をまとめて弾はじき飛ばす。脳の動作状態が少しずつ回復してくる。ディーはセラの体を抱き寄せ、『自己領域』を展開しようとして、

（エラー。ノイズを検出。動作状態低下）

　突然脳内に出現した膨ぼう大だいな量のエラーメッセージに、危うく騎士剣を取り落としそうになる。周囲に浮かんでいたＤ３がまとめて床に落ち、セラが苦しそうに息を吐く。ノイズメイカーによる情報制御演算の阻害。とっさにＩ－ブレインの動作状態を変更し、ノイズの中でも起動可能なレベルに運動速度を再設定する。

（運動速度、知覚速度を六倍に再定義）

　床にひざまずいてしまった少女を振り返り、抱き上げようと手を差し伸べた瞬間、視界の端に光。

　いつの間に立ち直ったのか、先ほどの騎士は通路に飛び出し、暗あん緑りよく色しよくのローブを翻してすでに剣を振り下ろす体勢にある。

　とっさに剣を構え、攻撃をかろうじて受け流す。続けざまに繰くり出された攻撃をかわし、セラと反対の方向に大きく後退する。

　騎士の首筋には抗体デバイスの黒い光がのぞくが、ノイズのパターンが合っていないのかその動きはこちらと同様にひどく鈍にぶい。

　向こうも混乱している。

　鋭するどく突き込まれた剣の切っ先をかいくぐり、まだ動けない少女の許もとに駆け戻ろうとして、

（攻撃感知）

　目の前の空間を無数の銃弾が貫く。とっさに側方に逃れてその攻撃をやり過ごし、立ち上がりざま玄関を振り返る。いつの間に戻ったのか、さきほど部屋から飛び出していった兵士達がドアの向こうに銃を構えている。放たれた銃弾は、六倍速の視界の中でも十分に速い。論ろん理り回路による強化を施ほどこされた対魔ま法ほう士し用の高速弾体。今の自分に、これを完全に防ぎ切ることはできない。

「セラ──！」

　振り返った視界の先に、Ｄ３がふわりと浮かぶ。襲おそい来る銃弾を重力場の盾たてでやり過ごし、セラが青ざめた顔で、大丈夫です、というふうに笑う。

　安あん堵どの息を吐き、視し線せんを巡らせ、血の気が引く。

　自分達が出てきた部屋の一つ手前、自分が立っているすぐ目の前。

　部屋のドアを開け放って飛び出した兵士が、セラに向って銃口を構えた。

　引き金に掛けられた指に力がこもる。セラの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがみ、小さな口が悲鳴を形作る。

　それらのすべてが、六倍速の視界の中、ひどくゆっくりと見えた。

　ディーにはすべてが分かっていた。兵士が放とうとしているのが高速弾体なら少女が反応できないことも分かっていたし、自分が追いかけて撃うち落とすことが不可能なのも分かっていた。今にも引き金を引こうとしている男を止めるのに腕や足を狙ねらったのではほんのわずかに距きよ離りが遠く、今の自分の状態が最短距離で攻こう撃げき可能な位置を狙ねらわなければ絶対に間に合わないことも分かっていた。

　その男が、さっきまで部屋に一いつ緒しよにいた、自分にイルのことを語って聞かせてくれた兵士の一人だということも、分かっていた。

　ディーが何を考えるよりも、何を思うよりも遙はるかに速く、

　Ｉ－ブレインは、答を出してしまっていた。

　右腕の筋肉が一挙動で爆はぜた。脳内のすべてのエラーメッセージが無視され、運動速度が瞬しゆん時じに理論的限界値まで跳ね上がった。踏み込む足が強く床ゆかを捉とらえ、全身が鋭するどい螺ら旋せんを描き、突き出された騎き士し剣けん『陽よう』の切っ先は虚こ空くうを裂いて目標点めがけて襲いかかり、

（──着弾）

　鈍にぶい感触が、手の中にあった。

　初めて刺し貫いた人間の頭は、思ったよりもずっと硬くて、重かった。
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　目の前の光景が、ぐにゃりと歪んで、捻ねじれた。

　視界に映るすべての物が、闇やみに染まった気がした。

　兵士の体がびくりと痙けい攣れんし、そのままゆっくりと床に倒れ伏す。握りしめたままの騎士剣『陽』がずるりと抜け、噴ふき上がった血と脳のう漿しようが服にかかっていくつも染みを作る。

　赤と黄のまだら模様に彩られた、白はく銀ぎん色しよくの刀身。

　それが、手の中からゆっくりと滑すべり落ちる。

「……あ……」

　声を上げ、少し遅れてそれが自分の声だと気付き、

「ちが……ぼく……ちがう……」

「ディーくん──！　危ない！　前！」

「え……？」

　のろのろと構えた右手の『陰いん』が、振り下ろされた騎き士し剣けんの一いち撃げきをかろうじて受け止める。衝しよう撃げきを堪こらえ切れずにたたらを踏み、その右足に焼けるような衝撃を感じる。

　振り返り、ぼんやりと自分の足に視し線せんを向ける。

　穿うがたれた銃じゆう痕こんからあふれる血を、何か不ふ思し議ぎな物を見る気分で眺める。

　立て続けに三度の衝撃を背中に受け、右の騎士剣を取り落とす。それが床ゆかに触れるよりも早く無数の銃弾が襲おそいかかり、『陰』の銀色の刀身が甲かん高だかい音を撒まき散らして無数の細かな欠片かけらに砕ける。

　喉のどの奥から何か熱あつい物がこみ上げ、咳せき込んだ拍子に血が飛び出してびっくりする。

　少女のほうに視線を戻し、踏み出そうとして、焼け付くような衝撃に膝ひざを撃うち抜かれて立っていられなくなる。

　床に倒れ込み、何か柔らかい物に顔が当たって、気付く。

　目の前には、まだ年若い、兵士の体。

　すでに体温が失われつつある、数秒前まで人間だった物。

　……ああ、そうか。

　意い識しきが遠のく。周囲の音が急速に遠のいていく。霞かすんでいく視界の中にセラの姿を見付け、差し伸べようと伸ばした手が床ゆかに落ち、

　……ぼくが、殺したのか。

　何もかもが、真っ暗になった。
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　銃弾に穿うがたれた背中から、鮮せん血けつが噴ふき上がった。

　サクラは息を呑のみ、力無く崩れる少年の体を呆ぼう然ぜんと見つめた。

　……こんな……！

　頭の中が沸ふつ騰とうし、視界が赤く染まる。手近な兵士を四人まとめて薙なぎ倒し、玄関に飛び込んで駆け出す。視界の先にうずくまる少女と、その少女に向って手を伸ばそうとしている騎き士しの姿を同時に認め、一息に通路を駆け抜けてその背後に到達する。

「セラ──！」

　叫びざま振り下ろした投とう擲てきナイフの刀身が、瞬しゆん時じに振り返った騎士の剣に受け止められる。とっさに壁かべに手を当てて強化コンクリートの腕を生成し、ノイズメイカーの効果で運動加速がままならない騎士の体を通路の奥まで弾はじき飛ばす。ひざまずき、呆然と目を見開く少女の肩を揺さぶり、必死に名を呼ぶ。

「セラ、しっかりしろ、セラ！」

「……あ……サクラ……さん？」

「サクラさん、ではない！」サクラはもう一度少女の肩を揺さぶり「立て、セレスティ・Ｅ・クライン！　こんなところで呆ほうけている場合か！　貴方あなたはあの少年を助けに来たのだろう！　このままではデュアルNo.33は死ぬぞ！」

「あ……」

　見開かれた瞳ひとみに、生気が戻ってくる。セラはサクラの外がい套とうの裾すそを強くつかみ、身を震ふるわせて、

「サクラさん……ディーくんが、ディーくんが──！」

「分かっている」

　うなずき、投擲ナイフを抜き放ちざま脳内で『銃身』を起動。電でん磁じ場ばによって加速されたナイフは紫電を撒まき散らしながら通路を一直線に走り、扉の陰で銃を構えていた兵士が手首を押さえてうずくまる。

　床に転がる少年の騎士剣を一挙動に拾い上げる。

　足を介して床面にゴーストを送り込み、砕かれたもう一方の騎士剣の残ざん骸がいをかき集める。

「作戦は失敗だ。いったん退却する。……Ｄ３は動かせるか？」

「え……？　は、はい。何とか」

「よし」うなずき、セラの体を抱き上げ「戦せん闘とうは私が引き受ける。貴方あなたはＤ３の回収と、あの少年の輸ゆ送そうを頼む」

　さらに数本のナイフを構えて敵の動きをけん制しつつ、少年の傍そばまで後退する。倒れ伏したまま動かないその体に手を当て、思いがけない冷たさにぞっとする。体温の低下がひどい。一刻も早く治ち療りようを施ほどこさなければ、

　──何だ？

　脳の片隅にかすかな違和感。少年の体を手で探り、左の足首の辺りで指を止める。その周辺の電でん磁じ場ばにわずかな変へん調ちようがあったような気がして、何か異常は無いかと入念に探る。

　が、いくら探しても、通信素子の類たぐいが貼はり付けられている気け配はいも無ければ手術によって内部に何かが埋め込まれた形跡も無い。

「……サクラさん？」

「すまない、時間を無む駄だにした」

　サクラは素早く立ち上がり、セラの小さな体を抱き上げ、

「急ごうセレスティ。──事は一刻を争う」




　第六階層の中ほどにある集合地点に辿たどり着く頃ころには、午前四時を回っていた。

　細い通路の途中に開けた空洞の真ん中に少女を下ろし、サクラは大きく息を吐いた。

「二人ともお帰……」一足先に辿り着いていた真ま昼ひるが鋼材の柱の陰から立ち上がり、ぎょっと目を見開いて「その子は──？」

「デュアルNo.33だ」サクラは額ひたいの汗を拭ぬぐい「最低限の止血はしたが、危険な状態が続いている。……天あま樹ぎ真昼、医療の知ち識しきは？」

「一通りは」真昼はうなずき、傍かたわらに浮かぶ少年を一いち瞥べつして「すぐに始めたほうが良さそうだ。セラ、その子を下ろし──」

　言いさして口元に手を当て、真昼はポケットから携帯端末を取り出す。「この状況で何を！」と声を上げるサクラを手で制して、真昼はタッチパネルを叩たたき始める。相手にしてはいられない。黒い外がい套とうを手早く脱ぎ、地面に広げてその上にデュアルNo.33を下ろすようセラに指示する。セラは血まみれの少年の体を外套の上に横たえ、傍にひざまずいて泣きそうな顔をする。

「天樹真昼！　何をやっているのだ貴方は！　早くしないと」

「待って」こっちの言葉を手で制し、真昼は少年の傍らに片かた膝ひざをついて「……サクラ、ナイフ、一本貸してくれる？」

　思いがけなく真剣な表情に反はん論ろんを封じられてしまい、サクラは大人おとなしくナイフを差し出す。真昼は「うん」と一つうなずき、少年の体を手のひらで探り、傷口ではなくなぜか左の足首に切っ先を当て、

「真ま昼ひるさん──？」

「天あま樹ぎ真昼──！」

「黙だまって」

　二人の声には目もくれず、真昼はナイフをディーの足に食い込ませる。固かた唾ずを呑のんで見守る二人の前で真昼は切り裂いた皮ひ膚ふの中を探り、ほど無く、血にまみれた小さな黒い塊を取り上げて二人に差し出す。

「追跡用の通信素子。一定間隔でノイズに偽装した信号を出してる」呟つぶやき、切り裂いた少年の足首にハンカチをちぎって押し当て「どういう手段か分からないけど、外科手術を使わずに皮膚の中に直接埋め込まれてた。これじゃ気付かない訳だ」

　息を吐き、小さな素子に張り付いた血のりを慎重に拭ぬぐって、

「やられたね。ここまでの逃走経路、完全にトレースされたよ」







　　　第九章　迷いの園　～Guilt～







　脳内時計が『十月五日午後一時』を告げた。

　イルは椅い子すに座ったまま大きくのびをし、まだ半分寝ぼけている両目を手のひらでぐりぐりと揉もみほぐした。

「……すんません、ちょい寝てましたわ」

　部屋の中央のテーブルで端末を操あやつっていた男が「いや」と首を振る。メルボルン第二階層の一画、軍が自治組そ織しきから借り上げている民家の一室。中にはデータ解析用の端末や機き材ざいが運び込まれ、カーペット敷じきの床ゆかは縦じゆう横おうに走るケーブルに占領されて足の踏み場も無い状態になっている。

　立ち上がり、男の背後に近寄る。

　肩越しに端末の画面を覗のぞき込み、

「で、どんな感じですか？」

「君が持ってきてくれた逃走経路のデータを元に通信記き録ろくを洗い直しているが、なかなか面めん倒どうだな、これは」

　端末を見つめたまま答える男の白髪混じりの襟えり足あしに、有ゆう機きコードの端子がのぞく。この男も魔ま法ほう士し。大戦前にＩ－ブレインの埋め込み手術を受けたという騎き士しで、モスクワ自治軍の中でもかなり古参の一人のはずだ。

「頼んます。第六階層を拠点に活動してる以上、補給ルートはどうしても必要になる。絶対に、上の階層に協力者がいてるはずなんです」

　男は「了解」とうなずき、少しの間タッチパネルを叩たたいて、

「で、司令部にはどう言い訳するつもりだ？」

「言い訳、て？」

「……甘く見られたものだな、我々も」男は椅い子すごとこっちを振り返り「君が二重デユアルNo.33を独断で拘こう束そくし、賢人会議Seer's Guildの動きをトレースする餌えさとして解放してしまった件だ」

「ありゃ、ばれとったんですか」

「君がこのデータを持ってくるまでは確かく信しんは無かったがな」言って、男は深々と息を吐き「だがそんなことはどうでもいい。問題は本国に戻ってからだ。確たしかにあれのおかげで連中の尻尾しつぽを捕えることはできたが、だからといって責任の追及は免れん。……最悪、研究素体としての解剖処分ということもありうるぞ」

「ま、そらそうでしょうな」

「……理解できんな、君は」男は有機コードを引き抜き、こっちをまっすぐ見上げて「たとえこの作戦が失敗してモスクワが機能停止に陥ったとしても、君にはマサチューセッツに帰るという道がある。我々にしたところで、他ほかのシティに亡命を希望すれば生き残る道はいくらでもある。……そもそも君はモスクワの人間ではないだろう。そうまでしてあのシティに加担する必要がどこにある？」

「頭の良くないやり方やいうんは分かってます」苦笑混じりに頬ほおをかき「けどま、性分いうやつで、おれはこういうふうにしてないと、何か気分が悪いんです」

　天てん井じようの薄うす暗ぐらいライトを見上げて、ははは、と笑う。

　と。

　ふいに、男が立ち上がった。

「君は」言葉を切り、少しの間逡しゆん巡じゆんして「……君は、あの大戦の後、なぜマザーシステムなどという物が生まれたか考えたことがあるか？」

「へ？」しばし戸と惑まどい「何でって、そら、市民の命を守るために……」

「そのとおりだ。……だが、考えてみて欲しい。マザーシステムの中ちゆう枢すうとなるコア。あれに使われるのが魔法士ではなくただの人間の脳だったとしたら、彼らはああも容易たやすくあのシステムを受け入れただろうか。……市民一千万人を生かすための生いけ贄にえを、彼らは選ぶことができただろうか」

「そら……」

　言いかけて、言葉に詰まる。

　男はテーブルに立てかけられた騎き士し剣けんに手を伸ばし、柄つかの結晶体に触れ、

「こんなことは君のほうが良く知っているだろうが」剣を手に取り、鞘さやから半分引き抜いて「結局の所、彼らは、我々魔ま法ほう士しを同じ人間だとは思っていないのだよ」

　刀身に映り込む自分の顔をじっと見つめ、

「だから人工培養の魔法士を実じつ験けん体たいに使うことを厭いとわないし、マザーシステムのような物でも平気で利用する。……君だけではない、私とて同じこと。Ｉ－ブレイン埋め込み手術を受けたあの日から私は『人間』とは違う物に成り下がり、それに気付かず戦った私は、大切な物をいくつもなくしてしまった」

　剣を鞘に収め、こっちに向き直って、

「今からでも遅くはない。賢かしこい生き方とは何か、もう一度考え直してみることだ。自分は人間ではないのだと認めてしまえば選択肢はいくらでもある。シティのために命を賭かけるなど、愚かもいいところだ」

　分厚い手で肩をつかみ、こっちを見下ろす。

　その顔は、年若い同胞の身を心から案じる老兵の物。

　イルは、そんな男の目をまっすぐに見上げ、

「……すんません」

　静かに、首を横に振った。

　肩をつかむ手から力が抜ける。

　男は「そうか」と呟つぶやき、椅い子すに腰を落として、

「理由を……聞かせてもらえるか？」

「理由、ですか」

　イルは腕をくみ、しばし考え、

「何ていうかなー」口元に手を当て、一つうなずき「こう、神さんが見とるんですわ」

「……神？」

「いうても、別に、そういうのがほんまにおると思ってる訳やないんですが」手近な椅子を引き寄せ、男のとなりにどかっと腰を下ろし「おれはおれにできることを知ってて、それをやれば死なんでええ人間がたくさん助かるんも知ってる。それを見て見ぬふりして放っといたら、おれは嘘うそつきの卑ひ怯きよう者ものいうことになってまう。……他ほかのみんなが気が付かへんでも、おれは自分が嘘つきやいうんを知ってる。たとえおれが気が付かへんようにしても、おれの中の神さまはそれを知ってる。そう思うんです」

「自分の中の神……か」男は呟き、ふむ、と息を吐いて「面おも白しろいな、君は」

「おもろい、ですか」

「ああ、面おも白しろい」男はテーブルの上の有ゆう機きコードをつかみ、端子を自分のうなじに押し当てて「正直言うと私も含めて他ほかの魔ま法ほう士し連中はモスクワが崩ほう壊かいした後の再さい就しゆう職しよく先さきを探していたのだが、君のおかげで少しだけ気が変わった」

「何や、おれに働かせて自分らは逃げる算段しとったんですか？」

「そちらのほうが賢かしこい選択なのは君も認めるだろう？」男は笑い「だが、君のような愚か者を一人残していくのは忍びない。私も、少しばかり命を削ってみるとしよう」

　端末のディスプレイを、瞬しゆん時じに文字列が埋め尽くす。

　イルはうなずき、別な端末を手元に引き寄せた。

「ほな、そのアホの力、賢人会議Seer's Guildの連中に見せたりましょか」
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　医務室の扉が開く鈍にぶい音を、セラは廊下の隅っこの冷たい床ゆかの上で聞いた。

　床を蹴けり破らんばかりの勢いで立ち上がり、扉に駆け寄って、出てきたばかりの白い人ひと影かげを捕まえる。

「ど、どうなったんですか──？　上う手まくいったんですか？　ディーくんは、ディーくんは！」

「……成功。もうこれ以上ないってくらい、我ながらパーフェクトなできだわ」

　白い帽子とマスクを乱らん暴ぼうに取り去り、白衣の人物が額ひたいに汗をびっしり浮かべて笑う。真ま昼ひるとほとんどそっくりの、けれども少しだけ鋭するどい顔。月つき夜よという名前らしい真昼の双ふた子ごの姉はうなじの所でまとめていた長い黒髪をほどき、ざっと背中に流して、

「弾は全部抜いたし傷も塞ふさいだ。後は生命維持槽そうでもあれば言うこと無かったんだけど、ま、普通のベッドでもしばらく寝てれば治るでしょ」ふああ、と大きなあくびをし「じゃ、あとの看病お願ねがいね。……って言ってもとくにやることないから、近くで見てて苦しそうにしてたら私の部屋まで起こしに来てくれればいいから」

「は、はい！」勢い良くうなずき、顔を上げて「えっと、ありがとう、です」

「いーのいーの。徹てつ夜やで働かされた分の文句は、全部まとめて真昼に言ってあるから」

　ひらひらと手を振り、どこかおぼつかない足取りで廊下の角の向こうに消える。

　セラはそれを見送り、深呼吸してから病室のドアに足を踏み入れた。

　薬の匂においに満ちた暗い部屋を見回し、真ん中のほうにおそるおそる歩み寄る。できるだけベッドを見ないようにして手探りにシーツの縁ふちをつかみ、意を決して視し線せんを向ける。

　とたんに、涙があふれそうになる。

　組そ織しき再生用のパックと包帯でぐるぐる巻きにされた少年の姿。

　口に当てられた酸素マスクから、規則正しい呼吸音が漏れていた。

　くっつきそうになるくらいまで頬ほおを寄せ、女の子みたいなその顔を覗のぞき込む。生気の薄うすい頬が呼吸にあわせてかすかに動いているのに気付き、ほうっと息を吐いた拍子に涙が一滴、少年の頬ほおに跳ねる。傷に入ったら大変だと慌てて指で拭ふき取り、思いがけない肌の冷たさにまた泣きそうになる。

　傍そばのパイプ椅い子すに座り込み、両手のひらでぐじぐじと顔を拭ぬぐう。

　びしょ濡ぬれになってしまった服の袖そでを、腫はれぼったい目の上に押し当てる。

　脳内時計が告げる時刻は『午後二時』。真ま昼ひる達と一いつ緒しよにこの地下深くの町に戻ってきてからもう八時間。真昼と月つき夜よの指示でありったけの器材と薬がかき集められ、医い療りよう用ようベッドも手術ロボットも無い原始的な手術が七時間と少し。その間、セラは病室の前の廊下で膝ひざを抱えて、ただ震ふるえていることしかできなかった。

　脱出作戦は失敗。

　真昼と祐ゆう一いちは今いま頃ごろ、軍の追跡を阻止するために妨害工作におおわらわのはずだ。

「……ディーくん……」

　少年の名を呟つぶやいたとたんに喉のどの奥から嗚お咽えつがこみ上げ、それを無理やり我慢した拍子にむせて激はげしく咳せき込む。ディーが兵士の頭を刺し貫いたあの瞬しゆん間かんのことを思い出すと、部屋に淀よどんだ闇やみが重い固まりになって体中にのしかかってくる気がする。

　今になって考えれば分かる。

　ディーがあんなことをしたのは自分をかばうため。

　あのままだと自分が撃うたれてしまうのが分かって、他ほかに止めようが無いから、仕方無しにあの兵士を殺しただけ。

　誰だれかを傷付けるのは怖いと、あんなに苦しんでいたのに。

　自分のせいで、ディーはとうとう、人殺しになってしまった。

「……ごめんなさい……です……」

　これでもかと背中を丸め、額ひたいを膝に押し当てて身を縮ちぢこまらせる。このまま消えて無くなってしまえたら、どんなに良いだろうと思う。いつもこうだ。ディーが自分のせいで悩んで苦しんでいるのに、自分はそんなディーを傷つけるだけで何もできない。

　自分が子供だから、いけないのだ。

　自分に力が無いから、考えが足りないから、だからディーはいつもぼろぼろになってしまうのだ。

「……ごめんなさい……ディーくん、ごめ……ごめんなさい、です……」

　嗚咽混じりの声が、どんどん言葉にならなくなっていく。

　セラはひぅっと息を吸い込み、自分の腕を爪つめが食い込むほど強く握りしめ、

「……失礼する」

　突然の声。

　びくりと身を引きつらせ、セラは背後を振り返り、

「サクラ……さん……」

「容態は、どうなっている？」

　黒いドレス姿の少女が、顔をうつむかせて、佇たたずんでいた。




　サクラはおそるおそるというふうにベッドに歩み寄り、セラのとなりで立ち止まった。

　ベッドの上に眠る少年を見下ろし、小さく息を吐いて、

「……手術は成功のようだな」

「はい……月つき夜よさんは、しばらく寝てれば治るって」

「そうか」うなずき、視し線せんはベッドに向けたまま「すまない。私のミスだ」

　いえ、と首を振り、上うわ目め遣づかいにちらりと少女の様よう子すをうかがう。サクラはベッドを見下ろしたままの格好で、拳こぶしを握りしめている。

　言葉が喉のどの奥から飛び出しそうになり、その度たびに深呼吸して心を落ち着かせる。

　何度もためらってから、意を決して口を開く。

「……聞いても、いいですか？」

　少女の長い黒髪が、ひくっと揺れる。

　サクラはゆっくりと視線をこっちに向け、ぎこちなく首をかしげて、

「何だ……？」

「この町の……サクラさんのことです」息を吐き、まっすぐ顔を上げて「サクラさん……『賢人会議Seer's Guild』、なんですか？」

　重苦しい沈ちん黙もくが、数秒あった。

　サクラは目を閉じ、ためらうように何度も口を開きかけ、

「……そうだ」かすれた声で呟つぶやき、もう一度、今度ははっきりと「私が『賢人会議』。貴方あなた達がこのメルボルンまで追ってきた物だ」

「そう……ですか」

　かろうじて、そう絞り出す。

　頭の中はいろんな思考がかけずり回ってめちゃくちゃ。

　そこからどうにか言葉を拾い上げ、少女を見上げて、

「……わたしのこと、騙だましてたんですか？」

「そういうことに……なってしまうのか」サクラは今度こそこっちに向き直り、少し身をかがめて「だが誤解しないで欲しい。あれは貴方達を私の戦いに巻き込まないためで、私の正体を知れば貴方達にも累るいが及ぶと考えたから」

「──おかあさん」

　少女の言葉を、セラは遮った。

　自分でも気付かないうちに、その言葉が喉の奥から滑り出していた。

「……な……」

「……わたしのおかあさんはどうなんですか？　おかあさんはサクラさんの戦いに巻き込まれて死んだんでしょ？　どうして、おかあさんを巻き込んだんですか？　どうして、あのとき、おかあさんを助けてくれなかったんですか──？」

　一息に吐き出し、少女の顔を睨にらみ付ける。

　部屋中の空気が凍り付いたような沈ちん黙もく。

　サクラは唇をかみ、視し線せんを逸そらして、答えた。




「……あれは……仕方の無いことだった」




「仕方……無い……？」

　自分の声が、ひどく虚うつろに聞こえた。

　セラは、ふらりと椅い子すから立ち上がった。

「仕方無いって……何ですか……？」

「本当に仕方が無かったんだ！」サクラは両手を広げ、めずらしく声を荒げて「あのとき、私は重要な作戦をいくつも抱えていた。私がマリア・Ｅ・クラインを助けに行けば、何十人という同胞の命が失われた。彼女一人のために多くの仲間を見殺しにする訳にはいかなかった！　だから、だから私は──！」

　そこで唐とう突とつに、少女の声は途と切ぎれた。

　甲かん高だかい音。

　気が付いたときには、セラは、サクラの頬ほおを力任せに張り飛ばしていた。

「……仕方が無いから、おかあさん殺したんですか……？」真まっ赤かになった手のひらを強く握りしめ「おかあさん一人より、他ほかのたくさんの人達のほうが大事だから、おかあさんは死んでも良かったんですか？」

「ち、違う！　私は──」

　口を開きかけた少女の反対側の頬に、躊ちゆう躇ちよ無くもう一発。

　赤く腫はれた頬を押さえて今度こそ言葉を失うサクラを睨み付け、セラは涙でぐしゃぐしゃになった顔を力任せに拭ぬぐい、

「出てって！」

　少女の体を乱らん暴ぼうに突き飛ばし、

「今すぐ、ここから出てってください──！」




　　　　††††††††††††††




　庭園の中央にそびえ立つ桜の大たい樹じゆは、今日きようもやっぱり、つぼみの一つも無い寒々とした樹皮をさらしていた。

　巨大な生物の化石のようなその枝振りを、サクラはぼんやりと見上げた。

　どこをどう走ったのか分からない。気が付いたときにはこの場所に立っていた。色とりどりの花が咲き誇る地下の庭。数日手入れを怠おこたったためだろうか、満開のパンジーの花にも開きかけたチューリップのつぼみにも、少し元気が無い気がする。

「……私は」

　桜の幹に背中を預け、崩れるように座り込む。片かた膝ひざを抱えて腫はれぼったい頬ほおを寄せ、目を閉じる。

　こんな日が来るかも知れないと、覚悟はしていたつもりだった。

　だが、いざそのときが来てみると、胸の痛みは想像を遙はるかに上回る物だった。

　……私は……

　脳のいちばん冷静な部分が、傷付く必要など無いと告げる。お前は最善の選択をしたのだから、現にそれで助かった者がいるのだから、思い悩む必要など無いと、頭の中で声がする。

　だが、と、胸の奥で誰だれかが言う。

　本当にそれで良いのかと、かすかな声が囁ささやいている。

　少女の叫びが耳から離はなれない。仕方が無いから母を殺したのかと、多くの者を救うためなら母は死んでも良かったのかと、涙ながらに叫んだ少女の顔が、いくら目を閉じても消えない。

　あの子のような子供達を救うために、戦ってきたつもりだった。

　その戦いが、あの子から母を、居場所を奪ってしまうなど、考えもしなかった。

　仕方が無かったのだと誰かが言う。どうあがいても救えない者はいるのだから、より多くの命を助けようとするのは間違ったことではないと声がする。その言葉にうなずきそうになる自分がいて、それで良いのかと問う別な声が胸の奥に響ひびく。

　唇をかみしめ、額ひたいを強く膝に押し当てる。

　考えてはいけないという思いと、考えなければならないという思いが、頭の中でせめぎ合う。

　十人を助けるために一人を殺す。すべてを救うことができないから、多くを助けるために少数を切り捨てる。そうやって仕方が無い仕方が無いと生いけ贄にえを差し出し、数の論ろん理りを正当化した果てに、シティは、マザーシステムは存在している。

　私は、そんな世界と戦ってきたのではなかったのか。

　十人が百人になり、千人になったとしても同じこと。

　多くの者を助けるために一人の犠ぎ牲せいはやむを得ないというのなら、それは──

「違う！　私は、私は──！」

「違うって、何が？」

「……あ……」

　驚おどろいて顔を上げ、目の前の人ひと影かげに息を呑のむ。

　黒髪の青年は、困ったなあ、というふうに頭をかき、

「いや、探しても見あたらないから、ここで待ち伏せしてたんだけど」

「ま、待ち伏せ……？　貴方あなたはいったいどこに……」

「や、いろいろ調しらべてたらあれ見つけて、とりあえず中に」

　言い訳のように呟つぶやいて、真ま昼ひるは背中越しに庭園の奥を指さす。

　白塗りの壁かべにぽっかりと口を開けた、大きな隠し扉。

　照明の届かない暗がりの向こうから、かすかな機き械かい音おんが響ひびいている。

「……あれは、この庭園内の環かん境きようを制御している演算機関だ……」青年に気付かれないように息を吐き、どうにか呼吸を落ち着けて「この町の管理システムも兼ねている物だから、不用意に近付かないでもらいたい」

「りょーか……」

　了解、という青年の声が、途中で止まる。

　真昼はかすかに目を見開き、まっすぐにこっちの顔を見下ろして、

「サクラ……それ、どうしたの？」

「っ……！」

　赤く腫はれたままの頬ほおを押さえ、顔を背そむける。

　何でもない、と言おうとして失敗し、視し線せんをうつむかせて、

「セラと……少しな……」

「そう」真昼が息を吐く気け配はい。「とうとう、あの子に正体ばれちゃったわけか」

　びくりと、体が震ふるえる。

　ぎこちなく顔を上げ、あくまでも穏おだやかな青年の顔を睨にらみ付けて、

「……言いたいことがあるなら、言えばいいだろう」

「僕は何も言ってないよ」

「あれだけ偉そうなことを言っておいてその様かとか、その程度のことで傷付くなど情けないとか、言うことはいくらでもあるだろう！」

「そう言って欲しいの？」

　ぐっ、と言葉に詰まる。

　真昼は、仕方無いよ、と笑い、手のひらでぽんぽんとサクラの髪を撫なで、

「難むずかしいことだからね、誰だれでも迷う。そんなに簡かん単たんに答えが出せることでも、出して良いことでもない」

　頭に血が上った。

　サクラはその手を乱らん暴ぼうに振り払い、猛もう然ぜんと立ち上がった。

「私は迷ってなどいない！」両手の拳こぶしを握りしめ、かみ付かんばかりの勢いで「迷うだと？　なぜ私が迷わなければならない！　これは多くの同胞の命を守るための戦争だ。戦争である以上、ときには犠ぎ牲せいも出る。そのために恨みを買うこともある。だからといって戦いをやめる訳にはいかない。たとえどれほどの代価を払おうとも、私はいつかこの世界に、子供達の居場所を──！」

「迷うのは良いことだよ」

　穏おだやかな、青年の声。

　真ま昼ひるはいつもと同じ柔らかな笑え顔がおで、振り払われた手をもう一度サクラの頭にのせ、

「自分が正しいって根拠も無く信じてるより、ずっといい。……それに、本当に仕方が無かったって思ってる人は、そんな顔はしないよ」

「な──」

　どこまでも平和なその顔に気勢をそがれてしまい、口をぱくぱくとさせる。

　我に返ってなおも叫ぼうとしたときには、携帯端末の画面が目の前。

「ま、それはともかく」真昼はタッチパネルに指を滑すべらせ、文書ファイルをいくつか呼び出し「いろいろと相そう談だんしたいんだけど、とりあえず座っていいかな」




「……という訳で、これがモスクワ軍の大まかな戦力図。こっちが軍に協力してる自治組そ織しきの戦略拠点で、有ゆう線せんの通信経路図がこれ。そっちのそれは第六階層の構造図。青く塗ってあるのが僕達しか把握してない通路で、赤いのは軍にも知られてるほう」

　立体映像ディスプレイ表示用の光学素子が周囲に並べられ、半透明な画像データの一群が桜の木を取り囲むように隙すき間ま無く展開された。

　真昼は丁てい寧ねいに刈り込んである芝生の上に腰を下ろし、頭上に浮かぶディスプレイを指で弾はじいて自分の目の前に引き寄せ、

「データとしてはこんなところ。具体的な作戦はこれからなんだけど……って、サクラ、聞いてる？」

「え？」てきぱきと淀よどみ無く動くその手さばきに見入っていたサクラは目をしばたかせ「あ、ああ、聞いている」

　木の幹にもたれていた体を起こし、手近な画像を一枚手元にたぐり寄せる。いつまでも呆ほうけてはいられない。セラのことは気がかりだが、今はこちらのほうが先決だ。

「すまない。話を続けてもらいたい」

「りょーかい」真昼はうなずき「って言っても後は具体的な作戦案詰めていくだけ。このレベルの戦力が相手なら何とでもなると思うんだけど……」

　そこで言いよどみ、何かを考える素振りを見せる。

「何だ？　何か問題でも？」

「うん……」

　珍しく歯切れの悪い物言い。

　真ま昼ひるは背後の別なディスプレイを引き寄せ、サクラの前に差し出して、

「君にもらった戦せん闘とう記き録ろく。『幻影イリユージヨンNo.17』だっけ？　この魔ま法ほう士しのことなんだけど」

「ああ……」

　青年の言葉にうなずき、ディスプレイを覗のぞき込む。そこには白いジャケットをまとった少年の姿が、サクラの記き憶おくにあるとおりに克明に描き出されている。その下には合成画像として表現された、自分と少年の戦闘の様よう子す。おそらく、預けておいたＩ－ブレインの戦闘記録を元に端末上で構築した物だろう。

　投とう擲てきナイフ、氷の銃弾、ゴーストの腕と、矢継ぎ早に攻こう撃げきを繰くり出す自分。

　それを平然と回かい避ひし、拳こぶしを振るう白髪の少年。

「確たしかに、手て強ごわい相手だ」ディスプレイの映像をじっと見つめ「だが、前回までの戦闘で強さの底は見えた。能力の正体はまだ分からないが、次は必ず仕留める」

「いや、手強いっていうか、そういうのとはちょっと違う話なんだけど」

　青年の手が、ディスプレイ上の操そう作さアイコンに触れる。

　戦闘映像が巻き戻され、中盤の当たりからコマ送りで再生が始まる。

「うん、やっぱり、ここがいちばん分かりやすい」

　空気結晶の鎖くさりを展開し、全方位から少年を搦からめ捕とろうとするサクラ。

　それを幻のようにすり抜け、数十センチずれた位置に出現する少年。

「思ったんだけど……」真昼はディスプレイに視し線せんを向けたまま「これ、避けてるんじゃなくて、当たってないんじゃないかな？」

　意味が分からない。

　サクラは顔を上げ、青年の横顔を見つめ、

「どういう、ことだ？」

「うん、だからね……」真昼は口元に手を当て、またしても言いよどみ「……こいつは攻撃を避けたんじゃなくて『自分が攻撃を受ける場所にいないことにした』だけで、それで、その能力をごまかすために余分に力を使って移動して見せて、『動いたおかげで当たらなかった』フリをしてるんじゃないかな、って」

　情報制御理り論ろんに詳しくない者が聞けば、おそらく理解不能であろう説明。

　だが、サクラには、青年の言わんとすることが何となく分かってきた。

　攻撃を避けたのではなく、自分がその場所にいないことにした。

　それは、つまり──

「天あま樹ぎ真ま昼ひる。貴方あなたは、自分が何を言っているか分かっているのか？」

「分かってるつもりだよ。……あんまり考えたくはないけどね」

　青年に向けていた視し線せんを落とし、ディスプレイを食い入るように見つめる。確たしかにそれなら、ある程度の納得は行く。こちらの認にん識しきを嘲あざ笑わらうようにＩ－ブレインの知覚から姿を消し、別な場所に忽こつ然ぜんと出現する。あらゆる攻こう撃げきと防御をかいくぐり、光使いの質量感知すらすり抜ける。

　情報制御理り論ろんを学んだ者なら誰だれでも、それが可能な能力が存在することを知っている。

　歴史上、ただの一人も存在したことが無い魔ま法ほう士し。

　人類が持つ製造技術の限界を遙はるかに超越したその複雑過ぎるＩ－ブレインの構造故ゆえに、理論的には存在しえても実現は不可能と言われる能力者。

「量子力学的制御──『物質の存在確かく率りつの改変』」

　サクラの呟つぶやきに、真昼はゆっくりとうなずいた。




　この世界に存在するあらゆる物質は、原子と呼ばれる微細な粒子が互いに結合することによって構成されている。

　どんなに硬く、大きな物体であろうとも、その本質はわずか百億分の一メートル単位の粒子の集合体に過ぎない。

　原子はさらに陽子と中性子と電子と呼ばれる小さな粒子に分解され、陽子と中性子はクオークと呼ばれるさらに微細な粒子によって構成される。『素粒子』と呼ばれるこれらの粒子はもはや『粒』という性質にとどまることはできず、『粒子』と『波』という二つの異なる性質を持つことになる。

　そして、この極微の世界では、しばしば奇妙な現象が発生する。

　普通の人間が現実だと思っている一メートル単位の巨大な世界では決して起こりえないことが、この世界では当然のように実現される。

　例えば一つの粒子を観かん測そくしたとする。粒子は空間上の『どこかの場所』を『ある速さ』で飛んでいる。当たり前の常じよう識しきに照らし合わせて考えれば、この粒子の『場所』と『速さ』を同時に観測することはそう難むずかしいことではない。が、素粒子が生きる極微の世界においてはこの常識は通用しない。粒子の『存在座標』と『運動速度』はどちらも一定の誤差をもった曖あい昧まいな値としてしか観測することはできず、どちらかを完かん璧ぺきな精度で測定してしまった瞬しゆん間かん、もう一方の量を知ることは永久に不可能になってしまう。

　この粒子が、この座標に存在する確率が何パーセント。

　この粒子が、この速度で飛んでいる確率が何パーセント。

　すべての物理量はただサイコロ遊びの期待値としてしか決定することは適かなわず、すべての粒子は『確率密度関数』と呼ばれる存在確率の大小を表した波としてしか記述することを許されなくなる。

　プランク、ボーア、シュレディンガー、ハイゼンベルグ、ディラック、フォン・ノイマン──遙はるか二十世紀の昔、数多あまたの物理学者達によって生み出され体系化された、極微の世界を記述する論ろん理り、『量子力学』。

　それを制御することが可能なＩ－ブレインなどという物が実在するなら、その所有者は自身の体を構成する物質の存在確かく率りつを書き換えることで、およそ考えうる限りのありとあらゆる攻こう撃げきをすり抜け、ありとあらゆる防御を無視することが可能となる。




「……自分自身とその周囲に限定された量子力学的制御。そう考えれば何もかも納得がいく」

　真ま昼ひるは操そう作さアイコンに手を伸ばし、いくつかの数式を呼び出して、

「攻撃なんて当たるはずが無いし、盾たてを張るとか撃うち落とすとかいう類たぐいの防御手段もまったく無意味。そもそもこの世界に存在してないんだから重力感知に引っかかるはずもないし、君のそれ──」

　サクラの腕の内側、初めてあの少年と戦ったときに攻撃を受けた場所を指さし、

「神経と血管を抜き取られたのだって、皮ひ膚ふを透過して指先だけ『在る』ことにして体の中でつかんだんだと思えばいい」

　ディスプレイを見つめたまま、腕組みをして、

「とにかく、あいつと戦うのは危険だよ。量子力学的制御能力者なら移動能力は座標期待値の改変による短たん距きよ離り転移だけのはずだから、全力で逃げれば簡かん単たんに振り切れる。まともに相手する必要なんか無い。あいつの存在は無視して、うっかり出会ったら逃げる方向で作戦を立てるべきだ」

　木この葉はが揺れる音が、かすかに響ひびく。

　サクラは顔を上げ、小さく鼻で笑い、

「天あま樹ぎ真昼、一つだけ言わせて欲しい」嘲あざけりの目を青年に向け「貴方あなたほどの者が、その仮定の矛む盾じゆんに気づいていないはずは無いと思うのだが」

　真昼は無言。

　構わず、サクラは続けた。

「私の戦せん闘とう記き録ろくは隅から隅まで見たのだろう？　ならおかしいと思ったはずだ。私の攻撃はあいつの体を捉とらえ、致命傷には至らなくともかなりの傷を負わせている。セラの記き憶おくにあったデュアルN0.33との戦闘でも同じこと。やつはすべての攻撃を完全に回かい避ひできる訳ではない。……このことを、どう説明する」

　例えば、限定的な能力しか持たない量子力学的制御能力者がいたとする。

　こいつは自分の体の存在確率を三十パーセントにまで減少させ、七十パーセントの確率で物質を透過することができるとする。

　では、この能力者は百回の攻撃のうち七十回をかわし、残る三十回を受けることになるだろうか。答えは否いな。そんなことは物理的に起こりえない。なぜなら、人の体を構成しているのは、あくまでも微細な素粒子の集合体に過ぎないからだ。

『自身の体の存在確かく率りつを書き換える』ということはつまり、『体を構成する粒子一つ一つの存在確率を書き換える』ということ。人体を構成する数え切れないほどの粒子の一つ一つに対して確率七十パーセントの回かい避ひ能力を与えていけば、結果は正確に平均化され、体全体の三割は無防備なままこの世界にとどまることになる。

　確率七十パーセントの回避能力とはつまり、『七十パーセントの確率で攻こう撃げきをかわす能力』ではなく『すべてのダメージを七十パーセント軽減する能力』。

　たとえ七十パーセントが九十パーセントになり、九十九パーセントになったとしても結果は同じこと。数千、数万の銃弾が飛び交う戦場に身をさらせばわずかなダメージは際限なく蓄ちく積せきされ、その能力者は瞬またたく間に死に至ることになる。

　故ゆえに、ありえるとするなら『百パーセントの回避』

　実用に耐えうる確率制御能力者などという物がもし本当に存在するなら、そいつはおよそ考えうる限りのありとあらゆる攻撃を、限りなく完かん璧ぺきに近い精度で、常に回避し続けられなければならない。

　──言うなれば、それは、絶対防御。

　この世界に存在するいかなる物理的手段を用いたとしても、『この世界に存在しない物』を傷付けることなどできるはずが無い。

「量子力学的制御能力者は攻撃を受けない。少なくとも、ある攻撃が当たって別な攻撃が外れるような都合の良いことは決して起こりえない。さらに言うなら、物質の存在確率その物を知覚する連中には、奇き襲しゆう、不意打ちの類たぐいはまず通用しない。──それは、貴方あなたも知っているはずだ」

「……それが、問題なんだけどね」

「問題などどこにも無い」ディスプレイを指で弾はじき、頭上に押しやって「ただ、私があの魔ま法ほう士しに勝てる、という事実がはっきりしただけのことだ」

　立ち上がり、スカートの裾すそを整ととのえて、

「彼は私が押さえる。貴方は、それを前提に作戦を考えてもらいたい」
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　壁かべに掛けられた時計の針が午後八時を告げていた。

　月つき夜よは手渡された資料とテーブルの上に積つみ上げられた騎き士し剣けんの残ざん骸がいを何度も見比べ、目の前の男の顔をじっと見つめて、

「……もう一回だけ聞くわよ？　祐ゆう一いち、本当に、ほんっとーに、本気なのね？」

　無む論ろんだ、と答えて、祐ゆう一いちが椅い子すから立ち上がる。手の中でもてあそんでいた緑みどり色いろの結晶体をこっちの目の前に差し出し、

「その騎き士し剣けんにこれを組み込んで、修復を頼みたい。制御中ちゆう枢すうの破損部分をこれで補えば、ここの設備でも作業は可能なはずだ」

「そりゃ、できないとは言わないけど」

　テーブルの隅に転がる黒い結晶体をつまみ上げ、天てん井じようのライトにかざして息を吐く。病室に担ぎ込まれたあの少年の騎士剣。『陰いん』という名のその刀身は銃弾と思おぼしき攻こう撃げきによって粉々に砕け散り、制御中枢である黒い結晶体にも中央の所に放射状のひびが入っている。

　たとえシティの研究施設に持って行ったところで、単独での修復は不可能。

　この剣を今この場で直そうというのなら、祐一の言うとおり、他ほかの騎士剣の結晶体を繋つないで足りない部分を補うしか手段は無い。

「けど、何だってその剣な訳？　他にもっとマシな部品無いの？」

　祐一の手から緑色の結晶体を取り上げ、手のひらで転がす。

　騎士剣『森しん羅ら』。

　あの地下の研究施設跡で見つけた、かつて祐一の物であったという騎士剣。

「これがどういう物か、知っているのか？」

「『森羅』なんて名前は知らなかったけど、実物見たら思い出したわよ、悪い噂うわさ盛りだくさん」

　二つの結晶体をテーブルに並べ、自分の椅子にどかっと座り込み、

「大戦前に話聞いたときには『大げさなこと言うなー』って笑ってたけど、実物見たら納得いったわ。この騎士剣作ったやつ、頭おかしいんじゃないの？」

　深い緑色の結晶体の表面に端子を当て、携帯端末から専用の解析プロセスを起動する。今ではもう使われなくなった古い文法プロトコルが数行並んで、コンディションチェックの結果が表示される。





（『森羅SHINRA』制御文法二Restrain-Protcol・七一版Ver2.71

　基礎処理系統Basal Process──正常Green

　身体能力制御機構Boost process──正常Green

　抑制機構一番～七番Restraint1-7──施錠Locked

　殲滅曲線描画機構Armagedon process──休止Sleeping）






「本当に、ほんっとーに、こんな物あの子に使わせる気なの？」

「通常の騎士剣として使う分には何の問題もない。それが本当に危険なのは、固有の能力を起動したときだけだ」

「だって、そんな、使ってるうちにものすごく危ない目にあったりして、抑制機き構こうを解除しないととどうしようもなくなったら……」

　祐ゆう一いちは天てん井じようを見上げ、息を吐き、

「それがあいつの選択なら、仕方が無いだろう」

　呟つぶやき、緑みどり色いろの結晶体を指先で弾はじいて、

「これから先もあいつがシティと戦っていくというのなら、その剣はきっと助けになる。俺おれにも、俺以外の誰だれにも使いこなせなかった騎き士し剣けんだが、あいつなら自分の物にできる。……力は必要だ。自分の大切な物を守り通していくためには」

「それで、あの子達が今よりもっともっと傷付くことになっても？」

「……あいつが人を殺したと聞くまでは、実を言うと迷っていた」大きな手が黒い結晶体をつかみ、緑の結晶体の上に重ねる。「このまま俺があの二人を守っていけばそれでいいと、心のどこかで都合の良いことを考えていた。……だが違う。それではあの子達はいつまでたっても前に進めない。いつかあの二人も、自分の力で立たなければならない」

「だから、あの子を──人殺しにするの？」

「これが正しい選択かどうかは、俺にも良く分からん」祐一はテーブルに立てかけられていた自分の剣を取り上げ、緑と黒の結晶体のとなりに置いて「もしかしたら俺はあいつに、剣を捨てて二度と戦うなと言ってやるべきなのかも知れん。……だが、それでも俺はあの二人に乗り越えて欲しい。罪も痛みもすべて背負って生きるのが強さだと──その意味を、手に入れて欲しい」

　言葉を切り、口元に苦い笑えみを浮かべて、

「まったく……保ほ護ご者しや失格だな、俺は」

　月つき夜よはその顔を見上げ、何となしに口元を緩ゆるめて、

「おとーさんは辛つらいね、いろいろと」

「……そうだな」

「ねー、祐一」

「何だ？」

　月夜はにこにこと笑い、握り拳こぶしにはーっと息を吹きかけ、

「とりあえずいろいろと大目に見てあげるから、一発だけ、ぐーで殴っていい？」
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　大まかな現状報告を終える頃ころには、夜の十時を回っていた。

　真ま昼ひるはタッチパネルを叩たたく手を止め、両手の指をぐりぐりと揉もみほぐした。

「とりあえず、今のところはこんな感じで。細かい作戦計画は、決まり次第連絡します」

　相変わらず神父姿のカールが、ディスプレイの向こうでふむ、とうなずく。

　周囲に浮かぶ立体映像の報告書を横目にタッチパネルを叩く仕し草ぐさを見せ、

『それで、サクラは？』

「……ま、いろいろとありまして」どう答えたものかと迷い、とりあえず苦笑して「今は、教授に顔を見せたくないらしいです」

　そうか、とカールは呟つぶやき、カメラの前で両手を組み合わせて、

『で？　聞きたいことというのは？』

「はい」端末を操そう作さして回かい線せんの向こうにファイルを転送し「それについてなんですが」

『……なるほど。良く解析してある』

　手元に浮かび上がった立体映像ディスプレイの文書を一いち瞥べつし、カールはこっちに視線を向け、

『あの子の遺い伝でん子し情報をどうやって手に入れた？』

「内ない緒しよで、髪の毛一本もらいました」

　画面の隅に小さな窓を開き、送り付けたのと同じファイルを展開する。

　映し出された文書は、サクラの遺伝子情報とＩ－ブレイン構造に関する解析結果。

　少女の髪から遺伝子を抽出し、お手製の自動解析プログラムを使って調しらべ上げた物だ。

「嫌いやな予感はしてたんですけど、これ見てはっきりしました。教授。あの子のＩ－ブレイン、あれは……」

『後天的に書き換え可能な記き憶おく領域』カールはあっさりとうなずき『錬れん、と言ったか。天あま樹ぎ健けん三ぞうの最後の作品と同じ、お前や月つき夜よが「悪あく魔ま使つかい」と呼ぶ物だ。もっとも、ウィッテンはあれを「元型アーキタイプ」と呼んでいたようだが』

「そう……ですか」

　思い出す。大戦が起こるよりずっと前、まだ自分と月夜の父、健三がドイツのフリードリッヒ・ガウス記念研究所にいた頃ころ。カールの生徒ということでアルフレッド・ウィッテンと親しくなった自分は、研究室で開発途中にあった魔法士の遺伝子配列を見せられた。

　後天的に書き換え可能な記憶領域を持ち、無限に進化するＩ－ブレイン。

　あのとき、まだ生まれえぬその子の名を聞かれて、自分は何と答えたか。

　確たしか、男の子なら錬、女の子なら桜さくら、と──

「ウィッテンは結局、自分の研究を完成させていたんですね」呟き、ふと首をかしげて「え？　でもちょっと待ってください。ウィッテンが作ったのはＩ－ブレインの構造だけで、中に書き込むシステムまでは考えてなかったはずです。基き礎そ領域に土台となるシステムをおいて、その上で他ほかの魔法士の能力を仮想的に走らせる、あのフレームワークは」

『無む論ろん、お前が考えた物だ、真ま昼ひる』

「は？」今度こそ真昼は目を丸くし「ま、待ってください。確かにあのシステムを考えたのは、僕が教授の研究室にいた頃です。でも、その頃はまだウィッテンの研究も完成してなかったし、書き換え可能なＩ－ブレインなんて夢物語だったし、だから、あのシステムは自分用のノートにこっそり書いて、誰だれにも見られないように……」

　声が弱々しくなっていき、途と切ぎれて後が続かなくなる。自分はあのノートをどうしたのか。錬れんを拾ったときには手元に無かった。おかげでいろいろな細かいアイディアが思い出せず、システムを構築するのにずいぶん苦労したのを覚えているから間違いない。

「あ……」

　だんだん思い出してくる。あれは自分達一家が日本に帰る直前のこと。ウィッテンに頼まれて彼の研究室に自分のノートを持って行き、そのまま置き忘れて行方ゆくえが分からなくなり、結局ノートは見付からないまま帰国することになって、どうせくだらない思い付きが書いてあるだけだからいいやとそのうち忘れてしまって、

「そのまま、研究室に置きっぱなし……」

『ウィッテンから聞いた話も、そんなところだ。……あれも、相当驚おどろいていたよ。システム設計に動作安定のチェック機き構こう。ただメモ書き程度にアイディアが並べてあるだけなのに、必要な要素がすべてそろっている。真ま昼ひるは本物の天才だとな』

「ウィッテンから聞いたって……それ、いつの話」

『大戦が終わって、お前達が私の所に会いに来た、そのすぐ後のことだ』事も無げに、カールは答えた。『顔を見せるなりサクラを私に押しつけて、この子を育てて欲しい、と来た。いったいこの子は何だと聞いたら、自分の最高傑作だと答えた。自分はこれからやらなければならないことがある。もし自分が帰ってこなかったときには、この子を人並みに、静かに暮らせるように育ててやって欲しいと』

　息を吐き、天てん井じようを見上げて、

『思えば、あれが私に頭を下げたのは、あのときが最初で最後だったな』

「ウィッテンが、あの子を教授の所に……」

『お前の話もそのときにした。なぜお前の設計したシステムがあれほど完かん璧ぺきにあの子の脳に合致したのかは、ウィッテンは最後まで不ふ思し議ぎがっていたぞ』

「……あー」何となしに視し線せんを逸そらし、意味も無く頬ほおをかき「えっと……あのシステムがサクラの脳に合致するのは当たり前なんです」

　そう、そんなことは不思議でも何でも無い。

　なぜなら、

「あのシステムは、もともとサクラのために考えた物ですから」

　もともとあのシステムは、ウィッテンの研究に触発されて、『書き換え可能なＩ－ブレイン』の上で動かすために作った物。基き礎そになる脳の構造はウィッテンが開発していたＩ－ブレインを参考にしたし、データが足りないときにはウィッテンの研究室に遊びに行って資料を見せてもらったりもした。

　そうやって作ったシステムが、あの少女になじむのは当然。

　不思議と言えば同じシステムがまったく別の人間によって作られた錬の脳内で上う手まく動作したことのほうがよほど不ふ思し議ぎなのだが、それは、今はどうでもいい。

「僕が考えたシステムの根幹は四つ。本来なら介入できないＩ－ブレインの基き礎そシステム領域を直じかに制御する〈操そう作さ〉。複数の能力を同時に起動する〈並列〉。異なる能力を組み合わせて別な一つの能力として扱う〈合成〉。そして、蓄ちく積せきデータを元に新しい能力を生み出す〈創生〉。……だけど、どんなＩ－ブレインの構造を持ってきたとしても、この能力をすべて動作させることは不可能だった。だから、錬れんのシステムをデザインするときには〈合成〉はあきらめて、〈並列〉と〈創生〉に限定的な〈操作〉を付け加えてフレームワークを組んだ」

『ウィッテンも似たようなことを言っていた。この子の基礎システムは〈操作〉〈合成〉、それに〈創生〉だと』

　ふいに、言葉が途と切ぎれる。

　カールは何かを考えるように目を伏せ、

『……だがあれは、サクラに魔ま法ほう士しとしての力を与えたことを、後悔していた』

「後悔……ですか？」

　そうだ、とカールはうなずき、

『生まれたままで何の能力も書き込まずにいれば、この子は普通の人間として生きられたのではないかとあれは言っていた。自分はこの子が生きていけるようにと力を与えたつもりだったが、それは自分のエゴではないかと──自分の作品の性能を見てみたいという科学者としてのエゴが、この子の人生をねじ曲げてしまったのではないかとずいぶん悩んでいた。……あれがメルボルンを旅立つときに、サクラに何と命じたか分かるか？』

「……何て、言ってたんですか？」

『幸せになれ、と』小声で呟つぶやき、深く息を吸い込んで『自分の最後の作品であるお前だけは人として幸せに生きてくれと、あれはそう言っていたよ』

「……そのことを、サクラは」

『覚えているはずだ』言って、カールは目を閉じ『それでもあの子は魔法士として戦うことを選んだ。……私は結局、あれの最後の願ねがいを叶かなえてやることができなかった』

　真ま昼ひるはその顔をじっと見つめる。何を言うべきか分からない。自分などが偉そうなことを言っていいのかどうかも分からない。

　息が詰まるような、沈ちん黙もく。

　ゆっくりと、カールが目を開けた。

『真昼』

「……はい」

『知ってのとおり、あれは難むずかしい子だ。人の言うことなど聞かんし、何でも自分一人でできると思っている。他人の力を信用せず、誰だれかに頼るということを知らない。……だが、それでも、私にとってはかわいい娘だ』

　あの子がどう思っているかは知らんがな、と笑い、両手を目の前で組み合わせ、

『……あの子の戦いがこれからどこに行くのか私には分からん。このメルボルンを出てしまえば、助けてやることもできん。そうなったときのために、誰だれか信頼のできる者に、あの子の傍そばについていてやって欲しいと思う』

「教授……」

　無む意い識しきに姿勢を正し、ディスプレイの向こうを凝ぎよう視しする。

　カールは背筋を伸ばし、真ま昼ひるが見たこともない柔らかい顔で、

『その役目を、お前に頼みたい』
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　考えさせてください、という言葉を残して、カメラの向こうの青年は通信を切った。

　カールは灰はい色いろに染まった立体映像ディスプレイを見つめ、息を吐いた。

　……まあ、あそこで大人おとなしくうなずくような者では困るからな。

　周囲に浮かぶディスプレイを消去し、天てん井じようのライトをぼんやりと見上げる。泥のような疲労が体中にたまり、睡すい魔まがゆっくりと押し寄せてくるのを感じる。

　ウィッテン、という名を口にしたのは何年ぶりだろうか。

　カール・アンダーソンの生涯で、最高の弟子。

　いや、あの青年に教えることなど、自分には何一つ無かった。

「もう……遠い昔のことだ」

　輝かがやかんばかりのその才能に、かつては嫉しつ妬としたこともあった。自分に健けん三ぞうやウィッテンやエリザの十分の一でもひらめきがあればと、研究室で書きかけの論ろん文ぶんを破り捨てたこともある。

　だが、そんな物はすべて、あの戦争が押し流してしまった。

　エリザベート・ザインは死に、天あま樹ぎ健三も死んだ。

　アルフレッド・ウィッテンは、あの青年は、やはり死んでしまったのだろうか。

　──無くした物を、取り戻しに行ってきます。

　メルボルンを旅立つ前の夜、ここで暮らせと引き留める自分に青年はそう言った。大戦前に無くしてしまった物があると、戦火に焼かれる世界の中で希望を失いかけていたけれど、もう一度だけ、自分にできることをやってみると。

　確たしか、南極に向かうと、青年は言っていた。

　無くしてしまった大切な物を、あれは、取り戻すことができただろうか。

「……つまらん昔話だな」

　古い話をしたせいだろうか、どうにも感傷的になってしまっている。固くなった肩をぐるりと回し、椅い子すから立ち上がる。眠る前にもう二つ三つ、指示しておかなければならないことがある。

　ドアの前に立ち、指紋認証のロックを解除する。

　木もく目め調ちようの防弾扉を押し開き、部屋の外に踏み出そうとして、




　──鈍にぶい光が、目の前にあった。

　突きつけられる無数の銃口を、カールは呆ぼう然ぜんと見つめた。








　　　幕間　ここは天国ではないけれど

　　　～World loves you,unless you loves the world.～









　……死ぬのなら、戦場の真ん中で、たくさんの死体に囲まれて、というのが良いと思った。

　この狂った世界に生きている狂ったあいつらを殺せるだけ殺して、笑いながら死んでいくのが良いと思った。

　マザーシステムとして生命維持槽そうの電極に繋つながれる仲間達を見たあの日から、何かを願ねがうことはやめた。自分は誰だれかの都合で作られた道具なのだと認めてしまえば、苦しむ必要などどこにも無かった。

　自分が道具なら人間は道具以下のただの物。自分の命に価値が無いというのなら、あいつらの命にも価値など無い。

　もとより、この世界に価値のある物など一つも無い。

　そう気が付いた瞬しゆん間かんから、少年は、明日あしたのことを考えるのをやめた。

　日々はただ空虚に、擦すり切れて壊こわれた映像記き録ろくのように過ぎていった。怯おびえと憎悪の入り交じった兵士達の目も、作り笑いの裏に恐怖を隠した研究員達の顔も、すぐに見み慣なれて何も感じなくなった。自分の解剖処分が上層部で検討されているという話を聞いたときも、頭に浮かぶことは何一つ無かった。自分が死のうが生きようが、そんなことは大したことでは無い。ただ、自分が処分された後も人間どもが生き続けることを思うと癪しやくだったから、戦場で死体を見ると少しだけ愉快な気分がした。

　こんな世界で生き続けたところで、何がある訳でも無いのだと。

　だから、どいつもこいつも一人残らず死んでしまえばいいのだと。

　ずっと、そう思っていた。
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　クッキーを全部食べ終える頃ころには、帰き投とうの時間が迫っていた。

　少年は空になった袋を少女に突き返し、足を振った反動で乱らん暴ぼうに長なが椅い子すから立ち上がった。

　向かいの椅子の背に頬ほお杖づえをついてこっちを眺めていた少女が、おいしかった？　と笑った。少年がふんっと顔を背そむけると、少女は何がうれしいのかうんうんとうなずいた。

「育ち盛りなんだから。たくさん食べないと大きくなれないよ」

　そう呟つぶやいた少女の腹が、くー、と小さな音を立てた。少女は少し顔を赤らめ、空っぽの袋を覗のぞいて「わたしはお昼ご飯抜き」と笑った。少年はその顔をじろっと睨にらみ、勢い良く背を向けて聖堂の出口に向かって歩き出した。クッキーの甘い感触が、まだ舌の上に残っている気がした。

　扉を一歩出た所で振り返ると、少女はやっぱり、にこにことこっちを見つめていた。

　また会おうねと、笑って手を振った。

　少年は無言で背を向けた。

　もう二度と会うことは無いだろうと、そのときは思った。




　事件が起こったのは、それから三日後のことだった。

　起床時間と同時に司令部に呼び出された少年を待っていたのは、おかしな物でも食べたような顔の白衣の研究員達と、仏ぶつ頂ちよう面づらの軍の士官と、立体映像ディスプレイに表示された署名入りの書類の山だった。

　何ごとかと身構える少年の前で、正面の机に座った士官が命令書を読み上げ始めた。『第八階層に住む民間人の警けい護ご』という聞いたことも無いような任務に、少年はぽかんと口を開けた。士官は書面を読み終えると机の上で両手を組み合わせ、少年が三日前に訪れた教会の責任者が軍司令部の長ちようの古い知人であること、その女性が自分の教会のシスターが外出する際の護ご衛えいを欲しがっていること、そして、この人選が警護の対象である『民間人』のたっての希望であることを淡々と告げた。

　君には彼女の警けい護ごを行ってもらうことになる、という士官の言葉とともに、背後の扉が開いた。

　暗がりの向こうから姿を現すその人ひと影かげに、少年は目を見開いた。

「──ほら、また会ったでしょ？」

　修道服にメガネの少女が、笑って手を振った。




「わたしの義か母あさん、昔は軍の司令部にいたの」

　少女はカバンから取り出した包みを膝ひざの上で丁てい寧ねいに広げ、中身を一切れつまんで少年に差し出した。

　少年は合成ハムとチーズのサンドイッチをじっと見つめ、いつまでたっても手が引っ込められる気け配はいが無いのに諦あきらめて、小さな三角形のそれを黙だまって受け取った。

「大戦中に戦災孤児だったわたしを引き取って、戦争が終わって軍を辞めて、それからちょっとしてかな？　義母さんがシスターになってこの教会建てて、子供を引き取るようになったの」

　少女の声を上うわの空そらで聞きながら、聖堂の天てん井じようをぼんやりと見上げた。少女と初めて出会った聖堂はあのときと同じように薄うす暗ぐらく、柱の陰に淀よどんだ埃ほこりが高い窓から差し込むわずかな光にきらめいていた。壇だん上じようには相変わらず偉そうな絵がいくつも飾られ、正面の机は右の脚が一本折れて補強テープでいい加減に修復されていた。

　右手のサンドイッチを口にくわえ、乱らん暴ぼうに食いちぎった。

　甘いのと辛いのが絶妙に入り交じったソースの味に思わず目を見開いたが、少女を喜ばせるのが癪しやくだったからできるだけ不ま味ずそうな顔をした。

　少年の意志を完全に無視して話は慌ただしく進み、命令が下されたその日の午後にはすでに、少年を一般の兵士と同じ扱いで民間人の居住区に住ませるための手続きが完了していた。市民に危害を加えないようにさらに厳げん重じゆうなプロテクトを施ほどこされた少年は装甲フライヤーに押し込まれ、第八階層の、あの教会に運ばれた。

　聖堂の反対側の白い建物にはすでに少年の部屋が用意されていて、そこにはベッドと机と個人用の端末とテーブルと椅い子すと、ぴったりのサイズの服がいくつか納められていた。

　完全武装の兵士達に追い立てられるようにして廊下を歩く少年を、窓の向こうの庭で遊んでいた子供達が興きよう味み津しん々しんという顔で見上げていた。

　自分が連れてこられた建物が孤児院で、子供達が戦争や事故やテロで親を亡くした孤児だということは、そのとき初めて知った。

「ここにいる子は今、ぜんぶで三十人。名前と顔はそのうち覚えると思うけど、ご飯とお風ふ呂ろはみんな一いつ緒しよだから仲良くしてね。えーっと、それからそれから……」

　考え込む少女の顔をぎろっと睨にらみ、少年は食べかけのサンドイッチを少女に突き返した。「おいしくなかった？」と首をかしげる少女になおも鋭するどい視し線せんを向け、どういうつもりだ、と問うた。

「どういうつもりって……何が？」

　少女は口元に指を当て、柔らかく微笑ほほえんだ。そう問い返されてみると何が『どういうつもり』なのか自分でも良く分からなくなってしまい、少年はとっさに顔を背そむけた。どうして自分がこんな所に連れてこられたのかとか自分が怖くないのかとか、聞きたいことは山ほどあったはずなのに、それが全部頭の中でぐるぐると混ざり合って上う手まく言葉にならなかった。

　そっぽを向いたままぼそりと、自分に何をさせるつもりなのかと問うた。

　少女は、ああ、と笑い、突きつけられたサンドイッチをつまんで、

「きみは、今日きようからわたしの護ご衛えいなの」

　と答えた。

　意味が分からずになおも口を開こうとする少年を、けたたましい音が遮った。少女が『あ』と声を上げ、勢い良く背後を振り返った少年は目を見開いた。

　長なが椅い子すの間をまっすぐに敷しかれた赤い絨じゆう毯たんの先、聖堂の入り口の大きな扉。

　木もく目め調ちようの飾りが施された両開きの扉は真ん中を鍵かぎで繋つながれたまま見事に倒れ込み、その上に子供が四人、きょとんと目を丸くして乗っかっていた。

「もー、また壊こわしたー。だめだよ。盗み聞きするときは体重かけないように気を付けようって、あんなに言ってるのに」

　少女ののんびりした声を合図にしたように、子供達がいっせいに起き上がった。男の子が三人に女の子が一人。子供達はどういう訳か少年の傍そばに駆け寄ると、ある者はとなりの椅子に腰掛け、ある者は背もたれに飛び乗って、四方から少年を取り囲んでてんでばらばらに質問をぶつけ始めた。

　少年の名前は何かとか。

　年はいくつなのかとか。

　どこから来たのかとか本当にここに住むのかとか、好きな物は何かとか嫌いな物は何かとか、護衛って何だとか兵隊なのかとか、そんなことを大声で騒さわぎ立てる子供達に、少年はただただ目を白黒させた。

「名前は幻影イリユージヨン……んーと、イル」黙だまって成り行きを見守っていた少女が、指先でメガネを押し上げてなぜだか偉そうに「イルはねぇ、なんと、魔ま法ほう士しさんなんだよ」

　子供達はいっせいに動きを止め、少年の顔をまじまじと見上げた。

　反射的に身構える少年の前で、一番年長の男の子が、すげー、と呟つぶやいた。椅子の背もたれにまたがっていた女の子が、初めて見たー、と呟き、次の瞬しゆん間かん、四人の子供達はいっせいにうわぁっと歓声を上げた。

　少年のとなりに座って身を乗り出していた別な男の子が、本物だー、と叫んで膝ひざの上に飛び乗った。驚おどろく間も無く今度は別な男の子に腕にしがみつかれてしまい、少年は今度こそ情けない悲鳴を上げた。どうにか子供達から逃れようと身をよじり、しかしどういう訳か本気でその手をふりほどくことができず、少年は困り果てた顔を少女に向けた。

「人気者だね。うらやましいなー」

　少女はにこにこと笑い、食べかけのサンドイッチをちぎって自分の口に放り込んだ。

　少年はその顔を思いっきり睨にらみ付け、膝の上からずり落ちそうになった男の子を慌てて抱きとめた。




　掃除に洗せん濯たくに子供の相手、料理の手伝いに家か計けい簿ぼの整せい理り。

　翌日から本格的に始まった教会での暮らしは、どういう訳か戦せん闘とうとは無む縁えんの、日々の雑務の連続だった。

　実じつ験けんと検査と戦闘訓練は雑ぞう巾きんがけとセーターの手洗いと野菜の皮むきに置き換わり、少年は年上の新入りを一目見ようとやってくる子供達にまとわり付かれながら、遊ゆう戯ぎ室しつの積つみ木きを片付け、自動洗せん浄じよう機きにおねしょのシーツを投げ込み、人工培養のジャガイモのゆで具合を確たしかめるハメになった。

「わたしを過労から守ってるんだから、立派な護ご衛えいだよー」

　これのどこが護衛なのかと問う少年に、少女は笑って答えた。少年は釈然としない物を感じつつ、慣なれない仕事をどうにかこなした。子供達は代わる代わる少年の後をついて回り、そこの棚の陰がまだ汚れているだの、その服はお湯に浸して染み抜きしないと怒られるだの、肉は焼く前にきちんと味を付けないとダメだのと、少年のやることなすことにいちいち注文を付けた。

　少年はどうにか子供達を追い払おうと、いつでも不ふ機き嫌げんいっぱいの顔で何かにつけて子供達を睨にらみ付けた。

　が、それでも子供達が一いつ向こうにひるむ気け配はいが無いものだから、そのうちに三十人分の子供の顔と名前と好きな晩ご飯のメニューをすっかり覚えてしまった。

　そんな生活の合間には、ときおり、本当に護衛の仕事が入ることもあった。シティ・モスクワには少年が暮らしている以外にもいくつかの孤児院があり、さらには身寄りのない老人や治る見込みの無い病人のための療りよう養よう所じよなども設けられていて、修道士の少女は暇を見つけてはそれらの施設の慰い問もんに出向いていた。

　そういう場所のいくつかはモスクワの中でもエネルギー供給が行き届かなくなってスラム化した地域にあって、まともな市街地の住民が訪れることはほとんど無かった。

　そんな一帯に、少女は少年一人を供に連れて、近所の家に遊びに行くような気軽さでずかずかと踏み込んでいった。

　崩れかけた高層建築やあり合わせの材料で作られたバラックが建ち並ぶスラム街はどこもかしこも暗がりからこっちを見つめる無数の視し線せんに満ちていて、少年は自分一人だけは逃げ出せるようにといつでも身構えていた。が、少女は気にしたふうもなく、所々でひび割れた舗ほ装そうタイルの道を、少年を置いてけぼりにしそうな勢いでずんずん進んでいくのが常だった。

　そんな少女に遅れないようにと、少年はいつも、歩くのに必死だった。

　少年の背は少女に比べてずいぶんと低かったから、のんびりしているようで意外と足が速い少女についていくのは大変だった。

　どこの施設に行っても少女は人気者で、二人の来訪は笑え顔がおで迎えられた。少女のために用意された接見室の前には施設の入所者や近きん隣りんの住民が群がり、少女に話を聞いてもらいたいという人の列は施設の外にまではみ出してしまうこともあった。

　日々の生活の不満、先行きの見えない世界に対する不安、日常の小さな失敗、誰だれにも言えない罪の告白──

　少女はそれらの声を静かに受け止めると、いつも最後にはにっこり笑って、二言三言、何か柔らかい言葉を返した。

　少年にはまったく理解できないことだったが人々は誰も彼も少女の言葉に満足し、中には感極まって泣き出す者さえいた。

　接見はいつも朝早くに始まり、夜遅く、ときには翌日まで続くこともあった。小さな子供達は隙すきを見付けては少女の周りにより集まり、膝ひざの上に座ったり首に抱きついたりしてきゃいきゃいと歓声を上げた。少女のカバンには子供にあげるためのお菓子の袋がいつも入っていて、少年が見たところ、それが少女の人気の秘密の一つであるらしかった。少女はお菓子が足りなくなると自分と少年の分の昼食まで子供達に分け与えてしまい、少年はお腹なかを空すかせたまま丸一日過ごしたことも一度や二度では無かった。

　そんなとき、少女は決まって困ったような笑えみを浮かべ、ごめんねーと頭を下げた。

　そう言われると少年はなぜか怒る気が失うせてしまい、はぁ、とため息を吐つくのだった。

　そんな生活を一ヶ月ほど続けるうちに、少年はだんだん不ふ思し議ぎになってきた。そもそもなぜ少女が護ご衛えいなど連れ歩く気になったのか、少年にはさっぱり分からなかった。どんな治安の悪い場所に行っても少女が強盗の類たぐいに遭遇することは無く、むしろ、見るからに凶悪そうな連中でも少女が来たときだけは大人おとなしくし、この年若い修道女が事件やケンカに巻き込まれないようにと絶えず気を配っている様よう子すさえ感じられた。

　本当に自分が護衛について行く意味があるのかと、ある日、思い切って少女に聞いてみた。

　少女は、んー、と首をかしげてから、それならお仕事してもらおうかな、と呟つぶやいた。




「ほーらみんな、ちゅうもくちゅうもくー。本当にタネも仕掛けもないすっごい手品だよー」

　はくしゅー、と少女が手を叩たたくと、教会の聖堂に集まった子供達の間からもぱちぱちとまばらな拍手が起こった。

　少女の修道服とよく似た黒い衣装を着せられた少年は、机が取りのけられた広い壇だん上じようから薄うす暗ぐらい聖堂を見回して、どうしてこんなことになったのだろうと一人考えた。

「それでは、はじまりはじまりー」

　少女が開始の合図を元気よく告げると、子供達も、おー、と何だかよく分からない声を上げた。少年は所在なく視し線せんをさまよわせ、少女を見下ろしてどうすれば良いのかと尋ねた。

　少女は、んー、と首をかしげ、ポケットから銀紙に包まれた丸いあめ玉を取り出して少年に差し出し、子供達には聞こえないくらいの小さな声で、

「だからね、例えばこのあめ玉をこう、こんな感じで……」

　そんなことでいいのかと、少年は心の中でうなずいた。少女を喜ばせるのが癪しやくだったから格好だけはいかにもめんどくさそうにあめ玉を受け取って、子供達によく見えるように右の手のひらに乗せた。

　合図も何も無しに手の上のあめ玉を消し、少女に言われたとおりに反対側の手の上に出現させて見せた。

　子供達がいっせいに、ぽかんと口を開けた。

　手を叩たたく訳でなく、歓声を上げる訳でもなく、子供達は聖堂の長なが椅い子すにお行ぎよう儀ぎ良く座ったまま、ただただ押おし黙だまって少年を見上げた。

　別に大した反応を期待していた訳でもなかったが、そんなにつまらなそうにされるとなんだか腹が立ってきた。少年はあめ玉の乗った左手をよく見えるように広げ、今度は包み紙の中のあめ玉だけを手のひらの上に残し、銀ぎん色いろの包装紙を無傷のまま抜き取って、右手の上に戻して見せた。

　子供達は口を開けたまま、今度はまん丸に目を見開いた。

　少年はこれでもダメかとむきになり、右手の銀紙を乱らん暴ぼうに放り捨てた。剥むき出しのあめ玉を左手に乗せたまま目の前に掲げ、右手の人差し指と親指であめ玉を押さえ、眉み間けんにしわを寄せて気合い一発、勢い良く指を引き抜いた。

　一回り小さな丸いあめ玉が、指の間に出現した。

　外側には傷一つ無いまま中心部だけを抜き取られて卵の殻みたいになったあめ玉の残りカスが、手のひらの上で真っ二つに割れた。

　しんと静まりかえった聖堂に、扉が風に揺れる乾いた音だけが響ひびいた。子供達は誰だれ一人として口を開かず、呆ほうけた顔で壇だん上じようを見つめた。少年は、自分は何かとんでもない失敗をしてしまったのではないだろうかと焦り、助けを求めるように少女を見下ろした。

　少女はにっこり笑って「みんな、拍手は？」と子供達を振り返った。

　とたんに、爆ばく発はつ的てきな歓声が巻き起こった。

　子供達は次々に椅子を蹴けって立ち上がり、顔を真まっ赤かにして我先にと壇上に駆け登った。驚おどろいて逃げようとする少年をあっという間に取り囲み、押し合いへし合い争うように身を乗り出して、子供達はすごいだのかっこいいだのもう一回やってだのと口々に騒さわぎ始めた。

　少年は思わぬ成り行きにあたふたと視し線せんをさまよわせ、飛びついてきた小さな女の子をとっさに腕の中に受け止め、思いがけないその軽さに驚おどろいて、うわわ、と悲鳴を上げた。

「うん、やっぱり人気者だ」

　少女はなぜだかうれしそうにうなずき、少年に向かって右手の親指をぐっと立てた。

　少年は抗こう議ぎの声を上げようと口を開きかけ、腕の中の女の子を取り落としそうになって慌てふためいた。




　そんなふうにしてさらに二ヶ月が過ぎる頃ころになると、少女に付き従う魔ま法ほう士しの少年は、教会のちょっとした名物になっていた。

　少年の顔は近きん隣りんの住民にもすっかり覚えられ、教会の庭先では子供達に囲まれて一いつ緒しよに遊ぶ少年の姿が度々見られるようになった。

　慰い問もんに向かった病院や孤児院で少女が大人おとな達の話を聞いている間、子供の相手をするのはいつの間にか少年の役目になっていた。少年は顔では嫌いやそうにしながら子供達とかくれんぼや鬼ごっこをし、『手品』と称して自分の能力を披ひ露ろうした。

　子供達は一様に目を輝かがやかせて消えたり現れたりするあめ玉や野球のボールを見つめ、何とか手品の『タネ』を推理しようと少年に質問をぶつけたが、結局、少年の能力の正体を言い当てることができた者は一人もいなかった。

「今日きようも一日、疲れたね」

　のんびりした少女の声が、夕暮れ時の淡い照明に沈む裏路地を流れた。その日は第七階層の小さな病院を見み舞まいに行った帰りで、少女はいつものように何十人もの話を聞き、少年は集まった子供達の相手を一日中やらされて、二人ともへとへとになっていた。

　階層間エレベーターで第八階層に戻り、適当な駅で環かん状じようリニアを降りて、帰り道を急いだ。

　冷え切った空気に息は白くかすみ、帽子とマフラーで隠し切れない耳たぶがしびれるように痛んだ。

「寒いね」

　少女は呟つぶやき、自分のマフラーを外して少年のマフラーの上に二重にかけた。黒いコートを脱いで少年の肩にかけ、ついでにメガネも外してはーっと白い息を吐きかけ、

「うん、やっぱり寒い」

　小さくくしゃみを漏らし、照れたように笑う。

　その顔を、少年はじっと見つめた。

　無む意い識しきに、足が止まっていた。

「どうしたの？」

　怪け訝げんそうな少女の声に、訳も無くうつむいた。足下から伸びる自分の影かげ法ほう師しを見下ろしたまま、どうしてかと問うた。どうして自分と一緒にいてくれるのか、自分のことを気にかけてくれるのかと、そういった意味の言葉を、顔を伏せたままぼそぼそと呟つぶやいた。

　少女に護ご衛えいなんて物は初めから必要なく、ただ自分をいろいろな場所に連れ回し、いろいろな人に会わせてくれていただけなのだということは、もういい加減、分かっていた。

　ただ、そんなことをして少女に何の得があるのかが、どうしても分からなかった。

「どうしてって、それはもちろん……」

　笑いを含んだ少女の声は、少年が鋭するどい視し線せんを向けると弱々しく途と切ぎれた。

　少女はメガネを元どおりにかけ、細く深く息を吐いて、ぽつりと呟くように、

「……だって、きみ、ひとりなんだもん」

　と、答えた。

　少年は少女の顔をじっと見つめ、ひとり？　と言った。少女は、うん、とうなずき、冷え切った少年の耳を両手で覆おおった。少年は驚おどろいて少しだけ身をよじり、すぐに体の力を抜いて大人おとなしくした。少女の体温が手のひらから流れ込んで、凍えた神経を溶かしていく気がした。

「最初に会ったときからそうだった。きみは独りぼっちで、とげとげで、どいつもこいつもみんな死んじゃえって顔してた。……わたしね、放っとけないの。そういう子見ると」

　反射的に、少年は目を逸そらした。

　少女の青い瞳ひとみが、心の中を見透かしている気がした。

「孤児院とか病院とかにお見み舞まいに行くとね、ときどきそういう子がいるの」少年の耳に手を当てたまま、少女は続けた。「お母さんに売られたり、お父さんに殺されそうになったり──誰だれかに裏切られて捨てられて、この世界が嫌いになっちゃった子。わたし、そういう子見るとこう背中がむずむずして、無理やりでも近付いて仲良しにならないと我慢できないの。……義か母あさんに拾われた頃ころのわたしが、そうだったから」

　言葉を切り、右手を少年の背中に移して、

「マサチューセッツでのこと、義母さんに教えてもらった」

　びくりと、体が震ふるえた。

　顔を上げると、初めて見る、少女の真剣な顔があった。

「マザーシステムとかファクトリーとかのことも、ずっと前に義母さんに教えてもらったから、普通の人よりは知ってる。……最初に義母さんがその話をしてくれたときは眠れなかった。自分がそういう人達を踏み台にして生きてるんだって分かったら、何もかもが怖くなった。だから……」

　ふわり、と柔らかい感触が体を包んだ。

　気が付いたときには、少年は、少女の胸に抱きしめられていた。

「だから、いつかそういう人達に会ったら、ごめんなさいって謝あやまりたいと思ってた」

　冷え切った少女の体は、かすかに震えていた。

「……けど、信じて欲しいの。もしわたし達がきみみたいな魔ま法ほう士しを犠ぎ牲せいにしないと生きていけないんだとしても、わたしはそれを仕方無いとか当たり前だとかそんなふうには絶対に思わない。仕方無いって言う人もいるかも知れないけど、悲しいとかひどいとか思う人だってたくさんいる。……思うだけでなにもできないんじゃ意味なんか無いかも知れないけど、こんなこと言うの身勝手で都合が良過ぎるかも知れないけど、でもわたしは」

　ふいに、言葉が途と切ぎれる。

　少女は息を吐き、少年を抱く手に力を込め、

「わたしは、きみに、この世界のことを嫌いになって欲しくないの」

　風に消えそうな声で、囁ささやく。

　その言葉に、少年は沈ちん黙もくで応こたえた。

　少女を信じたいという思いと、騙だまされてはいけないという思いが、胸の中に同時にわき上がった。

　教会で暮らし始めてからの数ヶ月の出来事が映像となって目の前に蘇よみがえり、マサチューセッツでの悲しい記き憶おくが脳のいちばん暗い部分から浮かび上がった。少女にもらったクッキーの甘い感触が、手品をせがむ子供達の歓声が、生命維持槽そうの電極に繋つながれた仲間達の無惨な姿が、病室のベッドで死を待つ同胞の怨えん嗟さの声が、あらゆる記憶がまぜこぜになって頭の中を駆け抜けた。

　──わたし達を使い捨てにしたやつらに、自分達の罪の重さを思い知らせてやって。

　声が、聞こえた気がした。

　気が付いたときには、少年は、少女の体を両腕で押しのけていた。

　あ、という少女の声に我に返り、少年は自分の腕をこわごわと見つめた。ぎこちない動作で首に掛かっていたマフラーを外して少女の首に掛け、その下に巻いていた自分のマフラーも外し、肩に羽は織おっていた二人分の外がい套とうと一いつ緒しよに少女に押し付けて、物も言わずに歩き出した。

　少し後から少女がついてくる気け配はいがあったが、振り返らなかった。少女の顔を見たら何かが壊こわれてしまいそうで、怖かった。

　薄うす暗ぐらい夕暮れの裏路地を、凍えた風が吹き抜けた。

　教会に帰り着くまでの長い間、二人はどちらも、一言も口をきかなかった。




　翌日は、少年が教会で暮らすきっかけになったあの司令部の高官が、数ヶ月ぶりにシスターの許もとを訪れる日だった。

　教会は朝から慌ただしい空気に包まれ、いつもなら子供が遊んでいる庭先には完全武装の兵士が整せい然ぜんと隊列を成していた。

　少年は現場指揮官が持ってきた警けい備び任務の命令書を無視して隊列を離はなれ、数ヶ月前のあの日と同じように鍵かぎの掛かった聖堂に忍び込んだ。軍の手助けをする気にはならず、かといって子供達に顔を見せる気にもなれず、騒さわぎが収まるまでの半日ほど、一人で昼寝でも決め込んでやるつもりだった。

　赤い絨じゆう毯たんの通路を抜け、壇だん上じように飛び乗り、壁かべに飾られた聖人画をぼんやりと見上げた。

　とたんに、足下のほうから、『あ』と声が聞こえた。

　ぎこちなく背後を振り返り、少年は目を見開いた。修道服にメガネの少女が、あの日と同じように机の下の暗がりからこっちを見上げていた。少女は気まずそうに視し線せんを逸そらし、口の中で何かを呟つぶやき、盛大なため息を吐ついて、のそのそと暗がりから這はい出し、

「えーっと……」少年を見下ろし、どうにか笑え顔がおを作って「その、おはよ──」

　その瞬しゆん間かん、聖堂の入り口の方で、物音がした。

　少年と少女は一瞬だけ視線をそっちに向け、すぐに顔を見合わせて机の下に潜もぐり込んだ。半瞬遅れて扉が開け放たれる音が響ひびき、二人分の足音がそれに続いた。

　肩に提げた銃が軍服のベルトに触れるかすかな金属音。

　二人の兵士は最前列の長なが椅い子すに乱らん暴ぼうに腰を下ろし、小さな声で何かを話し始めた。

　──にしても、上も無む茶ちやするよな。いくら元は司令部のエリートだからって、民間人に最高機き密みつの魔ま法ほう士しを貸たい与よしちまうなんて──

　無む意い識しきに、目を見開いた。

　少年は机の陰からおそるおそる身を乗り出し、兵士達の話に聞き耳を立てた。

　──けど、あれだろ？　あの魔法士って、どうせ使えないからってテストのために民間に貸し出されてるって話だぞ──

　背後で、びくりと身を引きつらせる気け配はいがあった。

　振り返ると、少女は膝ひざの上で両手を固く握りしめていた。

　──テストって、何のテストだ？──

　──いや、オレも詳しくは知らないんだけどよ。何か、人工培養の魔法士を民間人と一いつ緒しよに生活させて、シティに対する忠誠心とか帰属意識とか、そういうのを植え付けられるかっていう実じつ験けんらしいぞ──

　修道服の頭ず巾きんからのぞく額ひたいに、びっしりと汗が浮かんだ。

　──帰属意識って、民間人とお友達にでもして、シティに対する反抗心を取り除こうってワケか？　無理だろ、んな都合の良いこと──

　──や、オレもそう思うんだけど、偉いさんの考えることは分かんねーからさ──

　少女の端正な顔は、血の気がすっかり引いて土つち気け色いろに染まっていた。




　兵士はその後もしばらく会話を交わしてから、聖堂を出て行った。

　少年は机の下から這い出し、無言で少女を見下ろした。

　少女は少年の顔をこわごわと見上げ、視線を逸らして唇をかんだ。ひどくゆっくりとした動作で机の下から這い出し、埃ほこりまみれの修道服で立ち上がり、居い心地ごこちの悪そうな顔でそっぽを向いたまま、その場に立ち尽くした。

　長い、長い、沈ちん黙もくがあった。

　少年は少女の顔を見上げ、静かな声で、嘘うそつき、と呟つぶやいた。

「ち、違うの──！」

　少女は勢い良く少年に顔を向け、そこで言葉に詰まった。

　ためらうように何度も唇を震ふるわせ、大きく深く息を吐き、『違うの』ともう一度呟いて、

「確たしかに、義か母あさんにはそういうふうに頼まれた。これは軍の作戦だから、きみの心から反抗心を取り除いて、シティの良さを教えてやってくれって。わたし、最初は演技できみに優やさしくしてた。『そんなに悪い子じゃない』って義母さんには言われたけど、心の中ではきみがいつか暴あばれ出すんじゃないかって怖かった。……でも今は違うの！　わたしは本気で、本気できみのことが──！」

　必死の形ぎよう相そうで叫ぶ少女を、少年は冷めた目で見上げた。

　自分でも不ふ思し議ぎだったが、怒りはわいてこなかった。

　心の中にあったのは、ただ、冷たい石の塊のような諦あきらめの感情だけだった。

　優しく抱きしめてくれた手のぬくもりが、首に掛けられたマフラーの柔らかい感触が、初めて食べたクッキーの甘さが、泥細工のように融とけて黒い澱おりとなって胸の底に広がった。少女の声が、少女の笑え顔がおが、頭の中にある少女のすべてが腐った果実のように崩れて闇やみの中に淀よどんだ。

　君にこの世界のことを嫌いになって欲しくないと、そう告げた少女の姿がいちばん最後に目の前に浮かび、細かな破片に砕けて散った。

　使い捨ての道具が世界に受け入れられるはずなど、無かった。

　そんなことにも気付かずに苦悩していた自分が滑こつ稽けいで、笑い出しそうですらあった。

「信じて……くれないの……？」

　涙でぐしゃぐしゃの顔で、少女が手を伸ばした。

　少年は、その手を静かに払いのけ、

　──聖堂の外から、爆ばく発はつ音おんが響ひびいた。




　激はげしい銃じゆう撃げきの音が、第八階層の空に響き渡っていた。

　突とつ如じよとして教会を襲おそったテロリストの一団は、防ぼう衛えい線せんをかいくぐって教会の敷しき地ち内ないに到達。兵士達と激しい銃撃戦を展開しつつ、何名かは標的である司令部高官の潜ひそむ孤児院内への進入を果たしていた。

　庭先では負傷した兵士達が呻うめき声を上げ、その傍そばでは逃げ出した子供達が肩を寄せ合って泣いていた。少年は子供達の許もとに駆け寄り、全員無事かと尋ねた。

　いちばん年長の女の子がしゃくり上げながら、中に取り残されている数名の名前を告げた。

　少年はうなずき、飛び交う銃弾を無視して手近な窓から孤児院に突入した。

　廊下にはモスクワ軍の兵士達とテロリストと思おぼしき男達の死体が散乱し、戦せん闘とうの激はげしさを物語っていた。少年は子供達の名を呼びながら部屋を一つ一つ覗のぞき、いまだに戦闘が続く通路と階段を駆けめぐった。

　行方ゆくえの分からない三人の子供のうち二人を見つけ、最上階の一番奥の部屋で兵士とともに立てこもっているシスターと高官を発見した。

　兵士の一人が、子供を盾たてに地下のプラント区画に逃げ込む男を見たと、証言した。

　少年は、二人の子供を兵士に預け、銃弾の雨を抜けて地下に飛び込んだ。

　配管むき出しの巨大な食料生成プラントが並ぶ暗い空間を抜け、いくつもドアをくぐった所で少年は立ち止まった。狭い制御室の片隅でうずくまって一人で泣いている男の子の姿に安あん堵どの息を吐つき、こっちの姿に気付いて駆け寄ってくる男の子を抱きとめた瞬しゆん間かん、少年はそれに気付いた。

　男の子の背中に隠れて見えないように設置されていた、超小型のノイズメイカー。

　その頃ころはまだ、電でん磁じ場ばの生み出すノイズをすり抜ける手段を、少年は持っていなかった。

　逃げる間も、声を上げる間もなく、脳内をエラーメッセージが駆けめぐった。少年は男の子をドアのほうに押しやり、逃げろと叫んだ。男の子は何度もためらってからドアの向こうに消え、瞬間、それを待っていたかのように少年の背後の壁かべが噴ふき飛んだ。

　爆ばく発はつに立ち込める土煙の中で、男が機き関かん銃じゆうを構えるのが見えた。

　その顔を、ずいぶん前に参加したテロリストの掃討作戦の最中に見たことがあったのを、少年は唐とう突とつに思い出した。

　少し後になってから分かったことだが、その戦闘で少年の能力を知ったテロリストは、少年が出てきたときのための対策をあらかじめ準備していた。

　情報制御を封じられて無防備になった少年は、とっさに懐ふところの銃を抜き撃うった。兵士達との戦闘ですでに傷を負っていた男はその攻こう撃げきをかわすことに失敗したが、その代だい償しように、少年は数え切れないほどの銃弾を両足に浴びた。

　激げき痛つうが脳を灼やいた。

　少年は冷たい床ゆかになすすべ無く崩れ落ち、砕けた膝ひざを押さえて痛みにのたうち回った。

　ショックで朦もう朧ろうとした視界の端で、何かが動くのが見えた。腹を撃ち抜かれて倒れていた男がよろよろと上体を起こし、少年に向かって銃口を構えた。引き金を引き、弾切れに気付いて舌打ちを漏らし、男は震ふるえる手で傍そばの柱に取り付けられた爆薬のスイッチを押した。

　巻き起こった爆発は男の体を噴き飛ばし、部屋全体が激しく鳴めい動どうした。

　ゆっくりとひび割れていく天てん井じようを仰あお向むけになって見上げ、少年は小さく息を吐いた。

　恐怖は無かった。これで自分もようやく終われると思うと、喜びのような物さえ感じた。悲しいことなど何も無い。ここに存在するはずの無い作り物の道具が、本来あるべき姿に戻るだけ。研究員どもの悔しがる顔を見てやれないのは残念だったが、もう、それすらもどうでも良かった。

　ただ、あの少女は泣くだろうかと思うと、少しだけ胸が痛んだ。

　本格的に崩れた天てん井じようから、鉄骨で支え切れないコンクリート塊がいくつも降ってくる。

　激はげしい崩落の音。

　少年は静かに目を閉じ、

　──柔らかい感触に、正面から抱きしめられた。




　びしゃりと、何か暖かい物が、顔に掛かった。

　予想していた衝しよう撃げきがいつまでたっても襲おそってこないのを不ふ審しんに思い、少年はおそるおそる目を開けた。

「……あ……大丈夫……？」

　耳のすぐ近くで、のんびりした声が聞こえた。それが少女の物だと気付いた瞬しゆん間かん、ぼやけていた意い識しきの焦点が唐突に定まった。少年は目を見開き、赤く濡ぬれた少女の顔を呆ぼう然ぜんと見つめた。少女はぎこちない笑えみを浮かべかけて失敗し、咳せき込んだ拍子に飛び出した血が少年の頬ほおを濡らした。

　少女の背中に降ふり積つもっていた瓦が礫れきの山が少し崩れて、それでようやく自分が少女に助けられたのだと分かった。

「怪け我がはどう……？　動ける……？」

　がくがくとバカみたいにうなずき、少女の下から這はい出した。辺りに立ち込める土煙を払いのけ、瓦礫の中から少女を引き出そうしてぞっとした。

　人間の体のゆうに三倍はある、巨大なコンクリートの塊。

　それが、少女の腰から下を、完全に押おし潰つぶしていた。

　ようやくノイズの影えい響きようから抜け出したＩ－ブレインが、機き能のう回復のメッセージを伝えた。少年は能力を使って少女を瓦礫の中から引き出し、血と銃弾にまみれた自分の膝ひざに乗せた。

　スカートに包まれた少女の足は、完全に原型を失っていた。

　握り拳こぶしほどの太さのコンクリート塊が三つ、少女の腹部と、右の胸を貫通していた。

「……あー……これは本当に……致命傷だねー」

　少女は自分の体に空いた穴を手のひらで撫なで、困ったねえ、と呟つぶやいた。

　少年の顔を見上げ、今度こそ上う手まく笑って、

「でも……きみが無事だから……結果オーライだね」

　その言葉に、少年はひぅっと息を呑のんだ。

　冷たくなっていく少女の体を抱きしめ、どうしてだと叫んだ。

「どうして……って……」

　少女は小さく首をかしげ、笑え顔がおのまま、

「誰だれかを助けるのに……理由っているのかな？」

　と、答えた。

　少年は言葉を失い、震ふるえる指を少女の手に添えた。

　少女は、その指に自分のもう一方の手を重ね、

「……あのね……」小さく咳せき込み、弱々しく息を吐いて「わたしがシスターになったのって……マザーシステムのことを……教えてもらったからなの……」

　意味が分からなかった。

　少年は少女の青白い顔をじっと見つめ、少女はその目にぼんやりと視し線せんを返し、

「……この街にはみんなの命を守るために人ひと柱ばしらになった人がいて……そのおかげでわたし達は生きていられるんだって義か母あさんに教えてもらった。……わたし、びっくりして……それから、どうしたらいいか考えた……。毎日毎日いっぱい考えて……それで、シスターになって、みんなのために働くことに決めた。……わたしには特別な力なんか無いからみんなを助けるのは無理だけど……でも……わたしのために死んだ人がいるのに、わたしが自分のことだけ考えて生きてるなんて、おかしいと思った……」

　淡々と呟く少女の頬ほおに、少年は、自分の頬を押し当てた。

　自分の体温をすべて少女に分け与えてやれたら、どんなにいいだろうと思った。

「……きみは……きみ達はきっと、この世界のこととかわたし達のこととか恨んでると思う」少女は間近にある少年の横顔を見つめ「自分達は都合良く作られた道具で……役に立ちさえすれば壊こわれても構わないただの物で……だから、自分が死んだって誰だれも悲しまないって、そんなふうに傷ついてると思う。……確たしかに、そういう人もいるかも知れない。……自分が作ったんだから自分の好きにして構わないって……そう思ってる人がいるからきみ達が生まれるのかも知れない。……でもね」

　苦しそうに息を吐き、少年の指を握りしめて、

「そうやって……きみ達に何もかも押し付けないと生きていけないことを……悲しいとか悔しいとか思う人間だって、ここにはちゃんといるんだよ……」

　少女の瞳ひとみから、生気が失われていく。

　もはや少年の顔すら捉とらえていないだろう目で、少女は崩れた天てん井じようのずっと向こうを見つめ、

「今日きよう……ここで……わたしはきみを助けた。この世界にはきみ達のために命を投げ出すような人間もいるって証明できた。……わたし、そのことがすっごくうれしい……。もし……もしこれできみがこの世界を嫌いじゃなくなってくれたら……わたしの命にも意味があったんだって思える……」

　弱々しく顔を動かして、少年の頬に唇を寄せ、

「……忘れないで……。世こ界こはいい所じゃないかも知れないけど……でも、そんなに悪い所でもない。嫌いやな人もいるけど……でも、いい人だってたくさんいるのよ……」

　だからきみは、と少女は笑い、力を失った唇を言葉の形に動かした。
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　人とは違う自分を、人にはできないことができる自分を、喜んで──と。

　それが、少女の遺ゆい言ごんになった。




　少女の葬そう儀ぎは、彼女が育った教会で、ひっそりと行われた。

　訪れた多くの参列者は少女の思い出を静かに語り合い、大人おとなは涙ぐみ子供は泣きじゃくった。人々はみな生前の少女を讃たたえ、献花の列は長く絶えることがなかった。

　ようやく一段落がついた頃ころには夜中の二時を回っていた。一人ですべてを取り仕切っていた少女の義母は少し眠ると言い残して立ち去り、人ひと気けのない聖堂には少年だけが残された。

　足の大おお怪け我がで車くるま椅い子すに座った少年は、聖堂の高い天てん井じようを見上げ、葬儀のために張り巡らされた照明のスイッチを落とした。

　暗い聖堂に佇たたずんでいると、何もかもが、少女に初めて出会ったあの日のままの気がした。

　ゆっくりと車椅子を進めて赤い絨じゆう毯たんを抜け、少女の写真が飾られた祭さい壇だんに辿たどり着いた。横たえられた棺ひつぎは参列者が手た向むけた花で埋まり、甘い匂においが立ち込めていた。

　車椅子を降りてその場にひざまずき、両手で花を取りのけた。

　初めて出会ったあの日と同じ顔で笑う少女の写真を、じっと見上げた。

　生まれてからの一年足らずの間に、数え切れないほどの人の死を見た。ただの人間は少年にとってすべて敵で、だから誰だれがどんなふうに死のうと笑って見殺しにした。生命維持槽そうの電極に繋つながれる仲間の亡なき骸がらを見たときでさえ、わき上がってきたのは自分もいずれこうなるかも知れないという恐怖感と、人間どもに対する怒りの感情だけだった。

　こんなふうに、心の中が空っぽになってしまうような感覚を、味わったことは無かった。

　棺ひつぎの蓋ふたに取り付けられた扉を開け、透明な窓越しに少女の顔を覗のぞき込んだ。丁てい寧ねいに化粧が施ほどこされた少女の顔には、いつもと変わりのない笑え顔がおが浮かんでいた。棺の蓋を透過して中に手を伸ばし、少女の額ひたいに触れようとして手が止まった。柔らかな髪に指を這はわせ、乱れてしまった前髪をそっと整ととのえた。




　……自分の知っている誰かが死ぬと、こんな気持ちになるのかと。

　そのとき、初めて思った。




　これまで自分が見殺しにしてきた人々の顔が頭に浮かび、とたんに心しん臓ぞうに軋きしむような痛みが走った。冷たい感触が背筋を貫き、喉のどの奥から灼やけるような呼こ気きが漏れた。必死に胸をかきむしっても痛みは治まらず、少年は冷たい棺に頬ほおを押し当てて荒い息を吐いた。

　男がいて、女がいて、老人がいて、子供だっていた。自分が手を差し伸べれば生きられた人がいて、自分が何もしなかったせいで誰も彼もが死んでいった。人々の顔は目の前に次々に浮かんでは消え、最後に、自分が初めて殺した、あの十一人の兵士達が現れた。

　彼らは、あるいは、自分のために泣いてくれる人だったのではないだろうかと。

　彼らは、あるいは、自分のために命を賭かけてくれる人だったのではないだろうかと。

　そう思ったとたん、何もかもが怖くなった。

　少女が眠る棺にすがり付き、少年は必死に目を閉じた。棺に差し入れたままの手で少女の頬を撫なで、機き械かい人形のような冷たい感触にぞっとした。死体は冷たい物だと、そんなことさえ今まで知らなかった自分に気付き、吐き気がこみ上げてくるのを感じた。聖堂の天てん井じように淀よどんだ闇やみがのしかかってきて、自分のちっぽけな体を押おし潰つぶそうとしている気がした。

　少年は血がにじむほど唇をかみしめ、棺に何度も頭を打ち付け、

「──イル？」

　小さな声が、聖堂の入り口から聞こえた。

　ぎこちなく顔を上げ、振り返った少年は目を見開いた。闇に沈む聖堂の先、開け放たれた扉の向こうで、何十人かの子供達が不安そうにこっちを見つめていた。

　誰も彼もが、葬そう儀ぎのための黒い喪も服ふくに身を包み。

　誰も彼もが、真まっ赤かに泣なき腫はらした目をしていた。

　いちばん前の女の子がもう一度少年の名を呼び、となりの男の子が、大丈夫？　と声をかけた。子供達はおそるおそるというふうに聖堂を進み、棺の前にうずくまる少年を取り囲んだ。

　男の子の一人が、おねえちゃん、と呟つぶやいた。

　子供達の間から、すすり泣く声が漏れた。

　目の前に立っていた女の子が、少年に飛び付いた。とっさに受け止めた少年の腕の中で、女の子は瞳ひとみを潤うるませ、声を張り上げて泣き始めた。周囲のすすり泣きが、慟どう哭こくの声に変わった。子供達は次々に少年の傍そばに寄り集まり、腕に足にすがり付いて泣き始めた。




　少年は、その姿をじっと見つめ、

　冷たい滴しずくが一つ、頬ほおを伝い落ちた。




　驚おどろいて顔を上げた拍子にまた一つ、こぼれ落ちた水滴が腕の中で泣きじゃくる女の子の髪に跳ねた。女の子が不ふ思し議ぎそうに顔を上げ、とたんにまぶたの裏が熱あつくなった。

　目に映る物全部が、ふやけて崩れた。

　しゃくり上げるような音が喉のどの奥から漏れ、それが自分の物だと気付いた瞬しゆん間かん、何もかもが止まらなくなった。

　途と切ぎれがちな低い嗚お咽えつはすぐに激はげしさを増し、少年は女の子を強く抱きしめたまま、声を殺して泣き始めた。子供達が泣くのをやめ、心配そうに少年を見つめた。傍かたわらの男の子が手を伸ばし、少年の頭を優やさしく撫なでた。声が抑えられなくなった。少年は涙でぐしゃぐしゃの顔を聖堂の天てん井じように向け、声を張り上げて泣いた。喉が枯れ、苦しさに激しく咳せき込み、それでも涙が止められずに女の子の頭に頬をすり寄せた。

　泣き声は、いつまでも、途切れることなく続いた。

　少女の声が二度と聞けないことが悲しく。

　少女のぬくもりに二度と触れることができないのが悲しく。

　それよりも何よりも、少女が最後の瞬間まで自分に笑いかけてくれたことが、どうしようもないくらい悲しかった。




　──自分のためではなく、誰だれかのために、

　生まれて初めて、少年は泣いた。




　　　　††††††††††††††




「……ほい、これで制圧完了っと」

　最後に一人だけ残った護ご衛えいの騎き士しが、崩れるように床ゆかに倒れ伏した。

　イルは右手の指先に付着した神経と血管の塊を払いのけ、部屋の中央に立ち尽くす初老の男を振り返った。

「っつーことで、まあ、ちょい諦あきらめて、こっちに協力してもらいますわ。……えーっと」

「……カールだ。カール・アンダーソン」

「おー、それそれ。失礼しましたわ」

　わざとらしく頭を下げ、「おっと」と呟つぶやき、

（固有値捕ほ捉そく。波動関数展開。『シュレディンガーの猫は箱の中』）

　カールという名のその男が目を見開いたときには、イルの体は三メートルの距きよ離りを無視してすでに男の目の前。

　無造作に伸ばした手が男の右腕をねじり上げ、ポケットから取り出されようとしていた小さなペン型のスイッチを取り上げる。

「なるほど……これ一発でいつでも証拠隠滅できる、いう訳ですか」呟き、ペンを手の中でへし折って「すんませんけど、それは勘弁してもらいますわ。通信記き録ろくとか、使途不明な物資の流れとか、知りたいことは山ほどありますんで」

　男の腕を拘こう束そくしたままその体を床ゆかに押さえ付け、入り口で待たい機きしている兵士を振り返って、

「お待たせ。ほんなら、ちゃちゃっと調ちよう査さ始めてください」

　こちらを睨にらみ付ける男の視し線せんを涼しい顔で受け流し、

「絶対に出てくるはずですわ、賢人会議Seer's Guildとの繋つながりが」







　　　第十章　崩れる夢　～Never　Land～







　作戦決行は、十月十日の深夜と決まった。

　サクラと真ま昼ひる、それに月つき夜よと祐ゆう一いちは、手分けして準備に当たった。

　行動開始の時間に昼ではなく夜を選んだのは、闇やみに紛れて敵の目を欺あざむくため、という訳では無い。シティのように昼夜の区別がはっきりした場所と異なり、メルボルンにおいて昼の時間は「夜より少し明るい」という程度の意味しか無い。むしろ、人の出歩く昼に比べれば、夜の静けさはかえって動く者の存在を際きわだたせてしまう。前回のような人目を避ける潜せん入にゆう調査ならともかく、百人近い子供達の脱出を目的とした今回の作戦において、夜に動く意味は実はほとんど無い。

　だから、本当なら日中、住民が活動している時間帯を選び、町にあふれている通行人に紛れて移動するという作戦を立てるべきところ。それなら敵は町の住民に被害が及ぶことを恐れて思い切った攻こう撃げきを行うことができず、戦況はこちらに有利になる。

　だが、今回は、それができない理由があった。

　サクラ、ディー、セラ、それにシティ・モスクワから助け出したマザーコア三十体──こちら側の戦力すべてのうち、すでにこれだけの顔と詳細なデータが敵に知られている。逆に、こちらは、モスクワ軍にメルボルン自治組そ織しきの兵士まで含めた敵のすべてを把握している訳では無い。人混みに紛れることができるのは、こちらではなくむしろ敵の方。日中に町中を移動すれば、サクラ達は、すぐ傍そばに潜ひそんでいるかも知れない敵の存在を常に警けい戒かいしなければならないことになる。

　結局、動くなら夜しかない。

　それはつまり、町の至る所に配備されている敵の部隊と、正面からぶつかり合うことを意味していた。

　敵の戦力は第一級カテゴリーＡの魔ま法ほう士し二十名と工作員三百名、それに自治組織の警備部隊がシティの軍に換算しておよそ一個師団相当。対してこちらは、第一級の魔法士が四人に一般人が二人と、戦力としては大幅に落ちる中途半端な能力の魔法士の子供達が九十四人。しかも、戦力になる四人の魔法士のうち一人である「デュアルNo.33」は数日前の戦せん闘とうで大おお怪け我がを負い、どうにか回復の兆きざしは見せつつあるものの、いまだにベッドの上で眠る日々が続いている。

　単純な力押しで、勝てる状況では無い。

　作戦の立案には、慎重に慎重を重ねなければならなかった。

　サクラ達が今いる第六階層から地表に抜けるまでの五つの階層のうち、第二階層と第三階層の全域、それに第四階層のおよそ半分の地域がモスクワ軍に協力している。第二階層までは以前にデュアルNo.33を救出する際に使用したエネルギー供給ライン工事用の地下通路を利用すれば辿たどり着けるとして、問題はそこから先、第一階層と第二階層を繋つなぐバイパス道に設けられた検問だ。

　第二階層はモスクワ軍が拠点を構えている敵戦力の中ちゆう枢すう。最終的には強行突破しなければならないにしても、敵の全軍を相手にするような事態は可能な限り避けたい。

　サクラたちは会かい議ぎ室しつのテーブルに角つのをつき合わせ、半日以上も話し合いを続けた。

　結果、立てられた作戦は『戦力の一部を前もって第四階層から第三階層に送り込み、こちらがまだ第二階層に到達していないように見せかける』という物だった。

　こちらが第五階層から第三階層までの道程を無視して第二階層に直接到達できるルートを持っていることを、モスクワ軍とメルボルン自治組織は知らない。この隙すきをつくために、別働隊は夜を待って行動を開始。モスクワ軍に対して中立の立場をとっている地域を辿って第五階層から第四階層に入り、第三階層に通じるバイパス道の防ぼう衛えい部隊を攻こう撃げきしてこれを正面から撃破。敵に、こちらが正規のルートを使って地上に向かっていると思わせる。

　脱出部隊の本隊はこれに先んじる形で資材搬入道から第二階層に移動。数人単位の小グループに分かれて別々の換気口から町に入り、配備された部隊を各個撃破しながらバイパス道前の広場に集結。第三階層での戦闘に戦力を割さかれて手て薄うすになった検問所の防衛ラインを奇き襲しゆうし、一点突破をはかる。

　百人近い子供達をまとめて動かしたのでは、いくら何でも目立ち過ぎる。第二階層までは細い地下通路を利用して移動しなければならないから、輸ゆ送そう用ようの大型フライヤーを用意する、といった手は使えない。子供達だけで行動させるのは不安だから本来なら各グループごとに一人ずつ保ほ護ご者しや役を付けたいところだが、あいにく、そんな戦力はどこにも無い。

　子供達は可能な限り年長者と年少者、能力の強い者と弱い者が組になるように編へん成せいする。さらに、軍の指揮系統に対してハッキングを仕掛けて敵部隊の位置と動きを把握し、どう動いてどの敵を攻こう撃げきするべきかを子供達に細かく指示する。

　第一階層に到達すれば後はこちらの物。町の指し導どう者しやであるカールにはすでに、モスクワ軍の行動の妨害と、逃げ込んだ子供達のメルボルン外への脱出の手引きを頼んである。その後の逃亡先については、とりあえずシティの影えい響きよう力りよくが薄うすいアフリカ大陸跡の小島群がいいのではないかという線せんで話がまとまっている。

　──十月九日、午後一時。作戦開始まであと十時間。

　これが、メルボルンで過ごす、最後の一日だった。




「……以上で、作戦会かい議ぎを終了する」

　部屋の中央に浮かんでいた立体映像ディスプレイの最後の一枚が、音も無く消えた。

　サクラは、食堂に集められた九十四人の子供達の顔を、順番に見渡した。

「みんな自分のやるべきことは把握していると思うが、部屋に戻ったら今け朝さ渡した計画書にもう一度目を通しておくように。明日あしたは午前四時にこの食堂に集合。遅刻は厳げん禁きん。脳内時計の設定はきちんとやっておくように」

　小さなテーブルに別れて座った子供達は、不安げな表情を浮かべて互いに顔を見合わせる。彼らには、モスクワ軍がメルボルンに侵入していること、自治組そ織しきの一部がそれに協力していること、自分達が狙ねらわれていることなど、すべて教えてある。

　子供達のほとんどはシティの研究施設で作られた実じつ験けん体たい。

　軍、という言葉に恐怖心を抱く者も少なくない。

「……わたし達、つかまっちゃうの？」

　一番前に座っていた女の子が泣きそうな顔で声を上げる。名前はカレン。シティ・ニューデリーの研究所で虐ぎやく待たい同然の実験を受けていた子で、ちょうど一年前にサクラが助けた。

「わたし……あそこにかえるの、やだ……」

「大丈夫だ」サクラは女の子の頭に手をのせ、髪を撫なでて「そのために作戦を立てた。準備も万全だ。何も心配はいらない」

「でも……」

「私が、信用できないか？」

　できるだけ柔らかい表情で、首をかしげてみせる。

　女の子が「ううん」と首を振り、安あん堵どの笑え顔がおを浮かべる。

「よろしい」

　サクラはうなずき、子供達一人一人の顔をもう一度見渡して、

「では解散する。……ここに戻ることは、おそらくもう二度と無い。各自、自分の荷物を再さい確かく認にんしておくように」




　子供達が自室に引き返し、広い食堂に静寂が戻った。

　サクラは小さく息を吐き、頭の両側でまとめていた長い髪をほどいた。

　音声入力で天てん井じようのライトを消し、暗い室内を振り返る。右手の壁かべに歩み寄り、透明なプラスチックの窓を大きく開け放つ。冷え切った空気に両手をかざし、三階の高さから見下ろす町の光景に、少しの間、目を細める。

　通りの両側に建物が十数軒向かい合っただけの、小さな、箱庭のような町。

　岩がん盤ばん剥むき出しの天井からつり下げられたライトが、立ち並ぶ白い家々を淡い光で照らし出す。

　窓の縁へりに両手をつき、弾みを付けて体ごと窓枠を乗り越える。周囲に風の壁を広げて五メートルの高さをゆっくりと落下し、舗ほ装そうタイルの上に音も無く降り立つ。

　昼なお暗い闇やみ色いろの町を、ぐるりと見渡す。

　ここに子供達の居場所を作ろうと決めた、遠いあの日のことを思い出す。

　初めは小さな家が一軒に、廃棄寸前の電力供給プラントが一つだけだった。最初に助けたのはシティ・シンガポールで再処理工場に送られようとしてた男の子で、その子は今、名前と経歴を偽装して南米の小さな町で暮らしている。

　試し行こう錯さく誤ごの繰くり返しだった、四年。

　その長い時間を過ごしたこの場所と今日きようで別れるのかと思うと、不ふ思し議ぎな気がした。

　……感傷だな。

　乱れたままのスカートの裾すそを手で払い、通りを足早に歩き出す。町のいちばん奥にある小さな家に辿たどり着き、指紋認証で鍵かぎを開ける。空っぽの部屋を三つ横切り、いちばん奥の扉を開け、強化コンクリートの細い階段を慎重に下り、

「……まったく」

　突き当たりの扉を前に、何となしにため息。

　鍵の外れている扉を乱らん暴ぼうに引き開け、明りがつきっぱなしの室内を覗のぞき込み、

「何をやっているのだ？　貴方あなたは」

「ん？」

　無数の花が咲き誇る、地下の庭園。

　入り口にいちばん近い花か壇だんの前にしゃがみ込んで雪ゆき割わり草そうと睨にらめっこしていた真ま昼ひるは、驚おどろいたふうもなく顔を上げ、

「や、最後だから、一度くらい花に水やりでもって……」

「必要無い」

　サクラは鋭するどく言い放ち、青年の傍そばをすり抜けて庭園の中央に向かって歩を進める。

　三歩歩いた所で立ち止まり、今のはいくら何でもぶっきらぼう過ぎたかと少し反省して、「……必要な水分は管理プログラムが計算して、常に過不足無く与えている。下へ手たに水を撒まいたのでは逆効果になる」

「そうなんだ」

　真ま昼ひるはりょーかいと手を振り、立ち上がって大きく伸びをした。

　ポケットからデータディスクを二枚取り出し、こっちに差し出して、

「ぎりぎりだけど間に合った。敵の使ってるノイズメイカーの型番と周波数特性から割り出した、予想されるノイズパターン全部の解析結果。こっちのディスクがモスクワ軍が持ってきたノイズメーカーのデータで、こっちは自治組そ織しきが町の中に設置してるやつの分」

　反対側のポケットから小さな黒い塊を取り出し、

「で、これが、そのデータを元にプログラムを書き換えた抗体デバイス。理り論ろん的てきにはこれで、相手がノイズメイカーをどう調ちよう整せいしてきても、ノイズを完かん璧ぺきに無効化できる。同じ物をあの子達全員に配っておいたから、後で確かく認にんしておいて」

「……待て」サクラは差し出されたディスクと抗体デバイスをまじまじと見つめ「すべてのノイズパターンを調しらべた……だと？」

「うん、全部。さすがにちょっと時間がかかったけどね」

　思わず目を見開きそうになり、驚おどろいていることを悟られまいと顔を背そむける。青年の言葉がまるっきりの絵空事で無いのは、サクラにも分かる。

　ノイズメイカーとは空気中に放射した電でん磁じ場ばの分布を微細に変化させることで情報の海の内部にコンピュータ・ウイルスに似た固有の構造を形成し、魔ま法ほうの発動を阻害する装置。ただ闇やみ雲くもに電磁波を放出すれば良いという訳ではなく、空間の情報構造を精密に制御することによって初めてその効果を発揮する。

　だから、ある種類のノイズメイカーが生み出すことができるノイズのパターンには限りがある。内部の回路に微調整を施ほどこして電磁場の構造を変化させたとしても、生み出された情報が『ノイズ』として効果を発揮するような都合の良い周波数の組み合わせはあくまでも有限。それをすべて調べ上げれば、青年の言うとおり、一つのノイズメイカーに対して完璧な抗体を用意することも可能だと──

「まったく……」

　確たしかに、理屈ではそうなる。

　だが、いくら可能なノイズのパターンが有限だと言っても、現実にはその数は数万から数十万とおり。わずか数日でそれをすべて調しらべ上げることなど、通常ならできるはずが無い。

「つくづく呆あきれた男だな……貴方あなたは」

　ディスクを受け取り、青年の呑のん気きな顔を上目遣いに見上げる。

「どういたしまして」

　黒髪の青年が、ほわりと笑う。

　サクラは訳も無く息苦しくなってしまい、うつむくように視し線せんを逸そらした。

「……そういえば貴方の姉と、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちは？　今日きように入ってから姿を見ていないのだが」

「月つき夜よは部屋でダウン。あのディーって子の騎き士し剣けん修復するために、今け朝さまでずっと寝てなかったみたいだから。で、祐一はそろそろ第四階層に着く頃ころ。今から囮おとり役の下準備をやるって、ちょっと前に出てったよ」

「そ、そうか」

　真ま昼ひるの顔をちらりと横目にうかがい、気付かれないように呼吸を落ち着ける。騎士剣が修復できた、という話はありがたい。このぎりぎりの状況では、揃そろえられる戦力は一つでも多く揃えておきたい。

　黒沢祐一についてはできれば出しゆつ立たつ前に報告が欲しかったところだが、どのみち遊ゆう撃げき部隊として独自の判断で動いてもらう予定だったのだから問題ない。仮にも大戦の英雄。第三階層で敵を引き付ける役目は、彼一人に任せて大丈夫だろう。

　後は……

「デュアルNo.33の容態は？」

「足と腕のケガが治り切ってないけど、体力はもう回復してる。今晩中に目を覚ますはずだよ」

　そうか、とうなずき、視線を周囲の花に向ける。

　これで、できる限りの準備は整ととのえた。

　決戦は今夜。後、ほんの六時間。

「この庭園も、今日が見納めだな」

　呟つぶやき、背後を振り返る。

　庭園の中央にそびえる、枯れたような桜の木。

　その根元に、静かに歩み寄る。

「……結局、最後の最後まで、咲かなかったな」

　外がい套とうの裏側に手を差し入れ、黒いリボンを二本取り出す。

　腰まで届く長い髪を二条に分け、頭の横でまとめる。

「聞いても、いいかな」背中越しに真昼の声。「前から気になってたんだけど、そのリボンは何？　どうして、戦いの時はいつもそのリボンを付けてるの？」

　無言で手を動かし、リボンの端をきつく結ぶ。

　反対側の髪も同じように束ね、骨のような大たい樹じゆを見上げて、

「古い友人の形見だ」

「友人って……」

　真ま昼ひるは何かを考えるように黙だまり込み、すぐに「あ」と声を上げ、

「間違ってたらごめん。それって、君が『賢人会議Seer's Guild』になったきっかけの」

「──あの子は、ずっと独りぼっちだった」

　青年の言葉を遮り、土つち壁かべのような木の幹に手のひらを押し当てる。

　サクラとは、この木の名前なのだと。

　そう教えてくれた少女の姿が、目の前に浮かぶ。

「マザーコアとして生み出され、隔かく離りされた実じつ験けん施設に閉じ込められ、外の世界など一度も見たこと無かった。自分は死ぬために生まれたのだと教えられ、それでもどうすることもできずに、暗い部屋で一人で泣いていた。……私はあの子を助けると約束して、その証あかしに指切りをして、このリボンを自分の物と交換した」

　──似合う！　サクラ、すっごく良く似合うよ！

　慣なれない髪型に戸と惑まどうサクラの手をとり、少女は大はしゃぎで笑った。サクラがそれまで使っていた白いリボンは少女の物になり、少女は自分の髪を器用にまとめて、似合う？　とサクラの前でくるりと回って見せた。

　蝶ちよう結むすびにされた白いリボンが、ふわりと揺れた。

　金きん色いろの髪をポニーテールに結わえて、少女は、はにかんだようにいつまでも笑っていた。

「……私は何もできなかった。あの子に、何もしてあげられなかった」

　息を吐き、背後の青年を振り返って、

「セレスティは、まだデュアルNo.33の所か？」

「え……」真昼は戸惑ったように目を見開き「……うん、そう。あのディーって子が目を覚ますまで寝ないって、昨日きのうの夜からがんばってる」

「……そうか」

　しばしの間。

　真昼はためらうように息を吐き、ぽつりと、

「ねえサクラ、やっぱり、セラの母親の……」

「それ以上言うと、貴方あなたの首を斬きり飛ばす」

　自分でも驚おどろくほど冷たい声が、喉のどから飛び出した。

　サクラは両手を強く握りしめ、鋭するどい視し線せんを青年に向けた。

「あの子の母親のことは確たしかに気の毒だったが、だからといって私は自分の考えを変えるつもりはない。私は最善の選択をした。あのときは、あれが唯一の正解だった。……これは多くの同胞を助けるための正義の戦いだ。私は、一人の死に立ち止まっている訳にはいかない」

「……けどね、サクラ」

「この件に関して、これ以上、貴方あなたと議ぎ論ろんしようとは思わない」

　背筋に冷たい物が走るのを、感じた。

　それを必死に抑え込み、サクラは青年に背を向けた。

「私はカールに最後の連絡を取る。……決戦は今夜だ。あまり無理をしないように、貴方からセレスティに伝えておいて欲しい」
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　頬ほおを撫なでる柔らかい感触に、目が覚めた。

　ディーは闇やみの中にぼんやりと視し線せんを巡らせ、枕まくら元もとに立つ少女の姿に気付いた。

「……セラ？」

「ディー……くん……」

　驚おどろいたように目を見開いたセラの顔が、みるみるうちに泣きそうに歪ゆがむ。汗を拭ぬぐってくれていたのだろうタオルが、少女の手から滑すべり落ちる。細い肩が震ふるえ、青い瞳ひとみに涙が盛り上がり、少女は「ディーくん！」と叫ぶなりベッドの上の少年に飛び付く。

　ディーはとっさに小さな体を抱きとめ、腕を走る痛みに顔をしかめ、

「……っつ……」

「ご、ごめんなさいです！」

　セラはあたふたと飛とび退のき、ベッドの脇わきで所在無さげに視線をうつむかせる。シーツの上に落ちたタオルを拾い上げて洗面器につけ、きつく絞っておそるおそる少年に差し出す。

「えっと……汗、拭ふかないと……」

「あ……そ、そうだね」

　包帯でぐるぐる巻きになった腕を伸ばし、ひやりと冷たいタオルを受け取り、そこでようやく気付いて見覚えのない病室の天てん井じようを見上げ、

「ねえセラ。ここ、どこ？」

　しばしの沈ちん黙もく。

「第六階層の下のほうにある、小さな町です」

　セラは小さな声で答え、唇をかんで、

「……『賢人会議Seer's Guild』が助けた魔ま法ほう士しの子達が、暮らしてます」

「それって……」

　ベッドの上に身を起こし、少女とまっすぐに向き合う。

　大きく深呼吸して頭の中を整せい理りし、

「セラ。落ち着いて説明して。ぼくが寝てる間に……違う、最初にモスクワ軍に襲おそわれてぼくが捕まってから、いったい何があったの？　どうしてセラが『賢人会議』の中にいるの？」

「……はい」

　セラは唇をかんだままうなずき、ぽつり、ぽつりと、これまでのことを話し始めた。




「……そう」

　壁かべに掛けられた時計の針が、静かに時を刻んだ。

　ディーは息を吐き、足に掛けられた毛布の上で両手を組み合わせた。

「じゃあ、脱出作戦は、もう今夜なんだね」

「はい、です……」

　枕まくら元もとの椅い子すに座ってうつむいたままセラがうなずく。傍かたわらの机から携帯端末を取り上げ、ファイルを呼び出してディーの目の前に差し出し、

「これが作戦のスケジュール。ディーくんはわたしと一いつ緒しよに、第二階層に行きます。……体、大丈夫ですか？　歩けますか？」

「ん……」ベッドの上で足を動かし、痛みを堪こらえて「大丈夫、歩くだけなら何とかなりそう」

「良かったです」セラは安あん堵どの息を吐つき「このままディーくんが起きなかったら、わたしが運ぶ予定だったんです」

　そうなんだ、とディーは笑い、視し線せんをふと部屋の隅に向ける。

　小さなテーブルの上に置かれた、二本の、細長い物体。

　白と黒の、双ふた子ごの騎き士し剣けん。

　それに気付いた瞬しゆん間かん、時間が止まった気がした。

「ディーくん？」

　セラは怪け訝げんそうな声を上げ、振り返って少年が見つめる視線の先に気付き、

「あ──」その顔から瞬時に血の気が引き、少女はテーブルに駆け寄って背中に庇かばう格好で両手を広げ「ち、違うんです！　あの、これ！　祐ゆう一いちさんが持ってきて！」

　今にも泣き出しそうな顔で、声を張り上げる。

　ディーは、その姿をじっと見つめ、

「……いいんだよ、セラ」

　力の無い笑えみが、口元に浮かんだ。

「ぼく……人を、殺したんだよね？」

「ディーくんは悪くないです！」

　少女の涙声に、ゆっくりと首を横に振る。

　両手を目の前に広げ、静かに見つめる。

　その手が血にまみれている気がして、吐き気がこみ上げる。兵士の頭を刺し貫いたあの瞬間の重い感触が蘇よみがえり、右手が小刻みに震ふるえる。いつかの夢で見た血の海の幻が目の前に浮かぶ。数え切れないほどの人の死体が、赤黒い闇やみの中を流れていく。

　ディーは、大きく息を吸い込み、吐き出した。

　心の中に渦巻くそれらのすべてを、力ずくで抑え込んだ。

「……セラ」震ふるえる右手を左手でシーツに押さえ付け「その剣、こっちに持ってきて」

「え……？」

　泣なき濡ぬれた少女の顔が、驚きよう愕がくの形で凍り付く。

　セラは視し線せんだけでテーブルの上の騎き士し剣けんを振り返り、いやいやと首を左右に振り、

「ダメ……です……」

　呟つぶやき、自分の声に後押しされるように一歩、足を踏み出す。

「……ダメです……ディーくんはもう……剣を持っちゃダメです」

　ゆっくり、ゆっくりと、ベッドに向かって歩み寄る。

「……そんなことしなくても、わたしがディーくんのこと守ります。敵が来たらやっつけます。誰だれかが戦わないといけないなら、わたしが戦います。今までディーくんが傷付いてきた分だけ、わたしが代わりに傷付きます。だから……だから、ディーくんは戦わなくて良いんです！　ディーくんはもう、誰も殺さなくて良いんです──！」

　ベッドの前で顔をうつむかせ、肩を震ふるわせ、小さな拳こぶしを握りしめ、声を枯らして叫ぶ。

　その姿に、胸が暖かくなるのを、ディーは感じた。

　右手の震えは、いつの間にか止まっていた。

「……セラ」

　少女の頭に手を伸ばし、金色の髪をそっと撫なで、

「モスクワ軍に捕まってる間にね……話をしたんだ」

　え？　とセラが顔を上げる。

　ディーは足に掛かった毛布を押しのけ、ベッドの縁ふちに座って少女と向かい合った。

「ぼくが捕まったあのときに、ぼくを倒したモスクワ軍の魔ま法ほう士し。元ウィザーズ・ブレインファクトリー所属、実じつ験けん訓練生『幻影イリユージヨンNo.17』。……あの人ね、ぼくやクレアと同じようにマサチューセッツの工場で生まれた、兄さんなんだ」

「……にい……さん？」

　セラは服の袖で目元を拭ぬぐい、ぐずっと鼻をすする。

　ディーは「うん」とうなずき、手招きで自分のとなりを示して、

「人間嫌いで怖い人だってクレアに聞いてたんだけど、実際に会ったら全然違ってね。明るくて、モスクワ軍の人たちにも信頼されてて、『シティが無事ならおれはどうなってもいい』なんて本気で言う人になってて、びっくりした」

　セラはおそるおそるというふうにベッドに乗り、縁にちょこんと腰掛けて上目遣いにディーを見上げる。

「あの人の体ね、傷だらけなんだ」ディーは少女にちらりと視線を向け、自分の手をじっと見つめて「大きいのとか小さいのとか、古いのとか新しいのとか。下へ手たしたら死んでるような大おお怪け我がもたくさんあって、それが何個も重なってるせいで再生処置でも治せないぐらいぼろぼろになってて。……それでもあの人は戦ってる。ぼくなんか足下にも及ばないぐらい厳きびしい訓練を毎日続けて、自分の『人間の部分』をぎりぎりまで鍛きたえて……セラも見たでしょ？　ぼくがあの人と戦った所。あの人の強さはＩ－ブレインの能力じゃない。たくさん血を流して、自分を鍛えて、人間として強くなった物なんだ」

　無む意い識しきに両手を膝ひざの上で組み合わせ、

「敵かなわないって、思った。祐ゆう一いちさんに初めて会ったときも『強い』って思ったけど、幻影イリユージヨンNo.17の強さはそれとはぜんぜん別の物だった。ぼくは、どうすればあんなふうになれるんだろうってずっと考えてて……でも、あの人と何度も話して、少しだけど分かった」

　うつむいていた視し線せんを、ゆっくりと上げる。

「あの人の頭の中には『自分』がいない。自分の命とか損得とか、そんな物が初めから計算に入ってない。だから、誰だれかを殺さないといけないなら自分の手を汚すし、誰かが死なないといけないなら自分が犠ぎ牲せいになろうとする。……自じ暴ぼう自じ棄きっていうんじゃない。自分が大切だっていうことはちゃんと知ってて、でも、心の中にそれより大切な物を別に持ってる」

　部屋の隅、テーブルの上に置かれた騎き士し剣けんを見つめる。

　それが幻影No.17の強さ。

　死ぬ覚悟、殺す覚悟。今の自分に欠けている物。

「だから、上う手まく言えないけど……ぼくも、守りたい物があるのなら、そのために自分の全部を賭かけなきゃダメなんだと思う」

　セラの小さな体が、びくりと震ふるえる気け配はい。

　ディーは少女に向き直り、青い瞳ひとみをまっすぐに見下ろした。

「……あの人に言われたんだ。ぼくはいつか、自分か、セラか、別の誰かか、どれかの命を選ばないといけないときが来るって。その覚悟を、いつでも持ってなきゃいけないって。……たぶん、今がそのときなんだと思う」

「……だから、戦うんですか……？」

　セラの声に、再び、涙の色が混ざる。

　少女はまっすぐに顔を上げ、射殺さんばかりにディーを睨にらみ付けて、

「だからディーくんは、これからも人を殺すんですか──？」

「……本当はね、まだ、良く分からないんだ」ディーは、その視線を正面から受け止め「この次に誰かを斬きらないといけなくなったとき、本当に斬れるか、殺せるか、そのときになってみないと分からない。もしかしたらできないかも知れない。体がすくんで動けなくなるかも知れない。……でも、その敵がセラを殺そうとしたら、ぼくはちゃんとそいつを殺せる。それだけは約束できる。やっと分かった。ぼくは──」

　そうして、ディーは笑った。

　ゆっくりと手を伸ばし、セラの柔らかな頬ほおに触れ、

「ぼくはたぶん、自分より、セラのほうが大事なんだ」

「……ディー……くん……」

　青い瞳ひとみに、涙があふれる。

　幼いながらに整ととのった顔がくしゃくしゃに歪ゆがみ、紅こう潮ちようした白い頬を涙が伝い落ち、セラは弾はじかれるように立ち上がり、両腕をディーの背中に回し、

「ディーくん──！」

　柔らかな感触が、唇に触れた。

　気が付いたときには、泣なき濡ぬれたセラの顔が、すぐ目の前にあった。

　ただがむしゃらに唇を押し付けるだけの不器用なキスを、ディーは呆ぼう然ぜんと受け止めた。セラは唐とう突とつに唇を離はなすと、そのまま、ディーの胸にすがり付いて泣き出した。

「……ごめんなさい……ディーくん……ごめ……ごめんなさい、です……」

　とぎれとぎれの嗚お咽えつに、少女の声が混ざる。

　泣き声は止やまない。

　ディーは小さなその体を抱きしめ、目を閉じた。




（コンディションチェック終了。騎き士し専用剣型デバイス『陰いん』、全システム正常に稼か働どう）

　額ひたいの裏側の表示窓に、メッセージが浮かび上がった。

　ディーは修復された騎士剣を鞘さやから引き抜き、闇やみの中にかざした。

「……大丈夫ですか？　ちゃんと動きますか？」

　閃ひらめく刃やいばの動きをぼんやりと見つめていたセラが、小さく首をかしげる。少女はディーの膝ひざの上に座って、ポニーテールが揺れる背中をディーの胸に預けている。ようやく落ち着いたのか涙は止まっているが、ときどき思い出したように、すんすんと鼻を鳴らしている。

「大丈夫、どこもおかしく……」

　おかしくない、と言いかけて、柄つかの所で視し線せんが止まる。騎士剣の制御中ちゆう枢すうである結晶体が埋め込まれている場所に、見覚えのない物を発見する。もともとその場所に象ぞう眼がんされていた黒い結晶体は全体の四分の一ほどが円まるく欠け、その足りない部分を補うように、透明な緑みどり色いろの結晶体が新たに埋め込まれている。

「あ……」視線に気付いたのかセラが声を上げ「それ、修理したって祐ゆう一いちさんが言ってました。……ディーくんの騎士剣は完全に壊こわれちゃってて、刃の所は一から作り直せたけど制御中枢の結晶体はここの設備じゃ直すのは無理で……だから、別な剣の制御中枢を付け足して、壊れた機き能のうを補ってるんだって」

「別な剣の制御中枢で？」

　二つの結晶体が組み合わさってアクセサリーのようになった柄つかに指を這はわせる。本当にそんなことができるとしたら、シティの技術者も顔負けのものすごい技術のはずだが、

「え、でも、別な騎き士し剣けんって？」

「わたしも良く分からないですけど、祐ゆう一いちさんが持ってきてくれたみたいです」セラは背中を預けたまま首だけ振り返ってディーの顔を見上げ「祐一さんは、自分が昔使ってた剣の物だって……」

「祐一さんの？」

　両手で剣の柄を握りしめ、目を閉じる。騎士剣とＩ－ブレインの接続を丹念に調しらべてみると、確たしかに、通常の『陰いん』とのアクセス経路とは別に、もう一つ別な経路が存在していることが分かる。

　脳内でコマンドを飛ばし、接続チャンネルをそちらに切り替え、

（『森羅SHINRA』制御文法二Restrain-Protcol・七一版Ver2.71）

　……何だ、これ。

　見たこともない文法プロトコルで書かれた制御文を前に、内心で首を捻ひねる。基本的なシステムはディーが普ふ段だん使っている騎士剣と同じらしいのだが、使われている単語や表記法が違うせいでどうにも扱いづらい。

　それでも何とかシステムの表層を探り、身体能力制御の起動コマンドを見付ける。

　かなり高こう機き能のうな騎士剣であることは間違い無さそうなのだが、不ふ思し議ぎなことに自己領域展開用のプロセスがどこにも見あたらない。

　その代わりに、二つ。

　正体不明のプロセスがメインのシステム領域に置かれているのを、ディーは発見した。

（抑制機構一番～七番Restraint1-7──施錠Locked

　殲滅曲線描画機構Armagedon process──休止Sleeping）

「……その剣の名前、『森しん羅ら』っていうんだって、祐一さん言ってました」

　セラの声。

　意い識しきを現実に戻すと、少女は相変わらずディーの胸に背中を預けたままこっちを見上げて、

「祐一さん、その剣を使うときは注意しろって。良く……抑制機構、ですか？　それを解放するときには特に気を付けろって」

「抑制機構？」

　脳内のメッセージに再び意識を向け、これのことかとうなずく。祐一が気を付けろと言うからには本当に気を付けなければならない物なのだろうが、いずれにせよ、『陰』がまともに動く以上はこんな得え体たいの知れないシステムに頼る必要は無い。このややこしい文法に触れることも、この先無いだろう。

　新品同然の姿で蘇よみがえった騎士剣を頭上で一振り、静かに鞘さやに収める。

　と。

「……明日あしたは、やっぱり、戦いになりますか？」

　胸の中の少女が、不安そうに問うた。

「うん……」鞘さやに収まった剣をベッドの脇わきに置き「モスクワ軍は死にものぐるいで脱出の阻止に来るだろうし、メルボルンの自治組そ織しきも協力してる。作戦が上う手まくいって相手の戦力を分散できても、激はげしい戦いになるのは覚悟しないといけないと思う」

「やっぱり……ですか」セラは抱えた膝ひざの上に自分の頬ほおを押し当て「ディーくん……」

「ん？」

「えぇっと……」少女は少し口ごもり、視し線せんをうつむかせたまま「……シティの人と賢人会議Seer's Guildの人と、みんなで仲良くする方法って、無いんですか？」

「それは……」ディーは言葉に詰まり、考え「たぶん……無理だと思う」

「無理……ですか」セラは唇をかみ「でも……でも、みんなでちゃんと話し合えば」

「話し合ってもどうにもならないことだって、あるんだよ」

　少し首をかしげ、セラの金きん色いろの髪に自分の頬を触れさせる。

　膝を抱える小さな手に、そっと自分の手を重ねる。

「シティのマザーシステムは、魔ま法ほう士しの脳を制御中ちゆう枢すうにしないと動かせない。シティの機き能のうを安定させるにはできるだけ高機能なマザーコアが必要だから、魔法士の開発実じつ験けんをやめる訳にはいかない。魔法士の生きる権利なんて話をしだしたら、シティは一日だって動かせない。……一千万人の市民の命がかかってるんだ。今のシステムを変えることなんてできないよ」

「でも……賢人会議の人達だって、仲間の魔法士の人達を守るために戦ってます」

　セラは膝を抱える手に力を込め、

「何もできずに死んじゃう子供がかわいそうだって、シティで暮らしてる人達に生きる権利があるのなら実験室で作られた魔法士にも同じ権利があるって……それは、正しくないんですか？」

「たぶん、正しいんだと思う」ディーは天てん井じようの闇やみを見上げ「けど、シティを守ろうとしてる人達だって、同じくらい正しいんだ。どっちも正しいから話し合っても何も解決しないし、戦いだっていつまでも終わらない。……いい人といい人が戦ってるから、どこまでいってもどこにも正解がない」

　どうすればいいのかは、ディーにも分からない。

　たぶん、答えが出せる人間なんて、この世界のどこにもいない。

「……難むずかしいです」

　ぽつりと、セラが呟つぶやく。

「そうだね」

　ディーはうなずき、少女の体を両腕で強く抱きしめた。

「すごく、難むずかしいね」




　　　　††††††††††††††




　部屋の中央に浮かぶ立体映像ディスプレイに、ノイズが走った。

　壁かべ際ぎわに並んだ十数台の端末に張り付く兵士達の動きが、慌ただしさを増した。

　数秒の間があって、ディスプレイの表示が映像通信の画面に切り替わる。一メートル四方の巨大なディスプレイに、黒髪の少女の姿が大写しになる。兵士の一人が手を上げて準備完了の合図を示し、少女の顔のとなりに、小さな別のディスプレイが出現する。

　兵士達が端末のキーを叩たたくと、数値計算によって合成された人物の上半身がディスプレイに映し出される。

　黒い神父服に身を包んだ、白髪の初老の男。

　メルボルン第一階層の自治組そ織しきの指し導どう者しや、カール・アンダーソン。

『……サクラか』

　合成映像の顔が滑なめらかに動き、声紋分析によって構築された本物とまったく同じ声が少女の名を呼ぶ。ディスプレイの向こうの少女がかすかに表情を和らげ、男の映像に向かってあいさつする。部屋の周囲に置かれた端末がフル稼か働どうし、シミュレーションによって構築された本物そっくりの架空人格が言葉を返す。

　部屋の隅には、ディスプレイに映っているのとまったく同じ顔の、初老の男。椅い子すに座らされて両手と両足を拘こう束そくされ、立体映像ディスプレイを血走った目で睨にらみ付けている。

　数日前まで男の執務室であった部屋はモスクワ軍に占拠され、運び込まれた機き材ざいと配はい線せんケーブルで足の踏み場も無い状態になっている。

「まあ、んな怖い顔せんと」

　ディスプレイの真下に佇たたずんでいたジャケット姿の少年が、おどけたように両手を上げて男の視線に応こたえる。兵士達がせわしなく行き交う室内に視線を巡らせ、端末の一つに近付き、

「どないですか？　逆探知の具合は」

「……残念ながら」振り返った兵士の一人が首を横に振り「よほど巧妙なジャミングを仕掛けているのでしょう。解析には少なくとも、あと一日は必要です」

「ま、それはしゃーないですわ」少年は気にしたふうもなく端末を覗のぞき込み「で？　連中の作戦案のほうは？」

「そちらの解析は完かん璧ぺきに」となりの端末を操あやつっていた別な兵士が声を上げる。「これまでの二回の通信で、必要な情報はほぼ百パーセント聞き出せました。……やはり本物が目の前にいると、数値合成の仮想人格もデキが違います」

「ごくろーさんです」少年はそちらの端末に視線を移し、一つうなずいて「これやったら十分です。後は、上う手まいこと罠わなを仕掛けるだけ。……アジトの場所なんか解析できんでも、明日あしたのうちに片が付きますわ」

　ぐるりと手首を回し、両手の人差し指と中指の関節を鳴らして、

「ほな、こっちも、いっちょ作戦開始といきましょーか」




　　　　††††††††††††††




　そうして、最後の夜が、静かに訪れた。




　　　　††††††††††††††




　街頭につり下げられたデジタル時計が『十月十日午後十時』を示していた。

　夜間照明の闇やみに沈む第四階層の大通りを行く、一つの影かげがあった。

　黒いロングコートの裾すそをはためかせ、舗ほ装そうタイルの道に静かに歩を進める。短く揃そろえた黒髪を風になびかせ、ミラーシェードに隠された両目で遙はるか前方、階層間バイパス道の入り口を見据える。

　眠りの底にある第四階層の町に、動く者の姿は無い。

　その静せい謐ひつに足音を響ひびかせ、男は町を横切り、模造品の木が立ち並ぶ広場を抜け、バイパス道を塞ふさぐ巨大な隔かく壁へきの前で立ち止まる。

「……ん？」脇わきの小さな詰め所でうたた寝していた老人が顔を上げ「あー、あんた、そこはダメだよ。テロリストをいぶり出すんだとかで、第三階層上の連中が塞いじまった」

　バイパス道の警けい備び員へいと思おぼしき老人は寝ぼけた顔でへらへらと笑い、手にしたウイスキーか何かのボトルをあおり、

「ま、うちの町には関係無いがね」

　男はその言葉には応こたえず、自分の身長ほどもある長大な袋を目の前に掲げ、口くち紐ひもをほどいた。

　するりと、袋が外れる。

　闇の中に現れていくその姿に、老人の顔から笑いが消えた。

「あんた……そりゃ……」

　男は袋を放り捨て、手にした物体を体の前でぐるりと回転させる。精せい緻ちな細工が施ほどこされた柄つかに手を掛け、もう片方の手で鞘さやをつかんでゆっくりと引き抜く。柄に象ぞう眼がんされた赤い結晶体がかすかな光を放ち、紅べに色いろの長大な刀身が街灯の淡い光を弾はじく。

「──ご老人」

　凍えた空気を切り裂く、声。

　それが目の前の男の物だと老人が気付いた瞬しゆん間かん、男は騎き士し剣けんを頭上に構え、

「離はなれたほうが良い。ここは、今から戦場になる」

　光は一いつ閃せん。老人が瞬まばたきしたときにはすでに、頭上に掲げられていたはずの剣は足下の地面すれすれ、完全に振り下ろされた体勢にある。目を見開く老人の前でバイパス道を塞ふさぐ高さ十メートルの隔かく壁へきが震ふるえ、ちょうど男が斬きったであろう位置に、人が一人通れるほどの穴が出現する。

　老人は声を上げかけ、すぐにそれに気付いて、詰め所を飛び出して立ち木の陰に逃げ込む。

　砂のように崩れ落ちる隔壁の向こうで、整せい然ぜんと隊列を成す無数の銃口。

「用意が良いな」

　男が呟つぶやき、剣を正せい眼がんに構える。

　──鳴なり響ひびく銃声。

　戦せん闘とう開始を告げる、合図だった。
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「……さってっと」

　軍の通信網を介して流れ込んでくる膨ぼう大だいなデータが、携帯端末の小さな画面を埋めた。

　真ま昼ひるは第二階層の外れに建てられた廃はい屋おくの陰に座り込み、膝ひざの上に一台、地べたに別に三台端末を並べて、両手の指を小さく鳴らした。

「祐ゆう一いちは第三階層と第四階層を繋つなぐバイパス道付近で交戦を開始。敵部隊の大部分は第三階層に向かって移動中。経過はすべて順じゆん調ちよう、っと」

　呟く間にも手は止めず、タッチパネルに指を滑すべらせる。目の前に小さな立体映像ディスプレイを表示させ、第二階層を構成する三つの空洞の一つ、直径十キロ近い広大な町の立体地図を呼び出す。手元の端末には、第二階層の全域に張り巡らされた監かん視しカメラの複雑な配はい線せん構造を表示。両者を見比べながら指はさらに別な端末を操あやつって、裏から乗っ取った監視システムの制御中ちゆう枢すうを走査する。

　町の至る所に配置された数百台のカメラ。本来は敵がこちらの動きを監視するために設置されたそれを逆に操って敵の部隊の行動をトレースしつつ、敵側の監視モニターには偽のデータを流し込んでこちら側の戦力の動きを隠す。

　すべてのデータを一度に書き換えたのでは、ハッキングを敵に悟られる危険がある。

　だから、第二階層の各地に潜せん伏ぷくしている仲間の現在位置とカメラの動きを絶えず見比べながら、必要なときに必要なタイミングで必要なだけの疑似データを流し込んでいく。

　立体地図上をばらばらに動いている十九個の白い点は、それぞれ四人から五人一組で構成された子供達のグループ。周囲に点在する赤い点は町の各地に配置された自治組そ織しきの警けい備び兵へいで、それぞれの点は四人単位で構成された兵士の一小隊を表す。いくつかの赤い点はすでに、戦闘能力を完全に奪ったことを示す×印が上書きされて動かなくなっている。

　町の中ほど、大通りからもバイパス道からも離はなれた一帯を移動している緑の点はディーとセラ。怪け我がの影えい響きようでまともに戦せん闘とうをこなすことができない少年を少女がかばう格好で、二人は敵の警けい戒かいが比較的手て薄うすな地域を動いている。

　そこから少し離れた位置、町の中心近くに表示されてる青い点はサクラ。少女は敵のもっとも密集している地域で戦闘を行いつつ、どこかで仲間が危き機きに陥った際にはすぐに駆け付けられるよう、こちらからの通信に常に注意を向けている。

　無数の点がうごめく、ワイヤーフレームで描かれた第二階層の町。

　真ま昼ひるは片手で端末を操あやつりつつもう片方の手を伸ばし、それらの点からさらに離れた場所、町の外れにぽつりと表示された緑みどり色いろの点を指で弾はじく。

「……月つき夜よ、そっちの状況はどう？　軍の動き、おかしかったりしない？」

　襟えり元もとの通信素子を引き寄せ、声を掛ける。通信素子からの信号入力を検知した携帯端末が音声を暗号変換し、第二階層の有ゆう線せん通信網を介して、町外れのその地点までメッセージを届ける。

『……そっちで把握してるデータのとおり。静かなもんだわ』

　ノイズ混じりの声。

　高層建築の屋上から町全体を監かん視ししているはずの月夜は、通信素子の向こうで数秒沈ちん黙もくし、

『とりあえず今のところは、こっちの動きに気づいたやつは一人もいないみたい。……モスクワ軍の魔ま法ほう士しがぜんぜん見あたらないのがちょっと気になるけど、それ以外は特に』

「りょーかい」真昼は、見えないと知りつつ通信素子の向こうの姉に向かって手を振り「けど、ありがと。最後まで付き合ってくれて。……ほんと言うと、月夜はぜったい、途中でこの仕事から手を引くと思ってた」

『んなこと言ったって、仕方無いじゃない』月夜はむくれた声で『わたしが、気に入らない、って仕事降りても、真昼は自分一人で危ないことばんばんやっちゃうに決まってるんだから』

「や、一人はさすがに不安だからね。僕も降りたと思うよ、この仕事」

『嘘うそばっかり』はぁ、というため息の音。『真昼って昔っからそうよね。わたし思うんだけど、錬れんの肝心な所で後先考えない性格って、ぜったい真昼に似たのよ』

　ひどい責せき任にん転てん嫁かだなあ、と真昼は笑う。

　月夜はかすかな笑い声でそれに応こたえ、

『……で？　結局何なの？　あんたがあの子の生みの親の一人だってのは分かったけど、だからってここまであの子に肩入れする必要なんかあるの？　……それともあれ？　責任でも感じてる訳？　自分の作ったシステムが無ければあの子はこんなふうに戦ってないんじゃないか、とかそんな感じで』

「責任……って言うのかな。こういうのは」真昼は眉み間けんにしわを寄せ、少し考え「……ごめん。本当に自分でも良く分からないんだ。どうして自分がこんな危ない橋を渡ってるのか」

　片手ではせわしなく端末を操あやつりつつ、もう片方の手を口元に当てる。これまでも何度か考えてみないでは無かったが、自分がなぜここまであの少女のことを気にかけているのかはさっぱり分からない。

　魔ま法ほう士しを助けたい、というあの子の理想に共感している部分は確たしかにある。

　月夜の言うとおり、生みの親の一人として責任を感じている、という面は無いでも無い。

　だが、今の自分の行動の根っこにある物は、そういう物とはまったく違う別な何かのような気がする。

『……ま、いいわ。自分で分かんないなら、そういうことにしといたげる』

　通信素子の音声に、ざっとノイズが走る。

　立体地図上の緑の光点が、高層建築の屋上から移動を開始する。

『じゃ、わたしもそろそろ移動するわ。真ま昼ひるは祐ゆう一いちに連絡よろしく』
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（呼Call：電でん磁じ気き学がく・電磁場制御・『銃身』）

　帯電した空間を走るかすかな電光が、路地を満たす闇やみを一いつ瞬しゆんだけ照らした。

　放たれた四本のナイフは、百メートル先の角に立つ兵士四人の頭部を、正せい確かくに捉とらえた。

　兵士達は一度だけ小さくその体を痙けい攣れんさせ、手に構えた銃を取り落として崩れるように地面に倒れ伏す。脳内からプログラムを呼び出して周囲の空気分子の動きを固定し、銃が舗ほ装そうタイルに跳ねる鈍にぶい音を遮断する。

　足音を殺して駆け寄り、兵士達の亡なき骸がらを避けて、その先の路地を覗のぞき込む。

　肩を寄せ合って震ふるえている子供達の姿に、安あん堵どの息を吐つく。

「怪け我がはないか？」

　子供達が弾はじかれるように顔を上げ、その顔がみるみるうちに泣きそうに歪ゆがむ。飛び付いてくる五人の子供を順番に抱きとめ、「大丈夫だ」と頭を撫なでる。

　路地の奥には、倒れ伏したまま動かない、男の姿。

　傍かたわらに剣が転がっているところを見ると、おそらくは自治組そ織しきに所属している騎き士し。

「……殺したのか？」

　子供達がいっせいに首を振り、一人が「叩たたいたら気絶したの」と答える。その子が人形使いだったことを思い出し、おそらくはゴーストの腕で攻こう撃げきしたのだろうと納得する。近寄って男がまだ生きていることを確たしかめ、とどめを刺そうとしてふと子供達の視し線せんに気付く。

　小さく息を一つ、ポケットからノイズメイカーを取り出し、男の首に押し当てる。

　ついでに、目を覚ましたときの用心に、両手と両足と口を男自身の服で拘こう束そくしておく。

「……真昼。一つ潰つぶした。処理を頼む」

　襟えり元もとの通信素子に声を掛けると、『りょーかい』とのんびりした声が答える。兵士達の死体の傍そばに戻り、軍服をあさって通信素子を見付け、外がい套とうの裏から携帯端末を取り出して接続端子を通信素子に繋つなぐ。すぐに真ま昼ひるの携帯端末からデータが送り込まれ、兵士の通信素子が定時連絡用の信号を発信し始める。これで見かけ上、この部隊はまだ生きていることになる。

「……私は、他ほかの場所の部隊を倒しに行かなければならない」

　立ち上がり、子供達一人一人の顔を順に見下ろして、

「ここからはまた貴方あなた達だけになる。心細いだろうが、がんばって欲しい」

　涙でべたべたになった顔を拭ぬぐって、子供達がうなずく。

　サクラはうなずき返し、身を翻ひるがえして駆け出した。

　そうやって十分ほど戦せん闘とうを続けるうちに、『目的地に到着した』という報告が通信素子の向こうの子供達から入り始める。到着の報告は一つずつ増えていき、ほど無く、最後の部隊が目的の集合場所に辿たどり着く。

『サクラ、そろそろ』

　ノイズ混じりの、真昼の声。

　分かっている、と答えを返し、サクラは移動を開始した。

　すえた臭においが漂う路地を抜け、バイパス道前の広場にほど近い一帯に辿り着く。崩れかかった高層建築の裏手に入り、軋きしんだ音を立てる扉を押して中に身を滑すべり込ませる。

「──サクラ！」

　だだっ広いホールのような空間に座り込んでいた子供達が、少女の姿に声を上げる。いちばん手前の女の子が立ち上がり、サクラに駆け寄るなり首にしがみ付いてくる。震ふるえる女の子を抱き上げ「大丈夫だ」と頭を撫なでる。子供達は次々にサクラの周囲に寄り集まり、誰だれも彼もが半分安心、半分不安という顔でこっちを見上げる。

　無理も無い。

　この子達にとってはサクラの手を借りずに自分達だけで行動することも、銃を持った兵士や魔ま法ほう士しと戦うことも初めてだったのだから。

「みんな、よく我慢した」

　子供達の顔を順番に見渡し、九十四人、一人の間違いもなく集まっているのを確かく認にんして、

「ここまで来れば後もう一息、この先の検問所を突破するだけだ。貴方達にとっては生まれて初めての戦い。怖いだろうと思うが、もう少し我慢してもらいたい。……心配しなくても、貴方達はみな、一般の兵士達より強い。いつもの訓練のとおりに動けば問題は何も無い。私もついている。どうか、自信を持って欲しい」

　子供達は真剣な顔で、こくこくとうなずく。サクラは「大丈夫だ」ともう一度子供達を見渡し、視し線せんをちらりとホールの端に向ける。

　崩れかかった柱の陰に座ってディーの足に包帯を巻き直していたセラが、顔を上げる。

　視し線せんが合った瞬しゆん間かん、少女は顔を強こわばらせて目を伏せる。

　胸に、小さな棘とげが突き立ったような痛み。

　それを振り払い、サクラは子供達に向き直った。

「では攻こう撃げきを開始する。──総員、戦せん闘とう準備」
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　防ぼう衛えい部隊を表す光点の一つが、バイパス道の内部でゆっくりと後退を開始した。

　イルは頭上に表示された立体映像ディスプレイの地図を見上げ、息を吐いた。

　……何人死んだかな。

　第二階層の町中に配備されていた兵士、バイパス道の中で戦っている防衛部隊。モスクワには直接関係ないメルボルンの人間だからといって、彼らを使い捨てにしていいなどと考えることはイルにはできない。本当なら犠ぎ牲せい者しやが一人も出ない作戦を立てたかったところ。だが、敵に不信感を抱かせず罠わなに引きずり込むためには、町に配備されている部隊を撤てつ退たいさせる訳にはいかなかった。

　ディスプレイの右隅で、負傷者を表すカウントがまた一つ増える。

　目を閉じ、少しの間、兵士達のために黙もく祷とうを捧ささげる。

　実際に手を下したのは敵だ、などと、くだらない言い訳は口にすまい。

　自分の立てた作戦で人が死んだのなら、その罪の少なくとも半分は、自分が背負うべき物だ。

「──うっし」

　両手で頬ほおをはたいて気合い一発、テーブルの上に投げ出していた両足を勢い良く床ゆかに下ろし、その反動で椅い子すから立ち上がる。

　両手の指の関節を鳴らし、端末が並ぶ室内をぐるりと見回して、

「ほな、いよいよ大詰めと行きましょーか」

　テーブルを囲んでいた八人の魔ま法ほう士しが椅子から立ち上がる。イルを含めて九人。残る十一人の魔法士は第一階層に設けられたこの指揮本部を十五分前に後にし、兵士達とともにすでに所定の配置に付いている。

　本来ならバイパス道の中で仕掛けたいところだが、目的が実じつ験けんサンプルの生け捕りである以上、崩落の危険がある狭いトンネル内での戦闘は避けなければならない。そのため、罠わなを張ったのはバイパス道の出口、連中がもっとも油断するであろうポイント。こちらの主な戦力は第一階層自治組そ織しきの防衛部隊二個大隊。彼らには、数値合成の疑似人格を使って、モスクワ軍に協力するようすでに命令してある。

　唯一の気がかりと言えば、第一階層でのこちらの動きを敵に悟られるのを恐れて、付近の住民を避ひ難なんさせることができなかったこと。

　だから、ここから先の戦せん闘とうは、可能な限り迅じん速そくに終結させなければならない。

「……連れてきました」

　ドアをノックする音があって、兵士が三人、神父姿の男を連れて室内に入ってくる。手て錠じようで両腕を拘こう束そくされた男の背中を銃で押し、魔ま法ほう士し達の前に突き出す。

　この第一階層のかつての指し導どう者しや、カール・アンダーソン。

　男は足をつんのめらせてわずかによろけ、踏みとどまってこっちを睨にらむ。

　兵士の報告では拘束されてからの五日間ほとんど眠っていないということだが、食事に必ず手を付けているところを見ると自じ暴ぼう自じ棄きになっている訳でも無いらしい。大した精神力だ。

「……私に人質の価値は無いぞ。私は魔法士ではない、ただの人間だからな」

　疲労の色を感じさせない、男の声。

「あー、そーいや、そんな気もします」

　イルは叩たたき付けられる視し線せんを涼しい顔で受け流し、

「けど、まるっきり無む駄だいうこともないでしょ。いざというときの弾避けみたいなもんですわ」

　兵士達に視線で合図を送ると、銃を突き付けられた男は再び部屋の外に連れ出される。その後に続くように、暗あん緑りよく色しよくの外がい套とうをまとった魔法士たちが次々に扉に向かって歩き出す。

　イルは椅い子すの背に掛けて置いたジャケットを羽は織おり、その後に続こうとして、ふと視線を頭上に向ける。

　囮おとり役やくの防ぼう衛えい部隊はバイパス道の三分の二以上を後退し、第一階層側の出口に近付きつつある。

「飛んで火にいる……なんやったかな」

　アジアの古い格言を思い出し、夏の虫か、と呟つぶやいて歩き出す。ポケットから鎖くさりのついた十字架を取り出し、首に掛ける。

　これが最後の決戦。あの黒髪の少女にこの先は無い。

　今日きよう、ここで、『賢人会議Seer's Guild』の存在を完全に消滅させる。
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　何かがおかしい。そのことに気付いたのは、バイパス道の防衛部隊をあらかた制圧し終えた頃ころだった。

　サクラは淡いオレンジのライトに照らされたバイパス道をぐるりと見渡し、そこかしこに倒れ伏す自治組そ織しきの兵士達を見下ろした。

　……こんな物か？

　防衛部隊との戦闘は、拍子抜けするほど順じゆん調ちように進行した。入り口の少し奥に陣取っていた第二階層自治組織の兵士数百人は設置型のノイズメイカーを盾たてに陣を敷しき、小口径の荷電粒子砲で武装したフライヤー三台を援えん護ご射しや撃げきに配備していた。兵士達はバイパス道前広場をまっすぐに接近してくるサクラの存在に気付くとノイズメイカーを起動し、機き関かん銃じゆうの一斉掃射を浴びせてきた。

　真ま昼ひるの用意した抗体デバイスは、驚おどろくほど完かん璧ぺきに機能した。

　フライヤーさえ潰つぶしてしまえば、後は簡かん単たんな物だった。

　サクラの指示でバイパス道に飛び込んだ子供達は、それぞれの魔ま法ほうを使って兵士達を圧倒し始めた。シティの魔法士を基準に考えれば遙はるかに能力の劣る子供達とは言っても、その力はＩ－ブレインを持たない一般人とは比べるべくもない。それでも戦せん闘とうに不ふ慣なれな子供達のことだから、あわや銃弾が命中という危なっかしい場面も無いでもなかったが、そういった攻こう撃げきはすべて、隊列の中ほどに位置していたセラが重力の盾たてで防いでくれた。

　氷の銃弾に手足を撃うち抜かれ、足下から生え出した強化コンクリートの腕に打ちのめされ、兵士達は攻撃に押される格好で、バイパス道を奥へ奥へと後退して行った。

　あっけないほど簡単な戦闘。

　それが、少しだけ気になった。

「……真昼。敵の部隊は、本当に第三階層に向かっているのか？」

　外がい套とうの襟えりに取り付けた通信素子を引き寄せ、声を掛ける。

『大丈夫、こっちでトレースできてる。敵の本隊はバイパス道抜けて、そろそろ第三階層に入る頃ころだよ』青年の声。『それより急いで。通信妨害はきっちりやってあるけど、あまり時間をかけ過ぎると第二階層の他ほかの場所に配置されてる部隊に気付かれる可能性がある』

「……そうだな」

　了解した、と通信を切り、目の前に迫った機関銃の弾をナイフの一振りで叩たたき落とす。気の回し過ぎということなのだろう。このまま無事に作戦が進んでくれるのなら、それに越したことはない。

「──サクラ！　出口！」

　左手の壁かべ際ぎわでゴーストの腕を操あやつっていた男の子がはしゃいだ声を上げる。緩ゆるやかなカーブを曲がり終えたバイパス道の先に、唐とう突とつに出口らしき光が出現する。兵士達が目配せを交わし合い、後退の速度が速まる。ここまで来れば問題無い。カールには第一階層自治組そ織しきの兵力を動かして、バイパス道の出口付近を固めるように頼んである。それが上う手まくいっている証拠に、出口の向こうの広場には、完全武装で半包囲態勢を組んだ兵士達が姿をのぞかせている。

　出口まで後ほんの三十メートル。逃げ場を失った敵は次々にバイパス道を飛び出し、待機している第一階層の兵士に拘こう束そくされていく。

　巻き起こる歓声。

　子供達は次々に隊列を崩し、サクラの指示を待たずに我先にと出口に駆け出す。

「ま、待て！　まだ指示は！」

　サクラはとっさに制止の声を上げかけ、ふと表情をやわらげる。その傍そばをセラが横切り、立ち止まって振り返る。

　こっちを見上げて何かを言いかけ、口をつぐんでうつむく。

　そのとなりで少女に体を支えられていた騎き士しの少年が、ありがとうございます、と頭を下げる。「……いや」サクラは少女の頭に手を伸ばしかけ、やめて「ともかく、貴方あなた達を無事に助けられて、良かった」

　二人に背を向けて歩き出す。少し遅れて少年と少女が歩き出す気け配はいを感じ、心の中で安あん堵どの息を吐つく。

　バイパス道を出て、こっちに手を振る子供達に歩み寄る。周囲の兵士に視し線せんを向け、カールの姿がどこかにないものかと探る。

　とたんに、背後で重苦しい音があった。

　振り返った視線の先で、バイパス道の出口が、分厚い隔かく壁へきに閉ざされようとしていた。

『……サクラ、聞こえる？』

　襟えり元もとの通信素子から真ま昼ひるの声。

「聞こえている。こちらは無事に第一階層についた。貴方も」

『第三階層に向かってた敵本隊の反応が消えた』

　一いつ瞬しゆん、何のことか分からなかった。

　サクラは呆ぼう然ぜんと目を見開き、振り返って、気付いた。

　半包囲態勢を敷しいたまま、銃口をいっせいにこっちに向ける、自治組そ織しきの兵士達。

　その向こうからゆっくりと進み出てくる、暗あん緑りよく色しよくのローブ姿が、全部で十二。

　そのうちの四人が、手にした剣を鞘さやから引き抜く。

「……逃げろ」

　呟つぶやき、自分自身の声で我に返る。

　状況が理解できていない子供達の前に飛び出し、外がい套とうの裏に両手を構え、脳内にコマンドを叩たたき込み、

「逃げろ──！」

　声の限り叫んだ。

　瞬間、それを合図にしたかのように、暗緑色の騎士達が通常の五十倍加速で地を蹴けった。
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　処理失敗を表す膨ぼう大だいな文字列が、携帯端末のディスプレイを埋めた。

　真昼は爪つめが食い込むほど強く拳こぶしを握りしめ、手近な壁かべに力任せに叩き付けた。

　──やられた──！

　沸ふつ騰とうした思考を無理やり押さえ付け、叩き壊こわさんばかりの勢いで膝ひざの上の端末にコマンドを打ち込む。監かん視しカメラの管理システム、モスクワ軍の通信網、第二階層と第三階層の自治組そ織しきの指揮系統──敵の動きをトレースするために利用したありとあらゆるデータを十五秒で走査し、ようやく一つ、偽造の痕こん跡せきを示すほんのわずかなコードの欠落を発見する。

　これまで見ていた、見ていると思っていた敵の本隊の行動記録が、すべて一繋つながりになって偽造データとして隔かく離りされる。

　真ま昼ひるがハッキングに使用するために独自に開発した専用の文法プロトコルを熟じゆく知ちしていなければ到底不可能な、巧妙極まりないデータの偽装。

　敵本隊の位置を示す光点が、第一階層、ちょうどサクラがいる一帯を赤く塗ぬり潰つぶす。

「……月つき夜よ、聞こえる？　今どの辺り？」

『バイパス道の出口の所』トーンを落とした月夜の声。『正規の出口は隔かく壁へきで塞ふさがれてる。換気用のダクト見付けたから第一階層に入るルートは確かく保ほできたけど、のこのこ出てったら百パーセント蜂はちの巣ね』

　バイパス道の外の様よう子すをうかがっているのか、月夜は少し沈ちん黙もくし、

『……で？　どうなってる訳？　あんたがハッキング破られてここまで見事にはめられるなんて、何か大ポカでもやらかしたの？』

「分からないんだ。何がどうなってるのか」

　軽口を叩たたく余裕が無い。答える声がせっぱ詰まっているのが自分でも分かる。

「そりゃ、向こうは第一級の魔ま法ほう士しがあれだけいるんだから、時間をかけて解析されれば僕の暗号プロトコルを突破されるのも分かる。でも、それには例えば僕が教授とか月夜とかとの通信に使った暗号の解除キーとかプログラムのソースとか、そういう元になるデータが……」

　言いさして、はっと目を見開く。唐とう突とつにその可能性に思い至り、口元に手を当てて傍かたわらの壁かべを睨にらみ付ける。

『何？　どうしたのよ』

「月夜……そこにいるの、第一階層の兵士だよね」

『え？　うん、何かそうみたいだけど。そーいえば変よね。あの人達の指揮権はおじさんが……』

　通信素子の向こうで月夜が息を呑のむ気け配はい。

『真昼……ちょっと待って。ってことは何？　あいつら、おじさんを──』

　唐突に言葉が途と切ぎれ、銃に弾丸を込める音がそれに続く。

「うん、たぶん教授を……って、月夜？」

『わたし、助けに行ってくる』

「な……」

　絶句し、我に返って止めようとしたときにはすでに手遅れ。

　銃を構えるかすかな音を残して、通信素子の向こうの音声が途と絶だえる。

「月つき夜よ？　ねえ、月夜！」

　真ま昼ひるは自分の置かれた状況も忘れて大声を上げ、しばし呆ぼう然ぜんと目を見開き、

「くそ……」

　携帯端末をカバンに投げ込み、立ち上がりざま駆け出した。

「祐ゆう一いち！　聞こえる？　状況が変わった。急いで──！」
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　両手につかんだ六本のナイフを、ろくに照準も付けずに抜き撃うつのが精一杯だった。

　四人の騎き士しはサクラの頭上を瞬しゆん時じに飛び越えると、襲おそい来るナイフの軌道を紙一重で回かい避ひ、後方の子供達の前に音も無く降り立った。

　最初の攻こう撃げきで四人の子供達が首に取り付けていた抗体デバイスを破は壊かいされ、ノイズメイカーの電でん磁じ波はにさらされて動けなくなった。次の一秒でさらに四人の子供がそれに続き、そこでようやく他ほかの子供達が異変に気付いた。残された八十六人の子供達は先を争うように広場の外に向かって駆け出し、その行く手を遮るように銃を構えた兵士達はいっせいに引き金を引き、

「危な──！」

　危ない、というサクラの声を遮る、甲かん高だかい金属音。

　飛び出した銀髪の少年が、手にした二本の騎士剣で、雨あられと降り注ぐ銃弾をことごとく弾はじき飛ばしていた。

　舌打ちを漏らす自治組そ織しきの兵士達の背後で、暗あん緑りよく色しよくのローブがすっと右手を掲げる。とっさに子供達に駆け寄ろうとしたサクラの行く手を遮るように、騎士剣の刃やいばが電光のように閃ひらめく。四人の騎士は暗緑色のローブを翻ひるがえし、サクラを四方から取り囲む態勢。もっとも近い一人にナイフを投げ付け、生じた一いつ瞬しゆんの隙すきに騎士達の包囲をかいくぐり、振り返った視界の先に煌きらめく数え切れないほどの空気結晶の銃弾をサクラは見る。

　ローブ姿の炎使いが右手を振り下ろし、放たれた透明な淡たん青せい色しよくの銃弾が、雪崩なだれを打って子供達に襲いかかる。

　とっさに身を翻したディーの足下から強化コンクリートの細腕が数十本出現し、握った拳こぶしを少年めがけて打ち下ろす。攻撃をかいくぐった少年は足の怪け我がにバランスを崩しつつ何事かを叫び、それに応こたえるように子供達の前に巨大な氷の壁かべが出現する。

　子供達の約半数、炎使いの能力を持った四十人が立ち上がり、それぞれ両手を目の前に突き出して周囲の空気分子の動きを固定、半透明な盾たてを生み出している。

　闇やみを裂いて飛来した無数の銃弾がことごとく氷の盾に阻まれ、甲高い音を響ひびかせる。

　安あん堵どの息を吐つきかけたサクラは一直線に突き込まれる騎士剣の刃を受け流し、次の瞬間目を見開く。氷の銃弾を防いで胸をなで下ろす子供達の頭上、数十メートル。いつの間に回り込んだのか別な暗あん緑りよく色しよくのローブ姿が二つ、周囲に千近い氷の槍やりを展開し終えている。

　セラが真っ先に異変に気付き、八個の正八面結晶体を上空に出現させる。放たれた十本の荷電粒子の槍が氷の槍の九割を消し飛ばし、残る一割が子供達めがけて降り注ぐ。

　残る二個のＤ３がその行く手を遮るように出現し、周囲の空間が融とけたガラスのようにゆらめく。重力場の盾たて。サクラがそう理解した瞬しゆん間かん、襲おそいかかった氷の槍は空間の盾に触れる寸前で蒸発、一瞬で体たい積せきを膨ぼう張ちようさせ、水蒸気爆ばく発はつを巻き起こす。

　広こう範はん囲いにわたる爆発は、局所的な重力場の盾では防ぐことはできない。

　巻き起こる悲鳴が、轟ごう音おんにかき消される。

　人形使いの子供達がとっさに足下から舗ほ装そうタイルの腕を生み出して頭上に広げ、絡み合う腕の隙すき間まをくぐり抜けた衝しよう撃げき波はは容よう赦しやなく子供達を打ち据える。

　サクラは何とかそちらに駆け戻ろうとし、その度たびに騎き士しの攻こう撃げきに押し戻されて一歩後退を余よ儀ぎ無くされる。敵の数はいつしか四人から六人に増え、新たに背後に回り込んだ二人の人形使いは無数の強化コンクリートの腕を従えて絶えずサクラの隙をうかがっている。振り下ろされた二の腕を浅くかすめ、切り裂かれた服の隙間から血がにじむ。焦りが募つのる。生み出した氷の鎖くさりで騎士剣を搦からめ捕とり、子供達のほうを振り返る。

　脳のう震しん盪とうでも起こしているのか、ぐったりと動かない子供達に迫る、自治組そ織しきの兵士達。

　ようやく腕の包囲を脱したディーが足を引きずるようにしてそちらに駆け寄り、頭上から降り注ぐ氷の銃弾に動きを封じられる。

　頭を押さえて立ち上がるセラに、周囲から機き関かん銃じゆうの銃口が突きつけられる。

　兵士達は動けない子供達を引きずり起こし、次々に抗体デバイスを取り外していく。

　銃を構えていた一人の手が、ゆっくりとセラに伸びる。

　少女は身を縮ちぢこまらせ、無ぶ遠えん慮りよな男の手が白い首を無造作につかみ、ディーは両手の剣で氷の銃弾を切りとばしつつ一歩踏み出しかけ、サクラは目の前の敵のことも忘れてナイフの照準をその男に向けようとして、




　──甲かん高だかい音とともに、鮮せん血けつが舞まった。

　どこからともなく飛来した銃弾が、兵士の腕を正せい確かくに撃うち抜いていた。




　かすかな銃声は立て続けに三度響ひびき、子供達を引きずり起こそうとしていた兵士が三人、ほぼ同時に銃を取り落とした。同じように子供に手を伸ばしかけていた兵士達が動きを止め、その隙を逃さずにセラが動いた。

　荷電粒子を充じゆう填てんし終えた十個のＤ３が周囲の空間に出現。

　放たれた光の槍が兵士達の手を撃ち抜き、機関銃を弾はじき飛ばしていた。

　ようやく目を覚ました子供達が、頭を押さえて起き上がる。抗体デバイスを破は壊かいされてぐったりと動かない仲間の存在に気付き、近寄って必死に揺り起こそうとする。

　その遙はるか頭上に揺らめく、暗あん緑りよく色しよくのローブが二つ。

　炎使いは周囲に氷の槍やりを展開し、再び攻こう撃げきを放つ体勢にある。

　右腕を振り下ろしかけた炎使いの目の前に、二本の騎き士し剣けんを構えたディーが出現する。右手の剣が氷の槍をまとめて薙なぎ払い、おそらくは情報解体によって構造を維持できなくなった槍が空中に溶けて消滅する。二人の炎使いは風を操あやつって後方に逃れつつ、一人が喉のど元もとめがけて突き込まれる騎士剣『陽よう』の一撃を氷の盾たてで受け止め、その間にもう一人が、ディーの頭上に巨大な氷の塊を生成する。

　容よう赦しやなく落下を開始する、ディーの体を覆おおい尽くさんばかりの氷塊。

　ディーはとっさに剣を振るってそれを情報解体し、衝しよう撃げきを殺し切れずに地表まで落下する。

　着地の衝撃に苦く悶もんの表情を浮かべ、立ち上がりざまこっちに視し線せんを投げる。

「──逃げろ！」

　叫ぶと同時にサクラは跳ちよう躍やく、足下に生成したゴーストの腕で敵騎士の動きをけん制し、後方の人形使いに投とう擲てきナイフを投げ放ちつつ疾走を開始。運動加速を付加された強化コンクリートの腕が騎士の運動加速に匹敵する速度で跳ね回り、その攻撃をかいくぐった騎士めがけてサクラは振り返りざま投擲ナイフを照準する。

　ちらりと向けた視界の先でディーとセラはまだ動ける子供たちをかき集め、広場の外に向かって駆け出す。銃を構えた兵士達がその行く手を遮り、またしても飛来した銃弾が兵士達を次次に撃うち抜く。

　思わぬ援えん護ご射撃の出所を視し線せんでたどり、見上げた先、バイパス道を塞ふさぐ高い隔かく壁へきの上。

　換気ダクトの小さな窓を覆おおい隠す偏光迷彩のかすかな揺らぎを、サクラは認める。

　……天あま樹ぎ月つき夜よ、か？

　ディーとセラは倒れ伏す兵士の死体を踏み越え、炎使いと人形使いの追撃を払いのけ、子供たちを引き連れて第一階層の中心に通じる大通りへと消えていく。サクラはそれを確かく認にんし、足下から突き出した敵側の「腕」をかわして再び跳躍、広場に植えられた模造樹じゆをゴーストの腕に変えてジャンプ台の代わりにし、数十メートル上、第一階層を取り囲む巨大な内壁に設けられた作業用通路の手すりに飛び移る。

　振り返る間もなく、身を翻ひるがえして駆け出す。

　背後でかすかな着地の音。

　四人の騎士と二人の人形使い、それに三人の炎使いがそれに続いた。
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「──ああっ！　ったくもう！」

　第一階層を取り囲む壁かべの内側に設けられた換気ダクトの中。通路に腹はら這ばいになった姿勢で長銃身の狙そ撃げき用ようライフルを構え、スコープを覗のぞき込んで月つき夜よは叫ぶ。潜せん入にゆう作戦用の黒いボディスーツに身を包み、人が一人かがんで通るのがやっとの狭い空間に身を潜ひそめている。

　普通の人間の感覚で考えればでたらめに撃うっているとしか思えないスピードで立て続けにトリガーを引き、一つたりとも逃さずに目標を仕留めていく。

　眼下三十メートル、直ちよく線せん距きよ離りにして二百メートル。自治組そ織しきの兵士達は狙撃者の存在を見つけようと視線を右う往おう左さ往おうさせ、結局こちらの存在を捉とらえられないまま次々に腕を撃うち抜かれて銃を取り落としていく。

　五人倒しては通路の奥に引き返し、別な換気口に移動してまたライフルを構える。常に射撃のポイントを変えることで敵にこちらの位置を捉えにくくする。ガス圧式のライフルがかすかな射撃音を立て、排出された薬やつ莢きようがダクトの冷たい床ゆかに跳ねる。

　スコープの向こうの兵士たちを睨にらみ付け、唇をかむ。

　だから言ったのだ、と思う。

　こんな仕事は断ったほうが良いと。あんな子に関かかわるべきでは無いと。

「真ま昼ひるのバカ……！」

　あのサクラという少女の言っていることが何もかも間違っているとは月夜は思わない。魔ま法ほう士しを助けたいというあの子の理想には、共感を覚える部分もある。だが、あの子の頭の中には自分の戦いによって傷付く者の姿が無い。

　本当に見えていないのか、それとも必死で目を閉じて見ないようにしているだけなのか。

　いずれにしても、どんな理想を掲げて戦っても血は流れ人は死ぬのだという当たり前の事実が、あの子の世界には存在していない。

　それに気付かない限り、あの子の理想は、どこまで行っても独りよがりのきれいごと。

　そんな理り想そう論ろんでは、誰だれも救うことなどできはしない。

　……おじさんも、何であんな子のことを……

　カールの顔を頭に思い描いたとたん、血が上っていた頭が急速に冷えていく。そうだ、今はこんなことを考えている場合ではない。広場での戦せん闘とうは一段落し、セラとディーは子供達を連れて、サクラは一人で、それぞれ第一階層の町の中に消えて行く。

　ひとまずはこれでよし。

　本当ならディーとセラのほうはもう少し手助けしたいところだが、あいにく今の自分にはその余裕が無い。悪いが、あの子たちにはしばらくの間、モスクワ軍の注意を引きつけてもらう。

「おじさん、待っててね」

　排気ダクトの奥に引き返し、狙撃用ライフルを解体してカバンに放り込む。代わりに小型の銃を取り出して、弾倉いっぱいまで弾を込める。

　狭いダクトの中を少し進んで同じように壁かべの中に張り巡らされた管理者用通路に入り、錆さびて壊こわれかかったはしごを伝って第一階層の地表付近まで降りる。適当にあたりをつけて非常扉を開け、小さな建物の裏手、暗い路地に進み出る。

　モスクワ軍がカールを捕え、その指揮系統を利用して自治組そ織しきの兵士を操あやつっているのなら、カールの執務室はおそらくそのまま敵の拠点に利用されているはず。

　子供達を捕えるために魔ま法ほう士しが動いている今、そこの警けい備びは手て薄うすになっているはずだ。

　……行くわよ。

　ボディスーツの表面に施ほどこされた偏光迷彩を起動。息を潜ひそめて路地の角から顔を突き出し、月つき夜よは町の中心付近を目指して駆け出した。

　途中で何度か兵士に鉢はち合あわせしそうになり、その度たびに建物の陰に隠れて様よう子すをうかがう。兵士達は殺気だった顔で銃を構え、通りから通りへと走り去って行く。兵士のほとんどは自治組織の人間だが、中にはときおりモスクワ軍の工作員も混ざっている。彼らは月夜の傍そばを通りかかると足を止め、こっちが潜んでいる路地を少しの間覗のぞき込んでから、怪け訝げんそうに首をかしげてまた別な通りへと走り去って行く。

　十分ほどかかって、町の南東、カールの執務室がある建物にほど近い公園に辿たどり着く。

　公園の入り口に立てられた時計は、『午後十一時五分』を示していた。

　そのとき、公園のとなりの市街地で、悲鳴が上がった。

　そのとき、最初の爆ぼく音おんが巻き起こった。

「……な……」

　土煙を撒まき散らして倒とう壊かいしていく五階建ての集合住家を、月夜は呆ぼう然ぜんと見上げた。逃げ遅れた住民は悲鳴を上げ、ベランダに飛び出したままどうすることもできずに崩壊に巻き込まれていった。

　瓦が礫れきとともに落下していく人ひと影かげは蟻ありの群れのようで、すぐに土煙に紛れて見えなくなった。

　通りに飛び出してそれを見上げていた付近の住民の間から、怒号のような悲鳴が上がった。

　我先にと逃げまどう人の波をかいくぐり、倒壊した集合住家の前に辿り着いた月夜は息を呑のんだ。土煙が立ち込める通りは、対たい峙じする二つの魔法士の集団に挟まれて、すでに戦場と化していた。

　一方は、小さな子供ばかりが三人。もう一方は、自治組織の所属と思おぼしき男が二人。

　戦いの中でセラとディーにはぐれてしまったのか、子供達は互いに身を寄せ合い、目の前の男達を睨にらみ付けていた。

　男の一人が倒壊した住家の残ざん骸がいを見上げ、訳の分からない叫びを上げた。その周囲に氷の槍やりが数本出現し、男はそれを子供達めがけて放った。子供の一人が手を掲げると、足下から生はえ出した巨大な腕が氷の槍を弾はじき飛ばした。別な二人の子供が両手を広げるとその目の前から数百の氷の銃弾が噴ふき出し、もう一方の男が手にした剣でそれをことごとく打ち払った。

　その目の前に、氷の槍を弾いたコンクリートの腕が迫った。

　頭上から振り下ろされる巨大な拳こぶしを、男は紙一重でかいくぐった。

　目標を外した拳は舗ほ装そうタイルの路面を打ち砕き、周囲の建物を激はげしく震ふるわせた。返す刀で翻ひるがえった拳が再び男にかわされ、目標を見失った拳は通りにそって建つ民家の外がい壁へきを打ち砕いた。腕を操あやつっていた女の子が小さく声を上げ、その顔が心なしか青ざめた。男は血走った目を子供達に向け、剣を下段に構えて子供達の前に一いつ直ちよく線せんに走り込んだ。

　炎使いの子供達が悲鳴を上げ、生み出された巨大な氷の槍を男は寸前でかわした。男の身長よりも遙はるかに長大な槍やりは目標を外し、通りの先、集合住家の外壁に深々と突き刺さった。

　──一いつ瞬しゆんの静寂に、爆ばく音おんが続いた。

　エネルギー供給ラインに重大な損傷を来きたしたのか、氷の槍に穿うがたれた一帯からは爆音とともに炎が噴ふき上がり、炎はたちまち三階建ての建物全体に及んだ。

　炎は周囲の民家にも燃もえ広がり、闇やみに沈む第一階層の町を赤く染めた。焦げた臭においが鼻をつき、熱ねつ気きは百メートルほどはなれたこの場所まで押し寄せ、逃げまどう住民の悲鳴をかき消すようにあちこちで新たな爆発が巻き起こった。

　男達は顔を見合わせ、子供達に背を向けて炎に包まれる町に向かって駆け出した。

　子供達は放心したように地面に座り込み、炎に照らされた第一階層の天てん井じようを見上げていた。

「……あんたたち……」

　月つき夜よが声をかけると、子供達がびくりと身を引きつらせる。その瞳ひとみにみるみるうちに涙が盛り上がり、子供達は叱しかられた子供のように泣き始める。反射的にその顔を張り飛ばしそうになり、月夜は拳を握りしめて息を吐き出す。

　襲おそわれたのは子供達のほうであり、子供達はただ全力で応戦しただけなのだと。

　分かっていても、胸に怒りがわき上がるのを抑えられない。

　かすかな爆音を聞いたような気がして、月夜ははっと顔を上げる。これまでとは種類の違う遠雷のような響ひびきに視し線せんを巡らせ、第一階層の外れ、ここから数キロ離れた辺りの天井が、この場所と同じように赤く染まっているのを発見する。

　立て続けに三度の爆音が、それぞれ違う方角から聞こえる。

　爆発が巻き起こっているのが自分達の周囲だけではないことに、月夜はようやく気付く。

「……めちゃくちゃだわ……」

　放心した子供達の体を無理やり引き起こし、背中を押して逃げるよう指示する。天井に照り返す炎の位置から被害の規模を概がい算さんし、血の気が引くのを感じる。火災が発生している地域は直径二十キロにわたって広がるこの第一階層全体のおよそ六分の一、半径四キロのエリアに及んでいる。

　たったの六分の一、ではない。

　そのエリアには、少なく見み積つもっても五万人以上の人間が暮らしている。

　──落ち着け、わたし！

　駆け出しそうになる足をかろうじて押しとどめ、大きく深呼吸して頭を冷やす。落ち着け落ち着けと自分に言い聞かせ、カールが捕えられているであろう建物に足を向ける。ここで自分があの火の中に飛び込んだところで、何ができるという訳でもない。せいぜい、逃げ遅れた住民を二、三人助けるのが関の山。自分にはやるべきことがある。ここで一いつ時ときの感情に流されている場合では、

「──え？」

　唐とう突とつに小さな泣き声を聞いたような気がして、月つき夜よは足を止める。

　こわごわと振り返り、見つめた視し線せんのずっと先。

　炎に包まれ、崩れかかった集合住家の前に、取り残された赤ん坊の姿。

　──ふざけんじゃないわよ！

　理屈も何にもすっ飛ばして、足が勝手に動く。熱ねつ風ぷうに煽あおられる通りを人の流れをかき分けて走り、断続的に降り注ぐコンクリートの欠片かけらを振り払って建物の前に辿たどり着く。泣きじゃくる赤ん坊を抱き上げ、駆け出そうとした瞬しゆん間かん、後頭部に激はげしい衝しよう撃げきを受けて立っていられなくなる。

　ぬるりという感触が、首筋から頬ほおを伝う。

　落ちてきた瓦が礫れきか何かがぶつかったのだろうと、頭の冷静な部分が告げる。

「……マズった……わね……」

　朦もう朧ろうとした頭を必死に振り、立ち上がろうとして失敗する。暗くなっていく視界の端に、崩れ落ちる集合住家の姿がやけにはっきりと映る。本格的にマズいわね、と頭の中で呟つぶやき、赤ん坊を胸の中に抱き込んでかばう。

　巨大な影かげが頭上に落ちるのを感じる。

　まともな思考が働かない。月夜は目を閉じ、それでも逃れようとかすかに足を動かし、




　──意い識しきを失う寸前、誰だれかの腕に抱きかかえられるのを感じた。
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「……ったく」

　炎に包まれる町に、轟ごう音おんが響ひびいた。

　目の前に落下した巨大なコンクリートの塊を見上げ、イルは深々と息を吐いた。

「ほんまぎりぎり、ていうか、おれやなかったら死んでるよな」

　立ち込める土煙を払いのけ、少し離はなれた場所に移動して腰を下ろす。腕の中の女を膝ひざの上に寝かせ、その胸に抱かれている赤ん坊を取り上げる。

「お前もラッキーやな。このお姉ちゃんおらんかったら、最初の石で潰つぶされて死んでるで」

　赤ん坊は、あぶ？　と首をかしげ、すぐに笑ってイルの髪をつかもうとする。「こら、ちょっと大人おとなしくせえ」と赤ん坊を片腕に抱え、膝ひざの上の女を見下ろす。

　口元に手をかざし、とりあえず息があるのを確かく認にんして内心で胸をなで下ろす。

　ボディスーツなど着込んでいるところを見るとカタギの人間でないのは間違いないが、モスクワ軍にもメルボルンの自治組そ織しきにもこんなヤツはいないし、賢人会議Seer's Guildの一員と考えるには行動がいまいち納得いかない。

「血は……一応止まっとるか。とりあえず、命に別状はなさそうやな」

　安あん堵どの息を吐つき、とたんに、女の後先考えない行動に怒りがこみ上げて、

「っつーか、どんだけめちゃくちゃする女やねん、こいつは」

「──イル！」

　機き関かん銃じゆうを構えたモスクワ軍の工作員が二人、通りの向こうから駆け寄ってくる。軽く手を上げてそれに答え、先に辿たどり着いたほうに「ほい、賞しよう品ひん」と赤ん坊を押し付ける。

「この子は？」

「いや、まあいろいろあって……」何となしに頬ほおをかき「とりあえず、助けてもうた以上は、そこらに放り出す訳にもいかんでしょ」

「それは、確たしかにそうですが……」二人の工作員は顔を見合わせ「それで、そちらの女性は？」

「いや、こっちはまあ、もっと訳分からんいうか」

　考えることしばし。

　イルはこの場での説明を諦あきらめ、女を抱えて立ち上がり、

「とりあえず、怪け我がしてるみたいなんで、こっちもどうにかお願ねがいします。なんかややこしいことになったら、おれの客ってことで」

　了解しました、と工作員が手を伸ばす。

　イルは「頼みます」と頭を下げ、女の体を差し出そうとして、




「──その手を離はなせ、幻影イリユージヨンNo.17」




　遙はるか頭上から、声が投げられた。

　とっさに振り仰いだ視界の先に、飾り羽根のような長い髪が躍おどった。炎に照らされた闇やみの中に黒いスカートをはためかせ、少女は瓦が礫れきの山の上に静かに降り立った。

「それは私の仲間だ。返してもらいたい」

　少女は射殺すような視し線せんをイルに投げ、手にした投とう擲てきナイフを構えた。

「そーいう訳にもいかへんなあ」

　イルは笑いを含んだ声で、それに答えた。
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　焦げた空気が外がい套とうの裾すそをはためかせ、肌にじわりと汗がにじんだ。

　サクラは脳内にプログラム呼び出しの一いち覧らん表ひようを展開し、眼下に佇たたずむ白髪の少年を睨にらみ付けた。

　立て続けに足音が響ひびき、サクラを追ってきたモスクワ軍の魔ま法ほう士し達が瓦が礫れきを取り囲む位置に降り立つ。

　一人が「大丈夫か？」と少年に声を掛け、少年は「余裕ですわ」とそれに答える。

　腕に抱えた月つき夜よを兵士に預け、少年がこっちに向き直る。

　ぐったりと動かない月夜の体。

　その首筋の辺りが赤く濡ぬれているのに、サクラは唐とう突とつに気づいた。

「……その人に、何をした」

「何もしてへん、いうかむしろ助けてんけどなあ」

「貴方あなたの戯ざれ言ごとに付き合っている暇はない！」

　右手のナイフを投とう擲てき体勢に構え、左手のナイフの切っ先を眼下の少年に向ける。周囲の魔法士たちがいっせいに身構え、四人の騎き士しがそれぞれ、一歩、前に進み出る。

「……あー」

　あくまでも落ち着いた、少年の声。

「とりあえず、ここはおれひとりで良いですから、みんなは作戦続行してください」

「な……」

　息を呑のむサクラを完全に無視して、少年は他ほかの魔法士達に「頼みました」と手を振る。暗あん緑りよく色しよくのローブをまとった魔法士達がうなずき、サクラに背を向けて町の四方に散っていく。

「ま、待て──」

「おっと、間違えんな。お前の相手はおれや」

　とっさに駆け出そうとしたサクラの行く手を、少年が遮る。ゆらりと胸の前に掲げられた両手が小指と薬指だけを握り込んだ奇妙な型を取り、重心が地を這はうように深く沈み込む。

　月つき夜よの体を抱えた兵士が、路地の角の向こうに消えて行く。

　サクラは一いつ瞬しゆんだけそちらに視し線せんを向け、舌打ち混じりに少年を見下ろす。

「貴方を倒さなければここからは進めない。ということか」

「ま、そういうことやな」

　なるほど、と呟つぶやき、瓦礫の山の頂上から一歩踏み出す。

　モスクワ軍所属、実じつ験けん訓練生「幻影イリユージヨンNo.17」。戦うのはこれで三度目、その能力は未知数。何ができるのか、どんな情報を書き換える力なのか、自分にはまだ何一つ分かっていない。

　それでも、戦えば必ず勝てる。

　これまでの戦せん闘とう記き録ろくが、与えたダメージの数が、サクラにそう教える。

　──あいつと戦うのは危険だよ。

「……世迷い言だ」

　頭に浮かんだ青年の言葉を、一言の下に切り捨てる。

　ゆるやかに地を蹴けり、跳ちよう躍やく。

　少年のどこまでもふざけた顔に照準を合わせ、サクラはＩ－ブレインに命令を叩たたき込んだ。

（呼Call：『銃身生成』）
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　立ち込める黒煙が、町の天てん井じようを覆おおい隠しつつあった。

　ディーは肺に溜たまった熱ねつっぽい空気を吐き出し、崩れかかった壁かべに背中を預けた。

「大丈夫ですか？　足、痛くないですか？」

　となりに座って子供達の頭を撫なでていたセラが、心配そうにこっちを見上げる。少女の気遣いに笑え顔がおで応こたえ、立ち上がろうとして体がよろける。疲労が全身に泥のようにのしかかり、震ふるえ出した膝ひざを両手で無理やり押さえる。

　ますます泣きそうな顔をするセラに「大丈夫だよ」と作り笑いを見せ、子供達に視し線せんを向ける。初めは八十人近くいた子供達は戦闘を繰くり返すうちに散り散りになり、今ではわずか三十一人がディーに従っているのみ。各地で爆ばく発はつが巻き起こっている所を見るとまだ戦い続けている子供達はいるのだろうが、相手はモスクワ軍のトップクラスの魔ま法ほう士しが二十名。今はサクラの相手をしているそいつらがすべて子供達に矛ほこ先さきを向ければ、状況は絶望的なまでに不利になる。

「……行こう。あんまり時間がない。この子達だけでもメルボルンの外に逃がさないと」

　膝を殴り付けて震えを止め、立ち上がって騎き士し剣けんを両手に構える。Ｉ－ブレインのコンディションチェックが、脳内の蓄ちく積せき疲労が危険値を超えたことを告げる。体も頭もとっくに限界。このままでは、遅かれ早かれ敗北が待っている。

「セラはどう？　後どのくらい戦えそう？」

「はっきり分からないです、けど……」セラは立ち上がり、眉み間けんにしわを寄せて「たぶん、Lanceがあと十回撃うてれば良いぐらいだと思います」

「そう……」うなずき、子供達を見下ろして「みんな、苦しいだろうけど、もうちょっとだけがんばって。地上までは後少しなんだから」

　子供達は不安そうに顔を見合わせ、中には泣き出しそうな子までいる。当たり前だ、と自分でも思う。こんなことで元気が出るなら誰だれも苦労なんかしない。祐ゆう一いちならこんなときどうするだろう、イルならどうするだろうと、情けない考えばかりが頭に浮かぶ。

　自分の頬ほおを両手ではたき、「行こう」ともう一度声を上げ、

（高密度情報制御を感知）

　脳内に、そのメッセージが浮かび上がった。

　セラが小さく悲鳴を上げて体を引きつらせ、すぐに子供達も気付いたのか顔を恐怖に歪ゆがめた。見上げた視界の先に暗あん緑りよく色しよくのローブが躍おどり、モスクワ軍の魔ま法ほう士しが次々に五人、ディー達を取り囲む位置に降り立った。

　剣を構えた騎き士しが三人。後の二人は、おそらく人形使いか炎使い。

「……ディーくん……」

　不安に震ふるえた、セラの声。

　それが逆に、心の中から力を奮ふるい立たせる。

「セラ、みんな、構えて」

　両の騎士剣を、目の前で十字に構える。

　セラがうなずき、十個のＤ３が空間の裏側に消える。

　子供達がいっせいに身構え、その周囲に氷の槍やりやコンクリートの腕が出現する。

「行くよ──！」

　叫び、正面の騎士に向かって走り出す。

　同時、暗緑色の魔法士たちが、音も無く動いた。
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（呼Call：運動係数制御・『運動加速』）

　螺ら旋せんを描いて跳ね上がった少年の腕が、喉のど元もとめがけて突き込まれた。

　サクラはその攻こう撃げきをかろうじてかわし、大きく後方に飛とび退すさった。

　三歩の跳ちよう躍やくで五メートルの距きよ離りを稼かせぎ、体勢を立て直したその瞬しゆん間かんにはすでに少年の体が目の前。五倍の加速差を完全に無視して近接した少年は瞬時に体勢を落とし、地を這はうように低い回し蹴げりを放ってくる。

　巨大な鎌かまのように襲おそい来る少年の右足を五倍加速の跳躍でやり過ごし、着地と同時に上体を大きくのけぞらせる。地表すれすれの位置から跳ね上がった少年の左手を紙一重で見切り、同時に脳内に命令を叩たたき込む。

（呼Call：分子運動学・分子運動制御・『弾丸』）

　目の前に出現した空気結晶の銃弾が、雪崩なだれを打って少年に襲いかかる。転げるように身をかがめた少年はその銃弾のほとんどをかいくぐり、かわし切れなかったいくつかが白いジャケットに包まれた腕を捉とらえ、鮮せん血けつを飛び散らせる。

　その間に、サクラは再び後方に跳躍。一息に二十メートルの距離を飛とび退のき、外がい套とうの裏に両手を差し入れて投とう擲てきナイフを構える。

「あーっ！　ったく！」

　少年は右腕ににじんだ血を一振りに払い落とし、両手を腰に当てて、

「お前！　ちまちま逃げ回らんと、もっとこう正面からばーんといかれへんのか？」

「貴方あなたのフィールドで戦う気は毛頭無い」サクラは答え、脳内に電でん磁じ気き学がく制御を展開し「貴方との近接戦せん闘とうが危険だということは、すでに学習させてもらった」

（呼Call：『銃身』）

　電磁場の砲身を目の前に生成し、両手につかんだ六本のナイフを鋭するどい呼こ気きとともに投げ放つ。歪わい曲きよくした電磁場が投げ入れられた投擲ナイフを瞬しゆん時じに加速し、秒速二千メートルの速度を与えて解き放つ。

　襲おそいかかった六本のナイフが少年が存在しているはずの空間を通過し、その瞬間には少年の体は通常の物理法則を一切無視して本来あるべき場所から三十センチ左。

　が、今回はそれも読みのうち。

　少年の出現位置を取り囲むようにすでに展開されていた氷の銃弾が、全方位から少年めがけて襲いかかる。

「っ──！」

　さらにいくつかの銃弾をその身に受け、少年の左足に赤い染みが広がる。流水めいた動きでほとんどの銃弾を回かい避ひした少年は大きく右方に逃れ、左足のケガを押さえて顔をしかめる。

「何が何でも近付かせへん、いう訳か」

「貴方の戦闘能力を考えれば当然だ。悪いが、このまま死んでもらう」

　少年がこちらの防御を無効化する能力を持っている以上、自分からわざわざ敵の間合いに近付いて行くのは愚の骨頂。時間はかかってもこうやって遠えん距きよ離りからダメージを蓄ちく積せきさせるのが最善の選択だ。

　難むずしいことなど何も無い。相手の能力が何であれ、その攻撃手段が近接戦闘に限定されている以上、これで確かく実じつに勝てる。

　とはいえ、状況が切迫している今、この少年一人にいつまでも時間をかけている訳にはいかない。

　サクラは投擲ナイフを構え、今度こそとどめを刺そうと照準を少年の額ひたいに合わせ、

「めんどいこと考えるなぁ、ほんま」

　ほんのかすかな、少年の呟つぶやき。

「あんまし気ぃ乗らへんけど……しゃーないか」

　少年は、はぁ、と息を吐き、両手をだらりと下ろして構えを解いた。

「……何の真ま似ねだ？」

「や、お前がちょっと強過ぎるから、卑ひ怯きような手ぇ使うことにしてん」

　言って、少年は町の南東、第一階層でいちばん高い高層建築の屋上を指さし、

「お前の解析能力やったら見えるやろ。あの建物の屋上や」

「そんなくだらない手に私が乗ると、本気で思っているのか？」

「まあ、そう言うんやったらそれでもええけど」

　言って、少年は思わせぶりに言葉を切り、

「カール、いうたか？　あのおっさん」

「な……」

　思考が止まる。少年の動向を油断なくうかがいつつ、視し線せんをちらりと高層建築の屋上に向ける。網膜が捉とらえた映像をＩ－ブレインが解析し、画像データとしてサクラに伝える。

　息を呑のむ。

　屋上の周囲に張り巡らされた、塗装が剥はげ落ちて錆さびた鉄の欄らん干かん。

　そこにロープで縛しばり付けられた、神父姿の初老の男。

「な？　卑ひ怯きような手やろ？」少年はおどけた笑えみを浮かべ「そーいう訳で、とっとと降伏してくれへんか」

　サクラは拳こぶしを握りしめ、唇をかんだ。

　高層建築の屋上を睨にらみ付け、何度も荒い息を吐き、絞り出すように、

「……それが、どうした」

「いや、だから人ひと質じち……」

「そんなことで私が止まると思っているのか？」膝ひざが震ふるえて座り込みそうになるのを必死に堪こらえ「どうやって私とカールの関係をつかんだか知らないが、見込み違いだったな。私の肩には世界中の多くの魔ま法ほう士し達の運命がかかっている。ただの人間であるカールの命と比べることなどできるものか──！」

　一息に言い放ち、頭の中では必死に考えをまとめる。人質としての価値が無いと分かったところで、連中にカールをわざわざ殺しに行くような余裕は無いはず。今は一刻も早く目の前のこの少年を倒し、カールを助けに行く。

「……あー、やっぱりそーくるんか」

　ため息混じりの声。

　少年は両腕をゆらりと掲げ、構えを取り、

「報むくわれへんなあ、あのおっさんも。お前を守るために、どんな拷ごう問もん受けても何もしゃべらへんかったのに」

「……貴方あなたに、そんなことを言われる筋合いはない」

　答える声が震える。カールが拷問されたというその言葉だけで、目の前の少年を必ず殺そうと心に決める。

「けどまあ、ほんなら気にせんでもええな」

　ゆっくりと身を沈み込ませつつ、少年が呟つぶやく。

「……何が言いたい？」

「いや、大したことや無いねんけど」

　少年は笑い、滑すべるように一歩目を踏み出し、

「あの辺り特に派は手でに燃もえてるから、そろそろあの建物やばいはずやから」

　──今度こそ、心しん臓ぞうが凍った。

　サクラはカールの捕らわれている建物に向かって跳ちよう躍やくしかけ、その行く手を少年に阻はばまれた。

「んな焦らんでも、ゆっくり遊んでいったらええやん」

「貴方あなたに構っている暇などない！」

　叫びとともに突き出した右手のナイフが、少年の左手に弾はじかれる。弧を描いて襲おそい来る蹴けりをかわし切れずに、外がい套とうの胸元が裂ける。鋭するどい痛みが胸に走る。わずかにかすめただけの蹴り。だが今の一撃で、確かく実じつに肋ろつ骨こつにひびぐらいは入った。

「焦ってるなあ。やっぱり気になってるやん、あのおっさんのこと」

「黙だまれ──！」

（呼Call：『踊る人形』）

　足下の瓦が礫れきの山に手を押し当てて巨大な腕を生成。運動加速を付加して騎き士し並みの速度を与え、少年めがけて襲いかからせる。

　少年は不可解な移動によってその攻こう撃げきをことごとくかわし、視し線せんだけで高層建築を振り返り、

「……あ」

　呟き、その顔に驚きよう愕がくの表情を浮かべて、

「あかん……こら、マジでやばいかも知れん」
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　抗体デバイスを破は壊かいされた子供がまた一人、崩れるようにその場に倒れて動かなくなった。

　ディーは歯を食いしばり、両の騎士剣を翻ひるがえして飛んだ。

　暗あん緑りよく色しよくのローブをまとった騎士の一人が剣を構え、十字に切り下ろされた剣をことごとく受け止める。別な騎士が無防備になったディーの脇わき腹ばらめがけて剣を突き込み、寸前でその攻撃をかわしたディーは無ぶ様ざまに地面を転がってかろうじて立ち上がる。

　炎にあぶられ、揺らめく視界の先。

　子供がまた一人、地に倒れ伏す。

　小さな感触が背中に当たる。ちらりと背後を振り返り、セラの姿を認めて安あん堵どの息を吐つく。他ほかに動く者は無いかと周囲に視線を巡らせ、まだ倒されていないのが自分と少女の二人だけだということに気付く。

　心の中に、絶望が広がっていく。

　それを力ずくで押さえ込み、両の騎き士し剣けんを構えてディーは地を蹴けった。

　怪け我がで思うように動かない体を振り回し、正面の騎士めがけて突きを叩たたき込む。あっけなく弾はじかれた右手の『陰いん』を引き戻し、なおも襲おそいかかろうとしたその目の前に、巨大なコンクリートの槍やりが出現する。

　後方に控えた、炎使いの攻こう撃げき。

　とっさに左の『陽よう』を突き出し、それを情報解体する。

　その後方から襲おそい来る騎士の剣を大きく跳ちよう躍やくしてかわし、脳内で『自己領域』の展開プロセスを呼び出そうとして失敗する。

　蓄ちく積せき疲労の限界を訴えるエラーメッセージが額ひたいの裏側に浮かぶ。

　呆ぼう然ぜんと目を見開いた視界の先で、周囲の瓦が礫れきが細かな砂状に分解され、再結合して再び生み出されるコンクリートの槍。

　Ｉ－ブレインの戦せん闘とう予測が『回かい避ひ不可能』という冷れい徹てつなメッセージを告げる。自由落下の過程にある体を何とか動かそうと身をよじり、どうすることもできずに目を閉じようとした次の瞬しゆん間かん、セラの声とともに体にかかる重力が増加し、落下速度が速まる。

　砕けた舗ほ装そうタイルの地面に勢い良く着地し、膝ひざの痛みに顔をしかめ、振り返る。

　目標を大きく逸それた巨大なコンクリート塊の向かう先。

　そこに、第一階層でいちばん大きな、高層建築があった。
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　少年の声に頭上を仰ぎ、サクラは目を見開いた。

　見上げた視界の先、高層建築の中ほどに、巨大なコンクリートの槍が突き立っていた。

　砕けた窓ガラスが光の粉を撒まき散らして闇やみの空に散り、コンクリート塊がゆっくりと抜け落ちる。大きく穴の空いた高層建築が中ほどからかしぎ、エネルギー供給用のパイプが走っている辺りからいくつも小しよう爆ばく発はつが巻き起こる。

　二十数階建ての高層建築全体が大きく傾き、砕けた柱が瓦礫となって地に降り注ぐ。

　ひときわ大きな爆発とともに、建物全体に亀き裂れつが走る。

　サクラは自分でも訳の分からない叫びを上げ、高層建築の屋上を睨にらむ。ゆっくりと傾いていく屋上の端っこで、神父姿の男が静かに目を閉じる。噴ふき上がった炎が瞬またたく間に建物全体に燃もえ広がり、町の天てん井じようをひときわ赤く染め上げる。

　ふいに、男が目を開ける。

　ゆっくりと傾けられた視し線せんが、ちょうど、こっちを見る位置で止まる。

　サクラは息を呑のみ、目の前の敵のことも忘れて崩れゆく建物に駆け寄ろうと足を踏み出す。男は口元に笑えみを浮かべ、ゆっくりと唇を動かす。

　こっちのことが、どこまで見えているのか、男は、サクラ、と少女の名を呼ぶ。

　サクラは声を張り上げ、男の名を叫ぶ。

　その声が男の許もとまで届くはずは無い。

　少女の必死な様よう子すが見えたのか、それとも雰囲気から何かを感じ取っただけなのか。

　男は小さくうなずき、唇を動かして、何か、言葉を──




　……建物全体を巻き込む、激はげしい爆ばく発はつ。

　それが、本当に最後の最後だった。

　炎に飲まれ、四散した男の体は、髪の毛一本さえもこの世に残さなかった。
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　初めて会ったときは、何だか怖い人だな、と思った。

　生みの親に連れられて訪れた、メルボルンの大きな建物。

　あの人は、大きな机の前の大きな椅い子すに座って、静かにこっちを見下ろしていた。

　あの頃ころはまだ、今より少しだけ髭ひげが少なくて、今より少しだけ髪の黒い所が多かった。サクラという名前を告げたら、そうか、とうなずいて、むっつりした顔で、良い名前だ、なんて呟つぶやいた。お前は今日きようから私の娘だと言って、やっぱりむっつりした顔で頭を撫なでてくれた。

　住む家と、毎日の食事と、生きるための知ち識しきと、何より暖かさをくれた人。

　私がモスクワから泣きながら帰ってきたときも、私が魔ま法ほう士しのために戦うと決めたときも、何も言わずにただ頭を撫でてくれた人。

　この世界でただ一人、私が心のそこから信じることができた「人間」。

　ずっと不ふ思し議ぎだった。どうして私に優やさしくしてくれるのか。どうして私のためにいつも労を尽くしてくれるのか。『賢人会議Seer's Guild』として戦うと告げたあの日も、あの人はいつもと同じ顔で、そうか、と言ってくれた。驚おどろく私の頭を撫でて、あの人は、それが親という物だ、と初めて笑った。

　あの人がいたから、私は今日まで戦って来れた。

　惜しみなく注がれる温ぬくもりにどうやって応こたえればいいのか分からず、返せる物など何一つ無かったけれど。

　私は、本当に、あの人のことが好きだった。
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　最後の瓦が礫れきの欠片かけらが地に落ち、第一階層の町に静寂が戻った。

　サクラは、ゆっくりと背後の少年を振り返った。

「……何やねん。その目は」

　両手をゆらりと胸の前に掲げ、少年が一歩後ずさって身構える。この結末に少年自身も驚おどろいているのか、口元に浮かぶ笑えみがぎこちない。

「あのおっさんが死のうが生きようが関係ない……そう言うたんはお前や。全部、お前の望んだ結末やないか」

「……黙だまれ」

　外がい套とうのいちばん奥、一本だけ厳げん重じゆうに固定されたナイフに手を伸ばす。頭に血が上り、視界の端が赤く染まるのに、思考だけが静かに透き通っていく。

　こいつを殺してやる、と。

　その言葉が、すべてを塗ぬり潰つぶす。

（呼Call：制御系・循じゆん環かん処理・『電でん磁じ場ば制御・銃身』）

　目の前の空間に火花が散り、展開された電磁場の銃身が成長を開始する。脳内に生成された『銃身生成』のコピーを無限に取り込んだ銃身は瞬しゆん時じに直径一メートルを超え、なおも成長を続ける。

「それをおれがぼけっと見てると思ってんのか──！」

　少年の体が瞬時に動く。地を蹴けった少年は電磁場の砲身を避けて大きく右側方に回り込み、瓦礫の山を駆け上がってサクラめがけて一いつ直ちよく線せんに襲おそいかかる。

　サクラの口元に、裂けるような笑みが浮かぶ。

　脳内でプログラムの制御部分を書き換え、電磁場の砲身の形状をさらに変化させる。

（呼Call：制御系・調ちよう整せい処理・『電磁場制御・檻おり』）

　目の前に円筒形に展開されていた電磁場が、中央の細い領域だけを残して編あみ目のように四方八方に広がる。空間全体が軋きしんだ音を立て、少年が瓦礫の山の中ほどで足を止める。

　が、すでに手遅れ。

　右手のナイフを細い筒状の中心ブロックに投げ入れ、脳内で撃げき鉄てつを叩たたき落とす。

（呼Call：『天の投網』）

　投とう擲てきナイフの刀身が瞬時に無数の細かな欠片に砕け、張り巡らされた電磁場のレールに乗ってコンマ一秒で秒速五千メートルを突破する。中心ブロックを飛び出した変異銀ミスリルの弾体は周囲に広がる小さな電磁場の銃身によって軌道をねじ曲げられ、全方位三百六十度から少年めがけて襲いかかる。

　雪崩なだれを打って襲おそい来る無数の高速弾体を、少年は不可解な移動手段によって回かい避ひする。が、目標を逸それた弾体は軌道上にある別な銃身に捕らわれて運動ベクトルを強制的に変更され、格子模様のような軌道を銃身から銃身へと飛び移って再度、まったく別の角度から少年めがけて襲いかかる。

　かすかな呻うめきが、少年の喉のどから漏れる。

　少年の胸に突き立った弾体は右肺が存在する位置を容よう赦しや無く貫き、背中に抜けるや反転、飛び散った鮮せん血けつを残像のように散らし、再び少年めがけて襲いかかる。

　無数の弾体は次々に少年の四肢に突き立ち、腕を、足を容赦無く貫き通す。切り裂かれた白いジャケットの隙すき間まから血が滴したたり落ち、スラックスが真まっ赤かに染まる。ぐらりと体をよろけさせた少年はかろうじて踏みとどまって体勢を立て直し、次の瞬しゆん間かん、目を見開く。

　新たなナイフを右手に構えたサクラの体は、サクラ自身にしか認にん識しきできない電でん磁じ場ばの軌道の隙間をかいくぐってすでに少年の目の前、わずか数十センチの位置。

　全身を鮮血にまみれさせた少年は、無数の弾体が描く軌跡に四肢を絡め取られ、もはや指一本動かすことすらままならない。

　これで詰み。

　サクラは右手のナイフを振りかぶり、躊ちゆう躇ちよ無く少年の胸に突き込み、




（警告Alert：一般処理・『攻こう撃げき失敗』）




　ありえない警けい告こくが、脳内に浮かび上がった。

　すべての弾体が目標を見失い、四方の建物に当たって小しよう爆ばく発はつを巻き起こした。

　サクラは呆ぼう然ぜんと目を見開き、自分の腕を見つめた。渾こん身しんの力を込めて叩たたき込んだナイフは少年の胸を深々と刺し貫き、その刃やいばは背中まで抜けていた。

　いや、ナイフだけではない。

　ナイフのグリップ、それを持つ手、そこからのびる腕──右の肘ひじから先のすべての部分が少年の胸にめり込み、反対側までを素通りしていた。

「……やっと、この距きよ離りまで来たな」

　穏おだやかな声が、耳元で聞こえた。

　少年の胸を貫通する右腕には、何の感触もなかった。




　　　　††††††††††††††




　……少女の墓には、孤児院の子供達の希望で、彼女がいちばん楽しそうに写っている誕たん生じよう日びのパーティーの写真が埋め込まれた。

　少年は小さな石造りの墓に花を捧ささげ、一粒だけ涙を流した。

　ひやりと冷たい墓石の表面を撫なで、少年は集合型の墓地を後にした。シティの鉛なまり色いろの空を見上げて、少年は小さく一つ息を吐ついた。庭でボール遊びをしていた子供達が駆け寄ってきて、少年に一いつ緒しよにやろうとせがんだ。少年はうなずき、子供達の頭を撫でた。

　少女が愛したこの街のために、少女が望んだような存在になろうと。

　少年は、心に決めた。




　初めの数ヶ月は、試し行こう錯さく誤ごの連続だった。第八階層の孤児院から軍の研究棟に戻った少年を待っていたのは、兵士達の冷たい目だった。彼らは少年のことを信用せず、以前のような軍との合同作戦に配属された少年はやはり独りぼっちのままだった。

　それでも、少年の態度が目に見えて変わったのに気づいた兵士達は、次第に少年に心を許すようになっていった。

　が、戦せん闘とうにおける少年の立場は相変わらずの物だった。

　そもそも少年の能力は、敵の攻こう撃げきを完全に無視する、という防御に限定された物。効率よく敵を倒せる訳でもなければ、味方を敵の攻撃から守れる訳でもない。少年の能力によって守られるのはあくまでも少年一人。しかも、少年の移動能力が短たん距きよ離りの転移に限定される以上、敵側には必然的に「無視する」という選択が成立する。

　放っておいても直接的な被害を被こうむる可能性が少なく、しかも高速で移動してしまえば追尾される可能性が皆かい無むに近い以上、少年に対する最も有効な戦術は「相手にしない」こと。

　誰だれよりも「無敵」であるはずの少年は、戦場において誰よりも無力だった。

　少年は悩み、何日も何日も考えた。生まれたときから頼り続けてきた自分の能力を、これほど役立たずと感じたことは無かった。少年は考え、考え、とうとう万策尽きて気晴らしに出かけた。少女の墓に花を添え、手を合わせて、優やさしかったその笑え顔がおを思い出した。

　頭に浮かんだのは、最後のあの日、自分をかばってくれた少女の姿だった。

　少年は自分の手をじっと見つめ、ふと考えた。自分はこの力でありとあらゆる攻撃を素通りすることができる。なら、その力をもっと限定的に行使することはできないだろうか。

　例えば、神経や血管や骨などの重要な部分だけ攻撃を透過させ、他ほかの、命に直接影えい響きようが無い部分には攻撃を受けることができるとしたら──

　何をやっても攻撃が当たらないと分かれば、敵の目標は自然と他の仲間に移る。だが、仮に自分が一度でも傷を負い血を流してみせれば、敵の注意は自分に向く。

　攻撃が当たらない相手と、攻撃が当たっているはずなのに死なない相手は違う。

　敵の注意を自分に引きつけ、攻撃のすべてを自分に向けさせる戦術。

　頭の中で、スイッチが一つ、音を立てた気がした。




　──必要な物はただ一つ。恐れぬ心、鋼はがねの意志。

　死ぬことは怖くない。彼女が守ってくれたこの命、彼女の願ねがいのために差し出せるのなら惜しくはない。もとより一度は捨てた物。自分の命に価値など無いと諦あきらめていたあの日、そんなことは無いと頬ほおを撫なでてくれたあの人のためなら、どんな傷を受けることにも耐えられる。

　誰だれにも理解されず、愚おろかと言われようとも構わない。

　彼女の言葉の一つ一つは、確たしかにこの胸の中にある。

　神は心の中にいると彼女は言った。たとえ神が実在しなくとも、その言葉には意味があり、それを信じることにこそ価値があると彼女は言った。ならば、自分の心の中にも神はいる。自分が信じた自分が正しいと思うことをやりとげる。ただそれだけのために、自分は傷を負い、血を流すことができる。

　ポケットから取り出したナイフを手のひらに突き立て、ゆっくりと押し込む。

　痛みに途と切ぎれそうになる思考を集中し、手を構成する物質の存在情報を書き換える。

　ナイフの鋭するどい切っ先が手の甲に突き抜ける。ゆっくりとナイフを引き抜き、傷の状態を確かめる。

　皮ひ膚ふが裂け、肉が切れ、毛細血管が破は壊かいされ、けれども神経にも骨にも主要な動脈にも静脈にも何一つ損傷の無い手。

　少年は血が滴したたる傷口を見つめ、うなずいた。

　孤独な戦いの、始まりだった。
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　町を舐なめる炎が闇やみの中に揺らめき、視界を朱しゆ色いろに照らした。

　サクラは胸を貫かれながら平然と佇たたずむ少年を見上げ、呟つぶやいた。

「量子力学的……制御」

「正解」

　少年が笑い、自分の胸に突き立つサクラの腕をつかむ。血まみれのジャケットをまとった少年の体がそのままゆっくりと横に動き、サクラの腕は何事も無かったかのように少年の体をすり抜ける。

　傷を与えたような形跡はどこにも無く、

　手に握ったままのナイフには、血の一滴すらついてはいない。

「避けられなかったのではなく、わざと受けて見せたのだと……言うのか？」

　切れ切れに言葉を吐き出す。

　少年につかまれたままの腕をふりほどくこともせずに、ただ、その顔を呆ぼう然ぜんと見つめる。

「自分の能力を隠すために、戦えば勝てると私に信じさせるために……ただそれだけのために傷を負い血を流して見せたのだと、そう言うのか……？　貴方あなたは」

「まー、そういうこっちゃな」

　驚きよう愕がくはゆっくりと、足を浸す冷たい水のように襲おそってくる。攻こう撃げきを受けると言っても、ただ黙だまって傷を負っているはずがない。それなら少年はとっくに死んでいる。あれだけの数の弾体に体を貫かれ、それでも生き残るためには、量子力学的制御によって血管や神経や内ない臓ぞうなどの命に関かかわる部分だけを選択的に相手の攻撃から透過させなければならない。

　それは、言葉で言うほど生やさしい作業ではない。自身の体全体をまとめて透過させるだけでも実現不可能と言われるほどの高度な演算だというのに、体のある部分を敵の攻撃に当て、ある部分だけを回かい避ひさせるとなれば、自身の肉体を構成する分子一つ一つに対する厳げん密みつなトレースと、Ｉ－ブレインの機き能のうの完かん璧ぺきなコントロールが必要になる。

　つまりこの少年は、ただ攻撃を回避するよりも遙はるかに精妙で脳に負荷のかかる演算を、絶えず己おのれに課かしていることになる。

　ただ、自分自身に手傷を負わせるためだけに。

　ただ、『攻撃は当たる』と、相手に思い込ませるためだけに。

「気でも狂っているのか貴方は──！」

「失礼なヤツやな」

　サクラの叫びに、少年はあくまでも穏おだやかな声で答える。

　視し線せんを通りの奥に向け、口元に笑えみを浮かべて、

「現にお前はこうやって、ここでおれと無む駄だな時間を過ごしてくれたやないか」

「あ……」

　少年の見つめる視線の先に気付き、サクラは息を呑のむ。角を隔てた通りの先を、黒いフライヤーが数台、列を成して走り抜けて行く。

　後部座席の窓の奥に、傷だらけの子供達の姿がのぞく。

　子供はサクラの姿に気付くと必死の形ぎよう相そうで窓を叩たたき、すぐにとなりに座っている兵士に押さえ付けられて、そのまま角の向こうに消えていく。

　──待て！

　駆け出そうとした体が、少年の手に強引に引きずり戻される。

　そのまま腕を背中に捻ひねり上げられ、サクラは痛みに歯を食いしばる。

「放せ！」

　つかまれているのとは逆の手を外がい套とうの裏に走らせ、抜き出したナイフを後ろ手に突く。少年の脇わき腹ばらを捉とらえたはずのナイフには何の手て応ごたえも無く、冷笑のような吐息を漏らした少年は体勢を崩したサクラの足を払って瓦が礫れきの上に蹴けり倒す。

　尖とがったコンクリートの欠片かけらが頬ほおを裂き、じわりと血がにじむ。

　つかまれたままの腕が不自然な角度にねじ曲がり、肩と肘ひじの関節が軋きしんだ音を立てる。

「そない暴あばれんと、もーちょい付き合ってもらうわ」

「ふざけるな──！」

　押さえ付けられた不自然な体勢のまま、かろうじて自由に動くほうの手でナイフを投げ放つ。脳内に銃身の展開プログラムを呼び出し、空間の情報構造を書き換える。ナイフの細い刀身は編あみ上げられた電でん磁じ場ばの檻おりに捕らわれ、音速の五倍近い速度を与えられ、子供達を乗せたフライヤーの操そう縦じゆう席せきめがけて──

「おっと」

　その軌道の先に、少年が無造作に右手を突き出す。

　紫電を散らして射出されたナイフはすぐ目の前に立ち塞ふさがる少年の手のひらに突き立ち、鈍にぶい音とともに鮮せん血けつを撒まき散らし、少年のかすかな手の動きに従って軌道を逸そらされ、崩れた民家の残ざん骸がいに深々と突き立って止まる。

「ったく、油断も隙すきもないヤツやな」少年は息を吐き、サクラの驚きよう愕がくの視し線せんに気付いて「ん？　ああ、大したことやあらへん。ちょっと骨の所だけ『在る』ことにして、それでナイフ引っかけただけや」

　血にまみれた右手を広げ、素早く動かして見せ、

「格かく闘とう技ぎいうんは便利やな。おれみたいに運動速度やら知覚速度やらが普通の人間と何も変わらへんヤツでも、練習次第でこんなんできるし、お前みたいな化け物とでも互角に渡り合える」言って、少年は、ん？　と首をかしげ「……や、そーでもないか。普通の人間が今みたいなことやったら、手首から先、無くなってるわな」

「貴方あなたは……貴方のその戦闘技術は……」

　首だけで振り返り、少年を見上げる。

「もちろん、自分で鍛きたえたんや。おれみたいな能力で正面から敵倒すには、自分の体使うしか無いからな」おどけた顔で、少年は右手をひらひらさせ「いや、苦労したで、ほんま。Ｉ－ブレイン使って『最適な体の動き』計算したから普通の人間よりちょっとは楽やったけど、それでも普通は五十年ぐらいかかる訓練、二年でやってんからな」

　少年の手から血が滴したたり落ち、見上げるサクラの横顔に小さな雫しずくを落とす。

　いや、右手だけではない。

　腕、足、腹、胸。サクラが放った無数の弾体に穿うがたれた穴からは今も鮮血が流れ出し、白一色だったはずの少年のジャケットは真まっ赤かに染め上げられ、染み込んだ血は裾すその辺りに集まって少しずつにじみ出している。

「……ったく。お前があんまし強過ぎるから、上う手まいこと血管よけられへんかったわ」

　血にまみれた自分の体を見下ろし、少年が笑う。

　──その姿に、サクラは生まれて初めて、恐怖を覚えた。

「なぜだ……」震ふるえそうになる声を抑え、少年の穏おだやかな顔を睨にらみ付けて「なぜ貴方はシティのためにそこまでする。なぜそこまで自分を捨てて戦う！　貴方あなたも所しよ詮せんは他ほかの魔ま法ほう士しと同じ、不要になれば捨てられる身ではないか！　貴方は、貴方はなぜ、そうまでして……」

「言うたやろ。おれは好きでシティのために戦ってるんやって」

　少年の顔から、笑えみが消える。

　血まみれの手がサクラの首を押さえ、無造作な手付きで後ろ髪を払いのける。

「命がけで戦ってんのが、何かのために体張ってんのが、自分だけやと思うなボケ」

　少年の指がうなじに埋め込まれた抗体デバイスをつかみ、力任せに引き抜く。周囲の空間に満ちるノイズが脳内を駆けめぐり、Ｉ－ブレインが機き能のう停止を訴える。

　衝しよう撃げきから立ち直る間も無く首筋に別の小さな塊が押し当てられ、脳を刺し貫く痛みにサクラは悲鳴を上げそうになる。

『機能停止』の文字が額ひたいの裏に浮かび上がり、脳内に巡っていたすべての情報が消える。朦もう朧ろうとした意い識しきで何とか少年を押しのけようとあがき、それを押さえ付けた少年はさらに不自然な角度に腕をねじ上げる。

　限界に達した肘ひじの関節が、嫌いやな音を立てて、ありえない方向に曲がる。

　脳を灼やく痛みに、とうとう、悲鳴を堪こらえ切れなくなる。

「うるさい」

　つかんでいた腕を放し、少年が立ち上がる。折れた腕を抱えて苦痛にのたうつサクラの体を、少年は蹴けりの一撃で瓦が礫れきの山から叩たたき落とす。全身を強く打たれてショックに身動きが取れなくなり、舗ほ装そうタイルの上にうつぶせに倒れているところを少年に引きずり起こされる。

「殺さへんよ。お前は生かして連れて来いって命令受けとるし、個人的に、お前に言いたいこと山ほどあるからな」

　束ねた長い髪を少年につかまれ、そのまま通りの角まで無理やり歩かされる。「ほれ」という声とともに十字路の真ん中に放り出され、地面にうずくまった格好のまま顔を上げる。

　ぼやけていた意識の焦点が、瞬しゆん時じに定まる。




　幼い頃ころ、カールの執務室からよく見下ろした、慣なれ親しんだ第一階層の町。

　そこに、地獄が広がっていた。




　うずたかく積つみ上がった瓦礫の山がどこまでも連なる、廃はい墟きよのような光景だった。まともに形を留とどめている建物は一つとして無く、舗装タイルの砕けた通りはそこかしこで陥没していた。炎の残りカスは町の至る所でくすぶり続け、噴ふき上がった黒煙は町の天てん井じようを覆おおっていた。

　弱々しく響ひびく苦く悶もんの声と、肉の焦げる嫌な臭におい。

　通りの両側には、助けを求める怪け我が人にんと、すでに動かなくなった黒い炭の塊が、いくつも転がっていた。

　まともに歩ける者はすでに大半が逃げ去ってしまったらしく、足を怪け我がした者が多かった。自治組そ織しきの兵士達が戦せん闘とうを放り出して救助にあたっていたが、とても人手が足りないようだった。泣き叫ぶ力が残っている者はまだマシなほうで、大半の怪我人は通りの隅にぐったりと横たわり、あるいは膝ひざを抱えてうずくまっていた。

　小さな子供の泣き声が、聞こえた。

　路地の陰で六歳くらいの女の子が一人、動かなくなってしまった母親の亡なき骸がらにすがって泣いていた。

「……これがお前が望んだ物、お前の戦いの結末や」

　唐とう突とつな声。

　振り返ると、少年は町を見渡し、目を閉じて小さく祈りを捧ささげ、

「どうや、満足やろ」

「ふざけるな！」サクラは叫び、憤ふん然ぜんと少年を見上げ「私はこんなことなど望んではいない！　私達はただ軍から逃れようとしただけ。それを追ってきて戦いをしかけたのは貴方あなた達だ！　悪いのは貴方達のほうではないか──！」

「そうや。せやから、こうなった責任の少なくとも半分は、おれらが負うべき物や」少年は鋭するどい視し線せんでサクラを見下ろしたまま「せやけど、そやったらお前はどうやねん。お前がうちのシティからマザーコア盗み出さへんかったら、こんなことにならへんかったんと違うんか」

「屁へ理り屈くつを並べるな──！」体中の痛みを押さえ付け、気力だけで立ち上がり「そもそもの始まりは、シティが魔ま法ほう士しをまともな人間として扱っていないことだ！　多くの子供達を実じつ験けんで使い捨てにし、マザーコアなどという物を生み出し、自分達人間が無事なら魔法士はどうなろうと構わないと考えている！　悪いのは彼らのほうだ！　だから、だから私は！」

「魔法士が無事なら、普通の人間なんかいくら死んでも構わへん、いうことやろ？」

　少年はサクラの言葉を遮り、勝手にその先を続けて、

「聞くけどな、それ、シティのやってることと何が違うねん」

「な……」サクラは息を呑のみ「ふざけるな！　私は貴方達とは違う！　私は、貴方達のせいで死んでいく世界中の子供を守るために──」

「違わへんやろ」少年の静かな声。「目的があって、そのために邪じや魔まになるヤツを殺す。……どんな大層な理屈並べても、それはただの人殺しや」

　喉のどまで出かかっていた言葉の続きが、消えていく。

　サクラは拳こぶしを握りしめ、射殺さんばかりに少年を睨にらみ付け、

「人殺し……だと……？」

「そうや、おれも人殺し、お前も人殺し。おれらはみんな、自分の大切な物のためにそれ以外の物を切り捨てて、それが怖いから相手を『敵』ってことにして自分の理屈を正当化してるだけや」

「ち……違」

「違わへん言うてるやろ」少年はゆっくりと一歩踏み出し「もしお前の言う理屈がほんまに正しいんやったら、あそこで倒れてる人らにそれ言うてこい。『世界中の魔ま法ほう士しを助けるための戦いやから、巻き添え食わしてすまんけど諦あきらめてくれ』って、あそこで泣いてる子、納得させてみろや」

　言葉に詰まる。

　それでも、貴方あなたの理屈は違うと。

　私の戦いを、貴方達の戦いと一いつ緒しよにするなと。

　喉のどまで出かかったその思いが、なぜか声にならない。

「おれもお前も、結局は同じ穴の狐きつねと狸たぬきや」少年はサクラの目の前で立ち止まり「けどな、お前の戦いとおれの戦いやったら、一個だけ違うところがある。それが何か分かるか？」

　何、と返す間もなく、腹部に衝しよう撃げき。

　少年の拳こぶしがみぞおちにめり込み、サクラはその場に崩れ落ちる。

[image: ]

「教えたるわ。それはな、助かる者の数や」

　少年は片手でサクラの頭をつかみ、無理やり自分のほうに引き寄せ、

「ええか。百人の人間がおって、百人がみんな助かるんやったらそれがいちばんええ。けど、百人全部を助けることができんとなったら、なるたけたくさんのヤツを助けなしゃーない。九十九人を助けるために一人を殺す。それでも足りんようになったら次の一人を殺す。それは生き物として自然なことや。人間やからそんな簡かん単たんには割り切られへんけど、でもそれは、どうしようも無いことなんや」

　頭をわしづかみにする手に力がこもる。

　こめかみの辺りがみしりと音を立て、サクラは苦痛に呻うめく。

「お前のやってることはいったい何やねん。魔ま法ほう士しを一人助け、二人助け、そのせいで他ほかの九十九人が死んでもかまわへんて、そんな理屈があるか！」

　そう言って、少年はサクラの耳元に口を寄せ、

「ええこと教えたるわ。よう聞けよ。……どんな大層な理屈並べても、どんだけ大義名分振り回してもな、一人助けたヤツと百人助けたヤツやったら、百人助けたヤツのほうが偉いに決まっとるわ」

　つかまれた頭が強引に振り回され、サクラは舗ほ装そうタイルの上に放り出されて激はげしく咳せき込む。起き上がろうとしたその顔に容よう赦しや無く蹴けりが浴びせられ、吹き飛んだ視し線せんの先に地獄のような町の光景が映る。

　泣き叫ぶ女の子の声が、耳から離はなれない。

　私は……

　私は、本当に、こんな物を望んで……

「──お前の負けや、賢人会議Seer's Guild」

　頭上から、声。

　首筋に衝しよう撃げきが叩たたき込まれ、今度こそ呼吸が止まり、目の前が暗くなり、闇やみの中、体がゆっくりと崩れ落ちていくのを感じ──

　サクラ、と、青年の声が聞こえた気がした。

　意い識しきは、そこで途と切ぎれた。
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（攻撃感知。防御不能、回かい避ひ不能）

　鈍にぶい衝撃を、感じた。

　強化コンクリートの腕に殴り飛ばされたディーの体は瓦が礫れきに埋もれた通りをまっすぐに飛び、舗ほ装そうタイルの上を五メートルほど転がって、止まった。

「……殺したか？」

「いや、手加減はした。息はあるはずだ」

　暗あん緑りよく色しよくの魔法士達が言葉を交わし合い、ゆっくりと近寄ってくる。立ち上がろうと足に力を込め、もはや指一本すら動かせないことに気付いて息を吐く。蓄ちく積せき疲労の限界に達したＩ－ブレインは膨ぼう大だいなエラーメッセージに埋め尽くされ、最低出力で身体能力制御を起動することすらままならない。体に負った傷は大小数え切れないほど。もっとも深刻なのは右足で、怪け我がの完治していなかった膝ひざは完全に壊こわれて、靱じん帯たいが一つ残らず断裂してしまっている。

　戦せん闘とうはおろか、立ち上がることさえも、もはや不可能。

　力を振り絞って顔を上げ、視し線せんを巡らせる。

　三十一人いた子供達は一人残らずノイズメイカーを埋め込まれ、そこかしこにぐったりと倒れている。通りの向こうでは同じようにノイズメイカーを埋め込まれたセラが、泣なき濡ぬれた目でこっちを見つめている。その周囲には透明な正八面結晶体が打ち捨てられたおもちゃのように転がり、瓦が礫れきの山に煙を上げる炎の残りカスに照らされて鈍い光を放っている。

　暗あん緑りよく色しよくのローブをまとった五人の魔ま法ほう士しが、周囲を取り囲む。

　一人が外がい套とうの裏からノイズメイカーを取り出し、こっちに手を伸ばす。

　……ダメか……

　心に絶望が膨ふくれ上がる。顔を上げていることすらままならなくなって舗ほ装そうタイルに頬ほおが当たり、それでも子供達の姿が、セラの顔が目の前から離はなれない。

　君を守ると。

　ぼくは自分より君のほうが大切だと。

　そう告げた自分の声が、耳の奥にこだまする。

　悔しさに涙が出そうになり、それを堪こらえて手を伸ばす。何とか敵に一いつ矢し報むくいようと、傍かたわらに転がる騎き士し剣けん『陰いん』の柄つかに触れ、伸ばした指が偶然に、柄に埋め込まれた透明な深緑色の結晶体に当たり、

　──瞬しゆん間かん。

（『森羅SHINRA』制御文法二Restrain-Protcol・七一版Ver2.71）

　そのメッセージが、脳内に浮かび上がった。

（問：抑制機構Restraint 一・三・七解錠1.3.7 Unlock.　是／非Yes/No）

　朦もう朧ろうとした意い識しきの中に、見たことも無いウィンドウが次々に表示された。騎士剣『森しん羅ら』の制御システムが、ディーのＩ－ブレインに現状を伝えた。身体機き能のうの八十パーセントを損失。Ｉ－ブレイン全体の九十五パーセントが活動停止。このまま抑制機構を解除した場合、ディー自身の生命に重大な危険が及ぶ可能性、六十二パーセント──それらのデータを淡々と告げた後、『森羅』は最後のメッセージを表示した。

（殲滅可能Anihillation:Possible）

　頭の中でイメージの手を伸ばし、震ふるえる指をスイッチに掛けた。迷っている暇も、考えている暇も無かった。『この剣を使うときは気を付けろ』というセラの言こと伝づてが一瞬だけ思い出され、すぐに消えて聞こえなくなった。生命に危機が及ぶ可能性六十二パーセント。その事実も、何一つ障害になりはしなかった。

　これでセラを守れるなら、自分がどうなろうと構わない。

　脳内で、スイッチを押した。

（──是Yes）

　そして、それが起こった。




　突然跳ね上がった少年の体を、五人の魔ま法ほう士しは信じられない思いで見つめた。

　体に重大な損傷を受け、すでに戦せん闘とう不能状態にあったはずの少年は、滑すべるように地を駆けてすでに包囲を敷しく五人の遙はるか後方にあった。

　騎士の一人ががくりと膝ひざをつき、右肩を押さえて呻うめいた。切り裂かれた足から鮮せん血けつが噴ふき上がり、剣を持つ右腕が肩からごとりと落ちた。残る四人は目を見開いて少年を振り返り、そのときにはすでに、少年の体は一いつ瞬しゆん前まで存在していたはずの場所には無かった。

　ぐにゃり、と空間がねじ曲がるような感触。

　それが自己領域に取り込まれたことを表す感覚だということを五人が理解した瞬間、すべては終わっていた。

　自己領域を展開したまま五人の包囲の中心に戻った少年は、一瞬のタイムラグも無しに両手の騎き士し剣けんを振り抜いた。白と黒の二振りの剣が四十三倍加速で弧を描き、幾重にも螺ら旋せんを描いた剣の軌跡は少年の左右の腰に下げられた鞘さやを終端に消えた。

　少年は舗ほ装そうタイルに片膝をつき、両腕を胸の前で交差させて、両の騎士剣を鞘に収めた。

　滑すべるように鞘に飲み込まれた剣の柄つかが、鞘口の留め金に触れて、小さく一つ、澄すんだ音を響ひびかせる。

　──噴き上がる鮮血。

　四肢と胴体を寸断された五人の魔法士の亡なき骸がらが、舗装タイルの上に崩れて落ちた。
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「──サクラ！」

　頭上から響くその声に、イルは少女の頭をつかんだまま、顔を上げた。

　その視界を、黒いフライヤーが遮った。

　操そう縦じゆう席せきの窓から顔を突き出し、青年が青ざめた顔でもう一度少女の名を呼ぶ。後部座席のドアが勢い良く開き、次の瞬間、閃ひらめいた銀光が目の前の空間を両断する。黒いロングコートを翻ひるがえした騎士が一人、飛び降り様真しん紅くの騎士剣を振り抜き、少女の頭をつかむイルの手に一いち撃げきを加える。

（『シュレディンガーの猫は箱の中』）

　Ｉ－ブレインが瞬時に反応し、攻撃を受けた右の手を透過させる。

　突然の攻こう撃げきに精密な処理が追いつかず、手首から先のすべてが存在を失ってしまい、支えを無くした少女の体が滑すべり落ちる。

　一歩退いて体勢を立て直し、身構えようとした視界を影かげが覆おおう。青年の操あやつるフライヤーはすでに地表すれすれまで降下し、操そう縦じゆう席せきから身を乗り出した青年は少女の体を抱き上げる。させじと飛び込んだその鼻先を騎き士しの剣がかすめ、存在確かく率りつを制御して攻撃をすり抜けた次の瞬しゆん間かん、エラーメッセージが脳内に浮かび上がる。

　──ノイズメイカー！

　フライヤーの後部座席で、小さなアンテナのような装置が唸うなりを上げる。ノイズに浸食されつつあるＩ－ブレインで情報制御を起動し、自分の周囲にある電でん磁じ場ばの存在確率をゼロにして再び駆け出す。

　が、その間に少女を乗せたフライヤーはすでに、遙はるか頭上、百メートル近い第一階層の天てん井じようすれすれの位置。

　黒いロングコートの騎士が周囲に半透明な球形の揺らぎを展開し、次の瞬間にはその姿がかき消えて、フライヤーの上に出現する。

　黒いフライヤーは一気に加速し、第二階層に通じるバイパス道へと飛び込んで行く。

『──イル！』

　襟えり元もとの通信素子から声。傍そばを飛ぶこちら側のフライヤーの一台が、こちらに向けてライトで合図を示してみせる。

『捕ほ虜りよの収容、大部分が完了しました。すぐに追撃部隊を組そ織しきします』

　しばしの沈ちん黙もく。

　イルは大きく息を吐き、目を閉じて、

「たぶん、必要無い思います。下へ手たに追撃したらあの騎士にやられますから、他ほかの部隊にもあんまり深追いせんように言うといてください」

『しかし……』

「それより、本国に連絡お願ねがいします」

　兵士の言葉を遮り、

「軍の本隊を動かせるように準備。……それと、メルボルンの自治組織全部、協力してる所もしてへん所もひっくるめて、速攻で召集かけてください」







　　　第十一章　いつかこの花が咲いたなら　～Faith～







　最後の負傷者が病院に運び込まれ、救きゆう難なん活動が終了する頃ころには、夜が明けていた。

　至る所でくすぶり続けていた火はようやく消し止められ、天てん井じように淀よどんでいた黒煙も晴れ、メルボルンの町に静寂が戻ろうとしていた。

　第一階層の五分の一が焼失、一万五千世帯以上の家屋が倒とう壊かい──町に巨大な爪つめ痕あとを残し、戦せん闘とうは終結した。戦いに巻き込まれ、被害を受けた住民は最低でも五万人。死者の数はそのうちの一割以上に達すると思われたが、シティのようにまともな市民登とう録ろくが存在しないこのメルボルンにおいては、自治組そ織しきの運営者達にも正せい確かくな被災者のリストが把握できないのが現状だった。

　戦闘に参加したメルボルン自治組織の兵士のうち、死者は二百八十一名、負傷者が千三百十七名。モスクワ軍の被害は、一般工作員の戦死者が二十名、魔ま法ほう士しが五名で、負傷者は作戦に参加した工作員のほぼすべて。

　苛か烈れつを極めた、わずか一夜の戦い。

　だが、少なくともモスクワの人間にとって、その戦果は払った犠ぎ牲せいに見合うだけの物だった。

　今回の戦闘において捕ほ獲かくされた魔法士は全部で五十九体。そのうち十九体は一ヶ月前にモスクワから盗み出された『ウィザーズ・ブレイン・ファクトリー』用のマザーコアの一部で、これはすぐに本国に送られ、シティ・モスクワはマザーコアの再起動実じつ験けんの準備に入ることになる。コアの一部を回収したという情報はすでに本国の司令部に伝わっており、ファクトリーでは当初予定されていた三十体よりも少ない数のコアでマザーシステムを限定的に起動するために、制御系の調ちよう整せいが始まっている。

　捕ほ虜りよとなった残りの四十体はいずれも、ここ数年のうちに各地のシティの研究機き関かんから盗み出され、あるいは廃棄される寸前で行方ゆくえ不明になっていた実験サンプル。こちらはマザーコアとともにモスクワ本国に送られ、外交のカードとして、研究用の素体として、有効活用されることになる。

　ともあれ、これで、シティ・モスクワは「完全機能停止」という当面の危機を脱した。

　が、メルボルンにおける戦いは、まだ終わってはいなかった。

　今回の作戦の最終目標であるテロ組織『賢人会議Seer's Guild』。その首しゆ謀ぼう者しやと思われる『サクラ』という名の少女は、捕獲される寸前で仲間の男に助けられ、こちらの包囲網を脱している。同様に戦闘に参加していたデュアルNo.33とセレスティ・Ｅ・クラインは、賢人会議側の魔法士三十数名を連れて逃走、その際に、モスクワ軍所属の第一級魔法士五名を殺害している。

　他ほかに存在が確かく認にんされている騎き士し、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちとあわせて全部で四名。

　敵側の主力となる魔ま法ほう士しはいまだ健在であり、油断のならない状況が続いていることに変わりは無かった。

　兵士達の報告によって、敵はいずれも第六階層の奥に逃げ込んだことが確認されていた。カール・アンダーソンの執務室に残されていた通信記き録ろくの解析結果から、その近辺に『賢人会議Seer's Guild』の拠点が存在することも判明している。

　幸いなことに、敵側の主力のうち『サクラ』と『デュアルNo.33』の二人は今回の戦せん闘とうで重傷を負い、特にデュアルNo.33のほうはまともな戦闘に耐える状態では無いと考えられる。

　叩たたくなら、今。

　そのためには、全構成員の五割近くを失った自治組そ織しきの兵士の代わりに、新たな戦力をこのメルボルンに引き入れる必要があった。




「……以上が、現状の報告だ」

　会かい議ぎ室しつの中央に映し出された立体映像ディスプレイが、かすかな電子音とともに消えた。

　議長役の男は周囲に並ぶ他の参加者を見渡し、両手を胸の前で組み合わせた。

「まずは、我々の偉大な先せん達だつであったカール・アンダーソンに黙もく祷とうを。……彼は我々の友人であり、良き指し導どう者しやだった」

　百三十五人の参加者が立体映像ディスプレイの向こうで目を閉じ、小さく祈りの言葉を呟つぶやく。百三十五枚のディスプレイがかすかに震ふるえ、黙祷を捧ささげる参加者達の姿を映し出す。議長を含めた参加者のすべてはそれぞれの執務室からネットを介してこの会議に参加しており、彼ら一人一人の存在を表す窓ウインドウは、中央の円形テーブルを幾重にも取り囲んでいる。

　ここにいる参加者の一人一人が、メルボルンを運営する各自治組織の代表者。

　この町の全体としての政策は、すべて、彼らの合議によって決定されている。

「よろしいかな？」議長役の男がディスプレイの向こうで目を開け「それでは、会議の本題に入る。すでに資料には一通り目を通していることと思うが、今回の一連の事件に関してシティ・モスクワから提示された作戦案。その是非について、皆の意見を募つのりたい」

　言って、男は部屋の隅にちらりと視し線せんを向ける。壁かべ際ぎわの椅い子すに座った十五人の魔法士達は、いずれも押おし黙だまったまま、事の成り行きを見守っている。彼らはこの場における唯一の生身の参加者であり、会議のオブザーバー、というより、モスクワに協力していない自治組織に圧力をかけるための監かん視し役やくだ。

「……こうなっては、今さら議ぎ論ろんも無いでしょう」

　部屋の奥、天てん井じよう付近に浮かんでいたディスプレイが、中央テーブルの上に移動する。

　口を開く若い男の頭上に、『第四階層、西─Ａ地区代表』と表示される。

「すでに第一階層の五分の一が焼失、巻き込まれた住民は五万人を超えた。『賢人会議』の抵抗がこの先も続けば、被害地域は第一階層にとどまらなくなる恐れがある。体面にこだわっている場合ではありません」

　壁かべ際ぎわに座る魔ま法ほう士し達を視し線せんで示し、

「今すぐ彼らの提案を受け入れ、第一階層のすべてのゲートを開放。モスクワ軍の本隊三個師団をこのメルボルンに引き入れ、その戦力をもって事態を迅じん速そくに収拾すべきです」

「──バカげた話だ」

　会かい議ぎ室しつに浮かぶ百三十五の顔の一つが、声を発する。

　前に進み出てくるディスプレイの上に、『第二階層、北地区代表』と文字が浮かぶ。

「仮にそいつらの言うとおりにして『賢人会議Seer's Guild』を押さえられたとして、その後はどうなる。それだけの戦力に駐ちゆう留りゆうされてしまっては、メルボルンはモスクワに占領されたも同然ではないか！」

「なら、我々の戦力だけで、どうにかできるとでも？」

　天てん井じように近い場所から、若い女の声。

『第三階層、東─Ｃ地区代表』と書かれたディスプレイに、一同の視線が集中する。

「あなたの所の部隊は、先日の戦せん闘とうでかなりの被害を受けたはず。それは他ほかの皆さんも同じでしょう？　この状態で『賢人会議』ともう一戦交えて、勝てる算段が？」

「さよう」と、部屋の反対側で別な声「そもそも、モスクワに協力してマザーシステムを導どう入にゆうすると決定した段階で、この町は半分、モスクワの傘さん下かに入ったようなもの。今さら自治独立など言い立てたところで……」

「──そう、それが問題だ」

　男の言葉を遮って、さらに別な声。

　一同は視線をそちらに向け、『第五階層、南─Ｈ地区代表』を名乗るその男が、今回のメルボルンとモスクワの協力劇げきにもっとも頑強に反対していた一人であることを思い出す。

「何か根本的な誤解があるようなので言っておくが、ここにいる者達の半数以上は、そもそもモスクワ軍に協力している訳でもなければ『賢人会議』に敵対している訳でもない。少なくとも私の町にはマザーシステムなど必要ないし、シティと手を組むなどありえないことだ」

「では、あなたは今回の作戦に反対すると？」

「そうは言っていない」後方から投げられた別な声に男は応こたえ「『賢人会議』がシティに明めい確かくに敵対している以上、放置しておけば今後も同じような事態が起こる。モスクワが彼らを排除したいというのなら私としてもそれを止める理由は無い。──だが、そのためにわたしの軍をシティに協力させるつもりはない。戦争がやりたいというなら、わたしと関係のない所で勝手にやるがいい」

「モスクワの作戦案その物については、異い論ろんは無いと？」

「そのとおりです」

　議ぎ長ちようの言葉に、別な声。

　先ほどまで話していた男のとなり、『第五階層、南─Ｋ地区』と書かれた若い女が、ディスプレイの向こうの机に頬ほお杖づえをついて口を開く。

「これは第五階層南地区の総意と考えてください。我々は今回の作戦を受け入れ、我々の統治地域におけるモスクワ軍の通行及び戦せん闘とうを許可します。けれど、それだけ。それ以上の協力はいっさいいたしません。もともとはシティ・モスクワの蒔まいた種。モスクワの力だけで刈り取って頂くのが筋というものでしょう」

　女が視し線せんを向けると、モスクワ軍の魔ま法ほう士したちがうなずく。

　と。

「……少し、待って欲しい」

　会議室の隅から、声が響ひびいた。

　ゆっくりと進み出てくるディスプレイの男に、女が「何か？」と首をかしげてみせる。『第四階層東─Ｄ地区』という表記に、誰だれもが内心で、ああ、とうなずく。

　第四階層の中でも、モスクワとの協力を拒こばんだいくつかの自治組そ織しきの一つ。

　その代表者である男は、かつて、カール・アンダーソンの子飼いの部下だったはずだ。

「一つだけ聞きたい。この中に、『賢人会議Seer's Guild』を売り渡すことに反対する者はいないのか？　仮に彼らがシティに敵対するテロリストだとしても、このメルボルンの住民であることに変わりはない。シティに属さず、受け入れず、あらゆる介入に対して抵抗する──それが、このメルボルンの基本理念だったのではないか？」

「カールの受け売りか。ご苦労なことだな」

　嘲あざけるような声。

　男を見上げる別な顔の上に『第二階層、東地区』と表示される。

「シティに追われた者を受け入れ、外的権力に対しては団結して立ち向かう。立派なお題目だ。……だが、理念では人の腹は膨ふくれんし、寒さをしのぐこともできん」

　そう言って、ディスプレイの向こうの老人は居並ぶ参加者達の一画、モスクワとの協力を拒んだ自治組織が並ぶ一帯に視線を向け、

「どうだ？　お前達の中にはカール・アンダーソンに義理立てしてモスクワとの協力を拒んだ者もいるだろう。あれが死んだ今、いつまでも片意地を張る必要も無いのではないか？」

　声を投げられた各組織の代表者達は、ディスプレイ越しに顔を見合わせる。『賢人会議』を守るべきだと主張した男は愕がく然ぜんとした顔を仲間達に向け、それに気付いた代表者達は逃げるように視線を逸そらし、あるいは顔を伏せる。

　男が口ごもり、部屋の隅に引き下がる。

　議長は「他ほかに意見のある者は？」と会議室を見回し、口を開こうとする者がいないのを確かく認にんして、中央に進み出た。

「では、これより票決を行う。各人、賛さん成せい、反対のいずれかを投じるように」

　重々しく告げる議ぎ長ちようの頭上に、投票結果を表すグラフが出現する。百三十五人の参加者達がそれぞれの執務室で端末のキーを叩たたき、集計された結果が会議室の中央に映し出される。

　──賛成百十二、反対〇、棄権二十三。

「決定だな」

　ディスプレイの中で、議長が椅い子すから立ち上がる。

「作戦開始は二十四時間後、十月十二日午前九時。メルボルン第一階層から第五階層までのすべての自治組そ織しきはモスクワ軍本隊の到着と同時に階層間バイパス道の隔かく壁へきを開放。陸戦部隊三個師団を第六階層に引き入れ、その行動を支援」

　言葉を切り、会議室に並ぶ一同を見渡して、

「このメルボルンから、賢人会議Seer's Guildを排除する」
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　どうにか歩ける程度まで回復する頃ころには、午後三時を過ぎていた。

　サクラは自室のベッドに身を起こし、枕まくら元もとの黒い外がい套とうを羽は織おった。

　最初に目を覚ましたのは昼前だったが、そのときには体中が軋きしんでとても立ち上がれる状態では無かった。ベッド脇わきのテーブルには真ま昼ひるの携帯端末が置かれ、大まかな現状の報告が書き置きとして残されていた。

　文書ファイルの最後には『今はとにかく眠るように』と言葉が添えられていたが、できるはずもなかった。

　それからの数時間は、ただ、ベッドに横になったまま、天てん井じようの闇やみをじっと見上げていた。

　膝ひざの上の毛布を取りのけ、両足を下ろしてスカートの裾すそを整ととのえた。右みぎ肘ひじに巻かれた包帯の具合を確たしかめ、少し動かそうとして、しびれるような痛みに呻うめいた。歯を食いしばって何度か右腕を曲げ伸ばし、どうにか使えることを確かく認にんして一つ息を吐いた。

　ポケットから黒いリボンを取り出し、背中に流された長い髪を頭の両側で束ねた。

　ベッドから立ち上がり、部屋を横切り、ドアをくぐって暗い廊下に進み出た。

　戦いから一夜が明けて、第六階層奥深くの町は静寂に沈んでいた。窓の向こうに見下ろす通りには明かりが絶え、出歩く子供達の姿はどこにも無かった。いつもなら授業が行われているはずの向かいの建物は空っぽで、教室の窓際に置き忘れられたクマのぬいぐるみが、こっちを見下ろしていた。

　主あるじを失った、小さな人形。

　その黒いプラスチックの瞳ひとみから、サクラは視し線せんを逸そらした。

　脱出作戦に参加した九十四人の子供達──そのうち実に五十九名がモスクワ軍に捕えられ、すでにシティに移送された。どうにか逃げ延びたのは三十五人で、そのうち四人は天あま樹ぎ真ま昼ひると黒くろ沢さわ祐ゆう一いちの手で助け出され、残る三十一人は、デュアルNo.33とセレスティとともにこの町に帰り着いた。

　軍の包囲網をただ一人で切り開き、子供達をこの町まで送り届けた少年は、今は医務室のベッドの上。

　全身に負ったケガは断じて軽いと呼べる物ではなく、ここまで歩いて帰って来れたのが不ふ思し議ぎで仕方無いと、真昼の書き置きには記されていた。

「……負けた……のか……」

　無む意い識しきに足を止め、うつむいて唇をかむ。作戦は失敗。自分は幻影イリユージヨンNo.17に敗れ、気を失った所を真昼に助けられた。青年の姉の天樹月つき夜よは結局、軍に捕えられたまま今も行方ゆくえ知れずになっている。第一階層の町は戦火に焼かれ、住民に多大な被害を及ぼした。メルボルンの自治組そ織しきは一致してシティ・モスクワに協力することを決断し、モスクワの本隊はオーストラリアに向かって移動を開始した。

　全面攻こう撃げきの開始は明日あしたの朝。それに対抗する術すべはこちらには無い。

　こんなときに自分を助けてくれる人も、もういない。

　カール・アンダーソンは、死んでしまったのだから。

「私は……」

　これまでの戦いで、多くの命を奪ってきた。そのほとんどは自分の敵だったが、中には味方であった人もいた。例えばセレスティの母、マリア・Ｅ・クライン。賢人会議Seer's Guildの貴重な協力者であったその女性を、自分は見捨てた。

　多くの仲間の命を助けるためには仕方が無いと言い訳して、少女の母を見殺しにした。

　戦いにはつきものの、仕方の無い犠ぎ牲せい。

　だが、その犠牲が次はカールになるかも知れないと、自分は一度でも考えたことがあっただろうか。

　……お前は、人殺しや。

　少年の声が耳元で聞こえ、とたんに目の前がぐらりと歪ゆがむ。呼吸がねじれて立っていられなくなり、窓枠に手をついて強く胸を押さえる。

　喉のどの奥から漏れそうになった呻うめきを、歯を食いしばって押し殺す。

　何とか声から逃れようと、壁かべに縋すがって歩き出す。

　傷だらけの少年の姿が脳裏に浮かぶ。シティを守るために己おのれを捨てた少年の姿に、訳も無く膝ひざが震ふるえてその場に座り込んでしまいそうになる。

　あのとき、自分はなぜ、少年に何も言い返すことができなかったのか。

　自分は、思ってしまったのではないか。

　自分よりも、目の前の少年のほうが正しいのではないかと……

「……うるさい……うるさい……！」

　握った拳こぶしを壁かべに叩たたき付け、うつむいたまま走り出す。声が漏れないように唇をかみしめ、薄うす暗くらがりの廊下を行く。治り切っていない体中の傷が悲鳴を上げ、包帯が巻かれた右腕がじんじんと痛む。それでも立ち止まらない。今立ち止まったら二度と動けない気がして、足が止められない。

　……お前の負けや、賢人会議Seer's Guild。

　耳元で、なおも声。

　その声を必死に振り払い、サクラは走り続けた。




　そうして、気が付くと、この場所に立っていた。

　町のいちばん奥に建てられた、小さな家のさらに奥。暗く長い階段を下った先。

　地下の庭園に通じる、鉄の隔かく壁へき。

　冷たいその表面に手を押し当て、サクラは息を吐いた。

　桜の花が見たいと、あの子は言った。いつか本物の桜の前でお花見をしようと、あの子は自分と約束した。その約束はとうとう果たされず、自分はこの場所に庭園を造った。

　四季の花が咲く庭園の中央には、あの子と約束した、桜の木。

　それを、どうして、人工培養の苗木にしようと思ったのだろう。

　自然の種から育てたほうが上う手まく育つのは分かっていた。十年、二十年とかけてじっくり育てたほうが美しい花を咲かせるということも知っていた。試し験けん管かんで合成した作り物の樹きではまともに根を張れるかどうかも分からない。そんなことぐらい、少し調しらべればすぐに分かった。

　それでも、自分はここに人工培養の模造品の樹を植えたかった。

　遺い伝でん子しレベルで化学合成され、ガラス筒の培養槽そうの中で育てられた樹を、この場所に植えたかった。

　それから三年。桜は一度も花を付けず、ただ枯れ枝のような梢こずえをさらし続けた。明日あしたになればこの庭園もモスクワ軍に踏み荒らされ、桜は一度も花を付けること無く、その生涯を終える。

　……私は……

　タッチパネルに触れようとした指が、止まる。

　そのまま手を動かすことができなくなってしまい、闇やみの中にそびえる隔壁をじっと見上げる。

　この扉の先にある物は、寒々とした、墓標のような桜の梢。

　花開くことの無かった、夢の形。

　それを見てしまったら何かが壊こわれてしまいそうで、怖かった。

「……私は……」

　必ず助けると、言った。

　私が必ず貴方あなたを助けるからと、約束した。

　あれが、最初の誓いの言葉。

　約束を果たせず、女の子が死んだその瞬しゆん間かんから、サクラは戦わなければならなくなった。

　この世界にはまだ、あの子と同じような子供達がいる。シティの都合で生み出され、当たり前の幸せなど望んでも得られず、背負わされた運命の前で泣いている子供達がたくさんいる。そんな子供達を助けるのが自分の使命、自分がこの力を与えられた意味だと──

　そう、サクラは決めた。

　女の子の形見のリボンを髪に結わえ、戦う道を選んだ。

　マザーシステムの力で命を長らえるシティ。魔ま法ほう士しの犠ぎ牲せい無しには成り立たない世界。だが、そんなことは自分には関係無い。あの子達を生いけ贄にえにしなければ生きていけないというのなら、そんな世界など私には必要無い。

　間違っているのは彼らであり、正しいのは自分。

　だから、立ち止まる必要などどこにも無いと、信じて──

「……私は……信じて……」

　呟つぶやく声が、遠い物に聞こえた。

　冷たい扉に背中を預けて、その場に座り込んだ。

　軋きしんだ痛みが心しん臓ぞうに走り、それはすぐに耐え難がたいレベルにまで膨ふくれ上がった。指が食い込むほど強く胸を押さえ、何度もねじれた呼吸を繰くり返した。

　鉛のような黒い塊が胸の奥にあって、それが心臓を内側から締しめ上げていた。

　人殺し、と幻影イリユージヨンNo.17に罵ののしられたとき。

　なぜ母を助けてくれなかったのか、とセレスティになじられたとき。

　多くの仲間のために、マリア・Ｅ・クラインを見殺しにしたとき。

　いや、それよりずっと前。たぶん、自分がこの戦いを始めたその瞬しゆん間かんからずっと存在していた、小さな黒い塊。

　必死に目を逸そらし続けてきた、自分の迷い。

　それに、これ以上気が付かないふりをすることなど、できなかった。




　……最初にそれに気付いたのは、いつだっただろう。

　たぶん、『賢人会議Seer's Guild』として初めて戦った四年前のあの日、シティ・シンガポールの再処理工場を襲しゆう撃げきしたあのときだと思う。

　研究施設で作られた魔法士が「不要品」として処分されるという噂うわさを聞き付け、一人でシティに乗り込んだ。監かん視しの目をかいくぐって施設に侵入し、警けい備び兵へいを一人残らず始末した。

　安楽死の処置を施ほどこされようとしている男の子を寸前で助け出し、良かったと息を吐き、振り返って初めて、自分が辿たどってきた足跡を見た。

　暗い通路に折り重なるように倒れ伏す、見渡す限りの死し屍し累るい々るい。

　男も、女も、老人も、サクラより少し年上ぐらいの外見の子供も、誰だれも彼もがナイフに心しん臓ぞうを貫かれ、あるいはコンクリートの腕に叩たたき潰つぶされて、壊こわれたガラクタのように通路のそこかしこに転がっていた。

　戦っている間は気が付かなかった。自分の身を守るのに精一杯で、誰を何人殺したかなど数えている暇は無かった。

　いや、そもそも、殺したという意い識しきすら無かった。

　ただ、頭に浮かんだ最適な手順に従って、無我夢中で戦い続けただけだった。

　白塗りの通路は流れ出したおびただしい量の血液に染められて、赤いペンキをぶち撒まけたようだった。むせるような血臭が辺りに立ち込め、目の前がぐらりと揺らいだ。

　いちばん手前の少年の死体がちょうどこっちを向く格好で倒れていて、ガラス玉のような瞳ひとみで自分を殺した少女を見上げていた。




　──本当に、これで良かったのかと。

　そのとき、初めて思った。




　頭に浮かんだその言葉を、振り払って駆け出した。小さな男の子を抱きかかえ、シティの外に通じる道を急いだ。何かに縋すがっていないと座り込んでしまいそうで、男の子の体を必死に抱きしめた。

　腕の中の温ぬくもりと、穏おだやかな寝顔がうれしくて。

　だから、これで良かったのだと、自分は正しいことをしたのだと何度も言い聞かせた。

　それからの四年は、来る日も来る日も戦いの毎日だった。世界中のシティから何百人かの子供を助け出し、その代だい償しように数千、数万の命を奪った。血の臭においにはいつまでたっても慣なれず、数え切れないほどの死体を前に心が軋きしむこともあった。

　そんな痛みのすべてを、迷いのすべてを、心の奥に押し込めた。

　悪いのは魔ま法ほう士しを道具のように扱うシティであり、自分はその過ちを正しているのだと、心の中で呪じゆ文もんのように繰くり返した。

　喪も服ふくのような黒いドレスに身を包み、血にまみれた両手を手袋で隠し、女の子の形見のリボンを翻ひるがえして、ただただ戦い続けた。慟どう哭こくの声を蹴け散ちらし、幾千、幾万と人を殺し、死し山ざん血けつ河がを踏み越えて、それでも、どんなときでも毅き然ぜんと胸を張った。

　胸を張るしかなかった。

　自分は正しく、彼らのほうこそが間違っているのだと──

　そう信じなければ、顔を上げて歩くことなど、できなかった。




「……私は……」

　体中の力が、抜け落ちた。

　目に映るすべての物が、色彩を失った。

　本当は、最初から分かっていた。自分がやっているのは決して正しいことではないと。たとえどんな理由があろうとも、あれだけ多くの人を殺す戦いが正しい訳が無いのだと。殺される子供達がかわいそうだからといって、それを助けるために世界中の人間を引き替えにしていいなどと、そんな理屈が通る訳が無いのだと。

　けれど、それに、気づく訳にはいかなかった。

　気が付いてしまえば一歩たりとも前に進めないと分かっていたから、だから目を閉じ、耳を塞ふさいで、ただひたすらに走り続けた。

　分かっている。シティに住む者にはシティに住む者の理屈があり、生きようとする意志があり、それを否定する権利など誰だれにも無いのだと分かっている。彼らが生きるためにマザーシステムが必要なのも知っているし、そのために魔ま法ほう士しを犠ぎ牲せいにしなければならないのも理解している。

　百人の人間がいて、それが全員助かるのならそれがいちばん良い。だが、もし百人すべてを助けることができないなら、誰か一人を犠牲にするより仕方無い。悲しくても、悔しくても、それは、生物として正しい行動なのだ。

　そんなことぐらい、分かっている。

　一人を助けるために九十九人を殺すなど、生物として根本から狂っている。

「……けど……」

　けれど、それでも思ってしまった。

　それでも、あの子に生きていて欲しかったと、そう思ってしまったのだ。

　悲しい顔などして欲しくなかった。いつでも笑っていて欲しかった。もっと話がしたかった。もっといろんなことを聞かせて上げたかった。生まれて初めてできた大切な友達。あの子と一いつ緒しよに町を歩いたり、あの子と一緒にご飯を食べたり、一緒に勉強をしたり一緒に本を読んだり一緒に花を育てたり、そんなことが、もっともっとたくさんやりたかった。

　自分に力が足りなかったせいで、あの子は死んでしまった。

　だから、次にあんな子を見つけたらそのときは必ず助けようと、あんなふうに泣いている子供達のために生きていこうと、心に誓った。

　いけないのか。

　あの子に、この花を見せてあげたかったと、思ってはいけないのか。

　あの子のように泣く子供がいない世界であって欲しいと、そう願ねがってはいけないのか。

「……分かって……いる……」

　誰に言われなくても、分かっている。

　それは、きっと、許されないことだ。

　それは、きっと、この世界の現実と相容れない願ねがいだ。

　あの子の死は多くの命を救い、人々に平へい穏おんな生活をもたらした。仮に自分があの子を逃がしていたとしたら失われた命はシティの市民一千万、いや、シティから流出する物資やエネルギーに頼って生きている周辺の住民まで含めれば少なくともその倍。それだけの数の命をたった一人の子供と引き替えにしようなどという理屈が、通る訳がない。

『賢人会議Seer's Guild』の正義を認める者など、この世界には一人もいない。

　だから、結局、私は──

「……私は……やっぱり……間違っているのか……」

　死んでも口にすまいと誓った言葉が、こぼれ落ちる。

　それが答え。

　子供達のためにと走り続けた日々の、答えだった。

　冷たい雫しずくが頬ほおを伝い落ち、足下のコンクリートに音を立てて跳ねる。それが自分の涙だと気づいた瞬しゆん間かん、何もかもが止まらなくなる。激はげしい嗚お咽えつが喉のどの奥から漏れ出し、歯を食いしばっても堪こらえ切れない。熱ねつ病びように冒されたように体が震ふるえ、あふれた涙で前が見えなくなる。

　すすり泣きの声が、慟どう哭こくに変わる。

　サクラは両手の指を自分の肩に食い込ませ、虫のように体を丸めて必死に泣き声を抑え、




「──大丈夫？」と。

　頭上から、声が落ちた。




　驚おどろいて顔を上げ、息を呑のんだ。

　曇くもった視界が、色彩を取り戻す。

　ライトの明かりに照らされた薄うす暗くらがりの向こう、まっすぐにのびる階段の中ほど。

　そこに、

「……天あま樹ぎ……真ま昼ひる……」

「やっぱり、ここだったね」

　黒髪の青年が、静かに佇たたずんでいた。
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　柔らかく対流する空気に揺られて、壁かべの裂け目から生はえだした草が、かすかな音を立てた。

　真昼は視し線せんを上向けて頬ほおをかき、おそるおそるというふうにこっちを見下ろした。

「や、そろそろ起きたかなと思って部屋に行ったらいなかったから、たぶんここだろうなって……」困ったような笑えみを口元に浮かべて「もしかして、邪じや魔まだった？」

「……こんな所で何をしているのだ？　貴方あなたは」

　かろうじて、言葉を絞り出した。

　泣なき濡ぬれた顔を両手で拭ぬぐい、精一杯の虚勢を込めて、青年を睨にらんだ。

「何って……だから、作戦の相そう談だん」

　あくまでも穏おだやかな声。

　真ま昼ひるは階段を下り、よいしょ、とサクラの目の前に座り込み、手にした携帯端末を広げて、

「あんまり時間が無かったけど、とりあえず調しらべられるだけ調べてみた。これがモスクワ軍本隊の戦力一いち覧らんで、こっちが予想される敵の進路。で、これが作戦指揮系統の……」

　タッチパネルを叩たたく指の動きに従って、ディスプレイにいくつものウィンドウが展開される。

　サクラは、淀よどみなく言葉を紡つむぐ青年の顔をじっと見つめ、

「……もう、いい」

　と、呟つぶやいた。

「ん？　何か言った？」

「だから……もういいと、言っている……」

　真昼が怪け訝げんそうにこっちに向き直る。

　サクラはその視し線せんから逃げるように顔を伏せ、弱々しい声で続けた。

「今まで良くやってくれたと感かん謝しやしている。だが、これ以上、こんな先の見えた戦いに付き合う必要はない。……私は貴方の姉を助けることができなかった。この上、貴方まで犠ぎ牲せいにする訳にはいかない」

「あ……いや、月つき夜よのことは……」青年は少し口ごもり、すぐにぎこちない笑えみを浮かべて「……ちょっと心配だけど、たぶん大丈夫。調しらべてみたんだけど、何だか捕ほ虜りよじゃなくてモスクワ軍の客ってことになってて、手当とかもちゃんとしてもらってるみたいで……」

「そういう話をしているのではない！」

　反射的に、サクラは叫ぶ。

　弾はじかれたように顔を上げ、またすぐに視線をうつむかせて、

「……モスクワ軍の本隊は明日あしたにもここにやってくる。私達はもうどうにもならないが、幸い貴方は敵に顔を知られていないしＩ－ブレインも持っていない。貴方一人なら、あるいはこの状況を脱することができるかも知れない」

　いっそう深く顔を伏せ、小さく、かすれた息を吐いて、

「早く……逃げて欲しい。貴方までが、私の巻き添えになる必要はない」

「逃げろって……」真昼は困惑したように口ごもり「サクラ、まだ戦いは終わってないよ。ここにはまだ子供がいる。君が助けた子達がまだ三十人以上も残ってる。君がそんなこと言ってたら、あの子達はどうしたらいいの？」

「……私自身を囮おとりにすれば、全員は無理でも半分くらいなら逃がせるのではないかと思う」

　顔を上げ、視し線せんを伏せたまま上目に青年を見上げて、

「黒くろ沢さわ祐ゆう一いちとデュアルNo.33とセレスティには、逃げるついでに子供達の脱出を手伝ってくれるよう頼んでみるつもりだ。彼等の力なら、何人か連れて行くのも不可能では無いだろう。……貴方あなたも、一人で助かるのが心苦しいと言うのなら、誰だれでも良いから助けてやってもらえるとありがたい」

「……君は、どうするの？」

「私は、最後までここに残ろうと思う」両手で膝ひざを抱えて頬ほおを押し当て「残って、可能な限り敵の注意を引きつけ、子供達の脱出の手助けをして、それで……」

　言葉を切り、息を吐く。そこから先の運命は、考えるまでも無く決まっている。三個師団に及ぶ軍の大部隊にたった一人で立ち向かえば、待っているのは敗北だけ。どんな都合の良い偶然が重なったとしても勝ち目などない。

　自分は捕えられ、標本としてモスクワに送られるだろう。

　町は軍靴に踏み荒らされ、庭園は炎に灼やかれ、

「それで……賢人会議Seer's Guildの戦いは終わりだ」

　居住まいを正し、虚勢の笑えみを青年に向けて、

「貴方にはいろいろ世話になった。今さらだが礼を言う。……身勝手な言葉かも知れないが、いつか貴方が姉と再会して、幸せに暮らしてくれることを祈っている」

　重苦しい沈ちん黙もく。

　真ま昼ひるはこっちをじっと見つめ、ぽつりと、

「本当に、諦あきらめたの？」

　呟つぶやき、膝立ちに詰め寄って、

「じゃあ、これまでの戦いは何だったの？　どうしてそんなに簡かん単たんに諦められるの？　シティを敵に回して、たくさん人を殺して、セラのお母さんも見捨ててアンダーソン教授も失って、君はそれでも戦ってきたんじゃなかったの？　……最初に会ったときに言ったよね。この世界のどこかにあの子達の居場所を作るって。あれは──あれはいったい何だったの？」

「……そうだな」

　青年の言うとおりだと、心の中でうなずく。

　多くの命を奪い。

　娘を守ろうと戦った母を見捨て。

　たった一人の味方であった育ての親さえも失って。

「本当に……私のやってきたことは、何だったのだろうな」

　呟き、ぼんやりと視線を背後に向ける。

　扉の向こうにそびえる、骨のような桜の大たい樹じゆ。

　それが、自分の戦いを象徴しているようだった。

「サクラ……」

「これが正しいと信じて……戦ってきた」自分の意志とは無関係に、言葉がこぼれる。「シティに住む者達のために魔ま法ほう士しが犠ぎ牲せいになって良いはずがないと、誰だれかが彼等の過ちを正さなければならないと、そう信じて戦ってきた。……だが、違うのだな。この世界において正しいのは彼等のほうで、私の理想はただのわがまま。間違っているのは私のほうだったのだな……」

　切れ切れに吐き出した言葉が、ため息に溶ける。

　治り切っていない体中の傷が、じくりと痛む。

「だから……もういいって言うの？」

「良くも悪くも、それが現実だ」青年の声に、視し線せんを上向けたまま「私はその現実から目を背そむけて、一人で踊っていただけ。私は……」

　呟く声に、涙の色が混ざる。

　サクラは深く息を吐いてそれを抑え、

「私は……本当に、愚かだ」

　堪こらえ切れなくなった涙が、一滴、頬ほおを伝う。

　それを拭ぬぐうこともせず、サクラは傍かたわらの青年にゆっくりと視し線せんを向け、

「……真ま昼ひる……？」

　青年が、無言で立ち上がる。

　ズボンの埃ほこりを丁てい寧ねいに払い、まっすぐに少女を見下ろして、

「ああ、そう。……分かった」

　今まで見たことも無いような、冷たいまなざし。

　真昼は、嘲あざけるような笑えみを口元に浮かべて、

「じゃあ君は──正しいからこの道を選んだんだね？」

　と、言った。




　気まぐれに揺らぐ空気の流れが風を生み、鉄の扉を強く叩たたいた。

　激はげしい音が周囲に淀よどんだ闇やみを震ふるわせ、静寂の中にかすかな余よ韻いんを残した。

「……僕はずっと、君があの子達のために戦ってるんだと思ってた。シティの犠ぎ牲せいになるあの子達を守るために戦ってるんだと思ってた」

　真昼は言葉を切り、肩をすくめて、

「でも、違うんだね。君はただ、誰だれかに褒ほめて欲しかっただけ。シティは間違ってて自分のほうが正しいって、そう認めて欲しかっただけなんだね」

　青年の言葉が、心に突き刺さる。

　無む意い識しきに開きかけた唇が、震ふるえる。

　それは違うと。

　私はそんなことを望んではいないと。

　声にならないその声を遮って、青年はなおも続ける。

「みんなに良いことをしたと褒ほめて貰もらえるから戦った。今は分かって貰えなくてもいつかは自分のほうが正しいって認めて貰えると思ったから戦えた。……だから、何をやっても誰だれにも理解して貰えないと分かったら、もう動けない、立ち上がれない」

　冷笑を孕はらんだ、ため息。

　真ま昼ひるは、氷のような目でこっちを見下ろし、

「がっかりだね。けっきょく、君の戦いは、その程度の物だったわけだ」

「ち、違……」

「違わないでしょ？」青年は冷たい笑えみを口元に貼はり付けたまま「だからそんな所で座り込んで、一人で勝手に諦あきらめてる。相手のほうが自分より正しいんじゃないかって、たったそれだけのことでもう立てなくなってる」

　小こ馬ば鹿かにしたように鼻先で笑い、青年は頭上の闇やみを見上げて、

「バカだね、アンダーソン教授も。こんな子のために死んだなんて」

　──かっと、頭に血が上った。

　気が付いたときには、足が勝手に立ち上がり、

　力任せに振り抜いた右手が、青年の頬ほおを張り飛ばしていた。

「ふざけるな──！」

　涙で歪ゆがんだ声。

　サクラは泣なき濡ぬれた顔を拭ぬぐうこともせずに、真っ向から青年を睨にらみ付けた。

「……ふざけるな天あま樹ぎ真昼。私は正しさなど求めてはいない、そんなことのために戦ってきたのではない！　私は……私はただ──！」

「そう、違う」

　穏おだやかな声。

　真昼はにっこりと笑い、サクラの頭にそっと手をのせ、

「そんな理由じゃ誰も戦えない。命なんて賭かけられない。正しいとか正しくないとか、良いとか悪いとか……君を動かしてきたのは、そんな物じゃないはずだ」

　いつもと同じ、柔らかな笑み。

　サクラは、その顔を呆ほうけたように見つめた。

「真昼……貴方あなたは……」

「譲ゆずれない物があるから戦った。たとえ世界を全部敵に回しても、それでも守りたい物があるから戦った。たくさん人を殺して、仲間も見捨てて親も失って色んな人達に恨まれて……それでもやりたいことがあったから、一人で走り続けてきた」

　優やさしい手つきでサクラの髪を撫なで、

「そうだよね？」

「私は……」

　顔が、自然とうつむき加減になる。

　脳裏に浮かぶのは、青い瞳ひとみをサングラスで隠した白髪の少年の姿。

　多くの者を救うために犠ぎ牲せいが出るのは仕方が無いと告げた少年の声が、耳の奥に蘇よみがえる。

　あのとき、少年の言葉に、何も言い返すことができなかった自分。

　私は、本当は、何と答えれば良かったのか。

　私が望んだ物。

　私が願ねがった物。

　私を支え、動かしてきた物。

　それは──

「……あの子達がね、君のこと探してたよ」

　はっと顔を上げる。
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　真昼は、そんなサクラの頭をぽんぽんと叩たたき、

「行ってくるといい。何を決めるのもその後だよ」

　無言でうなずき、青年の傍そばをすり抜けて駆け出す。階段を三歩上った所で立ち止まり、頬ほおを張り飛ばした感触が残る自分の右手を見つめて、

「ま……真ま昼ひる！　すまない。さっきは、その……」

「三倍返し。期待してるよ」

　おどけたような、青年の声。

　肩越しに振り返ると、真昼はくすくす笑い、

「僕は忘れっぽいから、ちゃんと覚えておいてね」




　子供達の遊ゆう戯ぎ室しつからは、ライトの明かりと、話し声が漏れていた。

　サクラはドアの陰に身を寄せ、こわごわと中を覗のぞき込んだ。

「……はーい。それじゃ、もう一回最初からー」

　年長の女の子が手を叩たたくと、子供達は部屋の隅の一箇所に集まる。先の戦いを生き残ったという、三十五人の子供達。誰だれも彼もが顔や手に治ち療りよう用ようの白いシートをいくつも貼はり、中には、頭に包帯を巻いている子もいる。

　女の子が「せーの」と合図をし、子供達がいっせいに隊列を組み替える。

　息を呑のむ。

　あれは、自分が子供達に教えた、

　……戦せん闘とう訓練。

　無む意い識しきに踏み出した足が、遊戯室のドアに触れる。

　スライド式の扉が音も無く開き、三十五人分の視し線せんが、その向こうに立つ少女に集中する。

「サクラ……？」

　男の子の一人が、口を開く。

　子供達が、いっせいに駆け寄ってくる。

「あ……」

　とっさに逃げ出したい衝しよう動どうに駆られ、半歩引いた所で我に返って踏みとどまる。取り囲む子供達に視線を巡らせ、言葉に迷い、

「……みんな……」

　と。

　サクラが何を言うよりも早く、目の前の女の子が口を開いた。

「──ごめんね、サクラ」

　何を言われたのかと、目を見開く。

　小さな女の子を見下ろして、どうにか言葉を作る。

「……なぜ、謝しや罪ざいを？」

「だって……」女の子はサクラの腕に巻かれた包帯を指さし「わたし達が役に立たないから、サクラいっつも一人でがんばって、いっつも怪け我がして……」

　ぐずっと鼻をすすり、サクラの手をつかんで、

「だから……みんなで相そう談だんしたの。今度はみんなでがんばって、みんなでサクラを助けようって。──サクラ、わたし達がんばるから！　サクラみたいに上じよう手ずにできないけど、こんどは、いっぱいがんばるから！」

　女の子の言葉を呼び水にしたように、周囲の子供達が、次々に声を上げ始める。

　ごめんなさいと。

　いつも一人で無理ばかりさせてごめんなさいと。

　今度は、自分達も一いつ緒しよにがんばるからと。

　口々に言いつのる子供達を、サクラは呆ぼう然ぜんと見下ろし、

「……みん……な……」

　自分はいったい、何を迷っていたのだろうと思った。

　視界が、歪ゆがんでふやけた。

　足に力が入らなくなり、崩れるように床ゆかに膝ひざをつき、

「ありがとう。みんな……ありがとう……」

　気が付いたときには、目の前の女の子を抱きしめていた。

「サクラ……？」女の子の声「サクラ、泣いてるの？」

　他ほかの子供たちもすぐに気付き、心配そうに声を上げる。どうしたのかと、怪け我がが痛むのかと、子供たちが自分まで泣きそうな顔で詰め寄ってくる。

　大丈夫だ、と笑い、立ち上がる。

「……みんな、良く聞いて欲しい」

　手のひらで勢いよく涙を拭ぬぐい、子供達を見下ろす。

「今、このメルボルンにモスクワ軍の本隊が向かっている。攻こう撃げき開始は明日あしたの朝。彼らはこの町を完全に制圧し、私達を一人残らず捕えるつもりだ」

　一人一人の顔に、ゆっくりと視し線せんを巡らせる。

　うつむく者はいない。

　誰だれもが、怯おびえと、不安と、それ以上の信頼のこもった目で、サクラを見上げていた。

「状況は極めて不利だが、私はむざむざと敗北してやるつもりはない。これ以上、貴方あなた達を一人たりとも連中の手に渡しはしない。……作戦は追って伝える。明日は昨日きのう以上に激はげしい戦いになる。みんな、今は少しでも休んで、明日に備えて欲しい」

　子供達がいっせいに、はい、とうなずく。

　サクラはうなずき、目を閉じて、




「みんな……本当に、ありがとう」




　世界のどこかに子供達の居場所を作ろうと決めた──

　遠いあの日のことを、思い出した。
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　医務室のモニター用端末に、明かりが灯ともった。

　祐ゆう一いちは部屋の隅の椅い子すに腕を組み、検査結果の表示を見上げた。

「靱じん帯たい断裂が五ヶ所、重度の骨折が三ヶ所、軽度の物が十六ヶ所」ベッドの上の少年に顔を向け「ずいぶん、手ひどくやられたものだな」

「そうしないと、勝てませんでしたから」

　枕まくらの上で天てん井じようを見上げたまま、ディーが小さく笑う。少年の体には至る所包帯が巻き付けられ、まともに動かせない右足は厳げん重じゆうに固定されている。

「モスクワ軍の本隊は、このメルボルンに向かっている」椅子から立ち上がり、枕元に歩み寄って「攻こう撃げき開始は明日あしたの朝。それまでにお前の体を戦せん闘とう可能なレベルまで回復させるのは、ここの設備では不可能だ」

「はい」

　少年はうなずき、枕元の剣を取る。

　黒と緑の二つの結晶体が象ぞう眼がんされた、細い騎き士し剣けん。

　天井の闇やみを見上げたまま、その柄つかに指を滑すべらせる。

「けど、またこの……『森しん羅ら』の力を借りれば……」

　祐一は、深く息を吐いた。

「……確たしかに、その剣を使えば、今のお前でも戦うことはできるだろう」

　少年の視し線せんを追うように顔を上に向け、

「その剣はお前の体の不備を補い、通常状態と変わりの無い力を与える。ちぎれた靱帯を繋つなぎ、壊こわれた手足を動かし、剣の所有者を必ず戦闘に勝利させる。……だが、お前も理解しているとおり、それには代価が必要だ」

　ディーの顔をまっすぐに見下ろし、

「それでも使うつもりか」

「はい」

「使えば、人ではいられないぞ」

「分かっています」

　一いつ瞬しゆんの淀よどみも無い、答え。

　祐一は、そうか、と息を吐いた。

「その剣を与えたこと、恨んでいるか？」

　今度は、わずかに沈ちん黙もくがあった。

　ディーはベッドの上で首を振り、ゆっくりと身を起こした。

「これは、今のぼくに必要な物ですから」膝ひざの上に剣を置き、まっすぐにこっちを見上げて「これから先も、セラを守って戦っていくためには」

「……賢人会議Seer's Guildとともに、行くつもりか」

「シティと賢人会議とどっちが正しいのか……いえ、正しいとか正しくないとかいう話をしていいのか、ぼくには良く分かりません。けど、ぼくは、この世界にセラの居場所を作ってあげたい。あの子が幸せに生きていける世界が欲しい。……その点では、ぼくは賢人会議と同じだと思うんです」

　覚悟を決めたと、笑う少年。

　その顔に、以前の怯おびえや迷いの影かげはない。

「そうか……」

　それが、眩まぶしくもあり、悲しくもあった。

　騎き士しの剣は人を殺すためにある。自分が信じる物のために敵を打ち倒し、道を切り開くためにある。覚悟を持って戦う者の姿は美しく、人はそれを英雄と讃たたえる。

　少年の覚悟は祐ゆう一いちが望んだ物であり、その姿は得え難がたく、尊い。

　──だが、それでも。

　それでも、誰だれかを踏み付けにしなければ自分を貫けないということは。

　愚かで、情けなく、悲しいことなのだと……

「……いや」

　苦い笑えみが、口元に浮かんだ。

　祐一は天てん井じようの闇やみを見上げ、少年には聞こえないくらいの小さな声で、

「それを、お前はもう、知っているのだったな」

　それは、かつて、黒くろ沢さわ祐一という少年が辿たどった道。

　それは、かつて、七なな瀬せ雪ゆきという少女が辿った道。

　あの大戦で、英雄と呼ばれた者達が、駆け抜けた道。

「祐一さん……？」

「独り言だ」視し線せんを下ろし、少年に向き直って「では、この戦いが終わったら、別れということになるな」

　少年は視線をうつむかせ、息を吐いて、

「一いつ緒しよに来ては……くれないんですね」

「賢人会議の理想のもとで剣を振るうことは、俺おれにはできないからな」

　祐一は小さく笑い、右手を差し出して、

「だが、マリアとの約束を違たがえるつもりはない。これから先、お前達にもしものことがあれば、世界のどこからでも駆け付ける。──約束しよう」

「はい」

　ディーはうなずき、その手を取った。
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　話し声は、医務室のドアの向こうまで漏れ聞こえていた。

　サクラはノックしかけたまま硬直していた手を、静かに戻した。

　……ずいぶん、重荷を背負わせてくれたものだな。

　どうやら自分の背中には、あの子供達だけでは無く、少年と少女の運命も乗せられてしまったらしい。苦笑混じりに息を吐く。これでますます負けられなくなった。分かっていたことだが、明日あしたは死力を尽くさなければならない。

　足音を立てないように振り返り、医務室を後に歩き出そうとして、

「……サクラさん」

　小さな声に、目を見開いた。

　金きん色いろの髪をポニーテールに結わえた少女の姿が、すぐそこにあった。

「セレスティ……」

　顔をうつむかせる少女の姿に、息を呑のむ。

　逃げ出しそうになる足を必死に押しとどめ、まっすぐ少女と向き合って、

「……その、私は……」

「ここに帰ってきてから、いっぱい考えました」

　強い声。

　サクラの言葉を遮り、セラはうつむいたまま、

「サクラさんのこととか、シティのこととか、あの子達のこととか、お母さんのこととか、ディーくんのこととか。……でも、やっぱりダメです。いっぱいいっぱい考えたけど、わたしにはやっぱり分からないです。誰だれが正しいのかとか、誰が正しくないのかとか、どうすればいいのかとか、ぜんぜん分からないから……」

　だから、とセラは顔を上げる。

　両手を固く握りしめ、大きく深呼吸をして、

「だから、わたし、サクラさんについていくことに決めました」

　──思考が止まる。

　少女の青い瞳ひとみを、呆ぼう然ぜんと見下ろす。

「……セラ……貴方あなたは……」

「おかあさんのことは悲しいし、サクラさんは許せないけど、でもやっぱりわたし、サクラさんのことが好きです。サクラさんの言ってることも間違ってないんだって……思います」

　ひぅっ、と息を呑のむ音。

　少女はこぼれそうになった涙を両手で拭ぬぐい、挑むような視し線せんをサクラに向けて、

「……だから、サクラさん、見せてください。おかあさんが本当に仕方無く死んだのか、わたしに見せてください」

「……分かった」

　答える声が、震ふるえた。

　サクラは無む意い識しきに、少女の小さな体を腕に抱き込んだ。

「分かった、セラ……セレスティ・Ｅ・クライン。私の戦いを見ていてくれ。そして、どうしても許せないと思ったときには、私を罰してくれ」

　はい、とうなずいて、セラが小さな頭を胸にすり寄せる。

　サクラは柔らかなその金髪をそっと撫なで、体を離はなした。

　右手の小指を立てて、少女の前に差し出す。

「何ですか……？　これ」

　懐なつかしい言葉。

　サクラは少女の手を取り、細い小指に自分の指を絡めた。

「絶対に約束を守るという、おまじないだ」




　そうして、サクラは再び、この場所に立った。

　細く、長い階段を下った先。地下の庭園に通じる、大きな扉の前。

「おかえり」壁かべに背中を預けて携帯端末を叩たたいていた真ま昼ひるが顔を上げ「……うん。元気になったみたいだね」

　サクラはうなずき、青年の前で立ち止まった。

「──策を」

　一つ息を吐き、青年の黒い瞳ひとみを見つめて、

「この状況を打開する、起死回生の、最高の策を」

「りょーかい」

　真昼がうなずき、立ち上がる。

　携帯端末を折りたたみ、上着の裏に押し込んで、

「それじゃ、始めようか、悪だくみ」

　いつもと何も変わりのない、穏おだやかな声。

　その姿に、訳もなく笑いがこみ上げた。

「どうかした？」

「いや……」首を振り、それでも口元がほころんでしまうのを抑えられずに「おかしな男だな、貴方は。普通ならああいうときは、『君のほうが正しい』とか『僕は信じてる』とか、そんなことを言うものではないのか？」

「僕は意地悪で性格歪ゆがんでるけど、嘘うそ吐つきじゃないからね」真ま昼ひるは笑い、ふと不安そうに「……ごめん。そういうののほうが、良かった？」

　いや、とサクラは首を振った。

　青年の顔を、まっすぐに見上げた。

「ありがとう。天あま樹ぎ真昼」

　安易な慰なぐさめの言葉を、一度たりとも口にしなかった。

　それが青年の優やさしさだったのだと、サクラは初めて気が付いた。

「行こう。時間もあまり残されていないことだしな」

　扉に背を向け、階段に向かって歩き出す。

　その足が自然に止まり、一度だけ、庭園の扉を振り返る。

　とうとう、一度たりとも花を付けることの無かった、あの子の願ねがいの結晶。

　だが、咲かなくとも良い。

　私がここに桜の木を植えたという事実には、何の変わりもないのだから。

　それで、あの子もきっと許してくれるだろう。

　そう思い、今度こそ心の中で庭園に別れを告げ、

「どうしたの？　サクラ」

　不ふ思し議ぎそうな真昼の声。

　青年は立ち上がり、扉のタッチパネルに手を伸ばそうとしていた。

「真昼……」振り返り、ため息混じりに「気持ちはうれしいが、今は感傷にひたっている時間はない。その庭園との別れは済んだ。急ごう」

「何言ってるの」

　笑いを含んだ青年の声。

　真昼は扉のロックの解除キーをタッチパネルに打ち込み、

「最後の作戦会かい議ぎなんだから、ここでやらなくてどこでやるの」

　分厚い鉄の隔かく壁へきが、ゆっくりとスライドしていく。

　その向こうに広がるのは、色とりどりの花が咲き誇る春の庭園と──

「……あ……」

　サクラは息を呑のみ、目を見開いた。

　視界の先、庭園の中央にそびえる、枯れ木のような桜の大たい樹じゆ。

　そこに、小さな薄うす紅べに色いろが、静かに揺れていた。




　奇跡のような、光景だった。

　色いろ鮮あざやかな庭園を包むように広がる、滅びた動物の化石に似た、桜の梢こずえ。

　その中ほど、細く伸びた枝先に、小さなつぼみが一つ、花開こうとしていた。

　そこから少し離はなれた別な枝の陰では、生まれたばかりの別なつぼみが固い花弁をわずかに綻ほころばせていた。良く見れば、つぼみは梢こずえのそこかしこに、ひっそりと隠れるようにして生まれていた。

　無む意い識しきに駆け出した足が、青年の傍そばをすり抜け、庭園に飛び込んだ。

　息を切らせて中央の丘に辿たどり着き、淡い紅を散らした桜の梢を、ただ呆ぼう然ぜんと見上げた。

「咲いたね、桜」穏おだやかな声。「けっこう成長が早いから、この分だと明日あしたは満開かな？」

　背中越しに、青年が立ち止まる気け配はい。

「真ま昼ひる……」自分の声が震ふるえているのに気づき、深く息を吸い込んで「これは、貴方あなたが？」

「実は、と言いたいところだけど、僕は何も」青年はかすかに笑い「全部この樹きの力……いや、君の力だよ」

「そう……か……」

　うなずき、目を細める。

　涙がこぼれないように、何度もまばたきを繰くり返す。

　桜の花が見たいと。

　いつか桜の樹の前で一いつ緒しよに花見をしようと。

　そう約束した小さな女の子の姿が、目の前に浮かぶ。

「……どうだ？　見えるか？」

　震ふるえる指で、髪を結ぶリボンをほどく。

　女の子の形見の黒いリボンを両手に広げ、高く、頭上に掲げる。

　まぶたの縁ふちからこぼれた涙が、頬ほおを伝う感触。

　サクラは泣なき濡ぬれた顔のまま、笑った。

「これが──本物の桜だぞ」
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　十月十二日深夜、午前二時五分──

　第一階層に設けられたモスクワ軍の作戦本部に、一通のメッセージが届けられた。

　兵士達が通信に用いる一般回かい線せんを使い、正面から堂々と送り届けられたそのメッセージには、『賢人会議Seer's Guild』の署名とともに膨ぼう大だいなデータが添えられていた。魔ま法ほう士しの情報制御の特性値と思おぼしきそのデータはすぐさま解析にかけられ、結果、それが『サクラ』と呼ばれる魔法士の物であることが判明するのに、それほどの時間はかからなかった。

　データはすぐさま観かん測そく機き器きが捉とらえている『情報の海』の変動値と照会され、その結果、『サクラ』は第六階層の最深部の一点に存在していることが確かく認にんされた。奇くしくもそれは、別な解析から得られた、賢人会議の拠点と思おぼしき地点と一致していた。

　自身の存在を誇示するように送り付けられた、意図不明のメッセージ。

　そこには、シティに対する罵ば倒とうと糾きゆう弾だんの言葉が書き連ねられていた。

　糾弾はマザーコアの存在に始まり、情報制御理り論ろん研究の現状、魔法士の権利へと及んだ。言葉はシティの存在その物を非人道的と罵ののしり、自分達はそんなシティの都合で犠ぎ牲せいになる魔法士を守るために戦う者だと主張した。

　作戦指令室に居合わせた兵士達は誰だれもが目を見開き、頭上の立体映像ディスプレイを流れるメッセージを見つめた。メッセージは自分達に降伏の意志が無いこと、最後の一人になるまで戦い抜く覚悟であることを淡々と告げた。

　端末の稼か働どう音おんが止まり、ディスプレイの中央に短い言葉が映し出される。

　長い、長いメッセージの、最後の一文。

　──決着を望む、と。

　その言葉を、兵士達の誰もが、呆ぼう然ぜんと見上げた。








　　　第十二章　炎のさだめ

　　　～I wish,I'll pass　away under this perfect cherry blossom～









　メルボルンの町に、軍ぐん靴かの音が響ひびいた。

　シティ・モスクワ自治軍陸戦部隊三個師団、三千人の兵士は、夜明けを少し過ぎた頃ころに、部隊の展開を終えた。

　第二階層から第五階層までの各階層では、一部の自治組そ織しきの協力の下に戦せん闘とうの準備が進められた。敵の逃走経路を可能な限り絞り込むために、区画と区画を繋つなぐ連絡通路は最低限必要な数本を除いて閉へい鎖さされ、あるいは物理的に破は壊かいされた。残されたすべての通路と階層間バイパス道には陸戦部隊と空中戦車からなる防ぼう衛えい線せんが敷しかれ、ノイズメイカーが設置された。万に一つも地上への脱出を許した場合に備えて、メルボルンの上空には四五〇メートル級空中戦せん艦かんが待たい機きした。

　先行してメルボルンに潜せん入にゆうしていた魔ま法ほう士し十五名と工作員三百名は軍の本隊に合流、その指揮下に入り、最前線の突入部隊として配備された。

　モスクワ全軍の半数以上を投入した、水も漏らさぬ包囲網。

　だが、それでも事態を楽らつ観かん視しする訳にはいかなかった。

　これほど大規模な兵力を一度に動かせば、もはや、他ほかのシティの目を欺あざむくことは適かなわない。本国からの情報はすでにシティ・ベルリンとシティ・シンガポールで不ふ穏おんな動きがあることを伝えており、モスクワに残った防衛部隊には第一級の警けい戒かい態勢が敷かれていた。

　協力国であるシティ・マサチューセッツが他ほかのシティの動きをけん制してくれているおかげで今のところ他国軍に表だった動きは見られないが、その均きん衡こうもいつまで保もつか分からない。

　作戦は、可能な限り迅じん速そくに遂行されなければならなかった。

　メルボルンの住民はみな自分の家に隠れ、人の姿の絶えた通りには、風の音だけが流れた。巻き添えを食うことを恐れた第六階層の住民達は我先にと階層間の検問所に駆け込み、第五階層の裏通りには避ひ難なん民みん達があふれた。

　──西暦二一九八年十月十二日、午前九時。

　最初の部隊が、第六階層への突入を開始した。
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　通路の壁かべに押し当てた指先が、また一つ、かすかな違和感を捉とらえた。

　イルは闇やみの中に立ち止まり、Ｉ－ブレインに命令を飛ばした。

（『シュレディンガーの猫は箱の中』）

　自身の体を構成する原子一つ一つの情報を書き換え、壁かべに向かって腕を押し込む。存在確かく率りつを消去された体が壁に偽装された隠し扉をすり抜け、反対側の空間に音も無く出現する。

　小さく息を吐き、周囲の闇やみに視し線せんを巡らせる。

　アリの巣のように張り巡らされた、メルボルン第六階層の広大な通路網。

　その最深部、『賢人会議Seer's Guild』の本拠地に通じると思おぼしき巨大な隔かく壁へきを、イルは見上げた。

　……ここか。

　襟えり元もとの通信素子に有ゆう機きコードを接続し、ここに至るまでの経路を本部に転送する。作戦開始から三十分。全部隊の三分の一にあたる千人の兵士がすでにこの第六階層に進入し、敵の逃走経路を塞ふさぐために、主要な通路が重なる各ポイントに防ぼう衛えい線せんを構えている。

　イルの役目は、単独での敵陣への突入。

　敵の本拠地に残されているかも知れない全抵抗力を排除してこれを制圧。賢人会議の首しゆ謀ぼう者しやであるサクラという名の魔ま法ほう士しを捕らえるのが、少年に与えられた任務だった。

　……ここまでは予定どおり、か。

　本部から送り返されてきたデータを脳内に確認する。情報構造体観かん測そく用のレーダーは第六階層全域の情報の流れを詳細にトレースし、『サクラ』の存在を正確に捉とらえている。

　敵は隔壁の向こう、ほんの数百メートル先。

　小さく一つうなずき、イルは歩き出した。

　……見え透いた手やな。

　この先にあの少女が待っているのは間違い無いが、だからといって敵のすべてがここに立て籠こもっているとはモスクワ軍もイルも考えていない。わざわざ追跡に必要なデータを送り付けて自分の存在を誇示して見せた以上、その目的はモスクワ軍に対する陽動。

　おそらく、本拠地に残っているのは少女ただ一人。

　後の者はすでに第六階層のどこかに潜せん伏ぷくし、脱出の機き会かいをうかがっているはずだ。

「籠ろう城じようみたいなぬるい作戦考える訳無いしな、あの女が」

　冷たい隔壁に手を押し当て、そのまままっすぐ前に進む。体全体をぬるま湯に浸すような感覚が一いつ瞬しゆんだけあって、唐とう突とつに視界が開ける。

　ドーム状の広い空洞をまっすぐに走る、一本きりの舗ほ装そう道どう。

　その両側に立ち並ぶ、いくつもの白い建物。

　……本拠地いうか……町やな、こら。

　人ひと気けの絶えた町に視線を巡らせ、足下の小石を爪つま先さきで蹴ける。通りにも建物の陰にも内部にも、誰だれかが隠れ潜ひそんでいる気け配はいは無い。

　周囲に巡らせていた視線が、一点で止まる。

　舗装道をまっすぐに進んだ先、空洞のいちばん奥、壁に張り付くように建てられた白い家。

　侵入者を招くように、大きく開け放たれた扉。

　……誘っとるつもりか。

　口元を笑えみの形に歪ゆがめて、イルは歩き出した。




　見渡す限りの、花の園だった。

　長い階段を下り、隔壁の向こうに辿たどり着いたイルを待っていたのは、色とりどりの花が咲き誇る春の庭園だった。

　……何や、こら。

　呆ぼう然ぜんと目を見開き、サングラス越しの視し線せんを左右に向ける。整せい然ぜんと並んだ花か壇だんには多種多様な花々が格子模様に敷しき詰められ、甘い香りが立ち込めている。

　ゆっくりと一歩踏み出しかけ、その目の前を淡い薄うす紅べに色いろの花びらが、一片流れる。

　見上げた庭園の空には、いっぱいに枝を伸ばした、桜の梢こずえ。

　白塗りの天てん井じようを突き抜けんばかりに広がった梢は、小さな花びらに埋め尽くされていた。

　小指の先にも満たない小さな花びらが幾百、幾千と重なり合い、桜の梢は薄紅色の雪をかぶったように柔らかく垂れ下がっていた。細い枝の陰にはまだ綻ほころび始めたばかりのつぼみが数え切れないほど身を潜ひそめ、花開く瞬しゆん間かんをひっそりと待っていた。

　満開の桜の梢にそって、ゆっくりと視線を下ろす。

　庭園の中央、そびえる桜の大たい樹じゆの根元。

　そこに見知った顔を認めて、イルは息を吐いた。

「わざわざ居場所知らせてきたいうことは投降する気になったんかて思ってんけど……」

　長い黒髪を頭の両側に束ね、黒い外がい套とうに身を包んで立ち尽くす少女。

　それに向かって、静かに歩き出す。

「どーも、そういう感じやなさそうやな」

　呟つぶやき、鼻で笑って、

「けど残念やったな。自分を囮おとりにしてその隙すきに他ほかのヤツらを逃がすつもりやったんやろうけど、このとおり、ここに来たんはおれ一人。他の部隊はみんなで出口固めて、お前の仲間捕まえるために動いてる真っ最中や」

　庭園の中央、丘の前で立ち止まり、

「お前が何をどうやっても、もう勝ち目なんかあらへん。……せやけど、何ぼ結果が見えてるいうても戦いは戦いや。お前らが抵抗したらした分だけこっちの被害は増える。お前の仲間止めるために、死なんでええ人らがまたようさん死ぬ。メルボルンの町かて、また前みたいなことになるかも知れへん。……お前は、それでもええんか」

　桜の幹に寄り添うように佇たたずむ少女を見上げ、

「もう十分やろ。頼むから、大人おとなしく降伏してくれへんか」

　その言葉に、少女は沈ちん黙もくをもって応こたえる。

　黒い手袋に包まれた両手を外がい套とうの裏に差し入れ、銀ぎん色いろの投とう擲てきナイフを左右につかみ出す。

　刃やいばの剣けん呑のんな光を遮って、桜の花びらが、また一片舞まい落ちる。

「……言うても無む駄だみたいやな」呟つぶやく声に苦笑が混ざる。「何が何でも自分は曲げん。たとえ勝ち目の無い戦いでも絶対に膝ひざはつかん。最後の最後まで戦って、敵を一人でも二人でも道連れにしたる……そういう話か」

　両手のナイフが、ゆっくりと投擲体勢に構えられる。

　すっと身をかがめた少女の背に、二条の黒い髪がたなびく。

「オッケー、分かったわ」

　サングラス越しの視し線せんを、細める。

　地を這はう獣けもののように姿勢を落とし、緩ゆるやかに構えた両手を眼前に掲げる。

「やっぱりお前は──ただの人殺しや」

　一歩目を刻む足音と、投擲ナイフの風切り音は、同時。

　それが、戦せん闘とう開始を告げる合図だった。
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　強化カーボンの低い天てん井じように、無数の足音が反はん響きようした。

　夜間迷彩服に身を包んだモスクワ軍の兵士達は、闇やみに沈む第六階層の通路を、息を殺して進んでいた。

　幻影イリユージヨンNo.17が敵の本拠地に到達したという連絡は、兵士達にも届いている。発見された本拠地の座標とそこに至る詳細な経路は第一階層の作戦本部に送られ、逃走経路の絞り込みが進められている。

　おそらくはこの第六階層のどこかに潜ひそんでいるはずの、敵の本隊。

　それを発見、制圧するのが、兵士達の役目だった。

『第三十二小隊、前方百メートル地点を右に分岐』

　通信素子から聞こえるオペレーターの声に、先頭を行く小隊長が了解と答える。一部隊十名からなる兵士達は周囲に油断なく警けい戒かいを巡らせつつ、蛇行する通路を前進する。

　前方から近づいてくる、別な小隊の一団。

　右手の動きで合図を交わし、指示されたとおりの分岐路に入り込む。

『──警告』

　そのとき、背後で悲鳴が上がった。

　そのとき、索敵担当の兵士が持っていた情報制御感知用のセンサーが、反応を示した。

　兵士達はいっせいに振り返り、銃を構えて携帯用のノイズメイカーを展開した。小型のアンテナのようなノイズメイカーが低い唸うなりを上げ、空気がかすかに震ふるえた。

　暗視カメラが捉とらえる通路の先、分岐点の向こうで銃声が三度響ひびき、先ほど出会った別な小隊の兵士達がゆっくりと後ずさって行くのが見えた。いずれも銃を構えた兵士達は隊列を立て直して引き金に指をかけ、銃弾が放たれるよりも早く、その腕が肘ひじから斬きり飛ばされて宙を舞まった。

　閃ひらめいた斬ざん撃げきは、全部で十六。

　だが、Ｉ－ブレインを持たない兵士達に、それはただ二筋の光としか捉えられなかった。

　光は暗視カメラの視界の中に緩ゆるやかな弧を描き、兵士達の正面の位置に静止した。その光が二振りの騎き士し剣けんだと兵士達が理解した瞬しゆん間かん、暗視カメラの解析機き能のうがその姿を映し出した。

　細く伸ばした銀髪を翻ひるがえし、ゆっくりとこちらに向き直る、銀ぎん色いろの瞳ひとみの少年。

　体の左右に無造作にさげられた剣から、血が滴したたり落ちた。

　真っ先に我に返った小隊長が大声で命令を発し、兵士達は通路の先に銃の照準を合わせる。ノイズメイカーの電でん磁じ場ばが展開され、不可視の網が少年めがけて襲おそいかかる。

　が、その瞬間にはすでに、少年の体はもっとも手近な兵士の前。

　甲かん高だかい金属音が一度だけあって、銃身半ばで切断された短機関銃と、それを構えていた兵士の両手が、同時に床ゆかに落ちた。

　兵士の一人がノイズメイカーの操そう作さ盤ばんを叩たたき、出力を一気に最大まで振り切った。少年の体が一瞬だけのけぞり、その姿が通路の分岐まで後退した。兵士達がいっせいに銃の引き金を引き、衝しよう撃げき音おんが通路の闇やみに響き渡り、放たれた銃弾は間一髪で通路の陰に飛び込もうとしていた少年の右足を浅く薙ないで鮮せん血けつを飛び散らせた。

「──本部、一人発見した。応援願ねがう」

　通信素子に向かって告げる、小隊長の声。

　周辺地域に展開されていたすべての部隊が、少年の追跡を開始した。
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　通信ノイズの向こうに聞こえるモスクワ軍のオペレーター達の声が、慌ただしさを増した。

　祐ゆう一いちは闇の中に身をかがめ、盗とう聴ちよう用ようの通信素子に耳を押し当てた。

「……ディーは、発見されたようだ」

　となりに座り込んで聞き耳を立てていたセラが、びくりと身を震わせる。部屋の真ん中に身を寄せ合って座っていた子供達も、心配そうにひそひそと声を立てている。

「大丈夫だ」

　心配はいらない、と声を掛けると、子供達の不安顔が少しだけ和らぐ。これが予定どおりの展開であることを知っている子供達は、まだどこか心配そうな顔をしつつも、表面上は落ち着きを取り戻していく。

　が、セラだけは青ざめた顔でうつむいたまま。

　祐ゆう一いちは息を吐き、束つかの間ま、目を閉じた。

　第六階層の出口にほど近い通路から、隠し扉を二つ隔てた先。数週間前に祐一が見つけた、アルフレッド・ウィッテンの研究施設跡の一つ。セラと三十五人の子供達を連れた祐一は軍に把握されていない隠し通路を伝ってこの場所まで辿たどり着き、部隊の突入が始まった頃ころからずっと、敵の動向を探っている。

　あの町に残ったサクラが第一の囮おとりなら、兵士達と戦っているディーは第二の囮。

　この作戦の正否の半分は、二人の動きにかかっていた。

　……後は、真ま昼ひる次第か。

　たとえ囮役が最大限上う手まく動いたとしても、すべての敵の注意を引きつけるには到底足りない。敵戦力の三分の二は第五階層より上に陣を構えているし、そもそも第六階層に突入した部隊もすべてがディーを追っている訳ではない。

　強行突破による地上への脱出を可能とするための、あと一手。

　それが指されない限り、ここを動くことはできなかった。

「……祐一さん」

　少女の声に、視し線せんを向ける。セラは青ざめた顔を上げ、口を開きかけて唇をかみ、何度もためらってからぽつりと、

「ディーくん……ほんとに、大丈夫ですか？」

「大丈夫だ」うなずき、少女の前に座って「ディーが持つあれは、最強の騎き士し剣けんだ。『森しん羅ら』を持つ者は敗北しない。どんな過酷な戦いにも必ず勝利する」

　それが少女の望んだ答えでないことを知りつつ、告げる。

　セラはひぅっと息を呑のみ込み、小さな手を握りしめて、

「でも、でもディーくん、あんなにいっぱい怪け我がして、足もまだ治ってないのに……」

　言葉に詰まり、うつむく少女。

　とっさにその頭に手を伸ばしかけ、祐一は、無言でその手を戻した。

　……囮役は、僕がやります。

　そう告げた少年の笑え顔がおを思い出し、知らず、視線が天てん井じようの闇やみに向く。

　囮になって敵を引ひき離はなす役も子供達を連れて強行突破する役も、どちらも過酷なことに変わりはない。なら、戦力として確かく実じつ性せいの高いほうが強行突破役として残ったほうが作戦の成功率は高い──それが少年の言葉。

　だが、そこに隠された真意が、祐一に見抜けないはずもない。

　自分が人を殺す姿を、セラに見られたくない、と。

　少年の寂しげな笑えみが、無言でそう告げていた。

「ディーくん言ってました。自分はどうなってもいいって、自分よりわたしのほうが大事だって。……でもわたし、そんなの嫌いやです。ディーくんだけいっぱい怪け我がして、ディーくんだけいっぱい辛つらい目にあって！　そんなの、ぜったいにダメです！」

　うつむいたまま、少女が叫ぶ。

　祐ゆう一いちは、そんな少女をじっと見つめ、

　……レノア……いや、マリア、すまん。

　セラの母のかつての名に、心の中で詫わびた。

「……お前にできることが、一つだけある」

「え……？」

　呆ほうけたように、少女が顔を上げる。

　泣なき濡ぬれたその瞳ひとみを見下ろし、祐一は柔らかい金髪をそっと撫なで、

「お前がディーのためにできる、お前にしかできないことだ」

「わたしにしか……できないこと……？」

　青い瞳が、ゆっくりと見開かれる。

　少女は祐一の膝ひざに詰め寄り、頬ほおを紅こう潮ちようさせて、

「教えてください祐一さん！　何ですかそれ！　わたし、ほんとにディーくんの役に立てるんですか？」

　ああ、とうなずき、目を閉じる。

　しばしの沈ちん黙もく。

　祐一は目を開け、少女の肩に手を置いた。

「……あいつが、ディーが人を殺したことを、決して許すな」

「ゆる……すな……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくセラ。

　淡い唇が震ふるえ、青い瞳に涙が盛り上がり、少女は声を張り上げて、

「どうして、どうしてですか！　ディーくんあんなに苦しそうなのに、誰だれかを傷つけるのが怖いってあんなにいっぱい泣いてるのに、なのにどうして──！」

「それがディーの望みだからだ」

　少女の声が、ぴたりとやむ。

　血の気が引いたその顔を見下ろし、祐一は息を吐いた。

「あいつはこの先、数え切れないほど人を殺す。お前を守るために、世界のどこかにお前の居場所を作るためにあいつは戦い続ける。……終わりの無い戦いは人を慣なれさせる。初めの一人を殺すときに感じた恐怖は十人殺す頃ころには半分になり、百人、千人と人を斬きればそれはきっと当たり前の行為に変わっていく」

　だが、と言葉を切り、セラの頬に手を当てる。

　青い瞳ひとみからこぼれた涙を、拭ぬぐい取る。

「……だが、お前が『許さない』と言えば、ディーは踏みとどまることができる。自分の行為を正当化できず、人の命を奪う恐怖に怯おびえ続け、それでもあいつは、兵器では無く人間として生きることができる」

「それが……ディーくんの、望み？」

「そうだ」うなずき、少女の傍そばに転がる正八面体型の結晶に視し線せんを向け「そして、そうやってディーのことを許さないお前は、この先何があっても人を殺すな。たとえどれほど過酷な状況に追い込まれようと、そのために自分とディーの命を危険にさらすことになろうと、決してその手を血に染めるな」

　おそらく、それは、十歳の少女には重過ぎる道。

　少年とともに戦場を駆け、ともにその手を血に染めるよりも、遥はるかに過酷な戦い。

「お前に……それができるか？」

　母親に良く似た少女の顔をまっすぐに見下ろし、問う。

「……わたし……は……」

　セラは両手を膝ひざの上で握りしめ、視線をうつむかせた。
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（警告Alert：一般処理・『攻こう撃げき感知』）

「くっ──！」

　喉のど元もとめがけて突き込まれた少年の指を寸前でかわし、大きく後方に跳ちよう躍やくして転げるように着地する。剥むき出しの土が音を立てて削れ、名も無い草がちぎれ飛ぶ。一転して立ち上がり、身構えたその鼻先になおも繰くり出される少年の拳こぶし。存在確かく率りつを改変して空間を渡った少年の体は、五メートルの距きよ離りを完全に無視してすでにサクラの目の前にある。

（呼Call：『銃身』）

　苦し紛れに放った電でん磁じ加速の投とう擲てきナイフが、少年の胸を素通りして遥か後方の壁かべに深々と突き立つ。こちらの攻撃を完全に無視して繰り出される突きの一撃を身を捻ひねってかわし、その瞬しゆん間かんにはすでに少年の右足が唸うなりを上げる。

　無む意い識しきの行動で氷の鎖くさりを生成してしまい、次の瞬間、自分のミスに目を見開く。

　少年の右足は生み出された淡たん青せい色しよくの鎖を当然のようにすり抜け、螺ら旋せんを描いてサクラの右の腹部を襲おそう。

「つっ──！」

　いいように吹き飛ばされた体を空中で立て直し、着地の瞬しゆん間かん、脇わき腹ばらに走る痛みに呻うめく。痛覚データをＩ－ブレインに押し付け、身構えた視界の先に少年の体が跳ねる。螺ら旋せんを描いて繰くり出された右手の指が左肩を浅くかすめ、次の瞬間、しびれるような痛みが左腕全体に走る。

　引き戻された少年の指先には、べったりと血にまみれた、神経と血管の塊。

　主要な神経の三割ほどを抜き取られた左腕が、力を失ってがくりと落ちる。

「何や、もう終わりか？」

　嘲あざけるような少年の声。

　歯を食いしばってその顔を睨にらみ付け、サクラは左腕を無理やり持ち上げて、眼前に構えた。

　……これほどの物か！

　勝てる戦いでないことは分かっていたが、少年の攻こう撃げき力りよくがここまで圧倒的な物だとは予想していなかった。量子力学的制御による短たん距きよ離り転移と自身の体術を組み合わせたその移動はこちらが使う五倍の運動加速を物ともせず、触れただけで敵の体内組そ織しきを抜き取る両手の攻撃は圧倒的な制圧力をもって襲おそい来る。こちらが放つありとあらゆる攻撃は少年の体を素通りし、情報制御によって生み出した氷の鎖くさりやゴーストの腕は盾たてとしての機き能のうを何一つ発揮しない。

　もはや能力を隠すこともなく、すべての力を開放して戦う少年に、隙すきと呼べる物はいっさい存在しない。

　もっとも正しい選択肢は、運動速度の差を利用して、この場から撤てつ退たいすること。

　が、それは適かなわない。

　自分がこの場を離はなれれば、少年の標的は、当然のようにあの子供達に向く。

　幻影イリユージヨンNo.17の能力が『無敵』である以上、たとえ祐ゆう一いちやディーが相手をしたとしても少年を倒すことは適わない。騎き士しである二人は逃げてしまえばそれで済むが、祐一に連れられているセラや子供達はそうはいかない。

　さらに、少年をこの場に残せば、こちらの作戦の最後の鍵かぎを発見されてしまう可能性がある。

　軍に自身の存在データを送り付けることで幻影No.17をこの場所に誘い出し、ディーというもう一人の囮おとりを用意することでこちらを完全な捨すて駒こまだと思い込ませた、計画のすべて。

　それを完成させるために、この少年だけは、自分がここで押さえなければならない。

（文書text：一般処理・『能力解析・達成率九十パーセント』）

　Ｉ－ブレインが告げるメッセージに唇をかむ。少年との直接対決を想定して、わずか一晩とはいえ打てる限りの手は打った。これまで何度も繰くり返した少年との戦い──その中で蓄ちく積せきした経けい験けん、情報を総動員して何度も解析を繰り返し、真ま昼ひるの助けも借りてどうにかシステムの雛ひな形がたを生み出すところまではこぎつけた。

　それでも、まだ足りない。

『量子力学的制御』を理解し尽くすには、まだ十パーセント足りない。

　──少年の能力は、絶対にして無敵。

　唯一それに勝てる手段があるとすれば、それは、

（警告Alert：一般処理・『高密度情報制御感知』）

　足首めがけて叩たたき込まれる少年の蹴けりを、寸前でかわして飛とび退すさる。その背後に違和感を覚え、振り返った視界に少年の顔が飛び込む。

　短たん距きよ離り転移を駆使してサクラの背後に回り込んだ少年は、すでに攻こう撃げき態勢。

　神速で繰くり出される右の突きが、サクラの喉のど元もと寸前にまで迫る。

　とっさに身を捻ひねって回かい避ひ行動を取ろうとした瞬しゆん間かん、Ｉ－ブレインが異常を知らせる。攻撃態勢にあったはずの少年の右手は瞬時に引き戻され、その姿が視界からかき消えると同時に右後方に新たな警けい告こくが出現する。

　二メートルの空間を渡った少年の体は、反転して退こうとするサクラの行く手を遮る位置。

　螺ら旋せんを描いて繰り出された左手の指先が、一いつ直ちよく線せんにサクラの眼球を襲おそう。

　大きく上体をのけぞらせてその攻撃をかいくぐり、バランスを崩した瞬間に足を払われる。地に手をつく反動で転倒を免れ、立ち上がった瞬間に風切り音が耳を貫く。

　唸うなりを上げて襲い来る少年の左足は、サクラの目の前。

　よろめくように後ずさったその喉元を爪つま先さきがかすめ、浅く裂けた皮ひ膚ふから鮮せん血けつが飛び散る。

　弧を描いて振り抜かれた左足はそのまま強く地面を踏みしめ、螺旋を描いた少年の体は背中から回り込むようにして右の蹴りを繰り出す。胸元をかすめる蹴りを間一髪でやり過ごし、体勢を立て直そうとしたサクラは目を見開く。

　微細な短距離転移を繰り返しながら宙に反転した少年の右足は、芸術的な軌跡を描いてすでに二の矢を繰り出す体勢。

（警告Alert：一般処理・『回避不能』）

　Ｉ－ブレインの叫び。

　死神の鎌かまのごとく振り上げられたその足が、無防備な頭部めがけて叩き落とされた。




　　　　††††††††††††††




　冷たい闇やみに足音を響ひびかせ、両の騎き士し剣けんを翻ひるがえしてディーは駆ける。立たち塞ふさがる兵士たちを斬きり倒し、襲い来る幾千幾万の銃弾を打ち払い、無数の閃せん光こうと金属音を従えて第六階層の通路を走り続ける。

（システム・エラー。脳内ノイズ増大。運動速度を二十五倍で再定義）

　針を突き通すような痛みが神経を走り、Ｉ－ブレインが悲鳴を上げる。通路の随所に設置されたノイズメイカーは空間を電でん磁じ場ばの揺らぎで満たし、情報の海からディーの脳に入り込んでその機き能のうを阻害しようとする。

　首には抗体デバイスが接続され、脳内にプログラムを展開しているが、それとてノイズの活動を完全に抑え込むことができる訳では無い。演算速度はすでに通常の二分の一まで低下。蓄ちく積せき疲労の指数は着実に上昇を続け、Ｉ－ブレインは機き能のう停止の危険を訴える。

　負荷の軽減処理が追い付かない肉体が、酸素を求めて悲鳴を上げる。

　かわし切れなかった銃弾によって生まれた傷は数十を超え、滴したたり落ちた血が汗と混ざり合って足下の床ゆかにいくつもの水滴を散らす。

（攻こう撃げき感知。危険）

　一挙動で地を蹴けり、銃弾の雨をかいくぐって通路の先に飛び出す。唐とう突とつに開けた視界が車両通行道の高い天てん井じようを映し出し、その視界を遮って軍用フライヤーの流りゆう線せん型けいの車体が急旋回する。黒い装甲に覆おおわれたフライヤーは先端に突き出た荷電粒子砲を眼下の少年に向け、それより速く跳ちよう躍やくしたディーの体はフライヤーの屋根に音も無く降り立つ。

　逆手に構えた騎き士し剣けんを装甲に突き立て、情報解体を発動。

　崩ほう壊かいを始めるフライヤーの屋根を蹴って、ライトの淡い光の中に降り立つ。

　構造を破壊されたフライヤーが背後で崩れ去る感触があり、それを確かく認にんする間も無く疾走を再開する。先日の戦せん闘とうで砕けたはずの右足は何の問題も無くディーの体重を支え、柔らかな動作で強化カーボンの床面を捉とらえる。

　いや、右足だけでは無い。

　左足、両腕、腹部、胸部、内ない臓ぞう──随所で骨折し、靱じん帯たいを断裂し、あるいは神経と血管を破壊されてとうに通常の機能を失ったはずのディーの体は、損傷をいっさい無視した動きで剣を振るい、敵を打ち倒し続ける。

（抑制機構Restraint 一・三・七解錠1.3.7 Unlocked.　基礎処理系統稼働中 Basal process running）

　右手に構えた騎士剣『陰いん』から、見み慣なれない文法プロトコルで書かれたメッセージがＩ－ブレインに流れ込む。柄つかに埋め込まれた深しん緑りよく色しよくの結晶体がかすかな光を帯び、通常の騎士剣の機能とは全く異なる独自のプロセスを脳内に展開する。

　情報制御によって生み出された「特異な運動法則に従う領域」が体内に仮想的な身体組そ織しきを構成し、壊こわれた四肢を補って「体が正常に動いている」のと同じ状態を再現する。

　砕けた関節は仮想の骨によって再構築され、ちぎれた靱帯は仮想の筋肉によって繋つなぎ合わされる。すべての損傷部位はＩ－ブレインの制御下に置かれ、運動法則の書き換えによって通常と代わりのない機能を与えられる。

　それだけでは無い。情報制御によって生み出された仮想の神経はディーの体を隅々まで覆おおい尽くし、脳からの情報伝達を加速することで肉体の反応を飛躍的に向上。結果として、運動の実質的な加速率は四十倍近くにまで引き上げられ、ノイズに侵されているはずの脳と体は通常状態に匹敵する力を維持し続ける。

　騎士の体内における運動法則の改変のみに留とどまらず、その生物学的な肉体の制御をも可能とする騎士剣──『森しん羅ら』。

　それが、とうに限界を超えたディーの体を動かし、かろうじて敵に抗しうるだけの力を与えていた。

（高密度情報制御を感知）

　視界の端にＩ－ブレインの警けい告こく。振り返りざま両の騎き士し剣けんを眼前にかざし、瞬しゆん間かん、激はげしい衝しよう撃げきに剣を弾はじき飛ばされそうになる。もつれるように二歩後ずさって踏みとどまり、後方から襲おそい来る数百の銃弾を左手の『陽よう』で打ち払う。

　目の前には、銀ぎん青せい色しよくの細い剣を構えた、騎士の姿。

　息を吐つく間もなく水平に構えられた剣の切っ先が、闇やみを裂いて胸元めがけて突き込まれる。

　五十倍速で走る剣の刀身を右手の『陰いん』でかろうじて受け流し、騎士の側面に回り込みざまその首筋に『陽』の切っ先を滑すべり込ませる。騎士の右手が幻のように閃ひらめき、引き戻された騎士剣の柄つかがディーの攻撃を受け止める。

　返す刀で繰くり出される拳こぶしの一撃を踊るようにかいくぐり、ディーは騎士の背後に回り込む。振り返りざまに駆け出したその視界が、百メートル先を遮る巨大な隔かく壁へきの存在を捉とらえる。

　──第五階層に通じる、バイパス道。

　十メートル近い高さの扉の前にはモスクワ軍の兵士が戦列を敷しき、整せい然ぜんと構えられた短たん機き関かん銃じゆうの銃口が剣けん呑のんな光を放つ。

（攻撃感知）

　百近い銃口がいっせいに火を噴ふき、放たれた無数の銃弾は雪崩なだれを打って襲い来る。論ろん理り回路による高速化処理を施ほどこされた銃弾は、二十五倍速の認にん識しき力りよくをもってしても視認することは適かなわない。Ｉ－ブレインの反応だけを頼りに両の騎士剣を打ち振るい、かわし切れなかった銃弾がいくつも手足をかすめて新たな傷を生み出す。

　痛覚処理の追い付かない体に、痛みが走る。

　歯を食いしばってそれを堪こらえ、兵士達の列に正面から突っ込む。

　最初の一撃で二人をまとめて斬きり飛ばし、三人目に剣を走らせようとした瞬間Ｉ－ブレインが警告を発する。とっさに跳ちよう躍やくしようとした右足に冷たい感触が絡み付き、そのまま体全体が激しく振り回される。

　足下の床ゆかから生はえ出した、強化カーボンの巨大な『腕』。

　右足をつかんだ『腕』はその身を大きくしならせ、車両通行道の内ない壁へきに沿うように弧を描き、加速を付けたディーの体を天てん井じようめがけて叩たたき付けようとする。

　足を拘こう束そくされた体勢のまま身を捻ひねり、右手の騎士剣を『腕』めがけて突き立てる。情報解体が腕の構造を破は壊かいして原子レベルに分解し、自由を取り戻したディーの体は宙に三転して検問所の隔壁に垂直に着地する。

　振り仰いで見下ろした視界の先に、黒い夜間迷彩服をまとう人形使いの姿。

　両の騎士剣を逆手に構え、隔壁めがけて叩き付ける。

　チタン合金の隔かく壁へきに直径一メートルほどの穴が空き、ディーはその穴に身を滑すべり込ませる。バイパス道に降り立つと同時にその場に居合わせた兵士を三人まとめて斬きり倒し、地を蹴けって一挙動で駆け出す。Ｉ－ブレインが足下の床にいくつもの警けい告こくを発し、生はえ出した強化カーボンの腕が紙一重でことごとく空くうを切る。一息に百メートルの距きよ離りを駆け抜け、バイパス道の終端に辿たどり着く。

　通路の出口を塞ふさぐ隔壁に剣を突き立て、生じた穴から第五階層に飛び出す。

　闇やみに慣なれた目に、昼間照明の白光が突き刺さる。

　視界が一気に開け、いくつもの建物と高い天てん井じようが目の前に広がり、

（高密度情制御を感知）

　考えるよりも早く体が動き、跳ね上がった両手の『陰いん』と『陽よう』が左右から同時に繰くり出された一いち撃げきをそれぞれ受け止める。空中に浮遊する不安定な体勢のまま身を翻ひるがえし、衝しよう撃げきを受け流した体がゆっくりと回転しながら十メートル下の地表に向けて落下する。

　集合住家の白い壁かべが林立する第五階層の町並みを背景に、飛ひ翔しようする暗あん緑りよく色しよくのローブが二つ。

　それぞれに形状の異なる剣を翻した騎士が二人、傍かたわらにそびえる壁を蹴りつけ、眼下のディーめがけて一いつ直ちよく線せんに襲おそいかかる。

　着地と同時に地を蹴り、振り下ろされた剣を寸前でかわして駆け出す。『森しん羅ら』の力によってかろうじて動いている右足にすさまじい力がかかり、Ｉ－ブレインが悲鳴を上げる。

（蓄ちく積せき疲労四十パーセントに到達。危険）

　肉体の損傷を補う『森羅』の能力は、残念ながら万能ではない。本来の騎き士しの能力を大きく逸脱したその機き能のうが生み出す膨ぼう大だいな負荷はすべてＩ－ブレインに押し付けられ、通常の騎士剣とは比較にならない圧倒的なレベルの疲労を脳に強しいる。

　ノイズメイカーの影えい響きようによる演算速度の低下も合わさって、すでに自己領域の起動は不可能。

　このまま戦い続ければ、Ｉ－ブレインが機能停止に追い込まれるのも時間の問題だった。

「くっ──！」

　追いすがる騎士の一撃を後ろ手に受け流し、衝撃を殺し切れずに足がもつれる。大通りに一転して立ち上がり、見上げた視界に無数の半透明な結晶体が煌きらめく。考えるより速く体が動き、数百本と降り注ぐ空気結晶の槍やりを寸前でかわす。同時に背後でＩ－ブレインが警告を発し、振り返ったその眼前に騎士剣の銀ぎん色いろの刀身が唸うなりを上げる。

　横よこ薙なぎに振り抜かれた剣の切っ先が、ディーの肩を浅く薙ぐ。

　かわし切れなかった傷口から鮮せん血けつが飛び散り、それが落下を開始するより速く駆け出したディーの体は騎士の傍そばをすり抜ける。

（蓄積疲労、五十二パーセント）

　駆け出した視界の先に新たな兵士の一団が出現し、放たれた銃弾が大気を貫いて第五階層の通りを走り抜ける。足を止めること無くその弾幕に正面から突っ込み、目の前に迫る最初の一つを右手の『陰いん』で払いのける。一秒の百分の一にも満たぬ間に百の銃弾を叩たたき落とし、それと同じ数の弾に手足を裂かれる。

　痛みに歯を食いしばり、壊こわれた足で地を蹴けって渾こん身しんの力で跳ちよう躍やくする。瞬しゆん時じに巡らせた視界が兵士達の背後にそびえる空洞の壁かべに三つ、別な区画に通じる連絡通路を発見する。

　瓦が礫れきの山に塞ふさがれ、おそらくは物理的に崩ほう壊かいしている物が、そのうち二つ。

　数十メートルの高さに林立する集合住家の壁を二度蹴り、大通りの先、ただ一つ口を開けた通路に辿たどり着く。

　追いすがる騎き士しの一いち撃げきを受け流し、オレンジのライトに照らされる通路を駆け抜ける。

　隔かく壁へきを打ち砕いて飛び出すと同時に両の騎士剣を翻ひるがえし、正面から放たれたフライヤーの砲弾を斬きって捨てる。

（蓄ちく積せき疲労、六十パーセント。感覚変換処理、強制終了）

　ノイズと疲労に押おし潰つぶされそうな意い識しきの中に、かろうじて警けい告こくの声を聞く。限界に達した脳の通常部分がＩ－ブレインの演算に追い付かなくなり、五感の認識が曖あい昧まいになっていく。

　無我夢中で振るう騎士剣の動きが自動的な物になり、肉体の運動を脳が知覚できなくなる。

　数え切れないほどの傷を全身に受け、数え切れないほどの警告を脳内に聞く。

　朧おぼろな意識の中に幾人もの兵士を斬り捨て、いくつもの空洞を駆け抜ける。

　町から通路へ、通路から町へ、視界は絶え間なく切り替わり、その度たびごとに新たな銃声に全身を撃うたれる。二人だったはずの敵の騎士の姿はいつしか三人に増え、四人に増え、六人を数えたところでいつの間にか姿を消す。途と切ぎれ途切れな認識の中に淡いオレンジの光を感じ、自分が第四階層のバイパス道を走っているのだと考えた次の瞬間にはすでにいくつもの新たな区画を駆け抜けている。

　どこまで行っても敵の姿は絶えること無く、脳は疲労の限界を訴える。

　とうに神経が焼き切れてしまったのか、右足が痛みを感じることをやめる。

（蓄積疲労、八十五パーセント）

　そうやってどれほど走り続けたのか、暗くら闇やみの中にふいに脳が感覚を取り戻す。虚うつろな視界の中に闇に沈む連絡通路の姿を認め、同時に、自分が以前にもこの場所を走ったことがあるのを思い出す。

　メルボルン第四階層、東地区。

　あの日、セラを連れてモスクワ軍から逃げた、その道。

　……そして、気づく。

　真ま昼ひるに事前に教えられた、モスクワ軍の部隊配置図。

　随所で寸断され、移動経路を限定された第四階層の無数の空洞。

　第三階層に至る数百通りの経路のどれを辿ったとしても、必ず通らなければならない区画が、全部で三つ──

　連絡通路を駆け抜けた体が、開け放たれた隔かく壁へきの向こうに飛び出し。

　大きく開けた視界の向こうに、ひときわ広大な町並みが広がり。

（──高密度ノイズを検知。危険）

　Ｉ－ブレインが叫ぶ。

　その視界を遮って、巨大な影かげが目の前を覆おおう。

　直径二十メートルはあろうかという巨大なノイズメイカーが、そそり立つ壁かべとなってディーの行く手を遮る。三台の空中戦車によって吊つり下げられたノイズメイカーは鼓膜を突き破るような甲かん高だかい唸うなりを上げ、周囲の空間に電でん磁じ場ばのノイズを撒まき散らす。

　激げき痛つうに思考が止まる。

　放たれた圧倒的な密度のノイズは抗体デバイスの防壁を打ち砕き、脳と神経を灼やき尽くす。

　Ｉ－ブレインの負荷が限界を突破し、あらゆる情報制御が一いつ瞬しゆんだけ停止する。空中に跳ちよう躍やくする体勢にあったディーの体は力を失い、五メートル下の地表めがけて落下を開始する。

（Ｉ－ブレイン再起動。処理効率三十三パーセントに低下）

　地に叩たたき付けられる寸前で脳の機き能のうを取り戻し、身を捻ひねってかろうじてまともな体勢で着地する。衝しよう撃げきを殺し切れずに片かた膝ひざをつき、全身を襲おそう痛みに呻うめきを漏らす。

『森しん羅ら』に守られた右足にすさまじい負荷がかかり、Ｉ－ブレインが悲鳴を上げる。

　体中の傷からあふれた血が、足下の舗ほ装そうタイルに歪いびつな模様を描く。

　見上げた空には、全方位から砲塔を向ける、空中戦車の包囲網。

　駆け出そうとした足が力を失い、よろめくようにして一歩目を踏み出し、

（攻撃感知、危険）

　放たれた数百の砲弾が、頭上から容よう赦しやなく降り注いだ。
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（警告Alert：一般処理・『身体損傷・左腕・機能停止』）

　その一撃で、左の腕が完全に壊こわれた。

　神速で振り下ろされた少年の右足はかろうじて回かい避ひ運動を取ろうとしたサクラの左肩に突き刺さり、障害となる皮ひ膚ふと筋肉と骨をすべて透過して、主要な神経と血管だけを根こそぎ引きちぎりながら、左手の指先までを瞬時に走り抜けていた。

（警告Alert：一般処理・『痛覚処理・失敗』）

　すさまじい負荷にＩ－ブレインの処理が追い付かず、生じた激痛はサクラの脳を直接襲おそった。発狂しそうな痛みに神経が灼やかれ、サクラは喉のど元もとまで出かかった悲鳴を必死にかみ殺した。

　感覚を失った左肩を右手で強くつかみ、転げるようにして五メートルの距きよ離りを逃れ、そこで足がもつれて草の上に膝をつく。

　そんなサクラを見下ろし、少年は息を吐いた。

「……もう、満足やろ」

　右足の先を鮮せん血けつに染めて、少年が静かに呟つぶやく。その視し線せんがゆっくりと上を向き、風を孕はらんで揺らめく桜の梢こずえを見上げる。

「お前が何をやってもおれには勝たれへん。どんな作戦用意しとったんか知らんけど、そもそもこの世界におらん相手を倒す手段なんかどこにもあらへん。……これでも手加減したってるねんで？　上からの命令で、お前は可能な限り生かして捕まえろいうことになってるからな」

　薄うす紅べに色いろの花びらが一片、少年の目の前を舞まい落ちる。

　少年が胸の前に手のひらをかざし、花びらは幻のようにその手をすり抜ける。

「けど、おれもそんなに暇ちゃうねん。ええ加減、無む駄だな抵抗はやめて投降したらどうや」

「……言いたいことは……それだけか……」

　感覚を完全に失った左腕が、だらりと落ちる。

　サクラは力の入らない足で立ち上がり、投とう擲てきナイフを右手につかみ出す。

「……まあ、そう来るやろうな」

　はぁ、という少年のため息。

　指を二本だけ立てた拳こぶしが胸の前に緩ゆるやかに持ち上がり、その姿が視界から消失する。

「やっぱり、アホは死なな治らんか」

　Ｉ－ブレインの反応に振り返ったその目の前に、空間を転移した少年の体が音も無く出現する。痛みにほんのわずかに反応が遅れ、踏み込みざまに放たれた少年の左手はのたうつ蛇のようにサクラの喉のど元もとめがけて襲おそいかかる。

　──間に合わな──！

　反射的に手を伸ばし、少年の左腕を正面からつかむ。少年の口元に笑えみが浮かび、つかんだはずの腕の感触が手の中から消失する。

　手のひらから甲にかけてを何かが通り抜ける感触。

　少年の手はサクラの右腕から体にかけてを瞬しゆん時じに透過し、がら空きになった胸に手首の先まで潜もぐり込む。

（文書text：一般処理・『能力解析──）

　うねるような違和感が神経を走り抜け、瞬間、脳内でスイッチが一つ音を立てる。額ひたいの裏側に浮かび上がるそのメッセージを確かく認にんする間もなく、突き込まれた少年の左手が肋ろつ骨こつの内側で具現化する。一息に引き抜かれた少年の左手はサクラの右の肺から血管を引きちぎり、焼け付くような痛みとともに喉の奥から鮮血が噴ふき上がる。

　体が力を失い、崩れるようにその場に膝ひざをつく。

　かろうじて見上げた視界の先に、無造作に振り抜かれる少年の右足。

　もはや防ぐ力も残らないその胸元に、容よう赦しやなく蹴けりが叩たたき込まれる。

　肋ろつ骨こつがみしりと嫌いやな音を立て、体が小石か何かのように吹き飛ばされる。桜の幹に背中から叩たたき付けられ、激はげしく打ち付けられた後頭部に生暖かい感触が流れる。

　新たな鮮せん血けつが喉のどの奥からあふれ出し、今度こそ呼吸ができなくなる。

　体がずるりと草の上に落ち、そのまま動けなくなる。

　見上げた先には、薄うす紅べにに彩られた梢こずえ。

　……まだだ……

　衝しよう撃げきに飛び散った花びらが、視界を雪のように舞まい落ち──

　……まだ、私は……

　そこで、意い識しきが途と切ぎれた。
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　論ろん理り回路による高速化処理を施ほどこされた数百の砲弾は、周囲の高層建築を打ち砕き瓦が礫れきの山を撒まき散らして、ディーの頭上に降り注いだ。

　ディーはまともに動かない足の代わりに腕の力で地を叩き、五メートルの距きよ離りを逃れてかろうじて砲弾の直撃を避けた。

　砲弾の雨は大通りを直撃し、舗ほ装そうタイルを粉々に打ち砕いて爆ばく風ふうを巻き起こした。ディーの体は風に巻かれる小枝のように吹き飛ばされ、地面の上に二転三転して、遙はるか後方の住家の壁かべに叩き付けられた。

　剥むき出しの土の上になすすべ無く崩れ落ち、剣を支えに必死に顔を上げる。

　その視界、数百メートル先に、数え切れないほどの兵士の姿が浮かんだ。

　町を横切る大通りはいつしか、五百を超える兵士達であふれていた。兵士達はディーの退路を塞ふさぐように十字に交差した通りの四方から包囲陣を敷しき、槍やりの穂ほ先さきのような銃口をこちらに向けていた。

　震ふるえる足で立ち上がり、見上げた先には空中戦車の一個大隊。

　その機き上じように揺らめく暗あん緑りよく色しよくのローブが、鮮血に赤く霞かすんだ視界にはっきりと見えた。

　淡たん青せい色しよくな空気結晶の槍が空を埋め尽くし、照準を眼下の少年に構えた。空中戦車の砲塔がゆっくりと回転し、砲弾が装そう填てんされる音が聞こえた気がした。

　──脳内に、情報制御を表す新たな警けい告こく。

　正面に戻した視界の先、兵士達の戦列を飛び越えて、新たな人ひと影かげが四つ出現する。

　暗緑色のローブに身を包んだ、モスクワ軍の騎き士し。

　通りの四方、遙か先に佇たたずむ騎士達の手の中で、それぞれの色彩の剣が鈍にぶい光を放つ。

　騎士の前進に合わせるように、兵士達がゆっくりと進軍を開始する。




　ディーは壁かべに剣を突き立て、体を引きずるようにして立ち上がり、

　操あやつり人形の糸が切れるように、その足が折れた。




（脳内ノイズ増大、危険）

『森しん羅ら』による補助の追い付かない右足が、とうとうディーの命令を拒んだ。崩れるようにその場に膝ひざをつき、ディーは痙けい攣れんする右足を必死に押さえ付けた。体中から流れ出る血に視界は朦もう朧ろうと霞かすみ、痛覚処理を停止して神経に突き刺さる痛みを自覚しなければ意い識しきを保つことすらできなかった。

（防御不能、回かい避ひ不能）

　剣を構えた四人の騎き士しの体が自己領域に包まれる。雷鳴のような音とともに無数の砲弾が放たれる。

　……叫びの形に開いた喉のどから、苦痛にまみれた吐息が漏れた。

　Ｉ－ブレインのステータス表示を、絶望が埋め尽くした。
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　衝しよう撃げきに飛び散った桜の花びらが、風に揺られながら、雪のように地下の庭園を舞まい落ちた。

　イルは胸の前に構えていた両手を下ろし、大きく深く息を吐いた。

「……ま、こんなもんやろ」

　少女の体が木の幹を滑すべり、かすかな音を立てて草の上に落ちる。うつぶせに倒れたその顔がほんの少しだけ上を向き、すぐに突っ伏して動かなくなる。

　流れ出した血が赤い水たまりとなって、桜の丘を染めていく。

　イルは丘の下からそれを見つめ、視し線せんをふと、頭上の梢こずえに向けた。

「けっきょく、逃げへんかったなあ……」

　必ず逃げるはずだと、イルは思っていた。戦って適当に痛め付けてやれば、少女はこの場からの離り脱だつを考えるはずだと、イルはそう思っていた。そもそも少女と自分の戦いの決着は、先日の第一階層での戦せん闘とうですでについている。少女はイルの能力を『量子力学的制御』と呼んだ。それはつまり、少女が幻影イリユージヨンNo.17の能力の正体に気付き、『何をやっても勝てないという』事実を理解したことを意味している。

　少女がいかに力を尽くしたところで、結果は最初から分かっている。

　だが、少女は最後まで逃げなかった。

　おそらくは自分の目標を逃走中の仲間達に向けさせないため、少女はこの場所で、最後まで戦い抜いた。

「こいつもこいつなりに、自分の正義を信じとった、いう訳か」

　呟つぶやき、舞まい落ちる花びらを目の前でつかみ取る。

　小さな薄うす紅べに色いろの花びらを手のひらに広げ、地面に向かって落とす。

　少女が戦う理由は分かる。自分達の都合で魔ま法ほう士しを殺すシティが許せないという思いはイルにも理解できる。かつては自分の中にもそれがあった。マザーコアの部品として生み出され、ともに生まれた仲間達を道具のように殺され、人間を憎みシティを憎み、この世界のすべてを呪のろったこともかつてはあった。

　だが、今の自分の中に、それは無い。

　自分はもう、知っている。

　この世界にはどうしようも無い現実がある。魔法士を犠ぎ牲せいにしなければ人々が生きていけないという厳げん然ぜんたる事実がある。それを仕方が無いと諦あきらめる人間も世界にはいるが、中には、それを悲しいと感じ、魔法士のために何かができないかと思い悩む人間だっている。

　自分の命を捨てて魔法士をかばい、君を助けられて良かったと笑って、恨み言など一つも残さずに死んでいける人間だって、この世界にはちゃんといる。

　少女の思いは、魔法士を助けるために普通の人間を犠牲にしても良いなどという理屈は、それらの現実をすべて無視した独りよがりの子供のわがまま。

　そんな物では、自分を打ち砕くことなど、できはしない。

「……って、もともと無敵のヤツが言うても、ありがたみないわな」

　苦笑混じりに軽口を叩たたき、ポケットからノイズメイカーを取り出す。

　小さなそれを手のひらで転がし、イルは動かない少女に向かって一歩踏み出し、




　──甲かん高だかい音が地下の庭園に鳴なり響ひびいた。

　襟えり元もとの通信素子が、警けい告こくを発していた。
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　第一階層に設営されたモスクワ軍の前ぜん線せん司令部で、異変は、何の前触れも無く始まった。

　作戦室の立体映像ディスプレイを埋め尽くした意味不明なメッセージの羅ら列れつを、指揮担当の士官達は呆ぼう然ぜんと見上げた。

　最初の一秒でメインの処理中ちゆう枢すうが操そう作さ権けんを奪われ、次の三秒で四つのサブ系統がそれに続いた。士官達の手を離はなれた処理中枢はモスクワ本国との連絡回線を切断し、次の瞬しゆん間かん、セキュリティ確かく保ほのために通常なら起動できないように設定されているプロセスを次々に立ち上げ始めた。

　機き能のう回復のためのあらゆる命令が拒否され、処理中枢を強制停止させるための最上級のパスワードが弾はじかれた。もはや兵士達の手を離れた処理中枢は通信系統に進入し、一般通信の中に巧妙に偽装されていた兵器制御用の回かい線せんを見つけ出してウイルスを流し込んだ。

　サブディスプレイの隅に表示されていた三百二十台の空中戦車のステータスが、すべてまとめて『演算機き関かん停止』を示した。

　かろうじて生き残った一般兵との会話用の回線が、兵士達の怒号でオーバーフローした。

　士官達が外部アクセス用の端子に携帯端末を接続し、制御画面を立ち上げた。五十人の士官が同時に処理中枢への進入を開始し、そのすべての試みが二秒で頓とん挫ざした。接続回線を伝って逆に士官達の携帯端末に進入した何者かは瞬しゆん時じにその機能を乗っ取り、タッチパネルからのコマンド入力を強制的に遮断した。

　作戦立案用の巨大なスクリーンに、文字が浮かんだ。

『賢人会議Seer's Guild』というその言葉に、士官達は一人の例外もなく息を呑のんだ。

　処理中枢はノイズメイカーの制御プロセスを呼び出し、電でん磁じ場ばの設定のために入力されていた百三十二のパラメーターが同時に変更された。メルボルン内に展開されていた電磁場の揺らぎのパターンが書き換わり、構造の異なる新たなノイズを形成した。

　作戦室の隅に控えていた守備部隊の炎使い達が、苦く悶もんの呻うめきを上げて膝ひざをついた。

　サブディスプレイの映像の向こう、メルボルンの各地に設置されたカメラの向こうで、暗あん緑りよく色しよくのローブをまとった魔ま法ほう士し達が次々に倒れ始めた。




　──立体映像ディスプレイの放つほのかな光が、闇やみの中に浮かび上がった。

　真ま昼ひるは椅い子すの上に足を組み、周囲三百六十度を取り囲む形で表示された百二十八枚のディスプレイに視線を走らせつつ、膝の上に五つ並んだ操そう作さ用ようのタッチパネルに指を滑すべらせ続けた。

　狭い室内にはかき集められるだけかき集めた二百台以上の携帯端末が所狭しと転がり、部屋の中央の巨大な端末に接続されている。

　本来は町の居住環かん境きようの維持に用いられる、大気状態制御用の演算機関。

　真昼の身長よりも高いその巨大な装置には数十本のケーブルが取り付けられ、ケーブルの端は闇を伝って天てん井じようの向こうに消えている。

　敵のセンサーをかいくぐるために表面の皮膜に論ろん理り回路を刻み込まれたケーブルは第六階層の各地に設置された遠隔接続用の通信素子に繋つながり、端末から送り出された信号はそこから第六階層に進入したモスクワ軍兵士達の通信素子を介して、第一階層モスクワ軍司令部、作戦指令室の中央に設置された指揮用の中ちゆう枢すう端末に到達する。

　無む論ろん、通常なら、そんな不正な信号はネット回線に幾重にも仕掛けられた防ぼう壁へきに阻はばまれて、制御中枢まで到達することなどありえない。

　壁かべを通り抜けるには、扉が必要。

　そして、その扉はすでに、敵の中枢深くに仕込まれていた。

　八年前の話。真昼は月つき夜よとともに、シティ・モスクワにほど近い研究施設跡の廃はい墟きよで魔法士の男の子を助けた。二人は男の子を『錬れん』と名付け、自分達の弟として育てることに決めた。

　実じつ験けんサンプルとして男の子を欲するシティ・モスクワとの、戦いの日々。

　その中で真ま昼ひるは、モスクワのネット構造の中に、一つの仕掛けを残した。

　特定のキーワードに対応して三秒間だけ防ぼう壁へきを無効化する、ほんの小さなバックドア裏口。戦いの中でとうとう使われることの無かったその扉はシティ・モスクワの内部に潜ひそみ、度たび重かさなるシステムの改修をくぐり抜け、モスクワで生み出される電子機き器きの中に少しずつ自分の分身を増やしながら、八年の間、ただ主あるじの命令を待ち続けていた。

　扉を開けるには鍵かぎが必要。その鍵を送り込むために、真昼はサクラのメッセージを利用した。サクラが自分の存在を誇示するためにモスクワ軍に送り付けた膨ぼう大だいなデータとメッセージ。その中にノイズに偽装して紛れ込んでいたわずか数バイトにも満たない命令文はモスクワ軍のシステム制御系統に隠れていた小さなドアを叩たたき、時限起動で防壁をこじ開ける準備を始めていた。

　後はこちらのアクセスポイントが確かく保ほできる第六階層に敵軍を引き入れ、その通信回かい線せんを利用して敵の中ちゆう枢すうにハッキングを仕掛けるだけ。

　無線による不安定な通信経路を確保するのに三十分、アクセスを見破られないように偽装を整ととのえるのにさらに十五分。

　防壁が開くのは、九時四十五分からのわずか三秒。

　そして、その三秒は、真昼が敵軍の通信防壁を内部から破は壊かいするのに十分過ぎる時間だった。

　すべての回線が外部に向けて開放され、真昼は敵中枢に向けて膨大なデータを送り込んだ。敵の全システムを一いつ瞬しゆんで掌しよう中ちゆうに収めた真昼は、兵器制御用の回線とノイズメイカーの設定プロセスに同時に攻こう撃げきをしかけた。中枢の制御を奪い返そうとする敵の進入を片手の操そう作さで払いのけ、もう片方の手をタッチパネルに走らせて次々に新たなプロセスを立ち上げた。

　三十二個小隊の空中戦車が、一つ残らず機き能のうを停止した。

　メルボルンの全域に張り巡らされていた電でん磁じ場ばのノイズが、こちらが予定していたとおりのパターンに書き換わった。

　真昼は膝ひざの上のタッチパネルをすべて払いのけ、目の前の巨大な端末の操作卓に手を伸ばす。アクセス経路を表すアイコンが立体映像ディスプレイを編あみ目のように巡り、いくつもの防壁をすり抜けて終端に辿たどり着く。

　こちらの脱出を防ぐためにメルボルンの上空に待機しているモスクワ軍の空中戦せん艦かん。

　その演算機関を守る膨大な防壁が、ディスプレイを埋め尽くす。

　防壁解除の命令は、この演算機関までは届いていない。裏口バツクドアを開放するためのメッセージを打ち込み、その命令があっけなく弾はじかれる。敵の対応は早い。もはや手品は使えない。

「……なら、力ずくだね」

　真昼は、タッチパネルに両手を乗せた。

　多く一つ息を吐き、十本の指をすさまじいスピードで滑すべらせ始めた。




（騎き士し剣けん『紅ぐ蓮れん』戦せん闘とう起動。運動速度を六十倍、知覚速度を百二十倍で定義）

　闇やみの中に真しん紅くの騎士剣が閃ひらめき、銃を構えた五人の兵士がまとめて倒れた。

　祐ゆう一いちは子供達を従えて、第五階層の町を駆け抜けた。

　十字路の角に音も無く駆け寄り、異常に気付いて飛び出してきた兵士達を片っ端から薙なぎ倒す。通信系統に混乱を来きたして浮き足立った兵士達は、ノイズメイカーを起動する間も無く斬きり倒されていく。

　後方から駆け寄ってくるセラと子供達に目配せをする。

　子供達に歩ほ調ちようを合わせて大通りを突っ切り、真ま昼ひるの操そう作さによってすでに開放されている隔かく壁へきから第四階層に通じるバイパス道に進入する。

　こちらの姿に気付いて銃を構える兵士達を一瞬のうちに斬り捨て、百メートルの距きよ離りを進んでバイパス道の反対側に降り立つ。通りの先に横転したまま動かない空中戦車の姿を認め、後方の子供達にうなずいてみせる。

「行くぞ」

　呟つぶやき、駆け出そうとして、ふと足を止める。

　傍かたわらに立つセラの、青ざめた顔を見下ろす。

　少女の視し線せんの向かう先は、この位置から数十キロを隔てた、第四階層のちょうど反対側。

　そこでは、銀髪の少年が、今も戦い続けているはずだ。

「大丈夫だ」少女の頭に手をのせ、その顔を覗のぞき込むようにして「ディーは必ず勝つ。今は自分の役割を果たすことだけに集中しろ」

「はい……です……」

　セラはうなずき、唇をかむ。

　青い瞳ひとみに涙が盛り上がり、少女はそれを袖そで口ぐちでぐいと拭ぬぐう。

「分かってます……分かってます、けど……」

　それ以上は何も言えなくなったのか、白い顔をうつむかせる。

　その姿に、祐一は息を吐いた。

　少女が見つめていた方向、第四階層のもっとも東に位置するこの空洞の端、そびえるドーム型の巨大な壁かべを見上げる。ここから数十の空洞と連絡道を抜けたその向こうで、ディーは一人、孤独な戦いを続けている。

　少年を助けに行くことはできない。ここから少年の許もとに辿たどり着くためにはいくつもの防ぼう衛えい線せんをくぐり抜け、敵の戦列の中央を突っ切らなければならない。

　自分がやるべき事は、この子供達をメルボルンの外まで連れて行くこと。

　それが、少年に『森しん羅ら』を託した、自分の責任。

「──大丈夫だ」

　もう一度、はっきりと告げる。

　紅ぐ蓮れんの長大な刀身を、正せい眼がんに構える。

　……俺おれが信じなくて、どうする。

　空洞を一いつ直ちよく線せんに貫く大通りの向こうから、銃を構えた兵士の戦列が迫る。その上空に影かげが飛び、暗あん緑りよく色しよくのローブを翻ひるがえした魔ま法ほう士しが五人、通りの中央に降り立つ。

　前に立つ三人が剣を構え、後方の二人の周囲に淡たん青せい色しよくな結晶体の槍やりが浮かぶ。

　すでに抗体デバイスの設定を修正したのか、真ま昼ひるが生み出した新たな電でん磁じノイズのパターンの中にあって、その動きにはわずかな乱れも感じられない。

「敵はすべて俺が止める。お前達は先に進むことだけを考えろ」

　呟つぶやく声を後に残し、滑すべるように踏み出す。

　黒いロングコートが風にたなびく。

　真しん紅くの騎き士し剣けんを構えた黒衣の騎士が、メルボルンの町を駆け抜けて行く。
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　異変の報告は、第六階層の最深部に立つイルの許もとにも届いていた。

　イルは襟えり元もとの通信素子を引きちぎり、声を張り上げた。

「ちょっと落ち着いてください！　何がどうなっとるんですか！　こっちの指揮中ちゆう枢すうが乗っ取られたて、んなアホな話が！」

『我々にも状況は不明です！』通信素子の向こうで兵士が叫ぶ。『通信回線が随所で切断されていて、我々にも第一階層の司令部の状況がつかめません！』

　第六階層への突入部隊の一員であるその兵士は通信素子の向こうで何か会話を交わし、

『先ほど、目標と思おぼしき魔法士の一団が第三階層に到達したと連絡がありました！　急いでください、このままでは──！』

　そこで唐とう突とつに音声が途と切ぎれ、無意味な雑音が断続的に流れる。雑音は一秒足らずで止まり、通信素子の向こうから先ほどまでとは異なる声が流れる。

『幻影イリユージヨンNo.17……聞こえるか。……聞こえていたら……応答頼む』

　耳障りなノイズに混じってかすかに聞こえる、男の声。

　それが自分とともにメルボルンに潜せん入にゆうした、自分に忠告をくれたあの魔法士の物だと気付くのに数秒の時間が必要だった。

「どないしたんですか！　状況は、そっちの状況は！」

『……敵はハッキングを仕掛けて……こちらのシステムを支配下に置いた。部隊間の通信はほぼ途絶……指揮系統に混乱が広まっている。……制御権の奪だつ還かんには時間がかかる。このままでは……よく聞いてくれ……敵の、ハッキングのアクセス元は……』

　通信回かい線せんのノイズが、密度を増す。

　その雑音を押しのけるように、男が叫ぶ。

『地下五百メートル、第六階層最深部……君が立っている、その場所……』

　とうとうノイズしか発しなくなった通信素子が、次の瞬しゆん間かん、甲かん高だかい音を残して停止する。

　イルはそれを指先につかんだまま、呆ぼう然ぜんと目を見開いた。

　……この……場所……？

　ゆっくりと巡らせた視線が、桜の樹きの下に倒れ伏す少女の上で止まる。この少女が自分と戦いながらハッキングを仕掛けていたというのか。否いな、そんな余裕を自分は与えていない。では、どこに。それほどの大規模なハッキングを可能にするだけのシステムが、いったいどこに隠れていると──

「……あ……」

　庭園のいちばん奥、外周の壁かべの一点で視線が止まる。

　表面的には継ぎ目の一つも見あたらない、白一色に塗ぬり潰つぶされた壁。

　物質の存在情報を直接感知するイルの能力でもそうと注意しなければ気付かない、ほんのわずかな壁の切れ目。

　おそらくは論ろん理り回路による情報の攪かく乱らんによって隠された、その扉の向こう。

　これほどの大規模な庭園を維持するためには、欠かすことのできない、

　──空くう調ちよう制御用の、演算機き関かん──！

　全身から血の気が引いていくのを、イルは感じた。

　目の前に倒れ伏す少女を、射殺さんばかりに睨にらんだ。

　そもそも少女はなぜ、自身の存在情報を表すデータなど送り付けて見せたのか。自分を囮おとりにしたいだけなら方法はいくらである。存在情報など相手に渡せば、たとえこの場を切り抜けられたとしても、将来的に行動を起こしにくくなることは目に見えている。

　その危険を冒してまで、少女はなぜ、自分の存在を誇示して見せたのか。

　少女は知って欲しかったのだ。

　自分が、ここに、この場所にいると。

　……そういう、ことか……

　たとえ軍のシステムに進入する手段を持っていたとしても、それほど大規模なハッキングを仕掛ければアクセス元はすぐに敵に特定される。たとえ『賢人会議Seer's Guild』がメルボルン内部にこちらが把握していない通路や区画を確かく保ほしていたとしても、第一階層から第六階層までのすべての区画にモスクワ軍の部隊が展開されている状態では、その場所にはすぐに敵兵が殺到してしまう。

　だから、ハッキングを行う者の安全を確保するために、少女はモスクワ軍が決して近付かない場所を作った。

　自分の存在を誇示してみせることで敵の最強のカードである『幻影イリユージヨンNo.17』を自分との戦せん闘とうに引きずり込み、同時に、この場所にはすでに戦略的な価値が無いと、敵に思い込ませた。

「やってくれるわ──！」

　指先につかんだままの通信素子を放り捨て、庭園の奥の隠し扉に鋭するどい視し線せんを向ける。敵が到達したのは第三階層まで。それならまだ間に合う。あの扉の奥に潜ひそんでいる何者かを捕らえ、ハッキングを停止させれば作戦司令部は機き能のうを回復する。

　兵員の大半は第五階層より下に突入してしまっているにしても、上の階層にはまだ三分の一以上の兵力が残っている。

　彼等をかき集めて防ぼう衛えい線せんを再構築すれば、敵の脱出を食い止めることは十分に可能だ。

　……残念やったな。

　心の中でせせら笑い、地を這はう獣けもののように身をかがめる。

　イルは白いジャケットの裾すそをはためかせ、花園を踏み越えて一歩目を踏み出し、

（──高密度情報制御を感知）

　その足が、何の前触れもなく止まった。

　Ｉ－ブレインが、警けい告こくを発した。




　……風に揺られた桜の梢こずえが、小さな花びらを散らした。

　花びらは春の庭園をゆっくりと舞まい落ち、少女の頬ほおに触れた。

　柔らかく頬をくすぐった花びらは、少女の顔を伝い落ちて、赤い水たまりにひたりと落ちた。乾き始めていた血ち色いろの水たまりに波紋が広がり、また一つ、少女の横顔を撫なでた。

　──血にまみれた唇が、かすかに震ふるえた。

　黒い手袋に包まれた指が、ほんのわずかに動いた。
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　気が付くと、闇やみの中にいた。

　どこまで行っても果てのない、前も後ろも分からない、自分が立っているのか浮かんでいるのかさえも判別できない、虚うつろな闇。

　その中に一人立ち、ぼんやりと顔を上げている自分に、サクラは唐とう突とつに気付いた。

　……ここは。

　無む意い識しきに進んだ足が意外にも高い音を立て、どうやらそこに床ゆかがあるらしいと認にん識しきする。自分はどうしてこんな場所にいるのかと考えたとたん、視界のずっと遠くに光が浮かぶ。

　光の向こうで、自分を呼ぶ声がする。

　……行かなければ。

　焦点の定まらない頭でそう思い、そちらに向かって歩き出そうとして、

　──待って。

　背中越しに、声。

　ゆっくりと立ち止まり、サクラは声の主を振り返り、

「……貴方あなたか」

　金きん色いろの髪をした小さな女の子を見下ろして、久しぶり、と呟つぶやいた。

　女の子はサクラの声には応こたえず、両手を胸の前に組み合わせて視し線せんをうつむかせた。その頭の両側に黒いリボンが揺れているのに気付き、サクラはふと、自分の髪に手を触れた。

　髪を束ねていたはずのリボンの感触はどこにも無く、無造作に流された長い髪が背中で揺れていた。

「そうか……そうだな」かすかにうなずき、女の子の髪を見下ろして「やはり、そのリボンは貴方に良く似合う」

　小さく笑い、女の子に背を向けて、

「すまないが、私は行かなければならない。やることがあるからな」

　今度こそ、光のほうに歩き出す。

　……とたん。

　どうして？　と、背後で声がした。

　小さな体が背中に触れ、細い腕に後ろから抱きしめられた。柔らかな頬ほおが押し当てられる感触に、サクラはその場から動けなくなった。

　──どうして、戦うの？

　かすれてにじんだ、幼い声。

　振り返った先には、涙に濡ぬれた女の子の顔があった。

　──そんなにぼろぼろになって、いっぱい怪け我がして、どうしてサクラは戦うの？

　青い瞳ひとみでまっすぐにサクラを見上げ、女の子は必死に叫び始めた。どうしてそうまでして戦うのか。自分の得になることなんか一つも無いのに、どうして命を賭かけるのか。わたしのせいなのか。わたしとの約束が守れなかったから、わたしが死んでしまったから、だからあなたは、命を賭けて戦っているのか──

　少女は、そう、声を募つのらせた。

　──それならもういいの。サクラはもう十分戦ってくれたから。こんなことしなくても普通に生きて行けたはずなのに、もっと楽しいことだっていっぱいあったはずなのに、わたしの約束のために大切な物いっぱい無くして、たくさん人を殺して、みんなに嫌われて、幸せになれっていうお父さんの言葉も捨てて、だから……！

　わたしのためにこれ以上苦しまないでと、女の子が涙をこぼす。

　その姿に、サクラは息を吐いた。

　女の子の髪を撫なで、静かに呟つぶやいた。

「……私は、きっと、貴方あなたとの約束のために戦ってきたのではない」

　え？　と女の子がまばたきする。

　その前に、サクラは膝ひざをついた。

　女の子の背中に両手を回し、小さなその体を抱きしめた。
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「私はただ悲しかっただけ。……貴方の死を嘆く人間が一人もいないのが、悲しかっただけだ」

　必ず助けるという約束を果たせなかった自分、女の子を守ることができなかった自分。

　あの日から自分は、狂ったようにシティのことを調しらべた。

　軍の最高機き密みつを探るために世界中のネットを渡り、危険を冒して各地の研究施設に潜せん入にゆうした。ほど無く自分はマザーコアの存在に辿たどり着き、女の子が死ななければならなかった理由を知った。

　魔ま法ほう士しの死によってかろうじて命を長らえる、シティと人類。

　子供達の犠ぎ牲せい無しには成り立たない、この世界。

　……あの日、自分は、戦うと決めた。

　シティに住む者達が憎いと、思った訳では無い。

　あの子が助かるのなら世界が滅んでもいいと、そんなことを考えた訳でも無い。




　──ただ。

　世界のすべてが、あの子に死ねと言うのなら。

　誰だれか一人ぐらい、そんな必要は無いと言う者がいなければ、不公平だと思った。




　きっかけは、きっと、それだけ。

　この世界はどうしてこんなに理り不ふ尽じんなのだろうと。

　その理不尽を理不尽だと叫ぶ者が、どうしてどこにもいないのだろうと。

　悔しさに拳こぶしを握りしめて流した、遠いあの日の、あの涙──

「貴方あなたの死はただの始まりに過ぎない。守れなかった約束をいつまでも気に病むほど、私は弱くない。……たとえ貴方に出会わなくとも、私はいずれ同じ道に辿たどり着いた。平へい穏おんで幸せな暮らしを望めるような者ではないのだ、私は」

　だから、とサクラは腕に力を込めた。

　女の子の小さな頭に、頬ほおを押し当てた。

「だから……この先、私の戦いで誰が傷付き誰が死んだとしても、それは貴方のせいではない。すべて、私のせいだ」

　カールの死も、マリアの死も、これまで数えてきた多くの敵の死も多くの味方の死も、すべては私の責任。

　それを仕方が無いと言い訳することは、二度とすまいと誓う。

　その命の重さは、すべて私が背負うべき物。

　私は、きっと、それに気付いていたはずだから。

　……名前は、『賢人会議Seer's Guild』と決めた。

　自分は、この世界に疑問を投げかける者だと。

　誰もが仕方が無いと思っているこの世界に、本当にそれで良いのか問いかける者だと。

　その誓いがある限り、私はどこまでも歩いて行ける。

　たとえ世界のすべてに否定されようと、夢物語と嘲あざけられようとも。

　あの子が笑う世界は、きっと、あの子が泣く世界より幸せなはずだから。

　──うん、分かった。

　女の子が体を離はなし、立ち上がる。

　髪を束ねるリボンを、頭の両側でするりと解ほどく。

　黒いリボンをサクラの前に差し出し、がんばってね、と笑う。

　サクラはうなずき、そのリボンを受け取った。

　女の子の手をそっと取り上げ、細い小指に自分の指を絡めた。

「……今度こそ、約束だ」

　世界を満たす闇やみが崩れ落ち、柔らかな光が周囲にあふれる。女の子が小さく手を振り、その姿がゆっくりと薄うすらいでいく。体に痛みの感覚が戻るとともに、意い識しきのスイッチが切り替わる。

　夢から覚める瞬しゆん間かんのように、倒れ伏す自分の体を知覚する。

　頭の両側で結ばれたリボンの端が、頬ほおを柔らかくくすぐっている。

　……さあ、行こう。

　静かに、目を開ける。

　薄うす紅べに色いろの梢こずえが、風に揺れた。
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（呼Call：制御系・制御処理・「能力解析」）

　……死にかけた体が、力を取り戻す。

　血にまみれた四肢を、引きずるようにして立ち上がる。

「お前……」

　目の前には、呆ぼう然ぜんと目を見開く少年の姿。

　それを見下ろし、崩れそうな吐息で言葉を紡つむぐ。

「……確たしかに、そうだな……」

「あ？」

「貴方あなたの言うとおり……私はただの人殺しだ」

　言葉とともにあふれた血の塊を、飲み下す。

　自然とほころんだ口元が、笑えみを形作る。

「だが……人殺しにも、人殺しなりの意地があってな」

「お前……！」

　駆け出す少年の両手が、指を二本だけ伸ばした拳こぶしの型を取る。

　瞬時に目の前に出現した少年の四肢が、螺ら旋せんを描く。

　喉のど元もとめがけて突き込まれる、必殺の一いち撃げき。

（呼Call：新規系列・量子力学・確かく率りつ密度制御）

　サクラはそれを静かな目で見つめ、動く方の右手を目の前に掲げ、

「もう少しだけ付き合ってもらうぞ──幻影イリユージヨンNo.17」

（──創生Create：「神の賽子さいころ」）




　鈍にぶい音が、地下の庭園に響ひびいた。

　繰くり出された少年の指はサクラの右手のひらに突き立ち、その位置で静止していた。




「……な……」

　かすかな声が少年の口から漏れるより早く、サクラの右手が少年の指をつかんだ。つかまれた少年の指はサクラの手の中で一いつ瞬しゆんだけ陽かげ炎ろうのように揺らぎ、何かに阻はばまれるようにまた元の位置に出現した。

　少年の顔に今度こそ驚きよう愕がくの表情が浮かび、すぐに平静を取り戻した。

　ジャケットに包まれた体が跳ね上がり、神速で振り抜かれた右足が無防備なサクラの顔に襲おそいかかり、

（呼Call：仮想精神体制御・「翼つばさ」）

　その蹴けりが、空中に静止した。

　黒い翼に姿を変えたサクラの外がい套とうが、少年の足を搦からめ捕とっていた。

「なんや、これ……」

　少年は意のままにならない自分の右足を呆ぼう然ぜんと見つめ、力を込めてその右足を振り下ろした。黒い翼を透過した右足が少年の許もとに引き戻され、同時に、翼の先端が絡み付いていた足首の周囲から鮮せん血けつが噴ふき上がった。

　つかまれたままの左の指を強引に振りほどき、数メートルの距きよ離りを後ずさって、ありえないダメージを受けた右足を見下ろす少年。

「透過に失敗した……ちゃう、存在確かく率りつを強制的に引き上げられた……」

　呟つぶやき、何かに気付いたように目を見開いて、

「お前、量子力学的制御を」

「ああ」

　うなずき、外套の裏に右手を走らせ、投とう擲てきナイフをつかみ出す。

　片方しか残っていない肺で深く息を吸い込み、少年をまっすぐに見据え、

「貴方あなたの能力、学習させてもらった──」

　砕けそうな足で地を蹴けり、黒い外套を翻ひるがえして、サクラは疾走を開始した。




　　　　††††††††††††††




　リボンで束ねられた二条の黒髪が、舞まい落ちる花びらの中に躍おどった。

　イルは砕けるほど強く奥歯をかみしめ、迫り来る少女の姿を睨にらみ付けた。

（プランク定数取得、確率密度改変、アクセス『シュレディンガーの猫は箱の中』）

　指を二本だけ握り込んだ拳こぶしを胸の前に構え、重心を落として迎げい撃げきの体勢を取る。見み慣なれたメッセージが脳内に映し出され、量子力学的制御が起動する。肉体を構成する原子のすべてが波動関数に変換され、確率密度の分布に置き換わる。

　指先を中心とした一帯の存在確率を限りになくゼロに近い値にまで低下させ、眼前に迫った少女の喉のど元もとめがけて踏み込みざまに右の突きを叩たたき込む。

　ありとあらゆる防御をすり抜け、相手の体内組そ織しきを直接破は壊かいする、絶対の一いち撃げき。

　──だが。

　これまで幾多の敵を葬り去ってきたその一撃は、脳内に出現したエラーメッセージによってあっけなく中断された。

（エラー検知。存在確かく率りつ上昇）

　少女はナイフを構える右手で自身の左腕をつかみ、まともに動かないその腕を目の前に跳ね上げた。神速で繰くり出したイルの突きは軌道上に出現した少女の左腕に触れ、その瞬しゆん間かん、見たこともないメッセージが脳内を躍おどった。

　存在を消去されていたはずの右手が三十パーセントだけ現実世界に引き戻され、ありえない違和感が神経を走り抜けた。

　中途半端に具現化した右手は『存在する』体組織を残して、『存在しない』体組織だけで少女の左腕に浸透しようとした。イルの右手は三十パーセントの存在部分と七十パーセントの非存在部分に分かれて、自己崩ほう壊かいを開始した。

　異変を察知したＩ－ブレインは即座に量子力学的制御を中断し、右手を構成する原子のすべてが現実世界に具現化した。鍛きたえ抜いたイルの指は少女の左腕を包む黒い外がい套とうを突き通し、皮と肉を食い破って鮮せん血けつを飛び散らせた。

　内側から体組織を抜き取るときに似た、生ぬるい感触。

　瞬間、視界の端で、少女の右手が音も無く動いた。

「くっ──！」

　少女の指先から放たれた三本の投とう擲てきナイフが、紫電をまとってその動きを加速する。危険を感じたイルはとっさに体を大きく傾け、ナイフの軌道から頭部を逃がす。

　二本のナイフが空を切り、残る一本が左肩に突き立つ。

　イルは脳内に量子力学的制御を呼び出し、ナイフの軌道上の体組織の存在確率を消去し、

（エラー、存在確率を三十パーセントに固定）

　それより早く、ナイフを放った少女の右手がイルの胸に触れた。

「痛つうっ──！」

　銃弾を上回る速度で放たれたナイフが肩を貫く感触に、イルは苦く悶もんの声を漏らした。完全に存在を消去したはずの左肩はまたしても三十パーセントだけ現実世界に引き戻され、食い破られた血管と筋肉はイルの体の内側に鮮血をあふれさせた。

　苦痛を堪こらえて右足を振り上げ、少女の体を蹴けり飛ばして距きよ離りを取る。

　草の上に二転してゆらりと起き上がる少女を前に、イルは荒い息を吐いた。

　……こいつ……

　もはや疑念を挟む余地は無い。少女はこちらの体に接触することによってその存在確率を改変し、量子力学的な透過による攻こう撃げきと防御を阻害している。限り無くゼロに近い状態から三十パーセントにまで存在確率を引き上げられた肉体はもはや無敵の回かい避ひ能力を失い、ただ普通の人間より少し死ににくいだけの不完全な姿をさらしている。

　自身を構成する肉体のみならず、接触した物質の存在確かく率りつをも改変させる──それは紛れもなく幻影イリユージヨンNo.17の、『量子力学的制御』の能力。

　少女が放った、「学習した」という言葉。

　それらの意味するところは、つまり──

　……こいつは……

　だが、そんなことは、些さ末まつな問題に過ぎない。

　たとえ敵が『相手の能力をコピーする』などというバカげた能力を持っていたとして、それによって自分の最強の盾たてが破られたのだとしても、イルにとってそれは、目の前の戦せん闘とうの単なる一場面に過ぎない。

　敵がどれほど強大であろうと、自分はただ、死力を尽くせばいいだけのこと。

　だから、イルを本当に驚きよう愕がくさせたのは、断じてそんな物ではなかった。

　……死ぬ気か、こいつは……

　少女の体は満まん身しん創そう痍い。その傷は立って戦えるような物ではありえない。左腕の肩から指先までを根こそぎ破は壊かいされ、右肺の血管を引きちぎられ、体中にいくつもの傷を負い、まともに動いているように見える右腕にしたところで前回の戦闘で叩たたき折られた状態から完全に回復しているはずがない。

　本当なら立つことはおろか、意い識しきを保つことさえままならないはずの重傷。

　──だというのに。

　全身を自らの血に染め、壊こわれた肺で苦しげな息を吐き、それでも少女は戦うことをやめない。

「……何やねん」

　くだらない敵だと、思っていた。

　この世界の現実と向き合うことをせず、夢のような理り想そう論ろんを唱えるだけの愚か者だと、イルは、少女のことをそう思っていた。

　一人の子供を助けるために大勢の人間を見殺しにして良いなどという理屈が、この世界で通る訳がない。そんな虫の良い理想のために数え切れないほどの人間を殺して、それで他者の共感が得られるなどと思うほうがどうかしている。

　少女の願ねがいは、この世界に生きる多くの人々を無視した独りよがりのわがまま。

　所しよ詮せんは、薄うすっぺらな正義感を振りかざすだけのまがい物。

　……だが、そうだというのなら、なぜ。

　鍛きたえ抜いたこの拳こぶしは、なぜ、その薄っぺらな正義を打ち砕くことができないのか。

「何やねん、お前は──！」

「だから、貴方あなたの言うとおりだと言っただろう」

　静かな声。

　少女は毅き然ぜんと顔を上げ、苦痛の色すら見せずに言葉を紡つむぐ。

「私はただの人殺し。そう言ったのは貴方のはずだ」

「そうか……せやったら」

「だが、ただの人殺しにも譲ゆずれない物はある」

　少女の言葉が、イルの声を遮る。

　血の気を失った少女の唇に、微笑が浮かぶ。

「私を人殺しと呼びたいなら呼べばいい。罪人と罵ののしりたいのなら、好きなだけ罵ればいい。……そんな物で私は止まらない。たとえすべての人間に否定されようと、百億の憎悪に貫かれようとも、私の理想は砕けはしない。……だから」

　黒い手袋に包まれた右手が、外がい套とうの裏に走る。

「だから」

　周囲の空間に光が散り、淡たん青せい色しよくな空気結晶が次々に浮かび上がる。




「だから──この世界が私を認めないというのなら、私は喜んで世界の敵になろう」




　銀ぎん色いろのナイフを右手に構え、氷の銃弾を従えて少女が走る。

　……その姿に。

　イルは初めて、戦せん慄りつを覚えた。
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（呼Call：電でん磁じ気き学がく制御・『銃身』）

　電磁場の網で仮想の銃身を織おり上げ、投とう擲てきナイフを一挙動に投げ放つ。ナイフの銀色の刀身に紫電が散り、銃弾を上回る速度を与えられたナイフは光の矢となって解き放たれる。

　針のような切っ先で大気を穿うがち、漂う無数の花びらを螺ら旋せんに散らしてナイフが走る。

　その後を追うように、サクラの体は春の庭園を駆け抜ける。

　視界の先で少年が何事かを叫ぶ。サングラスに隠されたその顔に鬼相が走り、両の拳こぶしが胸の前で構えを取る。白いジャケットに包まれた体が瞬しゆん時じにして幻のように霞かすみ、襲おそい来るナイフの一いち撃げきを透過した少年は裂れつ帛ぱくの気合いとともに地を蹴ける。

　五メートルの相対距きよ離りを無視した少年の体は、すでに目の前。

　唸うなりを上げて繰くり出される右の突きが、サクラの左目を襲おそう。

（呼Call：量子力学・確かく率りつ密度制御・「神の賽子さいころ」）

　Ｉ－ブレインの叫びとともに右手を跳ね上げ、螺ら旋せんを描いて走る少年の右手を空中につかみ取る。少年の指先を構成する物質の存在確かく率りつが瞬しゆん時じにゼロに書き換わり、瞬間、サクラの脳内で思考演算が起動する。

　幻影イリユージヨンNo.17の能力を写し取り、その劣化コピーとして構築された『量子力学的制御』が、防御を透過して走り抜けようとしていた少年の指を三十パーセントだけ現実世界に引き戻す。

　陽かげ炎ろうのように揺らいでいた少年の拳こぶしが確たしかな実像を帯び、鋭するどく伸ばされた二本の指が変異銀ミスリルのナイフのように手のひらに突き立つ。

　処理限界を超え、痛覚処理の追いつかない神経を、激げき痛つうが走り抜ける。

　衝しよう撃げきに飛び散った鮮せん血けつが、視界の端に緩ゆるやかな線せんを描く。

（呼Call：仮想精神体制御・『翼つばさ』）

　少年は突きの勢いを殺すこと無く身を翻ひるがえし、跳ね上げた左足をサクラの顔めがけて叩たたき付ける。脳内の量子力学制御を一瞬だけ中断し、外がい套とうを構成する防ぼう刃じん繊せん維いにゴーストを送り込んで翼に変える。サクラの左半身から広がった翼はその身を大きくはためかせ、漆しつ黒こくの盾たてとなって少年の攻撃の前に立たち塞ふさがる。

　サクラはゴーストの制御を脳から切きり離はなして量子力学的制御を再開し、少年の肉体に干かん渉しようしてその存在確率を強制的に引き上げ──

　瞬間、それより遙はるかに速く、少年の足が視界からかき消える。

（防御失敗、危険）

　搦からめ捕とったかと見えた少年の左足が翼の防御をかいくぐり、幻のように翻って二の矢を放つ。膝ひざから先だけの動きで放たれた蹴けりはこれまでとは明らかに異なる複雑な軌道を描き、サクラの認にん識しきをすり抜けて懐ふところに潜もぐり込む。

　鈍にぶい衝撃が、右の脇わき腹ばらを貫く。

　もはや透過による攻撃は無意味と見て取ったのか、少年は自身の体の存在確率を改変することなく、実像を帯びたままの左足をサクラの体に突き刺す。

　内ない臓ぞうが破裂しそうなほどの衝撃に痛覚神経が悲鳴を上げる。それを無視して右手に突き立つ指をいっそう強くつかみ、少年の体を構成する全物質の存在確率を引き上げる。ゴーストの翼は急速に存在を減じながら最後の力を振り絞ってその先端を黒い刃やいばに変え、鋭い弧を描いて少年の右足に斬きりつける。

　スラックスに包まれた足に鮮血が散り、同時に、放たれた少年の左の掌しようがサクラの胸に容よう赦しや無く叩き込まれる。

　効果時間を超過した翼が、仮想精神を失って元の外套に巻き戻る。複数のプログラムの同時起動能力を持たないサクラのＩ－ブレインには、それを維持する術すべはない。脳内に展開されたプロセスは「量子力学的制御」ただ一つ。物質の存在確率をわずか三十パーセント変動させるだけのその能力は、防御としての機き能のうを何一つ果たさない。

　少年と対等に戦うためには『神の賽子さいころ』を展開し続けるしか無く、その力を使っている限りサクラは自身を守る術すべを持たない。

　残された手段は防御をかなぐり捨てて、相打ち覚悟で攻こう撃げきを繰くり出すこと。

　それは、少年のもっとも得意とする近接距きよ離りで、正面からぶつかり合うことを意味していた。

（攻撃感知。危険）

　少年の攻撃はいっさいの淀よどみ無く、雪崩なだれを打ってサクラに襲おそいかかる。こちらが三手を放つ間に繰り出される攻撃は十を超え、かろうじて直撃を避ける体には瞬またたく間に無数の傷が刻まれる。わずかな衝しよう撃げきは突き抜けるような痛みとなって神経を貫き、断続的なエラーに思考が遮られて額ひたいの裏側に火花が散る。

　壊こわれた左腕からは黒く濁にごった血が止めどなく流れ落ち、片方だけしか動かない肺が呼吸困難に悲鳴を上げる。

　Ｉ－ブレインの戦せん闘とう予測が、狂ったように死の危険を訴える。

　……それを、すべて無視した。

　痛みのすべてを、苦しみのすべてを、意志の力で押おし潰つぶした。

（呼Call：制御系・『警けい告こく停止』。全安全装置強制終了。脳内容量開放）

　途と切ぎれそうな意い識しきの中に、いくつもの声を聞く。お前は人殺しだと嘲あざける声が、耳の奥に木こ霊だまする。傷を一つ受ける度たびに声は数百と数を増し、幾万幾億と折り重なるその声は世界に生きる全ての人々の叫びとなってサクラを糾きゆう弾だんする。

　父を返せと、母を返せと、息子を返せと、娘を返せと──

　地の底から響ひびくような唱和は、巨大な呪じゆ詛そとなってサクラの頭上にのしかかる。

　わずかな者のために多くの者を見捨てる戦い、一人のために百人を殺す戦い──そんな物が正しいはずがないのだと、心の中で誰だれかが叫ぶ。

　私はきっと、この世界の敵。

　誰にも認められず、誰にも許されず、疎うとまれ憎まれ人殺しと呪のろわれる、ただそれだけの存在。

　……だが。

　だが、それでも。

「どうした幻影イリユージヨンNo.17！　その程度で取れるほど、私の首が安いと思うか──！」




　──それでも信じた物がある。

　それでも、守ると誓った物がある。




　望んだのは小さな幸せ。子供達が笑って暮らせる当たり前の世界。そのためなら何を失っても構わないと、遠いあの日に心に決めた。

　どれほど多くの傷をこの身に受け、どれほど多くの血を流し、誰を敵に回し、何を失い、いくつの罪を重ねようとも、最後まであの子達のために戦い抜くと、己おのれの心に誓った。

　正しいと信じているのではない。自分に正義が無いことなど知っている。所しよ詮せんこの道は修しゆ羅らの道。血にまみれた両手につかめる物など何一つ無く、死し山ざん血けつ河がを踏み越えたその果てにあるのは数え切れないほどの怨えん嗟さと呪じゆ詛そと嘆きの声だけだと──

　そんなことくらい、知っていた。

　何もかも承知で、それでも戦うことを選んだ。

　走り抜ける道のさなかに、数え切れないほどの人の死を見た。幾千幾万の敵をこの手にかけ、幾千幾万の血にこの身を染めた。仲間であったはずの人を見捨て、守りたかった少女に憎しみの目を向けられ、命より大切な育ての親さえも失った。

　罪の重さに怯おびえ、血に染まる手に震ふるえ、これで良いのか、本当にこれで良いのかと気が遠くなるほど己に問い──

　それでも、いつかこの世界にあの子達の居場所を作ると、そのためならこの身が滅んでも構わないと、ただそれだけを願ねがい、立ち止まること無く駆け抜けた。

　……それが答え。

　誰だれにも消せない、百億の憎悪をもってしても砕くことのできない、私の誇り。

　多くの失敗を重ね、失なくしてしまった物は数え切れないけれど、それでも、守り抜いた遠い日の誓いは、確たしかにこの手の中にある。

　だから、悔いることも、顔を伏せることも、決してしない。

　あの子のように泣く子供がいない世界であって欲しいと──

　そう願い、走り続けたこの道に、ただ一点の曇くもりも無い。

（──呼Call：制御系・循じゆん環かん処理・『電でん磁じ場ば制御・銃身』／調ちよう整せい処理・『檻おり』）

　過負荷に悲鳴を上げる脳に命令を叩たたき込み、Ｉ－ブレインの基き礎そ処理領域を強制的に立ち上げる。解凍展開された『銃身』の起動プロセスを脳内に複製し、無限に続く連れん鎖さ処理として記き憶おく領域に積つみ上げる。

　積み上げられたプロセスはＩ－ブレインのシステムによってさらなる変更を加えられ、『檻』としての属性を付加される。

　目の前の空間に電磁場で編あまれた不可視の銃身が出現する。

　銃身は脳内の無限連鎖を取り込んでサクラの周囲に十と重え二は十た重えと広がり、直径五メートルにわたる巨大な電磁場の格子を形成する。

（呼Call：『天の投と網あみ』）

　外がい套とうの裏に手を走らせ、いちばん奥に一本だけ納められた巨大なナイフを抜き放つ。右手を離はなれたナイフは電磁場の檻に捕らわれて瞬しゆん時じに無数の破片に砕け散り、秒速三千メートルを越える速度でサクラの周囲を駆けめぐる。

　千の刃やいばによって空中に描かれた、格子模様の電磁場の檻。

　紫電をまとう光の投と網あみを従えて、サクラは少年めがけて走り出す。

（警告Alert：一般処理・『高密度情報制御感知』）

　少年は両の拳こぶしを迎げい撃げき体勢に構え、裂れつ帛ぱくの気合いで地を蹴ける。刃やいばの檻おりの先端が白いジャケットを捉とらえたかと見えた瞬しゆん間かん、少年の姿は幻のようにかき消え、すべての攻撃をすり抜けたその体は瞬まばたきする間も無くサクラの目の前に出現する。

　跳ね上がった右の拳が、物理的な威力を伴ってサクラの腹にめり込む。

　鉛の塊を叩たたき付けるような衝しよう撃げきに肋ろつ骨こつがへし折れ、鈍にぶい音が体の内側で響ひびく。

（呼Call：制御系・一般処理・『天の投網・開放』）

　サクラは防御を捨ててその攻撃を正面から受け止め、無防備な少年の背をつかんでその体を強引に自分のほうに引き寄せる。Ｉ－ブレインの命令に従って『天の投網』が終了し、周囲に展開されていた電でん磁じ場ばの檻が消失する。

　格子を成して駆けめぐっていた無数の金属片がその動きを解き放たれ、

　銃弾を遥はるかに上回る速度で、二人の周囲全方向から降り注ぐ。

（呼Call：量子力学・確かく率りつ密度制御・『神の賽子さいころ』）

　少年の顔に驚きよう愕がくが浮かび、その姿が幻のように霞かすむ。同時にサクラのＩ－ブレインが唸うなりを上げ、つかんだ少年の背と腹部にめり込んだままの拳から情報制御を流し込む。少年の肉体を構成する全物質の存在確率が三十パーセントに引き上げられ、消え去ろうとしていた少年の姿は実像を伴ってサクラの腕の中に出現する。

　全身を襲おそう焼け付くような痛み。

　降り注ぐ刃はサクラの体に容よう赦しやなく突き立ち、黒い外がい套とうに無数の穴を穿うがち、漂う花びらの中に鮮せん血けつを散らし、

（──文書text：『着弾』）

　ジャケットに包まれた少年の体が、震ふるえた。

　正確に軌道を計算された金属片の刃はサクラの体内を巡る主要な神経と血管を回かい避ひしてその体を貫通し、腕の中の少年をめった刺しに刺し貫いていた。
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　消えかかっていた意い識しきが、焦点を取り戻した。

　ディーは傍かたわらの壁かべに騎き士し剣けんを突き立て、血にまみれた体を引きずるようにして立ち上がった。

（ノイズパターン変化。抗体デバイス稼か働どう率りつ上昇）

　周囲の空間に淀よどんでいた電磁ノイズが書き換わり、抗体デバイスに記き憶おくされているパターンと完全に合致する。首の裏側に埋め込まれたデバイスが神経を介してＩ－ブレインに情報を送り込み、脳内のノイズを中和する。

（ノイズ消失。演算効率九十八パーセントに回復）

　完全に機き能のうを回復したＩ－ブレインが、額ひたいの裏側にメッセージを映し出す。

『森しん羅ら』のシステムが壊こわれかけた体を仮想の骨格で補い、砕けた右足を直立させる。

　四方から迫っていた兵士達が足並みを乱して進軍を止める。頭上に浮遊する空中戦車が次々にバランスを失い、町の各地に落下していく。

　駆け出す姿勢にあった四人の騎き士しが同時に立ち止まり、舗ほ装そうタイルに膝ひざをつく。

　それらのすべてに視し線せんを巡らせ、ディーは血の混じった息を吐いた。

　襟えり元もとの通信素子にスイッチが入り、かすかな雑音に続いて兵士達の怒声が飛び出す。おそらくは真ま昼ひるがハッキングによって傍受した会話を流してくれているのだろう、通信回線の向こうの兵士は作戦指令部の暗号名を呼び、必死に声を張り上げる。

　目標の魔ま法ほう士しの一団が、防ぼう衛えい線せんを突破して第三階層に到達した、と。

　第二階層の他ほかの地区に応援を乞こうその声に、ディーは、視線を少しだけ上に向けた。

（身体能力制御起動。運動速度、知覚速度を四十三倍で定義）

　壊れた足で地を蹴けり、一息に第四階層の天てん井じようすれすれまで跳ちよう躍やくする。通りを塞ふさぐ兵士達の戦列を飛び越え、空洞の反対側、第三階層に通じるバイパス道に到達する。

　直径十メートルを超すバイパス道の上、突き出た作業用通路の欄らん干かんに音も無く着地する。

　眼下に見下ろす町には、戦列を成してうごめく兵士達の群れ。

　その中央で、抗体デバイスを付け替えた騎士達がゆっくりと立ち上がる。

　兵士たちの遥はるか後方、別な区画に通じる連絡道の出口で新たな動きが起こる。地鳴りのような無数の足音とともに、別な兵士の一団が第三階層に通じるこの区画になだれ込んでくる。

　赤く霞かすんだ視界の先で、兵士達がその数を増していく。

　瞬またたく間に千を超えた兵士達は町を貫く大通りに整せい然ぜんと列を成し、四人の騎士を先頭に進軍を開始する。

　通信素子の向こうの声が、こちらの本隊が第二階層に到達したことを告げる。祐ゆう一いちに率いられた子供達は混乱した敵の防衛線を突破し、着実に地上に近付いている。それを防ぐはずの敵戦力の大部分はディーの目の前。最終的な足止めの役を果たすはずの空中戦せん艦かんは、演算機き関かんの停止を防ぐだけで手いっぱいの状態に陥っている。

　本来なら、ディー一人に構っていられる状況ではありえない。

　だが、彼等には、目の前の少年と戦う以外に術すべがない。

　区画と区画を繋つなぐ通路を自らの手で破は壊かいし、移動経路を限定してしまったこの状況において、モスクワ軍には退くという選択肢が存在しない。別なルートを迂う回かいして第三階層に向かったのでは、すでに第二階層に到達したこちらの本隊に追い付くことができない。

　最短距きよ離りで敵に先回りしなければ間に合わない。

　だからモスクワ軍は、目の前の少年と戦い、これを突破せざるをえない。

　この場所に誘い込んだのは、彼等ではなく、ディーのほう。

　正面から自分と戦い、勝たなければならない状況にモスクワ軍を追い込んだ、この脱出計画の最後の要かなめ──

（高密度情報制御を感知）

　Ｉ－ブレインの声に視し線せんを上げる。向かって右手の奥に存在する別な通路から、暗あん緑りよく色しよくのローブを翻ひるがえした五人の魔ま法ほう士しが出現する。五人はそれぞれの周囲に巨大な強化コンクリートの槍やりを出現させ、あるいは数十のチタン材の腕を従えて、林立する建築物の屋根を伝ってディーの許もとへと迫る。

　その後を追って、通路の向こうから兵士達の一団がなだれ込む。

　すでに混乱から立ち直り、陣を敷しいた兵士達は、町の中央を進む部隊と呼こ応おうする形で空洞の外周に沿って前進を開始する。

　さらに左手側の別な通路からも、魔法士に率いられた別な一群が町になだれ込む。こちらは演算機き関かんの修復を終えたのか、三十台余りの空中戦車を従えている。

　直径数キロを超える町の通りという通りを、カーキー色の軍服が埋め尽くす。

　二千を超える兵士達の奏でる軍靴の響ひびきが、巨大なうねりとなってメルボルンを震ふるわせる。

（蓄ちく積せき疲労、八十五パーセント。勝利確かく率りつ一パーセント未満。危険。逃走を要よう請せい）

　視界の端で、Ｉ－ブレインが警けい告こくを発する。

　それを静かな気持ちで見つめ、ディーは息を吐いた。

　血にまみれた顔を手の甲で拭ぬぐい、まっすぐな視線を眼下に向ける。Ｉ－ブレインの助けを借りて目を凝らし、数キロ先に迫る兵士達の姿を正せい確かくに捉とらえる。兵士達は役立たずになったノイズメイカーを放棄し、こちらの突とつ撃げきに備えるべく銃口を揃えてゆっくりと前進する。

　黒人の女と白人の男が肩を並べるそのとなりで、白髪の老兵が赤毛の若者に指示を送る。人種も性別も体格もバラバラのその姿は、同じ色の軍服をまとっていても正確に識しき別べつすることができる。

　同じ人間など一人としていない。

　彼等の一人一人には名前があり、これまで生きてきた時間があり、たぶん帰るべき家があって、そこにはきっと、帰りを待つ誰だれかがいるのだと思う。

　彼等と戦うということは、そのすべてを踏み付けにするということ。

　自分の意志を押し通すために、たくさんの願ねがいを押おし潰つぶすということ。

　……ぼくは……

　血にまみれた剣を左右に下ろし、目を閉じた。

　気持ちが驚おどろくほど静かなのが、自分でも不ふ思し議ぎだった。

　……ぼくは、強くなりたかった。

　初めてそう思ったあの日から、ずいぶん長い道を歩いてきた気がする。マサチューセッツの街でセラに出会い、少女を守るために強くなりたいと願ねがった自分は、そのために少女の母の命を奪ってしまった。祐ゆう一いちに連れられてシティを逃れ、このメルボルンに流れ着き、幻影イリユージヨンNo.17という少年に出会った。

　かつて祐一に聞かされた『罪も痛みもすべて背負って生きる』という言葉。

　イルが口にした『人の死が仕方ないで済むはずが無い』という呟つぶやき。

　今なら、ディーにも、その意味が分かる気がした。

　死者は蘇よみがえらない。どれほど後悔の涙を絞っても、失われた命は決して戻りはしない。その人が生きていたなら為なしえたかも知れない数多あまたの可能性はたった一つの死によって永久に失われ、それは他ほかの誰だれにも取り戻すことはできない。

　たとえ自分の命を代価にしたとしても、奪ってしまった誰かの命を取り返すことはできない。

　だから、他人を殺す権利のある者など、この世界には一人もいない。

　それを知ってしまったら戦うことなどできないから、人は相手を悪だと決め付ける。自分は正しいことのために戦っているのだからと言い聞かせて、相手の存在を自分の世界から切り捨てる。相手は死んでも仕方の無い人間だったのだと言い訳をして、己おのれの罪に蓋ふたをする。

　けれど、そんな独りよがりの正しさでは、誰も救えはしない。

　たとえどれほど素す晴ばらしい理想を持っていようとも、そのために剣を振るえば失われる命は必ずどこかにあるのだから。

　それを恐ろしいと感じないのなら、その者はすでに人では無い。人の命を踏み台にして心が傷付かないのなら、それはただの機き械かいに過ぎない。恐れる心をいくら覆おおい隠しても、それは必ず自分の中に存在している。

　だから、本当の強さとは、罪を犯すのを恐れないことでは無く──

　自分の犯した罪が決して償つぐないようの無い物だと認めて、それでも前に進むことなのだと思う。

　……セラ……

　少女の泣き顔を心に思い描いたとたん、自然と口元がほころぶのを感じる。胸の奥が澄すみ渡り、体中の痛みが消えて行く。たとえ自分がこれからすることがすべてあの子のためなのだとしても。あの子にはそれを仕方が無いとは言って欲しくない。

　たとえ自分のわがままでも、セラにはずっと、人の死を悲しいと思う子でいて欲しい。

　そうすれば、自分は、どんな罪にも耐えられるから。

　あの子がぼくの罪を悲しんでくれるのなら、ぼくはきっと、最後の最後まで戦い続けることができるから。

「帰ったら、セラのご飯が食べたいな……」

（『森羅SHINRA』制御文法二・七一版Restrain-Protcol Ver2.71）

　ゆっくりと伸ばした指が、真しん緑りよく色しよくの結晶体に触れた。

（抑制機構Restraint 一1・.二2・.三3・.四4・.五5・.六6・.七番7解錠 Unlock.

　両の騎き士し剣けんを強くつかんだ。

　迷いなど、一ひと欠片かけらも無かった。
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　噴ふき上がった鮮せん血けつが、白いジャケットを真しん紅くに染めた。

　サクラは少年の体を突き飛ばし、かろうじてその場に踏みとどまった。

　少年はよろめくように二歩、三歩と後ずさった。全身に穿うがたれた傷から止めどなく血があふれ、ジャケットの裾すそからゆっくりと滴したたり落ちた。

　その体が、唐とう突とつに静止した。

　今にも前のめりに倒れそうな不安定な姿勢で、少年が声を絞り出した。

「……正しいから戦ってるんやない……言うんか……」

　血にまみれた顔が、前を向く。

　傷だらけの指が、砕けたサングラスを放り捨てる。

「……自分が正しくないんは知っとる……自分の理想が世界に認められへんのも知っとる……それでも自分は曲げん、何が何でも戦い抜く……お前はそう言うんか……」

　ぼろ屑くずと成り果てたジャケットが揺れる。

　震ふるえる唇が、笑えみを形作る。

「おもろいやないか──」言葉とともに血の塊を吐き出す。「ほんなら、お前の持ってるそれ、全部まとめておれが叩たたき潰つぶしたるわ──！」

　鮮血にまみれた両足が、強く地を踏みしめる。

　それを呆ぼう然ぜんと見つめ、サクラは言葉を吐いた。

「なぜ……逃げない」呟つぶやき、自分の声に押されて「貴方あなたの能力は破られた。最強の盾たてはもはや盾として機き能のうしない。……貴方にはもはや絶対の優ゆう位いは存在しない。これ以上戦い続ければ、貴方は確かく実じつに」

「しょーもないこと言うなや」

　言葉を遮る、少年の声。

　少年は血を流し続ける体を「おっと」とよろけさせ、満面の笑みを浮かべて、

「ここでおれが逃げたら、お前の一人勝ちやないか」

　何のためらいもなく言い放つ。

「……貴方は……」

　呟つぶやく声が、遠い物に聞こえた。

　サクラは言葉を失い、ただ、目を見開いた。

　少年は逃げるはずだとサクラは思っていた。量子力学的制御をコピーし、相手の回かい避ひ能力を奪ってやれば、少年は必ず逃亡を図るはずだと心の中で決め付けていた。そもそも少年の能力のもっとも恐ろしい点は『何をやっても決して死なない』こと。その絶対のルールが破られた以上、少年はただ体術と耐久性に優すぐれただけの通常人に過ぎない。

　これ以上戦せん闘とうを続けることの危険性は、少年自身がいちばん良く理解しているはず。

　なのに、それでも戦うと、少年は言い放った。

　予想だにしなかった言葉。

　だが、それは同時に、当然予想されるべき言葉でもあった。

　最初に出会ったときからそうだった。少年は自身の体を囮おとりに使い、見事に能力を隠して見せた。罠わなにはまった自分は少年の能力を誤解し、結果として危き機きに陥ることになった。

　あれが少年の戦い。

　少年は恐れない。

　たとえ己おのれを守る盾たてが失われようとも、少年にとってそんなことは些さ末まつな問題に過ぎない。

　なぜなら──




　……ああ、そうか……




　知らず、口元に笑えみが浮かんだ。

　サクラは、初めて、目の前の少年に敬意を覚えた。

　少年には人を救う力が無かった。どれだけ誰だれかを守りたいと願ねがっても、少年には自分一人を守ることしかできなかった。幻げん影えい、量子力学的制御、絶対防御──ありとあらゆる戦場において、少年のＩ－ブレインは常に少年だけを守った。災さい厄やくはいつも少年の体をすり抜け、少年の大切な物の上に降り注いだ。

『幻影』の力は努力では変わらない。

　持って生まれたＩ－ブレインの性能は何をやっても変えられない。

　──けれど、それでも少年は守りたかった。

　それでも大切な人達を守りたかったから、少年は、自分が持つ『最強の盾』を棄すてるしか無かった。

　容易たやすい道では無かったはずだ。回かい避ひ可能な敵の攻こう撃げきをあえて受け、ダメージを負って見せることを前提とした戦闘法などもとより正気の沙さ汰たではありえない。戦場において死からもっとも縁えん遠どおい存在であったはずの少年は通常人と何ら変わりの無い無防備な者に成り下がり、その体には己の信念の代だい償しように数え切れないほどの傷が刻まれた。

　繰くり返される戦いの中で想像を絶する苦痛にまみれ、

　おそらくは幾度と無くその命を危険にさらし、

　それでも少年は一度たりとも立ち止まること無く、ただひたすらに己の道を走り続けた。

　当たり前の人間と何一つ変わることの無い体を極限まで鍛きたえ上げ、使えるはずの能力を封印して己おのれの命を危険にさらし、受ける必要の無い傷を受け、流す必要の無い血を流し、打ちのめされてぼろぼろになって、それでも守れる物があるのならかまわないと戦い戦い戦い抜いたその姿は、

　その姿は──

　その姿は、まるで




　──私がいつか、世界のどこかに、あの子達の居場所を必ず──




「……損な役回りだな、貴方あなたも」

「お前に言われた無いわ……ボケ」

　穏おだやかな声が答えた。

　少年の口元にも、笑えみが浮かんでいた。

　傷だらけの両腕がゆらりと持ち上がり、胸の前で構えをとる。傷口から滴したたり落ちた血がその腕を伝い、足下を覆おおう桜の花びらに跳ねる。少年はすでに死しに体たい。全身に刻まれた傷は百を数え、笑みを形作る唇からは血の気が引き、流れ出した血液の量は限界に達しつつある。

　これ以上の傷を受ければ、遠からず死に至る。

　だが、その程度のことで少年は止まらない。

　もとより少年は、死など恐れてはいない。

　そんな当たり前の感性を超越した地平の彼方かなたに、少年はすでに立っている。自分が傷付くことを恐れない者だけが得られる力の結晶として、少年の信念はもはや完成されている。

　悔いなどないと。

　己の道を誇れるのなら、たとえ死んでも悔いなど無いと。

　その思いが少年を突き動かし、血にまみれた体を前へと進ませる。




　──だから、強い。




「幻影イリユージヨン、No.17……」

　無む意い識しきに、呟つぶやいた。

　胸の奥にありえない言葉がわき上がるのを、サクラは感じた。

「貴方……貴方は……」

　言葉が形を成して、こぼれ落ちそうになる。

　貴方は素す晴ばらしいと。

　進む道こそ違うけれど、私は、貴方のような者を尊敬すると──

「あ？　何か言いたいことでもあるんか？」

　人を食ったような少年の声。

　それで、言葉が途と切ぎれた。

「……いや」

　サクラはまっすぐに顔を上げ、少年の青い瞳ひとみを見つめた。

「──幻影イリユージヨンNo.17」

　柔らかな笑えみが、口元に浮かんだ。

　ありったけの畏敬の念を込めて、サクラは言葉を紡つむいだ。

「貴方あなたは──愚かだ」呟つぶやき、花が咲くように微笑ほほえんで「私は、貴方のようなバカは大嫌いだ」

　虚を突かれたように、目をしばたかせる少年。

　その口元が苦笑の形に歪ゆがみ、鋼はがねのような指が頬ほおをかいて、

「そうか？　おれはお前みたいなアホ、けっこう好きやけどな」

　……そうして、少年は笑い、サクラも笑った。
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　胸の奥に生まれた本当の思いは風に溶け、庭園を舞まう花びらとともに流れて消えた。

　私は貴方を尊敬する、と。

　それは、言うべきことでは無かったし、言わねば届かないことでもなかった。

（──呼Call：制御系・一時記き憶おく領域・『操そう作さ予約』）

　互いに信じた物があって、互いに守ると誓った物がある。そのために捨ててきた物があって、それでも貫き通した物がある。

　互いが互いに、相手もまた間違ってはいないのだとうなずいて。

　互いが互いに、それでも進むと決めた道がある。

　……ならば、二人の間に言葉などは不要。

　後はただ、互いのすべてを賭かけて、雌し雄ゆうを決するのみ。




（『銃身』『鎖くさり』『翼つばさ』『加速』『踊る人形』『魔ま弾だんの射手』『天の投と網あみ』『神の賽子さいころ』装そう填てん）




「……行くぞ、幻影イリユージヨンNo.17」

　はらり、はらりと桜が舞まう。

「……来いや、賢人会議Seer's Guild」

　舞い落ちた花びらの一片一片が、世界を薄うす紅べに色いろの雪化粧に染め上げる。

　柔らかな風が吹き抜け、淡あわ雪ゆきのような花びらを春の庭園に散らす、その中に──




　二人の魔ま法ほう士しは、最後の疾走を開始した。
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　──そうして。

　迫り来る二千の軍勢を前に、騎き士し剣けん『森しん羅ら』の真の能力が起動された。




（抑制機構Restraint 全層entirely解錠 unlocked.　制御式Mode『万象之剣』"World Slayer"起動starts.　殲滅曲線描画機構Armagedon-Process最適化開始 Adjusting.）

　額ひたいの裏側にそのメッセージが出現した瞬しゆん間かん、視界に映るあらゆる物が色彩を失った。

『森羅』の制御下に置かれた認にん識しきの中で、世界のすべてが白と黒の二色に塗り分けられた。

　影かげ法ぼう師しのようになった視界の中心に、赤い点が二つ生まれた。二つの赤い点は互いに寄り添いながら瞬時に眼下の町を駆けめぐり、モノトーンの空間を二本の赤い曲きよく線せんで埋め尽くした。

　兵士たちの首を、心しん臓ぞうを、急所を正せい確かくになぞるように──

　走り抜けた赤い線は町の中央、通りの交差する位置で静止した。

（殲滅曲線描画完了Adjusting complete.　状況開始Annihilation ready）

　ディーの意志を無視して両腕が跳ね上がり、左右に構えた騎士剣の先端が目の前に浮かぶ二本の線の端点をそれぞれ捉とらえた。剣は自ら意志を持ったかのように赤い線に沿って滑すべり始め、それに呼こ応おうするようにディーの肉体は自動的に運動を開始した。

　不安定な足場を蹴けった体が宙に一転し、赤い線せんをなぞって大通りの端に着地する。

　衝しよう撃げきを殺す間も無く立ち上がった体が『自己領域』に包まれ、瞬しゆん時じに空間を渡って兵士達の目前に出現する。

　自己領域と身体能力制御の同時起動の下もと、振るわれた両の騎き士し剣けんは空間に描かれた赤い線を正せい確かくに走り抜け、その位置に存在する兵士二人の頭部を正確に切断する。

　返す刀で振り払われた騎士剣が、さらに五人の兵士を絶命させる。その剣が勢いを殺すこと無く翻ひるがえり、さらに三人を斬きり倒す。流れるように走る剣先は無む駄だを極限まで削そぎ落とした完かん璧ぺきな軌道で兵士達の間を飛び回り、次々にその命を奪っていく。

　白と黒の視界を埋め尽くし、騎士剣を導みちびく赤い線。

　森しん羅らが「殲せん滅めつ曲きよく線せん」と呼ぶその線には、「最適運動曲線」という正式名称が存在する。

　騎士の肉体の機き能のう、その骨格、身体バランス、Ｉ－ブレインの性能、騎士剣の機能、重量、敵の能力、戦せん闘とう予測、地形の起伏──それらすべてを加味した結果として算出させる「もっとも効率の良い運動の軌跡」を、情報制御理り論ろんにおいては最適運動曲線と呼ぶ。最短時間に最大多数の敵を葬り去ることだけを目的に算出されるその曲線に従って戦えば、多くの敵をもっとも効率良く殲滅することができる。

　だが、本来ならそんな計算上にしか存在しない曲線は、実戦において役に立ちはしない。

　現実の戦闘においては敵は必ずこちらの攻撃に反撃し、剣の使用者である騎士にはダメージによって能力を損なう可能性が常に存在する。

　通常の状態で戦闘が行われている限り、「最適運動曲線」はあくまでも机き上じようの空論。

　だが、騎士剣『森羅』には、その空論を強制的に現実の戦闘に当てはめ、「もっとも効率の良い殲滅」を実現する機能が同時に備わっている。

（全安全装置解除Safety unlock.　身体損傷無視Damage cancellation starts）

　視界の先にローブが翻り、剣を構えた騎士が三人降り立つ。『殲滅曲線』の軌道が微細に書き換わり、三人の騎士の頭部をなぞるように変更される。

　双ふた子ごの騎士剣が、中央の騎士めがけて弧を描いて走る。

　それを防ぐように、左右の騎士がそれぞれの剣を同時に振り下ろす。

　右の剣がディーの肩に深々と食い込み、左の剣は走り抜けるディーの左腕を手首の半ばまで断ち割る。

　体に叩たたき込まれたその攻撃に血が噴ふき出すよりも遥はるかに速く、『森羅』の制御中ちゆう枢すうがＩ－ブレインにコマンドを叩き込む。完全にＩ－ブレインの制御下に置かれた体は動脈と静脈から血液を流出させる直前でその損傷を仮想の体組そ織しきに修復され、通常の機能を回復する。

　靱じん帯たいの半分以上を切断された左の手首が仮想の組織によって腕と繋つなぎ合わされ、赤い線を正確にトレースして空間を走り抜ける。

　心しん臓ぞうを貫かれた騎士の体が、ゆっくりと後方に倒れ込んでいく。

（『万象之剣』"World slayer"稼働中succesfully running）

　七段階の拘こう束そくキーによって封印されたそのシステムは、『万ばん象しよう之の剣つるぎ』と呼ばれる。世界を切り裂くWorld slayer剣の名を持つそのプログラムは『森しん羅ら』を持つ者の肉体を完全に制御下に置き、ありとあらゆる肉体的損傷を仮想組そ織しきによって瞬しゆん時じに補う。

　その圧倒的な能力は、仮に使用者の脳以外の全部分が停止したとしても、その体を強制的に動かして通常状態と同等の戦せん闘とう能力を与える。

　ただ一つ。

　Ｉ－ブレインに対する膨ぼう大だいな負荷を代だい償しように。

（蓄ちく積せき疲労百パーセントを超過、脳停止の危険発生）

　限界を超えた疲労にＩ－ブレインの基き礎そ処理部分が悲鳴を上げ、ニューロン神経が次々に断だん線せんして額ひたいの裏側に火花が散る。安全装置を強制的に解除されたディーの脳は狂ったように情報を吐き出し、生まれた損傷は脳の通常の部分をも浸食し始める。

　それらのすべてを思考演算が押おし潰つぶす。

『森羅』は止まらない。

　目の前の戦闘に無関係なそれらの要素を膨大なデータの中に塗り込め、取るに足らないノイズとして押し流す。

　森羅が求めるのは敵の殲せん滅めつのみ。その結果として使用者が傷付き、その脳に修復不可能な損傷を被こうむり、最終的に死に至ったとしても、森羅はそんな些さ末まつな事象には斟しん酌しやくしない。『森羅』にとって騎き士しとは、戦闘を効率良く遂行するための一つのパーツに過ぎない。

　本体たる騎士の肉体と脳神経を己おのれの一部として取り込み、ただ、戦闘の勝利のみを存在理由とした一個の回路として完成させる。

　それが広域殲滅特化型騎士剣──狂きよう神しん二に式しき改かい『森羅』。

　死んでも勝利せよ、と。

　たとえ我が身が滅びても、眼前の敵に必ず勝利せよ、と。

　その覚悟を持つ者だけが手にすることを許された、最強の騎士剣。

　嵐のように薙なぎ払われるその刃やいばは、瞬まばたきする間も与えず兵士達を葬り去っていく。

（脳内容量確かく保ほ。記き憶おく領域準備）

　森羅に塗り潰されそうな意い識しきの中に、その光景を捉とらえる。脳内の容量を強引に切り分けて、記憶領域を一部分だけ森羅の制御外に置く。二色に塗り分けられた視界の中に倒れ伏す兵士の姿を認め、その顔を脳内の記憶領域に書き込む。

　黒く染まった鮮せん血けつが、視界に散る。

　その先に崩れ落ちる黒人の女の姿を、白人の男の姿を、可能な限り精密に脳に焼き付ける。

　剣を持つ手がかろうじて捉える鈍にぶい感触に、意識を集中する。

　兵士達の体を切り裂く衝しよう撃げきを、神経に深く刻み込ませる。

（蓄ちく積せき疲労、百二十パーセント）

　どんな正義も、どんな言い訳も求めない。

　ぼくは、ぼくの意志で、何の権利も無くこの人達を殺す。

　彼らの一人一人には彼らにしか分からない人生があり、彼らの大切な物がある。夢があり、願ねがいがあり、帰る場所があり、愛する人がいる。

　そのすべてを、ぼくは、ぼくの都合で無慈悲に奪い去っていく。

　だからせめて、自分がいったい誰だれを、どんな理由で、どんなふうに殺あやめたのか──そのすべてを死ぬまで覚えていようと思う。

　今、この瞬しゆん間かん──

　この罪を、未み来らい永えい劫ごう、忘れないために。

（疲労限界、戦せん闘とう続行不能。危険危険危険危険危険危険危険──）

　この身は、血の色をした闇やみの中に立っている。

　闇はどこまでも果てしなく、濁にごった血の海をたたえて、愚かな罪人を取り込もうとする。

　戦い続ける身には数え切れないほどの血が絡み付き、確かく実じつにその重さを増していく。塗り込められた死の臭においは生涯消えることは無く、血にまみれたこの手につかめる物など何一つありはしない。

　それでも、構わない。

　たとえこの目に映るのが闇だけだとしても、どこかに光があるのなら、自分がその光を守れるというのなら、他ほかに望む物など何も無い。

　だから、この身が光に触れることが適かなわず、疎うとまれ、嫌われようとも、悲しくはない。

　奪った命の重さに耐え切れなくなり、傷付いた体が血の海に没する日が来たとしても──

　守り抜いた物があるのなら、その誇りだけは残るだろう。

（殲滅曲線再描画Readjusting　完了complete）

　白と黒の視界を縦じゆう横おうに裂いて、新たな血ち色いろの線せんが出現する。とうにまともな機き能のうを失った両腕が跳ね上がり、目の前の体を寸断する。

　兵士達の間に動揺が走り、戦列がゆっくりと後退を始める。

　追いすがる視界の先に淡たん青せい色しよくな空気結晶の銃弾が煌きらめき、無数の衝しよう撃げきが四肢を貫く。通常なら確実に吹き飛ばされているはずのその威力を無視して地を蹴けった体が飛ひ翔しようし、炎使いの体を舐なめる『殲せん滅めつ曲きよく線せん』にそって刃やいばを走らせる。

　五つに分断された炎使いの体が、ゆっくりと地に落ちる。

　──ディーは吠ほえた。

　両の騎き士し剣けんを翼つばさのように左右に広げ、眼下の兵士めがけて突撃を開始した。
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　駆け抜ける足下に、無数の花びらが躍おどった。

　二人の魔ま法ほう士しは、咲き誇る桜の大たい樹じゆの下もと、正面から激げき突とつした。

（警告Alert：一般処理・攻こう撃げき感知）

　踏み込みざまに繰くり出された幻影イリユージヨンNo.17の右の拳こぶしが、サクラの胸元めがけて走る。五倍速の運動でその拳に自分の手を這はわせ、脳内のスイッチを瞬しゆん時じに切り替えて量子力学的制御を起動する。実像を伴って出現した拳を右手で空中につかみ取り、同時に、Ｉ－ブレインにコマンドを叩たたき込む。

（呼Call：『銃身』）

　身を翻ひるがえす動きで黒い外がい套とうを跳ね上げ、最後に残された五本のナイフを宙に撒まき散らす。電でん磁じ場ばの銃身に捕らわれたナイフは外套の裾すそを飛び出し、上下左右のあらゆる角度から少年めがけて降り注ぐ。

　瞬間、少年の右足が跳ね上がる。

　膝ひざから先の動きだけで弧を描いた右足の先端が、秒速二千メートルで襲おそいかかるナイフの最初の一本を捉とらえる。
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　銀ぎん色いろのナイフがブーツに突き立ったかと見えた刹せつ那な、少年の右足が幻のように翻ひるがえる。七十パーセントの回かい避ひ能力を巧みに操あやつった少年は足に食い込むナイフを自らの骨に引っかけ、そのまま庭園の天てん井じように向けて受け流す。

　続く三本のナイフが拳こぶしと足によってことごとく打ち払われ、最後の一本がかろうじて少年の左肩に突き立つ。少年は一秒の百分の一にも満たないわずかな時間だけ身をのけぞらせ、瞬しゆん時じに体勢を立て直してさらなる攻こう撃げきを繰くり出す。

　空中に翻った右足が、サクラの頭上から唸うなりを上げて振り下ろされる。

（呼Call：『翼つばさ』）

　外がい套とうを構成する防ぼう刃じん繊せん維いに命令を叩たたき込み、左右一対の黒い翼を形成する。左の翼が振り下ろされた少年の足を受け止め、圧倒的な威力を殺し切れずに半ばで引きちぎられる。

　走り抜ける少年の右足が、サクラの左の肩を容よう赦しやなく打ち砕く。

　歯を食いしばってそれを堪こらえ、サクラはＩ－ブレインにコマンドを叩き込む。

　少年は振り下ろした右足で地を打ち、自身の生み出す衝しよう撃げきを支え切れずにたたらを踏む。右の翼が翻り、その少年めがけて一いつ直ちよく線せんに襲おそいかかる。

　眼前にかざされた少年の左手が、その軌道を遮る。

　黒い翼がゆっくりと手のひらに突き立ち、刃やいばのようなその先端が皮ひ膚ふを食い破って鮮せん血けつを散らし、

（呼Call：制御系・付加処理・量子力学的制御）

　Ｉ－ブレインの叫び。

　サクラは脳内の蓄ちく積せき疲労と負荷をすべて無視して、最後の命令を叩き込む。

（──創生Create：『幻げん楼ろうの剣』）

　量子力学的制御を付加された黒い翼が、少年の手のひらをすり抜ける。わずか三十パーセントの透過能力しか持たない翼は存在する部分と存在しない部分に分かれて自己崩ほう壊かいを起こしながら、少年の防御をかいくぐってその懐ふところに潜もぐり込む。

　透過に失敗した七十パーセントが、ぼろ屑くずとなってちぎれ飛ぶ。

　残された三十パーセントが宙により集まり、細く鋭するどい翼を形成する。

　驚きよう愕がくに歪ゆがんだ少年の顔が、瞬時に平静を取り戻す。防御をかなぐり捨てて一歩踏み込んだ少年は、つかまれた右手を軸に身を翻す。

　極限まで鍛きたえ抜かれた四肢が、螺ら旋せんを描く。

（警告Alert──）

　神速で繰くり出された左の掌しようがサクラを襲い、蛇のように鎌かま首くびをもたげた黒い翼が幻影イリユージヨンNo.17に突き立ち、




（──回避不能）




　それが、本当に、最後の最後だった。

　掌しようの一いち撃げきはサクラの右の頭部を直撃し、その体を横殴りに弾はじき飛ばしていた。

　黒い翼つばさは幻影イリユージヨンNo.17の両りよう膝ひざを貫き、その靱じん帯たいと関節を完かん膚ぷ無なきまでに打ち砕いていた。
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　敵の本隊を表す赤い光点が、メルボルンを飛び出し、策敵範はん囲いの彼方かなたに消えた。

　司令部で中ちゆう枢すう端末と格かく闘とうを続けていたオペレーター達は、それを食い入るように見つめた。

　かろうじていくつかの機き能のうを回復した中枢端末が、今さらのようにメルボルン内部の戦闘状況を伝える。第四階層以下に突入していたすべての部隊は今なお二重デユアルNo.33との交戦を続け、その位置は第四階層から第三階層、第二階層へと移っている。

　賢人会議Seer's Guildの中枢に突入したはずの幻影イリユージヨンNo.17との通信は依然として途絶。

　これ以上の戦闘続行は、限り無く無意味に近かった。

『モスクワ本国より入電──』

　メインディスプレイに浮かび上がるメッセージに、オペレーター達の動きが止まる。最高議ぎ会かいの電子署名が刻まれたメッセージが、モスクワ本国の現状を伝える。

　シティ・ベルリンとシティ・シンガポールの空中戦せん艦かん七隻が、モスクワに向けて移動を開始したと──

　時間切れを告げるそのメッセージに、誰だれもが、深く息を吐いた。

『──シティ・モスクワ自治軍、全部隊に通つう達たつ』

　作戦の最高責任者である司令部の男が、操そう作さ卓たくのマイクを取り上げる。

　声を発しようとした口が、動きを止める。

　数秒の沈ちん黙もく。

　男はディスプレイの向こうに倒れ伏す数多あまたの兵士達に黙もく祷とうを捧ささげ、一般通信回かい線せんのスイッチを入れた。

『我が軍は現時点をもってすべての戦闘行為を終了。モスクワ本国に帰投する──』

　兵士達の通信素子から鳴なり響ひびいた、声。

　それが、長い戦いの、終幕を告げる合図だった。
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　白と黒の視界を埋め尽くしていた赤い線が、最後の点を残して途と切ぎれた。

　ディーは血の混じった息を吐き出し、両の騎き士し剣けんを下ろして、顔を上げた。

　吹き荒れる風は切り裂くような冷気を孕はらみ、ディーの体を容よう赦しや無く打ち据えた。いったいどれほどの時間戦い続け、どれほどの距きよ離りを駆け抜けたのか、地下の町にあったはずのディーの体は雪の原野の中に一人佇たたずんでいた。

　見渡す限りの周囲に、すでに敵の姿は無く。

　とうの昔に戦せん闘とうが終わっていたことに、ディーはようやく気付いた。

「……そっか……」

　呟つぶやいた拍子に視界が色彩を取り戻し、体が崩れ落ちるのをディーは感じた。冷たい雪の上になすすべ無く投げ出され、左手から騎き士し剣けん『陽よう』が滑すべり落ちた。同じように右手の『陰いん』も取り落としそうになり、おぼつかない指でかろうじて柄つかの結晶体を押さえる。随所に致命傷を受け、手足の数ヶ所を骨まで断ち割られたこの体は『森しん羅ら』の制御によってかろうじて動いている。この剣を放したら、比ひ喩ゆでも何でも無く本当に死んでしまう。

「……疲れた」

　雪の上に仰あお向むけになり、零下四十度の極寒の大気に顔をしかめる。

　空を埋め尽くす鉛なまり色いろの雲を、ぼんやりと見上げる。

　何とか起き上がろうと体に力を込め、まともに動かない体がその命令を拒み、

「……ディーくん……」

　小さな声が、頭上から聞こえた。

　雲に覆おおわれていた視界の真ん中に、ポニーテールに結わえられた金きん色いろの髪が揺れる。重力制御によって集められた暖かな空気が体を包み込み、冷え切った四肢を優やさしく撫なでる。

　青い瞳ひとみに涙を溜ためて、少女がこっちの顔を覗のぞき込む。

　透明な雫しずくが頬ほおを次々に伝い落ち、ディーの顔に一つ、また一つと跳ねる。

　静かな気持ちでそれを見つめ、少女の名を呼ぶ。

「……セラ」

　少女の体がびくりと震ふるえる。おそるおそるという風に伸ばされた手がディーの頭を持ち上げ、そのまま、自分の膝ひざの上にのせる。

　柔らかな感触が、頬に当たる。

　小さな手が、傷付いたディーの頬を、何度も、何度も撫でる。

「……わたし、仕方が無いなんて、ぜったいに言わないです」

「え？」

　少女の声に目をしばたかせる。

　セラは口元を強く引き結び、かすれた声で言葉を紡つむぐ。

「どんな理由があっても、誰だれかが死ぬのは悲しいです。誰かが誰かを殺すのは、すごく痛くて、怖いです。……だから、わたし、ディーくんが人を殺すのはいやです。わたしのためにやってくれるんでも、やっぱりそれは悲しいです。だから……」

　少女の顔が、ゆっくりと近付く。

　小さな唇が、血にまみれた唇に重なる。

「だから、わたし……ディーくんなんか、きらいです……」

　言葉とともにあふれた嗚お咽えつが、止まらなくなる。

　セラは幼い顔をくしゃくしゃに歪ゆがめ、声を上げて泣き始める。

「……セラ……」

　その姿に、胸の中が温かくなるのを、ディーは感じた。

　傷付いた腕を伸ばし、少女の頭をそっと撫なでた。

「ごめん」

「……謝あやまっても……許さないです……」

「うん。でも、ごめん」

　泣なき濡ぬれた少女の顔を手のひらで拭ぬぐい、ディーは小さく笑った。




　たぶん、この瞬しゆん間かんに、初めて──

　デュアルNo.33は、セレスティ・Ｅ・クラインという少女に恋をした。
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　淡雪のような花びらが一片、光の中に躍おどった。

　舞まい落ちた花びらは庭園に散る無数の花びらの絨じゆう毯たんに溶け、風に吹かれてふわりと揺れた。

　頭上の梢こずえからは絶え間なく花びらが舞い落ち、庭園を淡い紅べに色いろに埋め尽くしていく。すでに花の大半を失った梢は名残なごりを惜しむようにいっそう強く枝を揺らし、視界を薄うす紅べにの雪化粧に染め上げていく。

　枝の先に一片だけ残された花びらが、対流する空気の流れに揺れる。

　サクラはぼんやりとそれを見上げ、息を吐いた。

「さて」

　うずくまっていた体を起こし、全身を貫く痛みに顔をしかめる。後ろについた手が何か柔らかい物を押おし潰つぶし、それでようやく、自分が雪ゆき割わり草そうの花畑に座り込んでいるのに気付く。

　ため息をこぼし、顔を上げ、傷だらけの体を引きずって立ち上がる。

　庭園の中央にそびえる桜の樹きに向かって、静かに歩を進める。

「あー……まいったまいった」

　その根元には、全身を血に染める、白髪の少年の姿。

　大たい樹じゆの幹に背中を預けて壊こわれた両足を投げ出し、こっちに向かって手を振る。

「何かムカつくけど、とりあえずここはお前の勝ちやな」血にまみれた口元に苦笑を浮かべ、両りよう膝ひざに穿うがたれた傷をちらりと見下ろし「さすがのおれでもこれは無理。格かく闘とう技ぎいうんは全身運動やからな、足がいってもうたらおしまいや」

　恐れの欠片かけらもない視し線せんをサクラに向け、

「早はよしたらどうや？　今やったら、お前がどんだけ弱ってても簡かん単たんにトドメさせるで」

　しばしの沈ちん黙もく。

　サクラは少年の顔を見下ろし、わざとらしい息を吐く。

（文書text：疲労限界・演算処理起動失敗』）

「そうしたいのは山々だがな」目を閉じ、自分の頭を指でつついて「残念ながら、貴方あなたの先ほどの一いち撃げきでＩ－ブレインが限界を超えてしまった。……今の私には量子力学的制御はおろか、いかなる能力も起動することができない。対して、貴方のＩ－ブレインはまだ生きている」

　目を開け、何と無しに笑えみを浮かべて、

「つまり、私には、貴方の回かい避ひ能力を封じる手段が存在しない」

「は……？」

　ぽかんと口を開ける少年。

　その表情が見る間に崩れ、幻影イリユージヨンNo.17は堪こらえ切れなくなったように笑い出す。

「締しまらんヤツやなぁ」

「貴方に言われる筋合いはない」

　かすかな笑い顔のまま、サクラは答える。

　その視線が庭園の奥に向き、壁かべに隠された演算室の扉を捉とらえる。

「……とりあえず、どうにか上う手まくいったみたいだね」

　ゆっくりと開かれた扉の向こうから、黒髪の青年が姿をのぞかせる。真ま昼ひるは携帯端末の納められたバッグを肩に担ぎ、二度、三度と首を回す。

　その顔に濃こい疲労の色を浮かべ、かすかに頭をふらつかせて、

「にしても、さすがの僕も今回はちょっとだけ疲れたよ」

　幻影No.17が驚おどろいた風も無く振り返り、静かに歩み寄る青年の姿を見上げる。

　真昼は少年の傍そばを通り抜け、サクラの前に立ち止まって、

「お疲れさま。君のほうは大丈夫……には見えないか。やっぱり」

「……なるほどなぁ」

　感慨深げな少年の声。

　幻影No.17は目の前の少女と青年を代わる代わるに見比べ、

「おれはお前やなくて、そいつに負けた訳か」

「や、僕は別に」

「──そうだ」真ま昼ひるの言葉を遮り、少年に向かって大きくうなずく。「貴方あなたは私を一人と考えた。私一人を倒せば事は済むと思い込んだ。それが、貴方の最大の敗因だ」

　視し線せんだけで振り返り、目を白黒させる青年を見上げて、意地の悪い笑えみを浮かべる。

　足下の少年に視線を戻し、少しの間、言葉に迷う。

「……貴方は、私がいつか必ず倒す」呟つぶやき、少年をまっすぐに見下ろして「だから、それまでせいぜい体に気を付けて長生きしろ」

　自分でも何が言いたいのか良く分からない言葉。

「おう」

　それに、少年は笑って答えた。

「お前もまあ、せいぜい気ぃつけろや。どー見てもおれよりお前のほうが敵多そうやからな」

「……最後の最後まで、無礼な男だ」

　小さく笑い、少年に背を向けて歩き出す。

　ふらつくその体を、傍かたわらに立つ青年の手が支える。

「言っとくけど、これで安心って訳じゃないよ」あくまでも落ち着きを孕はらんだ青年の声「いくら敵が撤てつ退たいを開始してるって言っても、まだメルボルンの中にはかなりの戦力が残ってるし。いちおう脱出用の偽装は準備してあるけど、そんなに凝こった物作る余裕は無かったし」

「そうだな」

　真昼の言葉にうなずく。

　目の前を流れる薄うす紅べに色いろの花びらを、指先で捕まえる。

「だが、私は疲れた。少しだけ眠るから、後のことはよろしく頼む」

「あー、ずるい。僕一人に働かせる気だね？」

「私は重傷患者だぞ？　こうして立って歩いているだけでも大した物だと褒ほめてもらいたい」

　それに、と呟き、青年の顔を振り仰ぐ。

　どこまでも穏おだやかなその顔を、まっすぐに見上げる。

　頭上には、最後の力を振り絞るように舞まい落ちる、淡雪のような花びらのヴェール。

　サクラは、静かに息を吐き、

　咲き誇る花のように、笑った。




「そのぐらいは──貴方に任せても良いのだろう？」







　　　終章　終わりの始まり　～Start "Wizard's brain"～







　輸ゆ送そうフライヤーの客室の窓越しに流れる吹雪ふぶきが、激はげしさを増した。

　天あま樹ぎ錬れんはテーブルの上に頬ほお杖づえをつき、ぼんやりとそれを見つめた。

　簡かん素そな丸テーブルが三つ置かれただけの寄り合いの客室には、同じようにこの輸送フライヤーに乗り合わせた乗客が五人ほど、思い思いの方法で時間を潰つぶしている。彼等のほとんどは先日のロンドンでの『世せ界かい樹じゆ暴ぼう走そう事件』で家を無くした避ひ難なん民みんで、知人を頼って、あるいはあても無く仕事と住む家を求めて、メルボルン跡地に向かう旅の途中にある。

　壁かべに掛けられたディスプレイの向こうで、百年前の歌姫がメロディを奏でる。

　錬はそれを横目に、小さな声で一小節口ずさみ、

「お待たせしました」

　目の前に置かれたカップがほわりと湯気を立て、錬はそれを追って視し線せんを上に向け、

「お帰り、フィア。寒くなかった？」

「はい、大丈夫です」

　大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみの少女が、金きん色いろの髪を揺らしてにっこり笑う。フィアはテーブルの反対側に座り、テーブルに二つ置いたココアのカップを片方手に取り、

「これが明日あしたの分のパンで、こっちがこの近くを通る別な隊商さんのリストです」両手でもったカップに口を付け「それで、まだ動けそうにないんですか？」

「うん、そうみたい」

　うなずき、視線を何となく窓の外に向ける。いくら目を凝らしても、厚い吹雪のヴェールに遮られた荒野の先には何も見通すことはできない。

　脳内時計の日付表示が『十一月八日』を告げる。

　ロンドンを旅立ってメルボルンに向かう隊商のフライヤーに乗り込み、オーストラリア大陸に辿たどり着き、目的地から百キロほど離はなれたこの町に足止めを食って、もう三日が過ぎようとしていた。

「真ま昼ひるさんと月つき夜よさん、大丈夫でしょうか」

「うん……」

　少女の問いに生返事を返し、自分のカップを取ってぼんやりと口を付ける。メルボルンに向かったはずの双ふた子ごの兄と姉からはいまだに何の連絡も無く、専用の暗号回線で呼びかけても答えが帰ってくる気け配はいは無い。

　──メルボルン跡地でモスクワ軍が戦せん闘とうを行い、町に相当の被害が出たらしい。

　その噂うわさが錬れんとフィアの許もとに飛び込んできたのは三日前のこと。メルボルンから引き返して来たという別な隊商の話によれば、モスクワ軍はメルボルンに隠れていたある魔ま法ほう士しを捕らえるために戦せん闘とうを行い、結果として第一階層の五分の一が大破。軍の一部の部隊は戦闘から一ヶ月近くが過ぎた今でもメルボルンに駐ちゆう留りゆうして何らかの作業を行い、町は現在、外部からの避ひ難なん民みんが入れるような状況ではないらしい。

　一ヶ月前といえば、ちょうど、真ま昼ひると月つき夜よがメルボルンを訪れた頃ころ。

　考えたくはないが、二人が何かの事件に巻き込まれたのは間違い無さそうだった。

「とにかく、明日あしたもう一回別な隊商の人に会って、無理やりでもメルボルンまで行ってもらえないか頼んでみよう」

　それが無理ならダメもとでフライヤーを調ちよう達たつするか、最悪はメルボルンまで歩き。いずれにせよ、あそこに真昼と月夜がいるかも知れない以上、このまま黙だまって帰ることなどできない。

　カップの中のココアを一息に飲み干し、錬は勢いよく立ち上がりかけ、

『──全世界の、すべての人間に、ご挨あい拶さつ申し上げる──』

　スピーカーから飛び出すノイズ混じりの声に、振り返った。

　別なテーブルでトランプに興きようじていた乗客達も同じように振り返り、一同の視し線せんが壁かべに埋め込まれたディスプレイに集中した。海かい賊ぞく放送によって流されていた百年前の歌か謡よう番組の映像が耳障りなノイズを残して消失し、映像が暗い色調に切り替わる。

　どこかの会かい議ぎ室しつと思おぼしき暗い部屋が、ディスプレイいっぱいに映し出される。

　画面の中央には大きな椅い子すが一つ。その上で足を組む、錬より少し年上ぐらいの少女が一人。

　長い黒髪を頭の両側にリボンで束ね、黒ずくめの服に身を包み、ディスプレイの向こうから鋭するどい視線を投げ、少女がゆっくりと口を開く。

『初めてお目にかかる。我々は「賢人会議Seer's Guild」。我々の言葉を貴方あなた達に届けるため、少しの間、この回線を使用させて頂く──』

　……何だ、これ。

　思わずぽかんと口を開け、すぐに我に返った視線が『それ』を捉とらえる。テーブルの向こうで同じようにディスプレイに見入っていたフィアが「錬さん……」と声を上げる。

　ディスプレイに映る黒髪の少女の背後に佇たたずむ、二つの人ひと影かげ。

　ミラーシェードで顔を隠した銀ぎん色いろの髪の少年と、もう一人、同じようにミラーシェードを付けた、東洋人と思しき黒髪の……

「……真昼……兄……？」

　呆ぼう然ぜんと目を見開く錬の前で、少女は静かに口を開いた。

『まずは我々の主張を理解して頂くため、貴方達に「シティ」という物について少しお話ししておこうと思う』

　そうして、少女は語り始めた。

　シティの、マザーコアの、この世界の仕組みのことを──
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『──ヘイズ』

　北極海上空、高度二万メートル。

　飛行艦かん艇ていの操そう縦じゆう室しつで、管制システムが男の名を呼んだ。

「ああ」

　赤毛の男は答え、ディスプレイの向こうで口を開く少女の姿を食い入るように見つめた。

「ハリー、通信元の特定と、この映像が送られてる範はん囲い、特定急げ」

『すでに解析終了しています』管制システムが淀よどみの無い声で答える。『電波の発信元は残念ながら特定不能。映像の送信範囲は──』

　言葉を切り、立体映像ディスプレイにいくつかのデータを映し出し、

『地球上、すべてのシティと、すべての町です』

「そーか……」

　ため息を吐つき、操縦席に体を投げ出してディスプレイを手元に引き寄せる。黒髪の少女に二重写しにどこかの研究施設と思おぼしき光景が表示され、シティの──マザーシステムの開発計画を表すデータがそれに重なるように次々に映し出される。

　世界中の人間が、この映像を見ている。

『とんでも無いことになりましたね』

　頭上に出現した横よこ線せん三本の相あい棒ぼうが、口元をにゅにゅっとへの字に曲げて困り顔を作る。

「……ったく、めんどくせぇ話だな！」

　操縦席から勢い良く身を起こし、ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズはわしわしと頭をかいた。




　　　　††††††††††††††




　周囲に居並ぶ兵士達の動きが、慌ただしさを増した。

　クレアNo.7はシティ・マサチューセッツ第三ポートの管制室で、その映像を見上げていた。

　ディスプレイの向こうに座る少女はいかなる手段によってかシティの通信網に割り込みをかけ、この映像を強制的に流している。映像は市街地に住む一般の住民にもあまねく届けられ、すでに一部の地域で混乱が発生しているとの情報も入っている。

　だが、そんなことにクレアの関心は無い。

　黒い眼帯に覆おおわれた少女の視線は、ただ一点、ディスプレイの奥に映る銀髪の少年に釘くぎ付づけになっている。

「……ディー……」

　かすれた声が、喉のどの奥から漏れる。

　白い軍服を翻ひるがえして振り返り、兵士達をかき分けて歩き出す。

　……ディー、あんた、どうして……

　歩ほ調ちようは知らぬ間に速度を増し、やがて少女は走り出す。

　専用ドックに納められた、自分の船FA-307に向かって、

　千せん里り眼がんの力で、少年の居場所を探り当てるために──




　　　　††††††††††††††




「ねー、エドー。何か分かんないけど、すっごいことになってるよ」

　生命維持槽そうの向こうから、少女の声が聞こえた。

　エドワード・ザインは羊よう水すいの中に目を開け、世界樹じゆに直結した視覚を開いて、ガラス筒の外の様よう子すを上から見下ろした。

「ほらほら、これ。何か、変なのが映ってるの」

　携帯用のディスプレイ投とう影えい装置を頭の上にえいっと掲げ、ファンメイがガラス筒の表面を叩たたく。少女は世界樹に取り込まれた『ウィリアム・シェイクスピア』の操そう縦じゆうブロックの冷たい床ゆかに座り込み、エドが眠る生命維持槽に背中を預けている。

「見えるー？」

　どうやら、何かおかしなことが起こったらしい。エドは羊水の中でこくっとうなずき、視界の焦点をファンメイの頭上に浮かぶ立体映像ディスプレイに合わせ、

「……ぁ……」

　映像の向こうで口を開くその姿に、目を見開いた。




　　　　††††††††††††††




　南アメリカ大陸の南端に位置するその町にも、映像は届いていた。

　隊商のコンテナに設けられた即席の酒場で、男はその光景を見ていた。

「おいおい、こりゃまたえらいことになったな！」

　カウンターの向こうで濁にごった色の合成酒をグラスに注いでいた店の主が、興こう奮ふんした口く調ちようで声をかける。店内に居合わせた数名の客も、カウンターの端に置かれたディスプレイを食い入るように見つめている。

　黒衣の男は、息を吐く。

　化学薬品の香りがするグラスに口を付け、傍かたわらに立てかけた剣を手に取り、

「……始まったか」

「あ？　何だって？」

　店の主あるじが振り返ったときには、男の姿はどこにも無く。

　ひび割れた合成タイルのカウンターの上には、空のグラスと一杯分の代金だけがひっそりと残されていた。




　　　　††††††††††††††




「とーとーやったわね、あのバカ……」

　呟つぶやく声が、遠い物に聞こえた。

　月つき夜よはベッドの上に身を起こし、壁かべに埋め込まれたディスプレイを睨にらみ付けた。

「ったく……だからわたしが心配したのに！」

　長い髪をわしわしとかきむしり、そこでようやく我に返って、

　……って、ここ、どこよ。

　白一色に塗り込められた清せい潔けつそうな部屋を見回し、ついでに自分の白い病人着も見下ろして首をかしげる。ベッドの周囲には普通の治ち療りように用いられる心拍数モニターや点滴などの機き材ざいが並び、枕まくら元もとの机には花が飾られている。

　長い間眠っていたような気がするが、何がどうなっているのかはさっぱり分からない。

　おまけに、目が覚めるなり見せられたのがこの映像では、混乱するなというほうが無理がある。

「えーっと、だから、わたしはメルボルンにいて、作戦やってて、あの赤ちゃん助けて……」

　そこで記き憶おくが途と切ぎれていることに気付き、途方に暮れる。髪の伸び具合から判断するに、ゆうに一ひと月つき近く眠っていたのは間違いない。

　……何だか分かんないけど、ヤバそうね。

　腕に貼はり付けられた浸透式の点滴を引きはがし、シーツを取りのけてベッドから足を下ろし、

「──お、やっと目ぇ覚ましたな」

　病室のドアが、唐とう突とつに開いた。

　サングラスで瞳ひとみを隠した白髪の少年が、顔をのぞかせた。




　　　　††††††††††††††




　勢い良く立ち上がった拍子に、テーブルの上のカップが床ゆかに落ちた。

　フィアは慌ててそれを拾い上げ、客室のドアに向かって駆け出す少年の名を呼んだ。

「錬れんさん！」

「携帯端末！　この映像がどこから出てるか、特定しないと──！」

　血相を変えて部屋を飛び出す少年の後を追い、走り出そうとした足がふと止まる。

　振り返ったディスプレイの向こうで、少女は淡々と語り続ける。

『……我々はこのようなシティの振ふる舞まいに対して、反旗を翻ひるがえす物である。魔ま法ほう士しは人間の道具ではない。彼等がそれを忘れ、マザーコアによる世界の運営を続けるならば、我々はそれに鉄てつ槌ついを下さなければならない』

　少女が立ち上がり、黒い外がい套とうを翻す。

『私はここに宣言する』

　黒い瞳ひとみが、世界を見据える。

　何か巨大な物に挑むように──

　黒髪の少女はまっすぐに顔を上げ、高らかに告げた。




『──我々「賢人会議Seer's Guild」は、すべてのシティに対し、宣戦を布告する──』
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　……耳障りなノイズを残して映像が途と切ぎれた。

　運命の車しや輪りんが回り始める音を、世界のすべての人間が聞いた。







　　　　あとがき







　という訳わけで、四ヶ月間お待たせしました。『ウィザーズ・ブレインⅤ　賢けん人じんの庭』下巻です。今回もめったやたらと分厚いです。電でん撃げき文庫の適正ページ数とか余裕でぶっちぎりです。あまりの分厚さにびびって担当さんに「あとがき削りましょうか。何ページぐらいにしましょうか」と聞いてみたら「何ページでも好きなだけ書きなさい」と言われてしまいました。どうやら「本ほん編ぺんが長いからせめてあとがきだけでも短く」とかそういう技で誤ご魔ま化かせる次元はとっくに超越してしまっているようです。おやおや。

　まあ、書いてしまった物は仕方無いのですが。

　後はただ、無む駄だに長くなっていないことを祈るばかり。

　くれぐれも、足の上に落とさないよう気を付けて下さい。




　さて、上巻＋下巻で都合八百ページとなった『もう一人の元型なる悪あく魔ま使つかい』の物語、これでひとまず完結です。今回新たに登場した二人、可愛かわいがってやって頂ければ幸いです。また、今回はエピソードⅣで出番の無かった一巻と三巻のキャラ達のその後を描くこともできました。彼等の物語もまだまだ続きます。期待していて下さい。




　しかし、自分で言うと石を投げられそうですが、今回はえらく時間がかかってしまいました。

　これだけ長くかかったのだから「うぉー、終わったー！」と叫んでも良さそうな物なのですが、実のところ、新しい作品を書き上げたという感慨はあまりありません。「なかがき」でも少し書いたとおり、私にとってこれはシリーズの最初から頭の中にあった物語なので、むしろやっと出てきたというか、やり残した宿題が一つ片付いたという感じ。自分がまだデビューしていなかった五年前、実家のパソコンの前で親の目を盗んで書いていたあの応募原稿が、ようやく書き終わった気分です。

　あの頃ころに考えていたキャラは、これですべて出で揃そろいました。

　一巻のあとがきに書いた「巨大な物語」が、ここから始まります。




　上巻が発売されてからのわずかな間に、また色々な方からファンレターをいただきました。今、パソコンの横に広げて並べています。相変わらずお返事が出せなくてごめんなさい。通信教育のペン字講こう座ざを始めるべきか、作者は真剣に悩んでいます。そんな暇があったら原稿書け、という気がしてなりませんが。

　ともあれ、ありがとうございます。

　これからも「早はよ書かんかい！」という叱しつ咤た激げき励れい、お待ちしています。




　それでは、今度こそはできるだけ早く、みなさんにお会いできますように。

　次なる舞ぶ台たいは南アジア、シティ・ニューデリー。『炎使い』の物語。

『双剣』『千里眼』『幻げん影えい』『空賊』『光使い』『双ふた子ご』『天使』、そして二人の『元型なる悪あく魔ま使つかい』──

　子供達の運命は戦場に交差し、世界を巻き込む事件の最初の一幕が上がります。




　シリーズ開始から四年。いろいろありましたが、とりあえずここまで来れました。

　ひとまず、準備は整ととのいました。

　それでは、「ウィザーズ・ブレイン」を、始めましょう。




　六月某日、自宅にて。「月の呪じゆ縛ばく」を聞きながら。


三さえ枝ぐさ零れい一いち






　本作執筆中のＢＧＭ：『メグメル』『エミヤ』『神の摂理に挑む者』
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年兵庫県原産。好きなハッカーは笑い男、好きな師匠は東方不敗。実家に阪神タイガースカラーのゲームキューブが配備されたという噂を聞き、激しく動揺する今日この頃。『ウィザーズ・ブレインⅥ』鋭意制作中。
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純すみ 珪けい一いち

黒を愛する黒い絵師。ジャージから着替えてコンビニまで歩くか着替えずに簡単な料理をするかどっちが楽かを真剣に考える毎日。意外とコンビニって近いようで遠いです。
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ウィザーズ・ブレインV




賢けん人じんの庭にわ〈下〉








三さえ枝ぐさ零れい一いち





発　行　　　　2014年2月13日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2005 REIICHI SAEGUSA





※この電子書籍は2010年4月1日発行の電撃文庫『ウィザーズ・ブレインV 賢人の庭＜下＞』3版に基づき制作











[image: ]




item/image/p085.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p435.jpg





item/image/p468-p469.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/hyou4.jpg





item/image/p345.jpg
Nk S

e 88 3
vy
R

.
Zan,





item/image/p109.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第七章　命の代価、死の代価　～Weight of life～



		第八章　血染めの夜、真紅の剣　～Killing field～



		第九章　迷いの園　～Guilt～



		幕　間　ここは天国ではないけれど　～World loves you,unless you loves the world.～



		第十章　崩れる夢　～Never　Land～



		第十一章　いつかこの花が咲いたなら　～Faith～



		第十二章　炎のさだめ　～I wish,I'll pass　away under this perfect cherry blossom～



		終　章　終わりの始まり　～Start "Wizard's brain"～



		あとがき



		奥付











item/image/p185.jpg





item/image/k002.jpg
EFNE MBHDE.

| = z
~killlng Tield ~ eSS

e T Sl

g = *
BRE ,ggl,\g)ﬁ,....i,....,+.....-...,+.....,+.....

~C’iu11t~ >

N

. 19‘1\‘

\

348 r

% BDDOBED =%

— Start"Wizard's brai

— J'wish.31l'pass awav lmder this perizcl’ cherry blossony‘&lw I
/{. 4 53 )i

Q:n womE | Q

— friend —

s‘— BEEITFLE q\\

—Pemon OYaster—

sd_- EHEEES 7’

——Coflfee in @elbourne —|

;dss (=TER T T

+—God's out his heaven.World's Tilled with

pain~

EmE ROBTSEE

g Crosslng (’xamg e

wns FooE |
—»SEEIRKK-Lunaz A

U omas mboamogg

T——Called illusion Ro.17 —

km.@

I |
AN DR ELATA QM E— \?(?59’
|
{






item/image/k001.jpg
illusfrafio— H
Rkciichi






item/image/k004.jpg
Lwish, I'll pass away under this perfect cherry blossom.






item/image/k003.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/p289.jpg





item/image/p401.jpg





item/image/p445.jpg





item/image/p329.jpg





